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上富良野町の基金に伴う関係条例の整備に関する条例 
 

３月19日 
総務産建常任

 

委員会付託      

 



 

 

２７ 
 

上富良野町児童生徒教育振興基金条例 
 

３月19日 
 

原 案 可 決

 

２８ 
 

上富良野町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 
 

３月19日 
 

原 案 可 決

 

２９ 
上富良野町個人情報保護条例及び上富良野町情報公開条例の一部を改

 

正する条例 

 

３月19日 
 

原 案 可 決

 

３０ 
 

上富良野町ラベンダーハイツ条例の一部を改正する条例 
 

３月19日 
 

原 案 可 決

 

３１ 
 

富良野広域連合の設置について 
 

３月19日 
富 良 野 広 域 連 合      

 

調査特別委員会付託

 

３２ 
 

上富良野町道路線廃止の件 
 

３月19日 
 

原 案 可 決

 

３３ 
 

上富良野町道路線認定の件 
 

３月19日 
 

原 案 可 決

 

３４ 
 

町有地の処分について 
 

３月４日 
 

原 案 可 決

 

３５ 
 

上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の件 
 

３月４日 
 

原 案 可 決

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔予算特別委員会付託〕 

 議案第１号 平成２０年度上富良野町一般会計予算 

 議案第２号 平成２０年度上富良野町国民健康保険特別会計予算 

 議案第３号 平成２０年度上富良野町老人保健特別会計予算 

 議案第４号 平成２０年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算

 議案第５号 平成２０年度上富良野町介護保険特別会計予算 

 議案第６号 平成２０年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会

       計予算 

 議案第７号 平成２０年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算 

 議案第８号 平成２０年度上富良野町公共下水道事業特別会計予算

 議案第９号 平成２０年度上富良野町水道事業会計予算 

 議案第10号 平成２０年度上富良野町病院事業会計予算 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

議案 

 

番号 

 

件                名 
 

議決月日 
 

結    果

 
 

諮問 
  

 

１ 
 

人権擁護委員候補者の推薦の件 
 

３月19日 
 

適     任

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

執 行 方 針 
 

３月５日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行 政 報 告 
 

３月４日 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町の一般行政について質問 
３月11日 

 

３月12日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報    告 
 

 

 

 

 

１ 
 

監査・例月現金出納検査結果報告の件 
 

３月４日 
 

報     告

 

２ 
 

委員会所管事務調査報告の件 
 

３月４日 
 

報     告

 

３ 
専決処分報告の件（交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定める 

 

件） 

 

３月４日 
 

報     告

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

発    議 
  

 

１ 
 

町長の専決事項指定の件 
 

３月19日 
 

原 案 可 決

 

２ 
雇用保険の特例一次金を５０日分に戻し国の季節労働者対策の強化を

 

求める意見の件 

 

３月19日 
 

原 案 可 決

 
 

閉会中の継続調査申出の件 
 

３月19日 
 

原 案 可 決
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○議事日程（第１号） 

第 １ 会議録署名議員の指名の件 

第 ２ 会期決定の件 ３月４日～１９日 １６日間 

第 ３ 行政報告   町 長 尾 岸 孝 雄 君 

第 ４ 報告第 １号 監査・例月現金出納検査結果報告の件 

代表監査委員 高 口   勤 君 

第 ５ 報告第 ２号 委員会所管事務調査報告の件 

第 ６ 報告第 ３号 専決処分報告の件（交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定める件） 

第 ７ 議案第１１号 平成１９年度上富良野町一般会計補正予算（第６号） 

第 ８ 議案第１２号 平成１９年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

第 ９ 議案第１３号 平成１９年度上富良野町老人保健特別会計補正予算（第２号） 

第１０ 議案第１４号 平成１９年度上富良野町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

第１１ 議案第１５号 平成１９年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算（第２号） 

第１２ 議案第１６号 平成１９年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

第１３ 議案第１７号 平成１９年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３号） 

第１４ 議題第１８号 平成１９年度上富良野町水道事業会計補正予算（第１号） 

第１５ 議案第１９号 平成１９年度上富良野町病院事業会計補正予算（第４号） 

第１６ 議案第３４号 町有地の処分について 

第１７ 議案第３５号 上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の件 
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○欠席議員（０名） 
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 農業委員会事務局長       
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 主 事        廣 瀬 美佐子 君
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告           

○議長（西村昭教君） 御出席、まことに御苦労に

存じます。 

 ただいまの出席議員は１４名であります。 

 これより、平成２０年第１回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告           

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 今期定例会は、２月２９日に告示され、同日、議

案等の配付をいたしました。 

 今期定例会の運営について、２月１３日と２６日

に議会運営委員会を開き、その内容は、別紙議事日

程のとおりであります。 

 今期定例会に提出の案件は、町長から提出の議案

が、議案第１号ないし議案第３５号までの３５件、

諮問第１号の１件、報告第３号の１件であります。 

 議員からの提出案件は、発議案第１号ないし発議

案第２号の２件であります。 

 なお、人事案件の諮問第１号人権擁護委員候補者

の推薦の件につきましては、後日配付いたしますの

で御了承賜りたいと存じます。 

 監査委員から監査・例月現金出納検査の結果報告

がありました。 

 議会運営委員長から、委員会所管事務調査の報告

がありました。 

 町長及び教育長から、平成２０年度の町政執行方

針並びに教育行政執行方針について、発言の申し出

がありました。 

 今期定例会までの主要な事項について、町長から

行政報告の発言の申し出がありました。その資料と

して、本日、平成１９年度建設工事総括表をお配り

いたしましたので、審議の資料としていただきます

ようお願い申し上げます。 

 ２月１３日までに受理いたしました陳情・要望の

件数は５件であり、その要旨は、さきにお配りした

とおりであります。 

 今期定例会までの議会の主要な行事は、別紙配付

のとおりであります。 

 今期定例会の議案説明のため、町長以下関係者の

出席を求め、別紙配付のとおり出席しております。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

  ◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     １１番 渡 部 洋 己 君 

     １２番 佐 川 典 子 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 会期決定の件 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 会期決定の件を

議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日から３月１９日までの１

６日間といたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、会期は、本日から３月１９日までの１６

日間と決しました。 

────────────────── 

◎日程第３ 行政報告 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 行政報告を行い

ます。 

 今期定例会までの主な行政執行経過について、町

長から報告の申し出がありますので、発言を許しま

す。 

 町長尾岸孝雄君。 

○町長（尾岸孝雄君） 議員各位におかれまして

は、公私ともに何かと御多用のところ、第１回定例

議会に御出席をいただき、まことにありがとうござ

います。 

 この機会に、去る１２月定例議会以降における町

政執行の概要について報告させていただきます。 

 初めに、十勝岳噴火総合防災訓練についてであり

ますが、上富良野町、美瑛町の両町と、北海道上川

支庁を中心に、２月２１日から２２日の２日間の日

程で、旭川地方気象台、陸上自衛隊、北海道警察、

上川南部消防事務組合など、多数の関係機関が参加

して実施いたしました。当町においては、１２の防
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災関係機関の参加により、１日目は情報の収集と伝

達訓練を主体に、２日目は、避難、救助、救出、避

難路確保、道路閉鎖などの各種実動訓練を展開いた

しました。 

 避難訓練では、緊急危険区域の住民を対象に８カ

所の避難所を開設して、泥流を伴う十勝岳噴火が起

きたという想定で、１５３世帯２０９人の実績とな

りましたが、年々参加人員が減少傾向となっており

ますので、その対応策を具体的に講じなければなら

ないと認識をいたしているところであります。 

 なお、昨年度から避難所の運営に対しましては、

各住民会単位の自主防災組織の参加をいただいてお

りますが、本年度は１６名の参加を得て、定着化の

方向にあり、今後の自主防災活動の展開につながる

ことを願っているところであります。 

 また、平成１３年度から常時監視５火山を対象に

実施されている北海道火山噴火総合防災訓練が、本

年度は上川支庁の所管により、一般公開による応急

復旧訓練として、上富良野西小学校を会場にして実

施され、西小学校児童、地域住民、防災関係者など

多くの見学者を集めて、盛会のうちに開催されまし

た。 

 次に、農業センター用地等の処分についてであり

ありますが、昨春、ふらの農業協同組合より当該地

の払い下げについて申し出があり、これまで協議を

続けてきたところであります。過日、協議が調い、

１月２３日に仮契約を結び、３月３日には農業委員

会より農地法第３条に基づく農地の権利移動の許可

を受けたことから、本定例議会に財産処分の議案を

上程させていただいております。 

 次に、広域行政でありますが、昨年１２月以降、

精力的に委員会、幹事会、また、部会やワーキング

グループにおける検討と議論を重ねて、さらに北海

道との事前協議も重ねて、設立しようとする広域連

合の組織や議会、委員会、負担などの、その骨組み

となる富良野広域連合規約案をまとめた後、パブ

リックコメントを経て、本定例議会に富良野広域連

合の設置議案を上程する運びとなりました。 

 今後につきましては、スケジュールに沿いまし

て、５市町村議会において設置議案の審議をいただ

き、原案可決となった場合は、５市町村議会の議決

書、会議録の写しなど必要な書類を添えて、北海道

知事へ設立の許可申請し、約１カ月を経て許可を受

け、富良野広域連合を設立することとなります。設

立後は、広域連合長の選出や広域連合議会議員を構

成市町村議会で選出してから、広域連合議会を召集

することとなります。 

 また、平成２１年４月の業務開始に向けて、一部

事務組合の解散や、その財産処分に関する手続など

を進め、本年中に関係議案の提案を進めてまいる予

定であります。 

 次に、自衛隊関係でありますが、昨年１２月２０

日、防衛省において、年末のあいさつと上富良野駐

屯地の現状規模堅持の要請を行ってまいりました。 

 翌１２月２１日は、北海道自衛隊駐屯地等連絡協

議会の要望運動が行われ、防衛省、財務省に対し、

防衛大綱、中期防衛力整備計画の見直しによる部隊

の統廃合など、地域における重要課題である北海道

の防衛体制の確保に関する要望を行うとともに、北

海道代議士会、関係国会議員に対して、同様の要望

を行ってまいりました。 

 また、本年１月９日には、旭川第２師団へ、翌１

０日には、札幌方面において北海道補給処、北部方

面後方支援隊、北部方面総監部、北海道防衛局に年

始のあいさつと、上富良野駐屯地の現状規模堅持の

要請を行ってまいりました。 

 防衛施設周辺整備事業関係では、全国防衛施設周

辺整備協会の理事として、２月１８日に役員会に出

席するとともに、防衛省の幹部の方々に表敬のあい

さつと、当町の演習場周辺整備事業に関する要望を

行ってまいりました。 

 次に、食育についてでありますが、今ではだれも

が耳にするようになり、関心が高まっております。

特に子供たちに対しては、生涯にわたって健全な心

と身体を培い、豊な人間性をはぐくむ基礎となるこ

とから、食育を推進することは重要と考えておりま

す。このたび、本町における食育推進計画を策定

し、食育の推進に関する基本的な考え方を示しまし

たので、この計画に基づき、平成２０年度から２４

年度までの５カ年間、町民一人一人が食を通して、

心身の健康と豊かな人間性をはぐくんでいくよう、

関係機関、団体と連携し、食育を推進してまいりた

いと考えております。 

 次に、高齢者等の冬の生活支援事業についてであ

りますが、１２月末から１月にかけて、防災無線や

町広報で、町民に広く制度を周知するとともに、民

生児童員の方々に対象となる方への働きかけなどに

ついて協力いただき、これまで手を尽くしてまいり

ました。その結果、予想以上に基準額を超える収入

のある方が多い実態でありましたことから、当初の

見込みを大幅に下回り、支給件数は現時点で１６４

世帯であります。今後も確認作業を進め、対象者の

完全把握に努力してまいりたいと考えております。 

 次に、１２月定例町議会報告以降の町税等の収納

対策状況についてでありますが、本年度１２月から

２月末までにおいて、預金調査２７３件、給料支払

い調査１件、生命保険調査２５件の財産調査を実施

し、給料、銀行預金など４７件の差し押さえを執行
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し、１９４万２,０００円を換価収納するととも

に、税務班職員全員による滞納プロジェクトによる

臨戸訪問徴収を実施し、町税１０２万３,０００円

を徴収いたしました。 

 また、昨年４月から導入いたしましたコンビニ収

納の利用状況につきましては、２月末現在の利用件

数４,２６６件、収納額８,４６０万７,０００円

と、当初の予想を上回る利用状況となっており、納

税者の利便性が向上されたものと考えております。 

 次に、例年実施しております平成１９年度所得税

確定申告の受付については、２月１８日から３月１

７日の期間で受付事務を実施しており、大幅な税制

改正などにより町民が混乱を来さないよう、所得税

の申告と同様に相談・受付の対応を図っているとこ

ろであります。 

 次に、除排雪の状況についてでありますが、北海

道においては、地域によって平年を上回る降雪量と

なっておりますが、幸いにも富良野周辺地域におい

ては、現時点で平年並みの降雪にあり、道路網の確

保も順調な状況にあります。このような中で、地域

単位による自発的な排雪作業に対し、町が重機によ

る積み込み作業の協力を本年は２月５日実施してお

り、限られた地域でありますが、４年目を迎え、地

域との連携作業が定着してきているところでありま

す。今後も、同様のケースについては、住民との協

働に努めてまいります。 

 次に、観光関係では、２月３日、第４４回かみふ

らの雪まつりを日の出公園を会場に開催しておりま

す。会場には、上富良野駐屯地第２戦車連隊制作に

よる滑り台つき大雪像１基と小雪像８基、商工会青

年部による滑り台、建設業協会による雪を積み上げ

た迷路があり、約２,０００人の人々に冬の一日を

野外で楽しく過ごしていただきました。 

 イベントでは、スノーモービル体験搭乗、スノー

ラフティング体験、ちびっ子宝探し、タイヤチュー

ブスピードバトル等が行われ、最後の大抽選会で

は、来場者全員に参加をいただき、楽しんでいただ

けたものと思っております。今年度も、新しい冬の

ふらの・びえい観光を考える実行委員会との共同開

催で「ふらの・びえい人になるキャンペーン」のイ

ベントも行われ、ふらの・びえい人ナンバーワンク

イズ大会、リトルエンジェルのコンサート、そし

て、地場産食材による味覚コーナーが設けられた中

での開催で、終日多くの人でにぎわい、事故もなく

盛況のうちに終えることができました。 

 また、同日、見晴台公園におきましては、ことし

で２回目となる幻想的な雪のランドアートを照らす

ウィンターサーカス２００８が行われ、雪まつりの

プログラムと連携した結果、多くの方の来場をいた

だいたところであります。雪像制作期間中、御支援

をいただきました陸上自衛隊、商工会青年部、建設

業協会、女性連絡協議会、自衛隊協力会女性部を初

め、各関係機関の皆様に深く感謝を申し上げます。 

 次に、富良野・美瑛広域観光推進協議会の関係で

ありますが、今年度より同協議会が進めている中

国・上海招聘事業の一つでもあります地域振興セミ

ナーを、２月８日、本町の保健福祉総合センター

「かみん」で開催し、町内外から１００名を超す観

光関係者の参加をいただいたところであります。 

 セミナーでは、国土交通省北海道運輸局の担当者

の講演に続き、当町と親交があり、現在、中国・上

海在住の上海市進才高等学校附属国際部、中学校

部、高校部の校長であります王思椒先生により、

「中国人の訪日旅行を見据えて」と題して、映像を

交えた講演が行われ、セミナー参加者には、今後増

加が見込まれる中国人の訪日旅行者への接遇・おも

てなしの参考になったものと考えるところでありま

す。また、王先生には、これを機に上海在住上富良

野観光大使をお願いし、快諾をいただきましたの

で、今後においては本町が、富良野・美瑛広域観光

推進協議会における、中国・上海招聘事業の指導的

な役割を担おうと考えているところでもあります。 

 次に、町立病院の運営関係についてであります

が、本年１月に開設した循環器科につきましては、

予約診療により、１回１０名ほどの患者さんが診療

を受けているところであります。今後も、地域セン

ター病院である富良野協会病院との連携を強化し、

町民の方々の利便性向上に努めてまいります。 

 次に、成人式についてでありますが、１月１３

日、保健福祉総合センター「かみん」において、町

議会議員を初め多くの御来賓各位の御臨席をいただ

き挙行いたしました。新成人７９名の出席のもと、

厳粛な中で式典が行われ、成人としての門出を祝福

したところであります。 

 次に、上富良野高等学校についてでありますが、

昨年、北海道教育委員会が公表した高校教育に関す

る指針に対し、将来とも上富良野高等学校を存続し

ていくために、要望運動や署名活動を展開してきた

ところであります。しかしながら、本年４月入学の

志願状況は、昨年に引き続き少数で、大変厳しい状

況となっております。町といたしましては、今後に

おいても上富良野高校が地域に根差した特色ある高

校として存続できるよう、町民の理解と協力をいた

だきながら努力してまいります。 

 最後に、建設工事の発注状況についてであります

が、１２月定例町議会の報告以降に入札執行した建

設工事は、２月１５日現在で件数２件、事業費総額

８２９万５,０００円となっており、本年度累計で

― 4 ―



 

は３４件、事業費総額で５億１,１７５万９,５００

円となっております。 

 本年度の詳細については、お手元に平成１９年度

建設工事総括表を配付しておりますので、後ほど御

高覧いただきたく存じます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

◎日程第４ 報告第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 報告第１号監

査・例月現金出納検査結果報告の件について、監査

委員から報告を求めます。 

 代表監査委員高口勤君。 

○代表監査委員（高口勤君） 監査報告を行いま

す。今回は、定期監査、財政援助団体、それに例月

現金出納検査、この三つについて御報告申し上げま

す。 

 報告第１号監査・例月現金出納検査結果報告の

件。 

 監査及び例月現金出納検査の結果について御報告

いたします。概要のみ申し上げますので、御了承を

賜りたいと思います。 

 初めに、定期監査の結果について御報告を申し上

げます。 

 １ページをお開きください。 

 地方自治法第１９９条第４項の規定により、定期

監査を執行しましたので、同条第９項の規定によ

り、その結果を報告いたします。 

 監査の対象及び範囲ですが、上富良野町建設水道

課、産業振興課、農業委員会事務局所管の財務事務

を監査の対象として、平成１９年度に執行された財

務及びこれらに関する事務の執行状況を監査いたし

ました。 

 監査の期間は、平成２０年１月２９日、３０日の

２日間で行いました。 

 監査の方法ですが、所管財務事務に関しての一部

を選択して試査する部分監査とし、伝票、決議書な

ど関係書類の資料の提出を求め、この中から抽出し

て点検、照合を行うとともに、必要に応じて関係職

員から事務の執行状況及び内容の聴取もいたしまし

た。 

 監査の結果を申し上げます。 

 抽出により試査した結果、財務に関する事務はお

おむね適正に執行されていると認められました。 

 なお、軽易な改善事項については、監査の過程に

おいて注意するとともに、所管課長に講評をいたし

ました。 

 次に、財政援助団体監査の結果について御報告を

申し上げます。 

 ２ページをお開きください。 

 地方自治法第１９９条第７項の規定により、財政

援助団体監査を執行しましたので、同条第９項の規

定により、その結果を報告いたします。 

 監査の概要ですが、平成２０年１月３０日に上富

良野町産業振興課農業委員会事務局所管の補助金事

務について、かみふらの十勝岳観光協会及び上富良

野町アグリパートナー協議会を監査の対象として、

金銭出納簿など関係諸帳簿を検閲し、補助金の実地

検査を行いました。検査の結果、財政援助団体の財

務に関する事務の執行は、おおむね適正に処理され

ていると認められました。 

 次に、３ページから１１ページまでは、例月現金

出納検査の結果について御報告申し上げます。 

 地方自治法第２３５条の２第１項の規定により、

例月現金出納検査を執行いたしましたので、同条第

３項の規定により、その結果を報告いたします。 

 平成１９年度１１月分から１月分について、概要

並びに検査結果を一括して御報告いたします。 

 例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行し、

いずれも各会計の出納の収支状況は別紙資料に示す

とおりであり、現金は適正に保管されていることを

認めました。 

 なお、資料につきましては御高覧いただいたもの

と存じ、説明を省略させていただきます。 

 また、税の収納状況につきましては１２ページに

ございますので、参考としていただきたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 財政援助団体の監査の関係

についてお尋ねをいたしたいと思います。 

 一応、私は一般質問等で指摘をして、財政援助団

体をやるということで実施されたということで、本

当に御苦労だと存じます。それで、かみふらの十勝

岳観光協会、それから上富良野町アグリパートナー

協議会の関係ですけれども、提出資料ということ

で、金銭出納簿、通帳、諸帳簿、会計決算書という

ことでございますけれども、一つは自治法の改正

で、監査委員は財務的な監査と行政監査ということ

で、これだけあれしたものがどういう効果があって

どうなのかということも含めてやるということに

なっているのです。したがって、ここの提出資料の

諸帳簿というのは、どういう資料なのかということ

と、それからもう一つは、そういう財政効果も含め

て、その実施状況がどうだったのかということも含

めて監査をされただろうと思いますけれども、その
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点ちょっと確認をいたしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 代表監査委員高口勤君。 

○代表監査委員（高口勤君） そこに書いてあると

おり、金銭出納簿、それから関係諸帳簿というのは

補助金等の申請書、それから年間実施計画書、そう

いうものが主な中心になっております。 

 それから、実施した後のその効果あるいは成果と

いうそういうものにつきましては、特にまだ最終的

なまとまった書類というか、そういうものはまだあ

りませんので、中間の報告を各担当者からお聞きし

たと、そういうような状況でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですね。 

 他にございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって報

告第１号を終わります。 

────────────────── 

◎日程第５ 報告第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第５ 報告第２号委員

会所管事務調査の報告を行います。 

 議会運営委員会の報告を求めます。 

 議会運営委員長向山富夫君。 

○議会運営委員長（向山富夫君） ただいま上程い

ただきました報告第２号委員会所管事務調査報告の

件につきまして、議案の朗読をもって報告とさせて

いただきます。なお、報告につきましては、既に報

告書を御高覧賜っておりますことから、要約して御

報告申し上げます。 

 議会運営委員会所管事務調査報告書。 

 本委員会の所管事務調査として、閉会中の継続調

査に付託された事件について、調査の経過及び結果

を次のとおり報告する。議会運営委員長向山富夫。 

 記。調査事件名、先進市町村行政調査の件。 

 １、調査の経過。 

 議会運営委員会は、平成２０年１月１５日から１

７日まで、後志広域連合と白老町議会を視察し調査

を行った。 

 ２、調査の結果、調査項目１、広域連合につい

て、二つ目、議会改革の取り組みについてでありま

す。 

 まず、後志広域連合につきまして、調査の概要。 

 後志町村会においては、今後の後志自治体のあり

方について、町村長８名で検討会を設置し、その検

討結果を町村長会議に提案するなどして協議を進

め、将来的には管内町村が一つになることを視野

に、合併を希望する地域は合併を進めながら、互い

の連携と役割分担のもとに効果的に広域行政を進め

ていくとの認識で一致し、平成１９年４月２４日に

後志管内１６町村によって設立されました。事務局

を倶知安町にある後志合同庁舎内に置き、正職員９

名、臨時職員１名体制で、税の滞納整理事務、国民

健康保険事務、介護保険事務、広域化の調査研究事

務等を処理することとしたが、国民健康保険及び介

護保険事務は１９年度に準備を進め、２０年度から

事務処理を開始する予定でありました。広域連合議

員の定数は１６人となっており、関係町村の議会議

員のうちからそれぞれ１名を選び、任期は関係町村

の議会の議員としての任期となっておりました。広

域連合長は、関係町村の長のうちから、関係町村の

長が投票により選挙し、副広域連合長は、広域連合

長が広域連合の議会の同意を得て、選任することと

なっており、常勤となっております。会計責任者

は、広域連合の職員のうちから命ずることとなって

おりますが、現在は蘭越町の会計責任者が兼掌して

おります。広域連合の経費の関係町村の負担割合

は、町村会の負担割合と同じとし、共通経費は均等

割３５％、基準財政需要額割６５％となっておりま

す。 

 次に、白老町議会につきまして、町の概要は、後

志支庁管内のほぼ中央に位置し、平成１９年３月末

人口は２万６４７人であります。 

 調査の概要につきまして、議会改革の取り組みに

ついて。 

 白老町では、平成８年２月第３次行政改革大綱を

策定するため、民間委員１０名による白老町行政改

革推進委員会を設置し、平成９年４月に６９項目の

改革案の答申を受けた。この答申において、議会に

対して、これまで以上に機能強化を求めた内容で、

議長はこうした町民意識の動向を勘案した中で、議

会改革について議会運営委員会へ諮問いたしまし

た。これを受け、議会運営委員会は平成９年７月に

議会改革等に関する検討小委員会を設置し、平成１

０年８月ころをめどに、議会改革の取り組みを検討

することとしました。小委員会を１６回開催し、町

民との意見交換も２回実施し、議会運営委員会に議

会改革項目６項目１８件を答申しました。これを受

けて、議会運営委員会を１１回開催し、平成１０年

１２月定例会に、議会運営委員会が議会改革に関す

る委員会報告を行い、議会改革に関する実施計画を

示しました。 

 議会改革に関します６項目について、項目のみ申

し上げますが、まず、（１）議員定数について、

（２）議員の視察研修について、（３）議員の政策

能力向上について、これの主な要点といたしまして

は、①政策形成過程での議会の関与、②各種制度の

十分な活用、③一般質問の活性化、④といたしまし

て、会派の充実強化、⑤議会図書室とＯＡ機器の整

備、⑥議会事務局の体制強化などでございます。 
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 ４項目といたしましては、（４）町民に親しまれ

る議会づくりについて、主な要点といたしまして、

①各委員会の地域別開催、②議員の出前トークでご

ざいます。 

 ５項目は、（５）議会の情報公開であります。 

 ６項目でございますが、倫理条例の制定でござい

ます。 

 また、自治基本条例の制定につきましても、平成

１７年５月から条例策定が開始され、７月に白老町

自治基本条例策定に関する特別委員会を全議員で設

置し、議会部分に関する条例素案の検討を、５名の

小委員会を８回開催するとともに、特別委員会を５

回開催し、平成１８年３月に条例案をまとめ、４月

に自治基本条例策定委員会が民間委員３名、議会委

員２名、行政委員５名で設置され、各部門の条例素

案の全体的な検討を行い、町長へ答申し、平成１８

年１２月に制定され、平成１９年１月１日から施行

されております。 

 まとめといたしまして、まず（１）広域連合につ

いて。 

 かねてより後志地域においては、今後、地方分権

が進展してくることにより、それぞれの自治体にお

いて、さらに財政力・行政力の向上を図らなければ

ならなくなることから、合併に対し研究や協議を重

ねてきたが、多くの困難な課題があり実現には至ら

ず、しかしながら、厳しさを増す地方行財政状況に

あって、現体制のまま将来の自治体維持は困難との

認識から、広域連合発足へと至りました。この過程

は、現在発足に向け準備が進められている富良野広

域連合と重なる点が多々あり、特に、富良野地方も

後志地方も、多くの町村において、我が町との強い

思いがあり、合併へ向かうことはなかったが、まち

づくりに対する前向きな意識のあらわれと理解がで

きる。今後、この住民力はまちづくりに大きな力に

なると思われます。 

 また、広域連合によっての行財政効果の点につい

ては、直ちに大きな効果があらわれるということは

難しいが、後志広域連合では、滞納処分を中心とし

た滞納整理を、北海道から知識・技術に習熟した職

員の派遣を受け実施している。 

 財産の差し押さえなどは、小さな自治体では、町

民が顔見知りなど抵抗があるため、これまで行われ

ていない状況にありましたが、分納誓約等の推進を

図り成果を上げておりました。 

 また、国民健康保険事業、介護保険事業について

は、平成２１年からの事務開始に向け、計画策定、

例規整備、構成町村との詳細事務調整、システム構

築が進められておりますが、事務量が削減された

分、各自治体が職員の時間を有効に活用する意識改

革につながらなければ、真の効果は得られないと感

じました。職員体制や処理する事務の範囲、さら

に、その手法など、今後に残された課題は多いこと

が想定されますことから、富良野広域連合の発足に

当たっても、住民はもとより議会も積極的にかかわ

り、課題の解決、十分な効果を生み出すことへの努

力が求められると思われます。特に、広域化を図っ

て住民サービスを向上させる分野と、町の将来を見

据えて町自体で進めていく基本的な分野との兼ね合

いも、今後住民の意見なども十分聞きながら組み立

てるべきと思われ、広域行政の一方の柱とし、上富

良野町が目指す自主自立が図れるよう、町、議会と

もに一層の努力を重ねるべきである。 

 （２）議会改革の取り組みについて。 

 議会改革については常に議論がされており、その

内容も非常に広範多岐にわたっている。基本的に議

会は住民の意思を的確に行政に反映させるととも

に、情報を常に住民に知らせる役割が重要である。 

 白老町においては、平成８年より本格的に議会改

革に取り組み、全員参加を基本としながら、その主

体的な検討は、議会運営委員会を中心に進め、効率

で、しかも多くの成果を上げており、大いに学ぶべ

きと思われました。白老町の各常任委員会は、町が

政策立案する計画・構想などについて、政策形成過

程の段階から所管事務調査として取り上げるととも

に、町に協議を要請しております。 

 また、２班体制による議会報告会も行っており、

数々の改革の取り組みがなされてきているが、常に

基本に据えられている点は、まず、議員の資質の向

上を図ること、住民の意見や要望をいかに早く吸収

し行政に反映させるか、また、議会の情報や町の状

況を広く伝えるなどの課題に対して、とてもきめ細

やかに対応し、しかも、議会みずから町民と対話を

図る取り組みなどは、特に大事なことと感じられま

した。 

 また、自治基本条例の制定についても、行政、町

民、議会が一体となり、同時進行で策定作業を進め

ることが条例制定の意義を高めるとともに、議会全

体の資質向上にもつながり、今後検討するべきと思

われます。 

 少子高齢化時代を向かえ、しかも、厳しい財政状

況が続く中にあって、住民サービスはますます多様

化すると思われ、議会が果たさなければならない役

割は非常に大きくなってくる。本議会も改めて原点

に戻り、真に町民に貢献できる議会へ改革を進めて

いかなければならない。 

 以上、報告申し上げます。何とぞ御承認賜ります

ようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質
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疑があれば賜ります。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ますが、広域連合の取り組みの中で、どこの自治体

も経費の軽減等、あるいは、この国保税で言えば収

納率の向上等の取り組みが強化されるという状況に

ありますが、一般的にこれ始まったばかりですか

ら、ちょっと言えない状況もあるのかもしれません

が、この経費の軽減策という点では、どのような印

象を受けられたのか、この点。 

 さらに、持ち回りの会計管理者については、持ち

回りというふうに理解してよいのか、この点。 

 それと、議員の資質等の向上においては、今後、

上富良野町では議会の活性化という点で、議運にお

いてはどのように取り組みをされようとしているの

かという点と、この議会の視察のあり方で常から私

主張しておりますが、やはりやめて、必要な都度、

議会の派遣をするというような抜本的な改革という

点も、当然議題として町の方向性としてもきっちり

と対応しなければならない時期ではないかなと思い

ますが、この議会改革の点についても、どのように

今後取り組まれようとしているのかお伺いしておき

たいと思います。既に、各町民の間にも、もっと議

会は町のほうに出てきてほしいという声も聞かれま

すので、そういう立場からの、やはり接触という点

でもっと身近な議会をつくるという点で、非常に今

回の視察というのは重要なものだというふうに思い

ますので、そういうものも含めて、大まかな内容で

よろしいのですが、お知らせ願えればというふうに

思います。 

○議長（西村昭教君） 向山富夫君。 

○議会運営委員長（向山富夫君） 何点かお尋ねい

ただきました。私の承知している範囲でお答えさせ

ていただいますが、まず、広域連合におきます行政

効果と申しましょうか、経費の節減等の形がどうい

うふうにあらわれていたかという点でございます

が、後志の広域連合につきましては、発足間もない

ことと、さまざまな、ここで記載させていただいて

おりますけれども、税の滞納、処理整理事務のほか

に、国保、介護保険等も事業の中に項目としては取

り上げられておりますが、現実にはまだスタートし

ておりません。ただ、税の滞納収納については、報

告の中でも申し上げましたけれども、道から、後志

支庁から専門の担当者を派遣していただいておりま

して、法律に基づいた滞納処理を行うというような

周知をすることによって住民の意識が変わりまし

て、収納率の向上、そういう面で間接的に収納率が

向上したというふうに報告がありました。トータル

的な経費の節減効果については、まだ現在のとこ

ろ、これが効果だというような形で数字の上ではあ

らわれていないというふうな実態も報告されており

ました。 

 それから、連合の会計責任者の、管理者の選出方

法でしたでしょうか。連合町の自治体から会計管理

者を出すというような、そういう決まりがされてい

るようでございました。 

 それから、次に、議会関係でございますが、非常

に多くのことを学ぶことができまして、特に、我が

上富良野町議会としても、今後取り組もうとしてい

る部分が、既に現実に取り組んでおられまして、大

いに勉強したわけでございますが、特に、政策形成

の初期段階から議会が閉会中の継続調査とすること

でかかわりを持っているということは、大いに学ぶ

べき点であったような印象を持っております。 

 それから、ちょっと委員の質問からそれるかもし

れませんけれども、白老町の取り組みとしまして、

現在、試みの試行の段階だそうですが、会期を年１

回としておりまして、３６５日常に会議が開かれて

いると、議会が開かれているという、そういう環境

整備も取り組まれておりまして、こういうあり方も

大いに今後検討に値することではないかなというふ

うに感じております。 

 これらにあわせまして、当町の議会としても、現

在、議運の中では、先ほど申し上げました政策形成

過程の早い段階からのかかわり、あるいは、既に皆

さん方にお願い申し上げておりますが、一般質問に

ついても一問一答を２定から取り入れたいというよ

うなことで考えております。さらに、町民に対し

て、議会がみずから足を運びまして、町民との意見

交換、さまざまな形の交流と申しましょうか、議会

の報告、あるいは、町民の意見を聞かせていただく

ような機会を積極的に設けようというようなことが

具体的に現在私ども議運の中で具現化に向けて議論

が進んでいることも御報告申し上げておきたいと思

います。 

 議員の資質の向上につきましても、これもやは

り、白老町の取り組みといたしましては、特に、白

老町においては会派もございまして、その中でさま

ざまに議員の資質を向上させるべく、勉強会という

ようなものを積極的に取り入れておりまして、これ

はちょっと当町とはまた形が違うのかなということ

で印象を受けました。 

 それから、最後に、研修のあり方についても御質

問あったかと思いますが、個人的な見解も加えます

が、やはりある程度、これは計画性を持って研修と

いうものが行われることによって効果も出てくると

いうふうに感じておりまして、それぞれ議員間相互

から機運が出たときにという対応よりは、やはり恒
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常的にきちっと計画性を持った研修、研修の意義と

いうのは私は非常に大きいと思っておりますので、

議運といたしましては、今後も定まった計画性があ

る研修の取り組みで継続していくべきというふうに

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 質疑がなければ、これを

もって委員会所管事務調査の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第６ 報告第３号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 報告第３号専決

処分（交通事故に係る和解及び損害賠償の額を定め

る件）の報告を行います。 

 本件の報告を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（早川俊博君） ただいま上程され

ました報告第３号専決処分の件につきまして、御説

明申し上げます。 

 本件は、本年１月２３日午前９時５０分ころ、旭

町１丁目２番通をショベルで排雪作業中にバックし

た際、ガードバンパーが死角となっていた北電柱に

接触し、一部を損傷させてしまったものでありま

す。この損傷物件は、道路法に基づき占用許可を受

けており、相手側に一切の過失がなく、北電柱に共

架されているＮＴＴ電話線の復旧とあわせて、賠償

額４３万７,４５４円の金額で、平成２０年２月１

４日専決処分にしたので、報告するものでございま

す。 

 排雪作業及び車両の運行に当たりましては、さら

に緊張感と安全第一の作業を徹底し、再発防止に努

めてまいります。大変申しわけございませんでし

た。 

 以下、議案を朗読もちまして報告とさせていただ

きます。 

 報告第３号専決処分の件。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会

において指定されている事項について、次のとおり

専決処分したので、同条第２項の規定により報告す

る。 

 記。処分事項、交通事故に係る和解及び損害賠償

の額を定める件。 

 裏面を見ていただきたいと思います。 

 専決処分書。 

 町が運行する重車両の事故に係る和解及び損害賠

償の額を定めることについて、地方自治法第１８０

条第１項の規定により、次のとおり専決処分する。

平成２０年２月１４日、上富良野町長、尾岸孝雄。 

 記。１、和解の相手方、富良野市栄町２０番１

号、北海道電力株式会社富良野営業所、札幌市中央

区北１条西６丁目１番地、東日本電信電話株式会社

北海道支店。 

 ２、和解の内容。 

 （１）上富良野町は、相手方に対し、次のとおり

損害賠償金を支払う。北海道電力株式会社富良野営

業所に対し３０万１,４５９円、東日本電信電話株

式会社北海道支店に対し１３万５,９９５円。 

 （２）相手方は、上富良野町に対して、本件に関

し、今後、上記の金員を除き一切の請求をしない。 

 以上、専決処分の報告といたします。 

 御承認賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） ただいまの報告に対し、質

疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、了承をいただい

たものとし、これをもって、本件の報告を終わりま

す。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第１１号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第１１号平

成１９年度上富良野町一般会計補正予算（第６号）

の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川雅一君） ただいま上程いただき

ました議案第１１号平成１９年度上富良野町一般会

計補正予算（第６号）の提案要旨につきまして、最

初に説明申し上げてまいります。 

 １点目は、繰越明許費の設定でありますが、畜産

担い手育成総合整備事業において、牧草地造成予定

地の現地確認の折、湧水等の発生により工事変更が

生じたため、また、中の沢排水路整備事業につい

て、地元との用地交渉が調うまでに不測の日数を要

したため、この２事業につきましては、現年度中の

完成が難しいことから、新たに繰越明許費を設定す

るものでございます。 

 ２点目は、債務負担行為補正でありますが、ま

ず、追加補正につきましては、公民館施設清掃業務

委託、給食センター施設維持管理等業務委託、上富

良野小学校用務員施設運営業務委託、十勝岳線等バ

ス運転業務委託につきましては、本年度中に受託者

を選考し、業務の円滑な推進を図るため、新たに債

務負担行為を設定するものでございます。 

 廃止補正は、中の沢排水路整備事業について、繰

越明許費の設定で申し上げました内容から、平成１

９年度の工事発注が困難となり、平成２０年度工事

実施することで、債務負担行為廃止の手続をとるも
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のでございます。 

 変更補正は、農業経営基盤強化資金の利子の一部

助成について、１２月補正以降、新たに２戸の追加

があったこと、また、北２４号排水路支線整備事

業、南部地区土砂流出対策事業につきましては、事

業費が増による変更となり、既に債務負担行為を設

定しております。この３事業につきまして、限度額

の変更手続をとるものでございます。 

 ３点目は、地方債の補正でありますが、東中橋、

興農橋架替工事事業及び町営住宅整備事業につきま

して、事業費確定に伴い限度額の調整を行うもので

あります。さらに、減債基金を財源の一部として保

証金免除の繰り上げ償還への対応や、農業センター

等用地の売却を含め、各事業の確定等に伴う不用額

の減額など、歳入歳出それぞれにおいて所要の額を

補正するものでございます。 

 以上、申し上げました内容を主なものといたしま

して、補正予算の調整をし、上程した次第でござい

ます。 

 以下、議案の議決項目部分につきまして、説明を

してまいります。 

 議案第１１号平成１９年度上富良野町一般会計補

正予算（第６号）。 

 平成１９年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第６号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ６,５４４万円を減額し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ６４億２５４万６,０００円とす

る。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費の補正） 

 第２条、繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明

許費補正」による。 

 （債務負担行為の補正） 

 第３条、債務負担行為の追加、廃止及び変更は、

「第３表 債務負担行為補正」による。 

 （地方債の補正） 

 第４条、地方債の変更は、「第４表 地方債補

正」による。 

 １ページに移ります。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 この１表では、歳入歳出について、款の名称ごと

に補正額のみ申し上げてまいります。 

 １、歳入。 

 １款町税５７万５,０００円。 

 １２款分担金及び負担金３,２１８万３,０００

円。 

 １３款使用料及び手数料１６６万円。 

 １４款国庫支出金１億３,１３７万６,０００円の

減。 

 １５款道支出金３,０１８万４,０００円の減。 

 １６款財産収入２,６８９万５,０００円。 

 １７款寄附金１９万３,０００円。 

 １８款繰入金４,７７３万３,０００円。 

 ２０款諸収入８２１万９,０００円の減。 

 ２ページに移ります。 

 ２１款町債４９０万円の減。 

 歳入合計が６,５４４万円の減となります。 

 ３ページに移ります。 

 ２、歳出。 

 １款議会費２２１万８,０００円の減。 

 ２款総務費４２２万７,０００円の減。 

 ３款民生費９７３万４,０００円の減。 

 ４款衛生費５,２３４万７,０００円の減。 

 ６款農林業費３,８４３万３,０００円。 

 ７款商工費５万４,０００円。 

 ８款土木費１億３,１６９万１,０００円の減。 

 ９款消防費９６万５,０００円の減。 

 １０款教育費２７４万５,０００円の減。 

 ４ページに移ります。 

 １１款公債費３０２万７,０００円の減。 

 １４款予備費１６６万７,０００円の減。 

 歳出合計６,５４４万円の減となります。 

 ５ページに移ります。 

 次に、５ページの第２表、繰越明許費補正につき

まして申し上げます。 

 冒頭申し上げましたように、畜産担い手育成総合

整備事業、中の沢排水路整備事業、２事業につきま

して追加設定するものでございます。 

 第３表、債務負担行為補正につきまして申し上げ

ます。 

 追加補正４事業、廃止補正１事業、変更補正３事

業、それぞれ債務負担行為の補正手続をとるもので

ございます。 

 次に、第４表、地方債補正につきまして申し上げ

ます。 

 東中橋、興農橋架替事業、町営住宅整備事業につ

きまして、事業費確定により限度額の減額変更をす

るものでございます。 

 失礼いたしました。歳出の４款訂正いたします。 

 衛生費５,２３４万７,０００円でございます。訂

正いたします。 

 以上で議決対象項目の説明といたします。 

 なお、６ページ以降につきましては、この補正予

算に関する説明書部分でありますので、御高覧いた
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だいていることで、説明については省略させていた

だきます。 

 これをもちまして、議案第１１号平成１９年度上

富良野町一般会計補正予算（第６号）の説明といた

します。 

 御審議いただきまして、原案をお認めくださいま

すようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。ございませんか。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ますが、まず２２ページの一般管理費の中で、電算

化事務の推進という形で、後期高齢者の医療制度の

実施に当たってのシステムの改修業務という形で予

算化されました。最終的にこれは交付税で一定部分

見てくれるというような話もありましたが、最初、

どのように交付税という形で参入されてきているの

か、この点わかればお聞かせ願いたいというふうに

考えております。 

 次にお伺いしたいのは、近年、子育て支援という

形の中で、発達支援や障害児支援という形で行われ

ております。上富良野町では、この保育所における

障害児の対応、あるいは、延長保育の充実という形

で取り組まれてきておりますが、現在、障害児保育

という対象の方は何人おられるのか。また、それに

伴った、必要なこの最終年度を迎えまして、やはり

保育士さんの質の向上ということが、よく求められ

てきておりますが、この点で上富良野町はどういう

研修をされてきたのか、この点。 

 それと、延長保育の最終的な１９年度にわたって

は見込みでいいのですが、大体どのぐらいになるの

かお伺いしておきたいというふうに考えておりま

す。 

 次にお伺いしたいのは、近年、住民健診等が非常

に後期高齢者の医療制度等に伴った重要な項目に

なってきております。現時点においては、この住民

健診の住民健診率という、受診率というのがどのよ

うになっているのか、この点についてお伺いしてお

きたいと思います。 

 次に、４２ページの農業委員会の農地基本台帳シ

ステムの保守点検という形になって、農地の集積の

管理だとか、含まれているかというふうに思います

が、この１９年度においては、農地の流動化におけ

る面積と、あるいは、その集積がどのように行われ

てきているのか、お伺いしておきたいと思います。

また、農地の未耕作地も近年ふえるという状況にあ

りますので、この点も含めて現状はどのようになっ

ているのかというところについて、お伺いしたいと

いうふうに考えております。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川雅一君） ５番米沢委員の１点目

の電算管理、後期高齢者に伴う電算化の関係でござ

いますけれども、ちょっと若干、定まった内容は私

のほうも数字的には承知してございませんけれど

も、昨年度、交付税等の一定の定まった部分につい

ては、入ってきているように承知してございます。 

 また、国保等につきましても、補助金等の関係も

対応してございますので、そんな状況であるという

ことだけ答弁させていただきます。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ５番米沢議員の子

育て支援の関係につきましての御質問でございま

す。 

 上富良野町におきまして、発達支援センターにお

きまして、そういった子育て支援、子供たちにとっ

て発達の過程の中で、支援が必要だというお子様が

年々増加傾向にあります。そういった中で、保育所

の体制といたしましても、今年度におきましても、

各保育所１名ないし２名の障害児保育を実施すると

いう体制をとって実施してきているところでござい

ます。 

 延長保育の実績でございますが、手元に具体的な

数字はございませんが、これにつきましても、近

年、需要が高まってきております。そういった中

で、その延長保育のまた充実した体制をとるという

ことも、これからもあわせて実施をしていきます。 

 また、質の向上のための研修でありますけれど

も、管内の保育協議会であるとか、全道的な養成と

いいますか、研修の機会があるわけですけれども、

必要に応じて、そのときに適切な人員を派遣するよ

うに対応をしてきているところでございます。 

 それから、住民健診の実施におきましては、１２

月定例会の行政報告でも申し上げたところでありま

す。実施対象者３,３０２名に対して、健診率は７

４.１％という実績で、上富良野町におきまして

は、全道的にも高い水準の健診率という実績があり

ます。今後とも努力してまいりたいと考えておりま

す。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 農業委員会事務局長、答

弁。 

○農業委員会事務局長（伊藤芳昭君） ５番米沢議

員の質問にお答え申し上げます。 

 まず、１９年度の農地面積、集積等でございます

けれども、数字的には正確な数字を押さえておりま

せんけれども、１９年度につきましては、農地につ

いては、ほとんど離農された部分については、買い
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手または買収、賃貸等において処理は行っておりま

す。 

 それと、遊休農地の件でございますけれども、以

前に、遊休農地９０町弱上富良野町に点在している

ということで御報告をさせていただきましたけれど

も、その後、現地等の視察を行いまして、今現在、

その中で２０町ぐらい、酪農者にその遊休農地の活

用を願って、今現在、約７０町ぐらいの遊休農地と

して押さえております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 他にございませんか。 

 ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） ３１ページ、老人福祉費の

ところで、在宅福祉推進費１３７万２,０００円、

予算の執行より少し少なくなっているのですけれど

も、この中に緊急通報システム、これも含まれてい

ると思うのですが、これは取りつけも減っている、

また、これ有料にしましたので、その手数料も払っ

ていないというような金額もここに含まれていると

思うのですけれども、この緊急通報システムは、独

居老人、高齢者の方にとっては、何かあった場合、

大変役に立つ通報システムですので、どういった状

況、いかがなのでしょうか、有料にしたというのも

多少は影響があるのでしょうか。その１点お尋ねし

たいと思います。 

 それから、６７ページ、教育費の中の青少年育成

費、これが全然ここのところ、青少年育成費、ここ

のところが９万２,０００円とマイナスになってお

りますけれども、参加がなかったということで、青

少年育成についてどのような取り組みをされている

のか、ちょっとお伺いいたしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ２番村上議員の在

宅福祉関係の御質問についてのお答えを申し上げた

いと思います。 

 今回の補正につきましては、手数料、それから委

託料の中に緊急通報システムの関係分が含まれてご

ざいます。手数料におきましては、今回、今年度に

おきます取り外し等の手数料を計上したわけであり

ますけれども、その状況が、支出が半分ほど減った

という状況にあります。それと、委託料におきまし

ては、年間、町の保有する２６０台ですが、これの

点検を行うわけですけれども、この点検の費用を入

札したことによりまして、減額となったものを今回

減額するわけでございます。 

 御質問の緊急システムの状況でありますけれど

も、今年度から一部を御負担いただくということで

ございまして、その中において年度初めにしっかり

利用者に説明をいたしまして理解を求めたわけです

けれども、その中において、何らかの理由により、

要らなくなった、使わないという方が１６名ほどご

ざいます。その理由としては、入院されている方、

あるいは、同居の方がいるという方、それから元気

であるという方も含めまして１６名でございます。

以外につきましては、現状どおり使用されていると

ころであります。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（前田満君） それでは、村上議員

の御質問にお答えしたいと思います。 

 青少年活動費の減額についてでございますけれど

も、青少年活動費、育成費というのは子ども会の活

動補助ですとか、それから子供たちの研修活動等へ

の支援を行っております。 

 今回の補正につきましては、まず、子ども会の育

成協議会、町で形成してございますけれども、その

活動内容の精査という中で補助金の減額に至ってお

ります。それから、もう１点、毎年子供たち育成、

青少年養成活動という形で、毎年、北海道ジュニア

セミナーという研修会に参加しているのですけれど

も、本年度につきましては２名を予定していたので

すけれども、参加者がいなかったということで、今

回減額をさせていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） 在宅福祉費のところでござ

いますけれども、ただいま課長から御答弁いただき

ましたけれども、これは使用料を払わない場合に

は、取り外すというようなことが前にあったと思う

のですが、そこら辺はどうなのですか。余り厳しく

ですね、その使用料はやはり何らかの理由があって

払われないでいらっしゃると思うのですけれども、

そういったことに対してはどういうふうに課長、や

はりきめ細やかな、老人福祉、本当に福祉行政には

町としてはいろいろ尽くされているところでござい

ますけれども、そういったことに対する、今何人か

支払っていらっしゃらない方がいらっしゃるという

ことでございましたけれども、違うのですか。手数

料、よろしいのですか。違うのですか。そういった

ことで、どのようにこれお考えになっているので

しょうか。取りつけもちょっと少ないのですよね。

課長はどのようにお考えなのでしょうか、そういっ

たところをちょっと。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ２番村上議員の再

質問にお答えをしたいと思います。 

 先ほどもお答えしましたけれども、緊急通報シス
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テムの一部の負担をお願いするということで、１９

年度初めに、つけている方に一人一人訪問いたしま

して、所得階層に応じた負担をいただくことになり

ましたということで理解を求めたところでございま

す。その中で、取り外すという方も１６名いたわけ

ですけれども、その後におきまして、現在までには

その負担をいただいている方それぞれ理解をしてお

りまして、絶対払わないとか、そういった方はい

らっしゃいません。理解をいただいているところで

あります。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですね。 

 他に質問ございませんか。 

 ７番金子益三君。 

○７番（金子益三君) ２５ページの防災にかかわ

るところで教えていただきたいのですけれども、全

国瞬時警報システムの接続が１５０万円、これは先

ほど過日の説明におきまして、現在、上富良野町の

防災無線がデジタルとアナログが混在しているとい

うことと、１９年の１０月から始まりましたテレビ

で瞬間にやるということとのかかわりだと思うので

すけれども、今後において防災無線のデジタル化の

普及、どのような計画性を持たれているのかも含め

て御説明お願いします。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川雅一君） ７番金子議員の今の全

国瞬時システムでございますけれども、先般お話し

もちょっと若干させていただきましたけれども、機

械自体が、うち自体がデジタル、それからアナログ

の共有の部分であるということで、系統的につなが

るのが若干、ほんのわずかなのですけれども、遅い

というのがきちっと判明いたしました。そういう状

況と、全国で今、その瞬間システムの関係で、つな

いだところがふぐあいが生じたというところも若干

お話を聞いているものですから、実は、６月で補正

をお願いして対応を進めてやってきたのですけれど

も、そういう状況であれば、あえて今回補正させて

いただきましたけれども、対応するのはちょっとや

めましょうということで、今回減額させていただき

ました。今後、その状況につきましても、また、気

象庁等になると思いますが、消防庁との連携もき

ちっと対応していかなければなりませんし、ほかの

町村との調整もやはり含めて進めていかなければな

らないという今の段階であります。とにかく、テレ

ビ等のほうが情報が早いということでございますの

で、とにかく、そういう状況であるなら、あえて整

備することはない、また、今後の推移を見ながら進

めていきたい、具体的などうだというお話は今のと

ころはまだ出てございません。 

 防災無線のデジタル化、これらについても、これ

からの対応になると思うのですけれども、今のとこ

ろ、更新時期という話の対応になるかというふうに

思います。あえて、そこですぐ転換するということ

にはなっていかないと思いますので、更新時期とい

うことでお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） ほかにほざいませんか。 

 １番向山富夫君。 

○１番（向山富夫君） ４７ページの農地・水・環

境保全向上対策事業について１点お尋ねいたしたい

のですが、昨年秋にかけて、多分、田と畑の現地調

査を行って、面積が確定したのではないかというふ

うに理解しております。この確定した面積が今後、

私の記憶では５年間固定されるというふうに聞いて

おりますが、その後において、それぞれ個人の事情

によりまして、額縁がなくなったり、あるいは、そ

の場所が変更になったり、面積が移動する要素が私

はあるのではないかなと思うのですが、毎年毎年の

その検証と、昨年の暮れの固定した面積との差異が

出てきたような場合は、どういうふうに対処される

のか伺いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（伊藤芳昭君） 向山議員の御質問

にお答えを申し上げます。 

 まず、面積等の関係でございますけれども、田に

つきましては、現在、現地確認をいたしまして１,

３２６ヘクタール、畑にいたしまして５２２ヘク

タールで、合計で１,８４８ヘクタールでございま

す。当初計画、全部田んぼということで、１,９１

３ヘクタールということで予算計上しておりました

けれども、今は１,８４８ヘクタールということで

事業を展開しております。 

 それと、今後の面積の関係でございますけれど

も、今現在１,８４８ヘクタールということで、こ

れ動いておりますけれども、現場状況、また、４組

合の皆さんと申請段階でまた変更がございました

ら、その面積に対しての補助金でありますので、そ

の都度、その面積については、補助申請の段階、ま

たその途中で、途中ということは多分余りあり得な

いと思いますけれども、そういうことが生じました

ら、その都度協議をして、実績に応じた面積で申請

をしていきたいと、申請をいたすということでござ

います。 

○議長（西村昭教君） １番向山富夫君。 

○１番（向山富夫君） それでは、昨年の暮れの調

査した面積がそのまま５年間固定されるということ

ではなくて、都度都度、年度年度で調査をして、そ

して申請する面積を確定していくと、そういうよう

な毎年実態で申請をするということでよろしいで
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しょうか。 

○議長（西村昭教君） 産業振興課長、答弁。 

○産業振興課長（伊藤芳昭君） はい、そのとおり

でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ４番谷忠君。 

○４番（谷忠君） ４款の衛生費のところ、３９

ページでございますけれども、実は、この健康かみ

ふらの２１、私には聞きなれない名前なのでありま

すけれども、この３０万円ほどで金額的には大きく

ないのでありますけれども、講師の謝礼の礼金、予

算を組んで全額減額ということでありますけれど

も、町民の方々がこの健康かみふらの２１というよ

うなことが周知をされているのか、あるいは、どな

たが講演を受けられているのか、町民の方も受けら

れるのか、その点についてお尋ねさせていただきた

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ４番谷議員の御質

問にお答えを申し上げたいと思います。 

 健康かみふらの２１推進事業ということで、謝金

を予算計上いたしていたところでございます。本件

につきましては、上富良野町の住民に健康増進のた

めの推進するという意味で、この計画に基づき事業

を進めていくということであります。今年度におき

まして、予算をお認めいただいた経費につきまして

は、事業を実施しなかったということではなくて、

国保ヘルスアップ事業というのがございまして、そ

の中で支出をすることが可能となったことから、本

件につきましてはその費用を使わなくて済んだとい

うことで、事業は予定どおり実施しているところで

ございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ４番谷忠君。 

○４番（谷忠君） そうすると、国保の分と関連し

てくるというふうに考えていいのですか。国保の分

であると、そういうものについては国からの補助金

も入ってくると、これは単独と、町の単独だという

ふうに解釈してよろしいのですか。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） この衛生費は、一

般会計独自で単独であります。国保の事業としてヘ

ルスアップとして、国の補助も加味した中で事業を

進められるということで、実施をしましたところで

ございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ４番谷忠君。 

○４番（谷忠君） これは後ほどになるのですけれ

ども、実は予特の関係で出てまいりますけれども、

その中にもちょっと余計な話ですけれども、予算計

上もされているというようなことも含めますと、こ

れは従前からこういう事業をやられてきたと、先ほ

ど１回目の質問の中で、町民の方は対象外と、講演

を受けることはできないという中身なのか、その辺

についても再度お尋ねしておきます。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） 健康かみふらの２

１という計画そのものの実施において、町民を広く

対象としての事業ということでございます。ヘルス

アップ事業につきましても同様に、健康を推進する

という観点から町民の方を対象とした事業というこ

とで進めてきております。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩いたします。 

────────────────── 

午前１０時２９分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 先ほど、谷忠議員の質問がございましたが、改め

て答弁をいたさせます。 

 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ４番谷議員の御質

問にお答えをさせていただきます。 

 先ほどの対象者の訂正をさせていただきたいと思

います。私の勘違いでございまして、この１９年度

お認めいただいた謝金でありますけれども、血管傷

害疾病予防のための内部研修会におけます謝金とい

うことで計上いたしたわけでありますが、他の事業

により支出が可能となったということでございまし

て、減額をするものでございます。 

 以上であります。 

 言葉が足りなくて申しわけございません。 

 全町民を対象とした研修会ということではなく

て、保健福祉課並びに町民生活課の健診体制を進め

る上での内部の研修会におけます謝金ということ

で、予算を計上していたところでありますが、国保

の事業により支出可能となりましたことから、今回

この衛生費のほうの予算を減額するということでご

ざいます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですね。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければこれをもって、質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１１号を採決いたします。 
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 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第１２号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第１２号平

成１９年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予

算（第４号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ただいま上程され

ました議案第１２号平成１９年度上富良野町国民健

康保険特別会計補正予算（第４号）につきまして、

提案の要旨を御説明申し上げます。 

 まず、歳入に関しましては、１点は、平成１９年

度所得課税標準額となります所得額が、一般分とし

て当初見込みより算定税額が８３９万１,０００円

増額となり、退職分としましても５０１万１,００

０円増額となり、合わせまして１,３４０万２,００

０円の増となったところであります。 

 ２点目として、歳出の療養給付費の負担増及び変

更申請に伴います国庫、道診療報酬支払基金から交

付を受けるものであります。 

 ３点目は、高額医療費共同事業、保険財政共同安

定化事業について、交付金の変更見込みに伴い交付

を受けるものであります。 

 ４点目は、一般会計繰入金として保険事業費相当

分を繰り入れするものであります。 

 歳出に関しまして、保険給付費の増に伴い、その

対応をしようとするものであります。 

 また、歳出に見合う歳入の不足分として、予備費

を充当し対応するものであります。 

 以下、議案の朗読をもって説明といたします。 

 議案第１２号平成１９年度上富良野町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）。 

 平成１９年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

８,７８９万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１５億４,６０２万５,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きいただきたいと存じます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 款及び補正額のみ申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款国民健康保険税１,３４０万２,０００円。 

 ２款国庫支出金２,４０８万７,０００円。 

 ３款療養給付費交付金３,５７０万１,０００円。 

 ４款道支出金２０万３,０００円。 

 ５款共同事業交付金１,１６２万円。 

 ７款繰入金２７５万１,０００円。 

 ９款諸収入１２万８,０００円。 

 歳入合計としまして８,７８９万２,０００円とな

ります。 

 歳出。 

 １款総務費１５１万８,０００円。 

 ２款保険給付費１億６６６万円。 

 ７款基金積立金１２万８,０００円。 

 ９款諸支出金２７５万１,０００円。 

 １０款予備費２,３１６万５,０００円の減でござ

います。 

 歳出合計として８,７８９万２,０００円となりま

す。 

 以上、議決項目について説明申し上げました。 

 御審議賜りましてお認めいただきますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） １３ページの療養給付費の

点について、増額要因が一般と退職者の部分でふえ

ております。これは前期高齢者等が要因だというこ

との内容でありますが、主な病状といいますか、ど

ういう病状、疾病が、こういった給付費を押し上げ

ているのか、この点についてお伺いいたします。ま

た、そこにその他という形になっておりますが、こ

のその他の内訳はどういうふうになっているのか、

この点についてもお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） 米沢議員の御質問

にお答え申し上げます。 

 まず、国保の給付状況でありますけれども、平成

１９年度の医療給付の状況についてでありますけれ

ども、一般の費用額につきましては、１人当たりの

前年対比で約１８％程度の伸びということでござい

ます。退職者につきましても、同じような推移であ

ります。それで、特に、６５歳から７４歳までの方

につきまして高額な給付ということで私も認識して

いるところでございます。特に、月額１００万円以

上の方が年間１２０件ほどありまして、高い方につ
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きましては、１カ月に医療費が６１７万円という方

もいるところでございます。それにつきましては心

臓病ということでございます。 

 また、７５歳以上の老人につきましても、前年対

比というところで承知しているところでございま

す。 

 以上でございます。（発言する者あり） 

○議長（西村昭教君） しばらくお待ちください。 

 米沢義英君の質問に対して、少々お待ちくださ

い。後で答弁をいただくことにして、他に質問ござ

いませんか、ほかに。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、暫時休憩したい

と思います。 

 ちょっとお待ちください。 

────────────────── 

午前１０時５５分 休憩 

午前１１時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 先ほどの質問に対し、答弁をいたさせます。 

 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） 米沢議員の質問で

ありますけれども、大変失礼しました。 

 その他につきましては、０歳から６４歳までの方

の給付でございます。（発言する者あり） 

 失礼いたしました、４歳から６４歳までの方の給

付でございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） この要因としてはあれで

しょうか、一般退職される方という形の中で、予

防、いわゆる住民健診等がなかなか、受けておられ

る方もいると思いますが、比較的やはり予防に対す

る健診が十分されていなかったりだとか、早期健診

がされていないものですから、早期発見がおくれる

だとか、そういう要因の中で、こういった一定の傾

向というのは、見てですね、現状としてそういう傾

向があるのかどうなのか、この点確認しておきたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） 米沢議員の御質問

でありますけれども、この健診につきましては、初

めての健診をされる方に、こういうような病気が多

いということが現状でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって、

質疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１２号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第１３号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第１３号平

成１９年度上富良野町老人保健特別会計補正予算

（第２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ただいま上程され

ました議案第１３号平成１９年度上富良野町老人保

健特別会計補正予算（第２号）につきまして、提案

の要旨を御説明申し上げます。 

 平成１９年度におきまして、医療費の給付が見込

みより増加傾向にありますことから、交付金等につ

きまして増額補正をしようとするものであります。 

 以下、議案の朗読をもって説明といたします。 

 議案第１３号平成１９年度上富良野町老人保健特

別会計補正予算（第２号）。 

 平成１９年度上富良野町の老人保健特別会計の補

正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

５,０９２万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１２億３,３４０万７,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きいただきたいと存じます。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 款及び補正額のみ申し上げます。 

 歳入。 

 １款支払基金交付金、２,３９６万５,０００円。 

 ２款国庫支出金１,７９７万４,０００円。 

 ３款道支出金４４９万３,０００円。 

 ４款繰入金４４９万３,０００円。 

 歳入合計として５,０９２万５,０００円となりま

す。 

 ２、歳出。 

 ２款医療諸費５,０９２万５,０００円。 

 合計といたしまして５,０９２万５,０００円とな

ります。 

 以上、議決項目につきまして説明申し上げまし
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た。 

 御審議賜りましてお認めいただきますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１３号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第１４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第１４号

平成１９年度上富良野町介護保険特別会計補正予算

（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ただいま上程され

ました議案第１４号平成１９年度上富良野町介護保

険特別会計補正予算（第３号）につきまして、提案

の要旨を申し上げます。 

 １点目は、居宅介護サービス事業を中心に、保険

給付が当初見込みより減少となることから、歳出の

減並びに規程に基づきます歳入を精査し減額としま

す。 

 ２点目として、介護保険にかかわる国の政令が改

正され、平成１８年、１９年度に引き続き、平成２

０年度においても激変緩和措置が講じられることと

なったことに伴い、現行の介護保険システムを一部

改修する必要があることから、所要の費用を計上い

たします。 

 ３点目には、保険給付状況の見通しをとらえた中

で、一般会計からの繰り入れを減といたします。 

 ４点目として、歳入歳出の差額調整を予備費によ

り行うものであります。 

 以上が補正の主な内容でございます。 

 以下、議案を朗読し説明といたします。 

 議案第１４号平成１９年度上富良野町介護保険特

別会計補正予算（第３号）。 

 平成１９年度上富良野町の介護保険特別会計の補

正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１,５３３万８,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ６億８,０４５万８,００

０円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 １、歳入。 

 款の補正額のみ申し上げます。 

 ２款分担金及び負担金１２万２,０００円の減。 

 ３款国庫支出金２６１万８,０００円の減。 

 ４款道支出金１４２万９,０００円の減。 

 ５款支払基金交付金３６５万３,０００円の減。 

 ７款繰入金７５１万６,０００円の減。 

 歳入の補正合計１,５３３万８,０００円の減でご

ざいます。 

 次に、２ページの歳出であります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費１０２万９,０００円。 

 ２款保険給付費１,１００万円減。 

 ３款地域支援事業費９０万４,０００円の減。 

 ８款予備費４４６万３,０００円の減。 

 歳出補正の合計１,５３３万８,０００円の減。 

 以上、議決項目につきましての説明といたしま

す。 

 御審議いただきましてお認めいただきますようお

願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 質疑に入ります。 

 ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） ５ページ、歳出のところの

保険給付費ですけれども、これは国の改正とおっ

しゃいましたけれども、要介護認定が改正になりま

して、そして、予防給付に変わったというところが

大きなところかと思いますけれども、サービスの内

容も変わったり、サービス費の限度額も大幅にカッ

トされたものもあると思うのですが、それで１,１

００万円、一般会計の繰り入れもあるとかとおっ

しゃってましたけれども、今まで従来の要介護１、

それから介護１、２、３、４、５、６ランクぐらい

あったと思うのです。今回、要支援１、２と、そう

いうふうに認定が変わったわけなのですけれども、

その要介護１のうち軽い人が要支援２になったり、

要支援１になったりしていると思うのですけれど

も、こういった方、家事の援助訪問、これなんかも

大体今までの介護から、２割から４割減になってい

ると思うのですけれども、こういったところのこの

改正の認定によって変わりました要支援１とか２の
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方は、どれぐらいの人数になっているのでしょう

か。ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩します。 

────────────────── 

午前１１時１２分 休憩 

午前１１時１７分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩を解き、会議を再開い

たします。 

 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ２番村上議員の介

護保険認定の区分の御質問にお答えを申し上げたい

と思います。 

 要介護１が要支援１、要支援２というふうな制度

に変わっていったわけですけれども、発足前は要介

護１が約１３０名おりました。その中で、要支援の

２にいった方は４５名程度、残りが要介護１という

ことでございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） 私が言いたいのは、国の制

度が変わりましたので介護の認定が変わったのは、

これは仕方がないのですけれども、従来の認定から

今回要支援１、２に変わった方が、今、課長がお答

えいただきましたのでわかりましたけれども、で

は、そういった変わった方がそのまま現状維持に

なっているのかどうか、この予防給付に変わったこ

とによって、サービス費の限度額も大変大幅にカッ

トされてますし、今度国のほうの制度が変わってい

るからということですけれども、この現在、要支援

１と２に介護１だった軽い方が今度要支援２に回っ

たり、要支援１になったりしているのですけれど

も、こういった人は、ではそのままなのでしょう

か。こういった方が今度また逆に認定が今度要介護

１に上がったり、そういう変化、そういうところを

私がお聞きしたい点なのです。今度新しく認定変

わったので、なったのは仕方ない、その制度が変

わったわけですから。では、新しくそのなった方が

そのまま継続されて、要支援１と要支援２でいらっ

しゃるのかどうか、その方が要介護１に変わったり

変動がないかどうか、そういったところをちょっと

お尋ねしたいのです。よろしくお願いいたします。

どうなのでしょうか、今現在の方。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ２番村上議員の御

質問でございます。 

 制度が変わって、要支援１と２という形が出てき

たわけですけれども、介護予防という形で重度の要

介護者に陥らないようにという努力をしている中に

おいて、状況としては一部要支援に経過をたどる

と、そういった陥るという経過もやはり見受けられ

ます。介護予防という形での給付という面では、今

年度においては、ほぼ倍増近くの給付をした中で、

給付そのものはふえておりますけれども、そういっ

た個々の状況の判定結果において、要支援２の方が

要介護にいったり、介護予防の効果が上がって、さ

らに、その方の状況が要支援２のほうにという、い

ろいろなケースが見られている状況にあります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。詳しいこ

とは、後でまた担当に行って、直接聞いてくださ

い。 

 ほかにございませんか。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 似たようなところになるか

というふうに思いますが、１１ページの居宅サービ

ス等の点についてお伺いします。 

 １９年度では最終的に介護の認定者数というのは

どのぐらいになるのかという点と、これ７００万円

落ちていますので、当初の目標から比べて何人がこ

の要素として減額要素になったのか、この点お伺い

しておきたいと思います。特に、問題だと思うの

は、要支援と要介護２の割合が恐らく上富良野町に

おいて、全国的レベルでもですが、ふえているかと

いうふうに思いますが、要支援から介護度２までの

人数というのは、総体の割合で何％占めているの

か、たしか１８年度決算では５７％占めているとい

う状況になっておりますが、１９年度ではどういう

ふうになっているのか、お伺いいたします。 

 さらにお伺いしたいのは、今こういう給付されて

いる方の家事援助部門、決算でも言いましたが、非

常に求められている要望が変わってきているのだと

いうふうに思いますが、その実態把握等というの

は、この間、町ではされているのかどうなのか、こ

の点で、もしもそういった実態があれば、家事援助

の交代、あるいは時間の短縮によって、非常にヘル

パーさん等のやはり介護のあり方も急激に変わって

きておりますので、こういったところに行政として

も何らかの手だてを打つ必要も出てきているのでは

ないかなというふうに思いますので、この点も含め

て、知り得る範囲でよろしいのですが、どういうよ

うな実情把握をされているのかお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ５番米沢議員の御

質問にお答えを申し上げたいと思います。 

 上富良野町の要介護の状況でございます。要支援

１から要介護５までの実態といたしましては、総数

で４１０名の認定を受けているところであります。

その中で要支援１と２は、合わせまして７６名とい

― 18 ―



 

うことで、１８.５％という数字でなっているとこ

ろであります。 

 それから、訪問介護の状況でありますけれども、

その療養者の個々の声という中の要望であるとか、

そういったことに関しましては、関係事業所、上富

良野町の介護保険にかかわる事業所がありますけれ

ども、その中で、訪問介護を含めた中で、利用者の

要望であるとか、特に、さらに苦情等のものも含め

まして、聞き取りをしている状況にあります。そう

いった中で、改善できるところは可能な範囲で全体

の協議を経ながら、改善に努めていくという形をっ

ているところでございます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１４号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第１５号 

○議長（西村昭教君） 日程第１１ 議案第１５号

平成１９年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正

予算（第２号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（早川俊博君） ただいま上程され

ました議案第１５号平成１９年度上富良野町簡易水

道事業特別会計補正予算（第２号）の補正の概要に

つきましては、橋梁のかけかえ及び道路改良工事に

伴います水道管の移設補償工事費の確定により、歳

入歳出とも減額補正するものであります。 

 その中でも、当初見込んでおりました、東中橋の

かけかえ工事に伴います水道管移設工事につきまし

ては、北海道の計画変更から橋の完成が平成２０年

度にずれ込んだことにより、平成２０年度予算に移

設費を再計上させていただいているところでござい

ます。 

 以下、議案を朗読し説明といたします。 

 議案第１５号平成１９年度上富良野町簡易水道事

業特別会計補正予算（第２号）。 

 平成１９年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ７８４万８,０００円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ８,０６４万５,０００円と

する。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 地方債の補正。 

 第２条、地方債の変更は、「第２表 地方債補

正」による。 

 １ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 これにつきましては、款ごとの金額のみ申し上げ

ます。 

 １、歳入。 

  １款使用料及び手数料４万３,０００円。 

 ２款繰入金１５５万６,０００円の減。 

 ４款諸収入４１３万５,０００円の減。 

 ５款町債２２０万円の減。 

 歳入の合計７８４万８,０００円の減でございま

す。 

 ２、歳出。 

 １款衛生費７７７万２,０００円の減。 

 ２款公債費７万６,０００円の減。 

 歳出合計、同じく７８４万８,０００円の減でご

ざいます。 

 第２表、地方債補正。 

 （１）変更、起債の目的、簡易水道事業につきま

しての限度額は２２０万円減の４１０万円でござい

ます。 

 以上説明といたします。 

 御審議いただきまして議決賜りますようお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１５号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第１６号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第１６号
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平成１９年度上富良野町公共下水道事業特別会計補

正予算（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から、提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（早川俊博君） ただいま上程され

ました議案第１６号平成１９年度上富良野町公共下

水道事業特別会計補正予算（第３号）につきまして

補正の要旨を御説明申し上げます。 

 歳入に関しましては、１点目は、受益者負担金及

び分担金の収入額の増に伴います増額。 

 ２点目は、処理水量が当初見込みより減になりま

すことから、下水道使用料の減額でございます。 

 歳出では、事業費確定及び精査により、減額補正

しようとするものでございます。 

 また、平成１９年から２１年までの臨時特例措置

として保証金免除の繰り上げ償還が認められたこと

に伴い、本制度に該当する町債を繰り上げ償還し、

借り入れ利子の負担軽減するもので、歳入では繰り

上げ償還に対する、一般会計からの繰入金及び借り

かえ分の町債を補正するものでございます。 

 歳出は、繰り上げ償還の元金を補正しようとする

ものでございます。 

 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。 

 議案第１６号平成１９年度上富良野町公共下水道

事業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成１９年度上富良野町の公共下水道事業特別会

計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１億１,２０９万４,０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ４億７,４５２万２,０

００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 債務負担行為の補正。 

 第２条、債務負担行為の廃止は、「第２表 債務

負担行為補正」による。 

 地方債の補正。 

 第３条、地方債の追加は、「第３表 地方債補

正」による。 

 一時借入金の補正。 

 第４条、一時借入金の借り入れの最高金額に７,

０００万円を追加し、一時借入金の借り入れの最高

額を１億７,０００万円とする。 

 次のページをお聞きください。 

 第１表、歳入歳出予算補正。 

 これにつきましては、款ごとの金額のみ申し上げ

ます。 

 １、歳入。 

 １款分担金及び負担金４０万円。 

 ２款使用料及び手数料３５８万２,０００円の

減。 

 ３款繰入金２,２８７万６,０００円。 

 ６款町債９,２４０万円。 

 歳入の合計が１億１,２０９万４,０００円でござ

います。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費５８万９,０００円の減。 

 ２款公債費１億１,２６８万３,０００円。 

 歳出の合計が１億１,２０９万４,０００円でござ

います。 

 第２表、債務負担行為補正の平成１９年度水洗化

改造資金貸付に伴う利子補給金につきましては、申

請者がなかったことにより廃止するものでございま

す。 

 第３表、地方債補正につきましては、公共下水道

事業の繰り上げ償還の借りかえ分として、限度額を

９,２４０万円とするものでございます。 

 以上、議決項目を説明させていただきました。 

 御審議いただきまして議決賜りますようお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１６号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１７号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第１７号

平成１９年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別

会計補正予算（第３号）の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（菊地昭男君） ただいま

上程されました議案第１７号平成１９年度上富良野

町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。 
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 歳入の１点目としましては、介護給付費と自己負

担金をそれぞれ精査させていただいたところでござ

います。 

 ２点目としまして、歳出、職員並びに臨時職員の

人件費の精査でございます。 

 ３点目としまして、新年度から給食業務の委託に

伴いまして年度内に契約を行う必要があることか

ら、給食業務委託としまして２,７００万円の債務

負担行為をお願いするものでございます。 

 以下、議案を朗読し説明といたします。 

 議案第１７号平成１９年度上富良野町ラベンダー

ハイツ事業特別会計補正予算（第３号）。 

 平成１９年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

 歳入歳出予算の補正。 

 第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞ

れ１２３万円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ２億８,２７３万４,０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区

分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 債務負担行為の補正。 

 第２条、債務負担行為の追加は、「第２表 債務

負担行為補正」による。 

 次のページをお開きください。 

「第１表 歳入歳出予算補正」。 

 １、歳入。 

 款の名称並びに補正額のみ申し上げます。 

 １款サービス収入、補正額１１８万円の減。 

 ４款繰入金５万円の減。 

 歳入合計１２３万円の減となったところでござい

ます。 

 ２、歳出。 

 １款総務費補正額１５１万５,０００円の減。 

 ６款予備費２８万５,０００円。 

 歳出合計１２３万円の減となったところでござい

ます。 

 次のページをお開きください。 

 第２表、債務負担行為。 

 （１）追加。 

 給食業務委託、期間、平成１９年度から平成２０

年度。 

 限度額２,７００万円。 

 以上でございます。 

 以上、議決項目についての説明とさせていただき

ました。 

 御審議いただきまして、お認めいただきますよう

よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） ２ページの給食業務の委託

が債務負担行為で計上されておりますが、これはど

ういう理由でこういう経過になったのか、改めてお

伺いいたしますが、その点。実質、その給食業務を

委託することによって、経費等の削減というのは、

どのように算出されているのか、この点。さらに、

町立病院等でもわかりますように、給食業務が委託

されて若干質の低下が見受けられるというような、

患者さんの給食食べられた方の話等も伺います。や

はり、こういった点を考慮した場合、その点、委託

に当たっては、質の向上ということが、うたい文句

になってきておりますが、この点が果たして実現さ

れるのかどうなのかという点だというふうに思いま

す。病院も同じなのですが、治療食という形の要素

になっておりますので、確かにこれには管理栄養士

さんも配置されて、大丈夫だということになるとい

うふうには思うわけですが、しかし、こういったも

のを、こういった業務を今議会の中で、このように

いとも簡単に提出されるものはいかがなものかと私

は思いますし、この点、どのように理解の上で提出

されたのか、お伺いいたします。 

 次に、５ページ目の居宅のサービス収入の点で、

施設サービスの徴収、個人負担等も含めてなのです

が、入所者が減ったというふうな要因の中で出てき

たのかなというふうに思いますけれども、平成１９

年度においての入所者の動向というのは、今現時点

あるいは昨年度においては、どのようになっている

のか、この点も合わせてお伺いしておきたいという

ふうに思います。 

○議長（西村昭教君） ラベンダーハイツ所長、答

弁。 

○ラベンダーハイツ所長（菊地昭男君） ただいま

の米沢議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 委託の提案になった経緯についてでございます

が、一昨年の１１月の委員会に委託の予定というこ

とで提案させていただいております。そして、２月

の委員会に方向性を決めていただいて、予算等含め

て論議願ったところでございます。委託に、ラベン

ダーハイツの運営は自主運営で平成１６年より運営

を行ってきているところでございます。一般会計か

らの繰り入れをもらわないで現在まで運営をしてき

ているところでございますけれども、介護報酬等減

額されまして、１６年以降、職員の異動と職員も臨

時職員対応という中で運営をしてきているところで

ございます。それらに伴って、平成１６年の行財政
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改革の方針にのっとった、民間と競合する部分につ

きましては、極力委託という方向性を検討したわけ

でございます。 

 ２点目の、委託によります経費の削減でございま

すが、今、委託することによりまして、１６０万円

程度削減できるものと考えておるところでございま

す。 

 委託によります給食の質、ラベンダーハイツにお

きましては、療養食も含めて、今１日１７０食程度

提供してございます。委託することによって質の低

下というのは基本的には考えておりませんので、多

彩なメニュー等の提供によります民間のノウハウを

利用した中で提供していただくということでござい

ます。 

 ４点目でございますけれども、施設介護サービス

の７５０万円程度減となった理由でございますが、

１９年度におきましては、施設の１日平均需要が４

８.６人ということでございましたが、１９年度に

ありましては１７.３人と、入院者等の人数がふえ

まして、１２月以降１月にかけて相当量の入院者が

あったということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） １６０万円という形の話で

あります。独立採算というか、一般会計からの繰り

入れがない中での厳しい財政運用という形の中で、

将来もこういう形が持続的に行えるという状況の中

で業務委託をするのだという形だというふうに思い

ます。それに伴って、当然、職員の異動というのも

やっていらっしゃるのだというふうに思いますが、

この職員の方の異動はどのようになるのか。 

 それともう一つは、雇用される、どこになるかわ

かりませんが、やはり安心して働ける場所かどうか

という問題で、途中で見ていましたら、いろいろな

事情があるのだと思いますが、やはり何人かが雇用

から外れてしまうというような状況も見受けられる

場合が多くあります。そういう意味で、安心して働

ける場所の確保という点での保証が本当にあるのか

という点も、私自身疑問に思います。１６０万円と

いうことであれば、従前のような形の中で、業務を

きちっと、給食を町が運営管理するという方向での

安定した食材の提供ということが、一番私、必要な

ものではないかなというふうに思いますので、この

点、どのように考えられているのか、お伺いいたし

ます。 

 そういった点では、当然、無尽蔵な一般会計から

の繰り入れというのは、確かにないのかもしれませ

んが、行政側がこういった施設を維持管理をすると

いうことであれば、一定部分の一般会計の繰り入れ

もされておりますけれども、やはり守るという立場

からも、こういったところに対しての繰り入れも当

然あってしかるべきだというふうに思いますが、町

長、この点、今後の特別養護老人ホームの施設運用

とあわせて、どういう考えなのか、明確にしていた

だきたいというふうに思います。重大な問題であり

ますので、これはやはり私自身としては、今回の補

正予算の中での債務負担行為にはなじまないものだ

というふうに思いますので、この点、答弁お願いし

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） ５番米沢議員の御質問に

私のほうからまずお答えさせていただきたいと思い

ますが、２点ほどありましたので、先に職員の異動

の関係については、ここで明確にまだ、人事の関係

でありますので明確にお答えすることはできません

が、少なくとも職員として今まで培ってきたいろい

ろな知識、経験を生かすことは、これは言うまでも

ないわけでありますので、そういう観点で適材を適

所に配置するという、そういう基本的なスタンスで

町長が今後人事なされるものというふうに考えてい

るところであります。 

 それと、勤めている方々の安心保証の問題であり

ますけれども、これは、病院も昨年から外部へ委託

することで、私どももいろいろな経験をさせていた

だきました。一部には、少し改めなければならない

点もございますでしょうし、今、議員のほうからあ

りましたように、入所されている方々が質の低下と

いうものを感じ取っている方が現実にいらっしゃる

とすれば、そういう感じ方をどう私どもが求めてい

る、向上させるということに転嫁をすることがいい

のか、どういう方法があるのか、この辺、十分これ

からも引き続き検討の課題というふうに受けとめて

いるわけであります。 

 いずれにしましても、この特別養護老人ホームの

一部業務、給食業務の委託につきましても、今働い

ている方々を、本人の意向が極めて大事であります

けれども、いずれにしても、今後受注いただける方

のほうに余り大きな変化のなく、異動というか意向

を念頭に置いて進めるわけであります。 

 いずれにしましても、今申し上げましたように、

議員のほうからも発言ありますように、この事業に

ついては、町がやろうと法人経営であろうと、いず

れにしても、収入の多くを介護報酬という、そうい

う財源のもとに運営がなされるわけでありますの

で、そういう制度変化をどうとらえて、また、安定

的に経営がどうなされるのか、それから、入所者の

方がいかに安心して、そこで暮らせるのかも含めま

して考えなければならない点と、それから、私ども
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は公営でございますので、今、議員のほうから発言

あるように、費用効果も求めながら、できるだけ効

率的な経営ができるような体制も念頭に置きなが

ら、この間やってきたわけでありますが、この時代

を迎えて、先の将来性を考えると、やはり多くが法

人経営という、そういう実態をとらえたときに、町

が公営で今後も行うことがいいのかについては、相

当検討の余地があると、でき得れば法人経営に移行

ができるかどうかについても、具体的に検証しなけ

ればならないということも念頭に置きつつ、業務に

つきましても、当面、費用的な効率化、非常に金額

は限られたものでありますが、その限られたものを

しっかり安定経営につなぐという観点で、業務の一

部につきましても委託をしていくということが町の

基本的な方針でございますので、この点は御承知い

ただいているかと思いますが、この食の分野におき

ましても、安全安心をきっちり担保する、そういう

姿のもとに委託を着実に推進してまいりたいという

考え方でございますので、御理解を賜りたいという

ふうに考えているところであります。 

○議長（西村昭教君） 昼食休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時５５分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 午前中に引き続き、５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 改めて、もう一度お伺いい

たしますが、この給食業務の委託の２,７００万円

限度額になっておりますが、この点について内訳等

はどのようになっているのか、詳細な内訳はどのよ

うになっているのか、お伺いしたいと思います。 

 やはり、この種の問題等については、やはり新年

度予算の中で十分な論議を尽くしながら今後の方向

性をどうするのかというような、そういう形でのや

はり予算の中身を検討するという立場からも、私は

この点についてもう一度見直すべきだというふうに

考えますので、議長、この点、私、動議を出してで

きるのだったら、動議を出したいと思うのですが。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩します。 

────────────────── 

午後 １時００分 休憩 

午後 １時４２分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 先ほどの米沢義英君の質問以外に、議案第１７号

に対して御質問のある方ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 先ほど、米沢議員の方から発言のありました件に

つきまして、皆様方にお諮りをしたいと思います。 

 ただいま議題となっておりますこの議案第１７号

については、十分な審議を要する必要があると考え

ますので、この際、付託案件として審査をしたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 この際、この議案第１７号を厚生文教常任委員会

に付託し審査したいと思いますが、これに御異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１７号については、厚生文教常任

委員会に付託し審査することに決定いたしました。 

────────────────── 

◎日程第１４ 議案第１８号 

○議長（西村昭教君） 日程第１４ 議案第１８号

平成１９年度上富良野町水道事業会計補正予算（第

１号）の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（早川俊博君） ただいま上程され

ました議案第１８号平成１９年度上富良野町水道事

業会計補正予算（第１号）につきまして、補正の要

旨を御説明申し上げます。 

 借入分の企業債に対し、平成１９年度から２１年

度までの臨時特例措置として、保証金免除の繰り上

げ償還が認められたことに伴い、本制度に該当する

企業債を繰り上げ償還し、借入利子の負担を軽減す

るもので、収入では借換債の計上と、支出では繰り

上げ償還の元金の補正でございます。 

 以下、議案を朗読し説明にかえさせていただきま

す。 

 議案第１８号平成１９年度上富良野町水道事業会

計補正予算（第１号）。 

 総則。 

 第１条、上富良野町の水道事業会計の補正予算

（第１号）は、次に定めるところによる。 

 資本的収入及び支出。 

 第２条、予算第４条本文括弧書き中、資本的収入

額が資本的支出額に対し不足する額７,２４７万３,

０００円を、資本的収入額が資本的支出額に対し不

足する額７,８５５万円に、当年度分損益勘定留保

資金７,２４７万３,０００円を、当年度分損益勘定

留保資金７,８５５万円に改め、資本的収入及び支
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出の予定額を次のとおり補正する。 

 補正予定額のみを申し上げます。 

 収入。 

 第１款資本的収入４２０万円。 

 第１項企業債４２０万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出１,０２７万７,０００円。 

 第２項企業債償還金１,０２７万７,０００円。 

 企業債。 

 第３条、予算第５条に定めた企業債の追加は、次

のとおり補正する。 

 （１）追加につきましては、高金利対策借換債分

でございます。限度額は４２０万円でございます。 

 以上で説明といたします。 

 御審議をいただきまして議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議題第１８号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１５ 議案第１９号 

○議長（西村昭教君） 日程第１５ 議案第１９号

平成１９年度上富良野町病院事業会計補正予算（第

４号）の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 病院事務長。 

○町立病院事務長（大場富蔵君） ただいま上程さ

れました議案第１９号平成１９年度上富良野町病院

事業会計補正予算（第４号）につきまして、補正の

要旨を御説明申し上げます。 

 最初に、収益的収入及び支出についてであります

が、１点目は、収入では、公衆衛生活動収益などの

伸びによる医業収益の増が主なものでございます。 

 ２点目は、支出につきまして、薬品費、診療材料

費の増額と費用の精査による不要見込み額の減でご

ざいます。 

 ３点目は、過年度未収金の不納欠損を行うため、

特別損失として４７１万４,０００円を計上しよう

とするものでございます。 

 既に消滅時効の３年を超えている平成３年度から

平成１５年度、死亡者につきましては平成１７年度

までの延べ１３８件、実人員で９７名についてのも

のでございます。 

 今後におきましては、未収金の収納対策に今まで

以上の努力をしてまいりますので、よろしくお願い

いたします。 

 資本的収入及び支出につきましては、町から繰り

入れを受けまして、保証金免除による高金利な起債

の繰り上げ償還を行おうとするものでございます。 

 もう１点は、寄附が１件ございましたので、寄附

者の趣旨に沿い、患者備品等を購入しようとするも

のでございます。 

 また、材料費が増額となったことから、たな卸資

産購入限度額が増額となるところでございます。 

 債務負担行為につきましては、新年度からの病院

の清掃、警備、洗濯、医事等業務、給食の業務に支

障のないように、年度内に契約を行う必要があるこ

とから、債務負担行為の補正をお願いするものでご

ざいます。 

 以下、議案の朗読をもって説明とさせていただき

ます。 

 議案第１９号平成１９年度上富良野町病院事業会

計補正予算（第４号）。 

 総則。 

 第１条、平成１９年度上富良野町の病院事業会計

の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

 収益的収入及び支出。 

 第２条、予算第３条に定めた収益的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 補正予定額のみ申し上げます。 

 収入。 

 第１款病院事業収益６６６万９,０００円。 

 第１項医業収益５７３万７,０００円。 

 第２項医業外収益９３万２,０００円。 

 支出。 

 第１款病院事業費用６６６万９,０００円。 

 第１項医業費用２１８万５,０００円。 

 第２項医業外費用２３万円の減。 

 第３項特別損失４７１万４,０００円。 

 資本的収入及び支出。 

 第３条、予算第４条に定めた資本的収入及び支出

の予定額を次のとおり補正する。 

 収入。 

 第１款資本的収入５,１４９万８,０００円。 

 第１項出資金５,１３９万８,０００円。 

 第４項寄附金１０万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出５,１４９万８,０００円。 
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 第１項企業債償還金５,１３９万８,０００円。 

 第２項建設改良費１０万円。 

 たな卸資産購入限度額。 

 第４条、予算第９条の定めた、たな卸資産の購入

限度額１億１,６４９万９,０００円を１億１,８８

９万７,０００円に改める。 

 次のページをお願いします。 

 債務負担行為。 

 第５条、債務負担行為をすることができる事項、

期間及び限度額は次のとおりと定める。 

 期間につきましては、いずれも平成１９年度から

平成２０年度まででございますので、業務名と限度

額についてのみ申し上げます。 

 町立病院清掃業務６３４万６,０００円。 

 町立病院警備業務４４１万７,０００円。 

 町立病院洗濯業務３３０万８,０００円。 

 町立病院医事等業務１,８４４万７,０００円。 

 町立病院給食業務２,５５７万８,０００円。 

 以上が議決事項についての説明でございます。 

 御審議をいただきましてお認めいただきますよう

よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 １３番長谷川徳行君。 

○１３番（長谷川徳行君） 町立病院の給食業務債

務負担行為について、ちょっと質問したいと思いま

す。これは、総食何食なのか、それと単価は幾らな

のか。 

○議長（西村昭教君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（大場富蔵君） １３番長谷川議

員の御質問にお答えいたします。 

 １日４０食、単価は６８０円で設定をしていると

ころでございます。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第１９号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 議案第３４号 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 議案第３４号

町有地の処分についての件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川雅一君） ただいま上程いただき

ました議案第３４号町有地処分、農業センター用地

等の件について、提案要旨について御説明申し上げ

ます。 

 上富良野町が丘町３丁目に所有いたします農業セ

ンター用地でありますが、昭和６０年に家畜共進会

場及び農作物試験場用地として取得し、平成５年に

は、町内農業者に安定的な種苗供給を目的に試験圃

場の規模拡大を図ったところであります。 

 この用地については、無償賃貸契約を結び、上富

良野町農業協同組合が運営を条件に、町の農業振興

を図るため、農業者の要望にこたえてきました。 

 平成１３年２月に、沿線６ＪＡが合併となり、広

域の中で再編整備され、富良野地区農業者の苗供給

センターとして、経営支援に向けた運営へとさま変

わりがされてきております。 

 このことから、昨年５月にふらの農業協同組合長

より今後さらに施設の充実を図る地域農業支援の向

上のためと、農業センター用地払い下げの申し出が

あったところであります。 

 町といたしましても、種々検討協議し、当初の趣

旨目的であります農業基盤づくりとして、さらなる

地域農業の発展と農業振興を図ることと理解をし、

農業センター用地払い下げに応じることといたしま

した。その後、ふらの農業協同組合と幾度と協議を

重ねた結果、土地及び構築物、附帯施設すべて売買

の合意に達したところであります。 

 処分予定の町有財産につきましては、土地、定着

物、建物の所在は上富良野町丘町３丁目、土地であ

りますが、地番２７３５の１番、１４番につきまし

ては、種目、雑種地、数量は４,７３４平米、地番

２７３５の３番、１５番、１８番については、種

目、畑で、数量は２万９９５平米でございます。そ

れから、地番２７３５の４番につきましては、種

目、宅地でございまして、数量は１,０３８.６４平

米でありございます。合計をいたしまして２万６,

７６７.６４平米です。 

 定着物の建物につきましては、旧食料検査所、野

菜等苗生産施設付属住宅、野菜等苗生産施設倉庫

で、木造の２７８.６３５平米及び附帯施設として

管理棟、機械庫は、構造、軽量鉄骨６１.４平米、

管理ハウスは２棟でございまして、構造、鉄骨パイ

プで１,２９６平米、育苗ハウスは、構造、鉄骨造

で６２１.３平米でございます。 

 売り払い価格につきましては、２,４８４万５,０

００円でございます。 

 以上のことから、議会の議決に付すべき契約及び
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財産の取得または処分に関する条例第３条の規定に

基づきまして、議決をお願いするものでございま

す。 

 以下、議案を朗読し説明とさせていただきます。 

 議案第３４号町有地の処分について。 

 町有地（その土地の定着物を含む。）の売り払い

について、議会の議決に付すべき契約及び財産の取

得又は処分に関する条例第３条の規定により、議会

の議決を求める。 

 記。１、町有地の所有地、種目及び数量、これに

つきましては先ほど提案の要旨の折、説明申し上げ

た内容でございます。 

 ２番目、売り払いの方法は随意契約、３番目、売

り払い価格でございますけれども、先ほど申し上げ

ました２,４８４万５,０００円でございます。 

 ４番、契約の相手方、住所、富良野市朝日町３番

１号、氏名はふらの農業協同組合代表理事組合長奥

野岩雄。 

 以上で説明とさせていただきます。 

 御審議いただきまして、御議決賜りますようお願

い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） これは、今価格が２,４８

４万５,０００円と、こういうことでございます

が、先ほど、不動産売り払い収入のところ、これ、

２,４９３万７,０００円というのは、ここではな

かったのですか。農業センター用地ではなかったの

ですかね。違うのですか。それで、ちょっと金額が

９万２,０００円ぐらい合わないのは、何か手数料

か何かあるのですか。消費税でもないみたいな感じ

なのですけれども。ちょっと金額が、ちょっと教え

てください。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川雅一君） ２番村上議員の今の御

質問でございますけれども、補正の中で金額が入っ

ているのは、この農業センター土地と、それから、

もう１件ございまして、日の出公園の隣接地でござ

いまして、そこのところが定住関係者の関係で、求

められた土地の分が入っておりまして、それで数字

合計額が変わってきております。あくまでも、農業

センター用地につきましては２,４８４万５,０００

円ということで契約をしたいということでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第３４号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１７ 議案第３５号 

○議長（西村昭教君） 日程第１７ 議案第３５号

上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消の

件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ただいま上程され

ました議案第３５号上富良野町国民健康保険財政調

整基金の一部支消の件につきまして、提案の要旨を

御説明申し上げます。 

 平成２０年度上富良野町国民健康保険特別会計に

おきまして、歳入財源であります国民健康保険税、

国庫支出金、調整交付金、保険基盤安定繰入金等を

見積もり、歳出の保険給付に充当し、予算の計上を

いたしておりましたが、なお不足する３,２００万

円を財政調整基金から支消し、保険給付費に充てよ

うとするものであります。なお、財政調整基金の当

該支消後の予算残高は５,１９４万１,０００円とな

るところであります。 

 以下、議案を朗読し説明といたします。 

 議案第３５号上富良野町国民健康保険財政調整基

金の一部支消の件。 

 上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部を次

により使用するため、上富良野町国民健康保険財政

調整基金条例第６条の規定により、議会の議決を求

める。 

 記。 

 １、支消金額３,２００万円。 

 ２、使用目的、保険給付費に必要な財源に充当す

るため。 

 ３、使用年度、平成２０年度。 

 以上、説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 
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 これより、議案第３５号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案とおり可決されました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告           

○議長（西村昭教君） 以上で本日の日程は、全部

終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 明日の予定について、事務局長から報告いたさせ

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 あす３月５日は本定例会の２日目で、開会は午前

９時でございます。定刻までに御出席賜りますよう

お願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 ２時０５分 散会 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １３名） 

─────────────────── 

◎開 議 宣 告           

○議長（西村昭教君） きのうに引き続き、出席ま

ことに御苦労に存じます。 

 ただいまの出席議員は１３名であります。 

 これより、平成２０年第１回上富良野町議会定例

会２日目を開会いたします。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

─────────────────── 

◎諸 般 の 報 告           

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 本日、平成２０年度上川南部消防事務組合一般会

計予算書及び平成２０年度富良野広域串内草地組合

一般会計予算書並びに平成２０年度富良野地区環境

衛生組合一般会計予算書をお手元にお配りいたしま

したので、審議の参考としていただきますようお願

い申し上げます。 

 一般質問の通告期限は、本日正午までとなってご

ざいます。時間までに通告を賜りますようお願い申

し上げます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     １番 向 山 富 夫 君 

     ２番 村 上 和 子 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第 ２ 執行方針から 

◎日程第１２ 議案第１０号まで 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 町政執行方針、

教育行政執行方針、日程第３ 議案第１号平成２０

年度上富良野町一般会計予算、日程第４ 議案第２

号平成２０年度上富良野町国民健康保険特別会計予

算、日程第５ 議案第３号平成２０年度上富良野町

老人保健特別会計予算、日程第６ 議案第４号平成

２０年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算、

日程第７ 議案第５号平成２０年度上富良野町介護

保険特別会計予算、日程第８ 議案第６号平成２０

年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計予

算、日程第９ 議案第７号平成２０年度上富良野町

簡易水道事業特別会計予算、日程第１０ 議案第８

号平成２０年度上富良野町公共下水道事業特別会計

予算、日程第１１ 議案第９号平成２０年度上富良

野町水道事業会計予算、日程第１２ 議案第１０号

平成２０年度上富良野町病院事業会計予算の件を一

括して議題といたします。 

 まず、町長より、町政執行方針について説明を求

めます。 

 町長、尾岸孝雄君。 

○町長（尾岸孝雄君） 平成２０年第１回定例議会

の開会に当たり、町政執行の基本姿勢について、そ

の概要を申し上げます。 

 我が国の経済は、全体として「緩やかな回復」が

続いているものの、地域間の回復にはばらつきが見

られ、また、サブプライムローン問題を背景とする

金融市場の変動や、米国経済の動向、原油価格の高

騰などから経済成長の鈍化が懸念されるところであ

りますが、「経済財政改革の基本方針２００７」に

基づく「自立と共生」を基本に、改革への取り組み

を加速・深化することを通じて、企業部門の好調さ

を家計部門に波及させていくことで、民間需要を中

心とした持続的な経済成長が期待されているところ

であります。 

 このような中にあって、国では成長力強化と財政

健全化を車の両輪として、これまでの考え方を基本

的に受け継ぎ、「基本方針２００７」を堅持し、平

成２３年度のプライマリーバランス黒字化の達成に

向けて、歳出・歳入一体改革をさらに進めることと

しております。 

 しかし、本年度の政府予算案では、社会保障費の

増や地方交付税の増など、一般会計総額は２年連続

で増となっており、その財源を賄うための税収につ

いては、景気回復のペースが鈍る影響で０.２％増

にとどまっております。 

 また、新規の国債発行額は、昨年同程度の２５兆

円台全般の水準となったことから、本年度のプライ

マリーバランスの赤字幅が５兆円を超える額に拡大

し、５年ぶりに悪化しております。 

 地方財政政策では、地方再生を重要課題に掲げる

政府の方針として「地方再生対策費」の創設など、

地方交付税の増が盛り込まれ、地方財政計画の規模

は７年ぶりに増加しましたが、この増は地方間の税
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収のやりくりや、交付税特別会計借入金の償還繰り

延べを財源としたもので、地方財政の本質は地域間

格差が広がり、依然として厳しい状況に変わりはあ

りません。 

 さて、当町の現状について、財政状況は町税収入

の伸びが見込まれない中、地方交付税などのこれま

での大きな削減により、厳しい状況が続いておりま

すが、行財政改革実施計画に掲げた収支均衡のとれ

た財政構造への転換という目標は何としても達成し

なければなりません。このことが、これからのまち

づくりにおける実行力と、町民との信頼性を担保す

るものであると受けとめております。 

 このことから、本年度の予算編成に当たっては、

昨年度から導入した「予算枠配分方式」を強化徹底

するとともに、政策調整枠予算の戦略的・重点的な

活用に向けた予算編成を行ったところであります。 

 厳しい状況が続く中ではありますが、本年度は

「総合計画」、「行財政改革実施計画」が最終年度

という節目の年を迎えることから、これまでの町の

取り組みを総点検するとともに、新たなまちづくり

について多くの皆さんと大いに議論しなければなら

ないと考えております。 

 町民の皆様を初め地域の民間団体の皆さんと協働

して、将来に希望の持てる、真に豊かさの実感がで

きるまちづくりを推進していくことが私に課せられ

た責務であることを改めて強く認識し、今後の行政

運営に当たる所存でありますので、皆様の特段の御

理解と御協力を心からお願い申し上げます。 

 それでは、町政執行の基本であります財政運営に

ついて申し上げます。 

 先ほど申し上げましたように、収支均衡のとれた

財政構造を確立していくことが何よりも重要なこと

であり、そのことが町民との信頼関係を強固なもの

にすることであると受けとめております。したがっ

て、行政サービスを支える自主財源を確実に確保す

るため、最大限の努力をしてまいります。 

 また、地方交付税などの依存財源については、本

年度は一定程度の増が見込まれたものの、今後は国

の地方財政政策において流動的な要素が強く、平成

２３年度のプライマリーバランス黒字化に向けて

は、総額抑制で推移することが予想されます。今後

も、中・長期的な予測をした中で財政運営をしてい

かなければならないと考えております。 

 一方、歳出面では、財源的に流動的な要素がある

ことを十分に踏まえ、経常的な経費については一層

の効率化を追求し、経費の縮減を図らなければなり

ません。 

 また、それぞれの事務事業について、「選択と集

中」を基本にその評価を確実に行い、廃止を含めた

見直しを進めてまいります。地域において、公共

サービスが維持・拡充されるよう、責任と役割を分

担しながら協働による新たな仕組みを確立していく

ことで、行政サービスの明確化と重点化を果たして

いくことが重要と考えております。 

 それでは、各分野における主な施策の概要につい

て申し上げます。 

 最初に、一つ目の柱の「豊かな心の人のまち」に

ついてであります。 

 まず、「生涯学習及び豊かな人材のまちづくり」

についてでありますが、国際的にも国内的にも大き

く変化する社会の中にあって、町が真の豊かさや生

きがいと活力に満ちた地域社会を築いていくために

は、その基礎となる人づくりが最も重要でありま

す。教育基本法を初め教育三法が改正され、教育行

政にあっては大きな変革期を迎えており、教育委員

会においては教育振興計画の策定を予定していると

ころでありますので、なお一層の連携を図りながら

生涯学習の推進に努めてまいります。 

 道立上富良野高等学校については、平成１８年に

北海道教育委員会が策定した「高校教育に関する指

針」とあわせて、同校への入学数の減少により大変

厳しい局面を迎えております。将来に向けて、学校

を存続していくために、関係機関などに要望運動を

進めてまいります。 

 また、友好都市提携市の三重県津市・カナダ国カ

ムローズ市との友好交流を中心に、地域間交流を通

じて人材育成に努めてまいります。 

 次に、「福祉のまちづくり」についてであります

が、我が国では少子化と高齢化が同時に、かつ急速

に進行し、それに伴う保健・医療・福祉の制度改革

が継続的に進められております。当町においても、

高齢者が増加傾向の人口構造の中、町民の皆さんが

健康で生き生きと、自分自身に応じた役割を果たし

得るため、住民福祉の向上と健康推進を図られるよ

うに効果的な諸施策を推進してまいります。 

 地域福祉については、より小さな地域単位での福

祉力の醸成が必要であり、こうした仕組みづくりの

ため、福祉関連の各個別計画と整合性を図りなが

ら、地域福祉計画の策定に向け取り組んでまいりま

す。 

 また、町社会福祉協議会を初め、関係機関や関係

団体との連携や協力体制をより一層密接にして、町

民皆さんとの協働を基盤とした地域福祉の充実に努

めてまいります。 

 高齢者福祉については、高齢者が住みなれた地域

で安心して暮らすことができるよう、地域福祉の確

立と在宅福祉を推進してまいります。 

 ラベンダーハイツは、老人福祉施設・在宅福祉施
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設の拠点として、利用者の健康管理と生きがいのあ

る日常生活が送られるよう、安全で安心できる質の

高いサービスの確保と向上を図るよう努めるととも

に、デイサービス事業においては、本年度から障害

者の日中一時支援事業を実施して、地域福祉サービ

スの充実と施設の効率的な利用を図ってまいりま

す。 

 介護保険事業については、第３期介護保険計画の

最終年度を迎えることから、次期計画の策定とあわ

せて高齢者のニーズに対応する事業の安定化に努め

てまいります。 

 また、医療制度の改正による「生活機能評価健康

診査」を行い、特定高齢者を把握した効果的な介護

予防事業を実施してまいります。 

 子育て支援については、町の重要課題の一つとし

て、引き続き子どもセンターを拠点とした支援活動

の充実に努めてまいります。 

 特に、情報が途絶えがちな家庭が孤立することの

ないよう実態の把握に努め、同センターの利用を促

すとともに、ファミリーサポートセンターの設置に

向けた準備を進めてまいります。 

 また、「放課後子どもプラン事業」の定着を図る

とともに、子供たちが地域の大人に見守られた中で

安全に過ごすことができるよう、教育委員会との連

携の中で一層の充実を図ってまいります。 

 さらに、保育事業については、多様な保育ニーズ

にこたえるとともに、子育て支援を推進するため、

本年度から「一時保育事業」を実施してまいりま

す。 

 障害者福祉については、障害者自立支援法に基づ

く必須事項の相談支援事業など、広域での対応事業

や町単独の事業について、引き続き適切に取り組む

とともに、発達支援センターにおいては、個々に応

じた療育支援の取り組みとあわせて、地域支援活動

として発達段階での課題解決のため、幼稚園・保育

所への訪問支援を行うなど、地域全体の療育体制の

向上を図るよう強化してまいります。 

 次に、「健康のまちづくり」についてであります

が、予防が可能な生活習慣病については、本年度か

ら開始される各医療保険者による特定健診・特定保

健指導を国民健康保険部門と十分連携して予防活動

に取り組んでまいります。 

 特に、当町の現状から腎疾患予防対策が必要であ

り、町民が腎臓を守る力をつける学習などの予防活

動に力を入れてまいります。 

 また、母子保健については、本年度から妊婦健康

診査の公費負担の拡充を図るとともに、指導体制を

強化して学習相談活動を一層推進して、安心して子

供を産み、育てることを目標にした活動の充実を

図ってまいります。 

 さらに、食は健康の源でありますので、昨年度策

定した「食育推進計画」をもとに、食育の重要性に

ついて周知を図るとともに、関係機関と連携を図り

ながら計画に基づく諸活動を展開してまいります。 

 病院事業については、安定した運営のために経営

改革と医療スタッフの確保が重要な課題でありま

す。町立病院が果たすべき役割やそのための体制な

どに関し、医療・保健・福祉を含めた横断的な協議

を継続し、病院改革プランの策定とあわせて、公立

病院改革ガイドラインへの対応に取り組んでまいり

ます。 

 また、介護病床については、病院併設型小規模老

健施設への転換を図り、年内の開設を目指してまい

ります。 

 さらに、地域センター病院である富良野協会病院

との連携については、これまでの泌尿器科・循環器

科の開設に加え、本年度は眼科の開設に向け、病病

連携を強化して町民皆様の利便性の向上を図ってま

いります。 

 国民健康保険事業については、国民皆保険制度の

根底を支えるものであり、事業の安定化に努めてま

いります。 

 また、本年度から高齢者の医療の確保に関する法

律に基づき、特定健康診査及び特定保健指導につい

て、国保保険者の立場として医療予防、生活の質の

向上に向けて適切な対応に努めてまいります。 

 また、高齢者医療保険制度については、本年度か

らこれまでの老人保健事業にかわり、北海道後期高

齢者広域連合による新たな後期高齢者医療制度に移

行されますので、適切に取り組んでまいります。 

 次に、二つ目の柱の「活力ある産業のまち」につ

いてであります。 

 まず、「農業及び森のまちづくり」についてであ

りますが、近年の農業をめぐる情勢は、２年目を迎

える「品目横断的経営安定対策」が「水田・畑作経

営所得安定対策」に名称を変更し、経営安定対策、

米政策改革及び農地・水・環境保全対策について見

直すなど、変革の時期を迎えております。 

 また、「食」の安全・安心が揺らぐ中、消費者か

ら良質で安全な食材が求められており、町の基幹産

業である農業の振興を図っていくため、最終年度と

なる第５次農業振興計画に基づく奨励作物振興事業

やクリーン農業などの諸施策を推進するとともに、

次期農業振興計画については、現計画の検証を行い

関係機関と連携・協力を図りながら策定をしてまい

ります。 

 農業者の高齢化や後継者不足に起因する耕作放棄

地の発生については、農業委員会やふらの農業協同
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組合などの関係機関との連携を図りながら、その防

止に向けて有効な施策を総合的に判断し、農地流動

化を推進していくとともに、今後の農業経営の必須

条件として、農業者年金の加入及び家族経営協定の

普及を促進してまいります。 

 また、農業基盤や設置等の整備については、本年

度からの新規事業として実施する草分地区道営農地

防災機能増進事業を初め、島津地区道営経営体育成

基盤整備事業を継続するとともに、演習場周辺農業

用地施設設置助成事業による農業機械導入を実施し

てまいります。 

 さらに、畜産担い手育成総合整備事業について

は、効率的で安定的な経営体及び担い手の育成や規

模の拡大を図り、「安全・安心」の生産地の形成を

促進してまいります。 

 森林整備については、森林環境保全整備事業によ

り森林事業を実施するとともに、民有林にあっては

２１世紀北の森づくり推進事業などを活用し、造林

及び除間伐事業を実施し、森林整備に努めてまいり

ます。 

 次に、「商工業、観光及び起業のまちづくり」に

ついてでありますが、商工業振興事業については、

北海道及び当町における経済活動が依然として厳し

い状況にある中、活力ある商工業の振興を図るた

め、商工会と連携を密にし、経営改善普及事業及び

空き店舗活用振興事業など、地域経済活動を促進す

る事業に対し引き続き支援を行うとともに、工場等

の新設・増設企業に対しては、引き続き企業振興措

置条例に基づく支援を行ってまいります。 

 また、中小企業の安定化については、当町経済の

持続的・安定的な発展が図られるよう、引き続き事

業資金の円滑な融資に努めてまいります。 

 観光振興については、経済効果はもとより地域の

活性化を促進するものであり、観光協会と連携し、

引き続き「富良野・美瑛広域観光」の推進により、

上海・台湾などアジア系外国人観光客及び首都圏か

らの誘致を図るとともに、「花と炎の四季彩まつ

り」などの行事に支援を行ってまいります。 

 また、富良野広域圏通年雇用促進協議会及び地産

地消推進協議会との連携を図りながら、地域資源を

活用した商品開発を目指し、地場産品の消費拡大と

それに伴う雇用を新しくつくり出すよう推進してま

いります。 

 次に、三つ目の柱の「住みよい快適なまち」につ

いてであります。 

 まず、「美しい・潤いのまちづくり」についてで

ありますが、当町の貴重な財産であります豊かな自

然環境の保全に努めるとともに、景観行政について

は、景観施策の有効性を高める観点から北海道の景

観計画と整合性を図りながら、当町の景観づくり基

本計画をもとに、その実効性を高めるための作業を

進めてまいります。 

 また、駅及び駅周辺商業地域の整備については、

商工会主体で構成する「駅前再開発検討委員会」を

通じて協議をしてきたところですが、昨年度、「ま

ちづくり委員会」に名称変更され、ハード事業にこ

だわらないソフト事業も視野に入れた「まちづく

り」の検討も進められておりますので、本年度につ

きましても引き続き支援をしてまいります。 

 公園・緑地については、日の出公園展望台トイレ

の下水道への接続と、西町公園の既設トイレの水洗

化事業を実施して環境整備を図るとともに、町民の

憩いの場、交流の場として安全で安心して利用いた

だけるよう、適正な公園管理を行ってまいります。 

 町営住宅の整備については、富町団地の建替計画

３棟３５戸のうち、本年度１棟１０戸を着工すると

ともに、次年度計画の実施設計に取り組んでまいり

ます。 

 また、泉町団地の屋根、宮町団地の外壁など、必

要な改修を計画的に実施し、住環境の整備に努めて

まいります。 

 次に、「快適なまちづくり」についてであります

が、上水道・簡易水道・飲料水供給施設について

は、老朽管の更新を計画的に進めるとともに、水質

管理の充実を進め、町民の皆さんに信頼される清浄

で良質な飲料水の安定供給に努めてまいります。 

 また、公共下水道事業については、本年度、国土

交通省の補助を受け、浄化センターの大規模な施

設・設備の更新計画に着手するとともに、計画的な

設備の更新と適切な維持管理に努めてまいります。

あわせて、合併浄化槽設置事業についても、事業の

継続に努めて、快適で豊かな健康生活の実現を推進

してまいります。 

 一般廃棄物については、平成１４年ごみの有料化

以降、町民皆さんには分別・減量化に御協力をいた

だいております。当時策定いたしましたごみ分別の

手引きについては、この間、分別方法の一部改正な

どもあったことから、本年度新しく更新し配付して

まいります。 

 また、クリーンセンターの運営については、本年

４月から南富良野町から一般ごみの受け入れ処理を

行い歳入の確保を図るとともに、施設整備について

も、適時適切に維持・補修を行い、安定的な施設運

営に努めてまいります。 

 住居表示については、昭和５７年度に実施し、さ

らに平成１７年度に新規更新整備をしたところであ

りますが、本年度新たに住宅開発されました南町３

丁目地域を行うなど、年次的に整備するよう努めて

― 33 ―



 

まいります。 

 次に、「安心のまちづくり」についてであります

が、消防関係については、事故・災害の多様化に対

応できるよう、資機材搬送車の更新と人工蘇生シス

テムを導入するとともに、救急救命士などの計画的

な養成を進め、機能強化を図ってまいります。 

 防災対策については、地域防災計画に基づき、地

域住民がみずからの地域をみずからで守るための自

主防災組織の再編成を支援するとともに、継続的な

防災啓発や総合防災訓練、地区別防災訓練などを通

じて、地域防災力の強化を図ってまいります。 

 特に本年度は、昭和６３年の十勝岳噴火から２０

年目に当たることから、当町及び美瑛町を初めとす

る防災関係機関による実行委員会を組織して、

「（仮称）北海道火山防災サミット２００８in 十

勝岳」を開催し、改めて火山防災の啓発強化に努め

てまいります。 

 また、「安心・安全なまち」の実現に向け、本年

度は耐震改修促進計画を策定してまいります。 

 除排雪対策については、町民皆さんの協力を得な

がら、特に交通の妨げとなる交差点など見通しの悪

い箇所の除排雪に重点を置き、冬季間の道路網を確

保し、地域において快適に生活できるような安全対

策に努めてまいります。 

 地域安全については、全国的に広がりを見せてい

る児童誘拐・殺傷事件、不審者出没の増加などの犯

罪防止のため、各関係機関・団体との連携を図りな

がら、地域力を発揮することで犯罪のない安全なま

ちづくりに努めるとともに、交通安全については、

昨年７月８日に死亡事故ゼロ１,０００日を達成し

たところであり、今後もゼロ２,０００日を目指し

啓発に努めてまいります。 

 消費生活の安全については、相談内容も高度化・

複雑化していることから、引き続き富良野市消費生

活センター内に共同設置した相談窓口により、地域

住民の生活安全に努めてまいります。 

 「広がりのあるまちづくり」についてであります

が、道路網の整備及び河川などの施設整備について

は、地域の生活や産業を支える基盤づくりを基本に

とらえ、国土交通省・防衛省などの補助制度を活用

し、有効で効率的に事業を推進してまいります。 

 また、市街地の簡易舗装の改良工事についても計

画的に整備するとともに、地域住民の生活道路の適

正な維持管理に努めてまいります。 

 町営バス・スクールバスの運行については、乗車

実態に応じて本年度２台を小型車両に更新するとと

もに、地域住民の生活実態に応じたバス運行の抜本

的な見直しに取り組んでまいります。 

 次に、四つ目の柱の「共に創るまち」についてで

あります。 

 町が抱えるさまざまな課題や問題について、進む

べき方向を町民の皆様とともに考え決定していくた

めにも、より多くの町民の皆さんに政策決定の過程

や行政評価の過程などに参画いただき、町民との

「協働によるまちづくり」を進めてまいります。 

 そのためには、町が保有する情報を町民皆さんと

共有していくことが極めて大切であり、パブリック

コメントやまちづくりトーク、出前講座などを引き

続き推進し、信頼関係の強化に努めてまいります。

あわせて、町民皆さんの主体的な発想が直接まちづ

くりにつながるよう、自治活動推進補助制度を積極

的に活用いただきながら、住民自治の推進に努めて

まいります。 

 「共に創るまち」の根幹をなし、町の憲法とも言

われる「（仮称）自治基本条例」の制定について

は、「自治基本条例づくり検討会議」の答申を踏ま

えて、組織内を初め多くの町民を交えた中で情報共

有を図りながら、本年度中の条例制定を目指してま

いります。 

 自衛隊関係については、国の防衛計画大綱によっ

て、上富良野駐屯地の主要部隊である戦車及び火砲

が削減対象であるため、これが現実化すると上富良

野駐屯地の隊員が大幅に減少し、町の人口減少や財

政基盤が崩れる事態となり、町の大きな課題となっ

ております。 

 国では、駐屯地の部隊編成などを決定する次期防

衛力整備計画の策定が本年度予定されており、当町

にとって駐屯地の現状を堅持するためには特に重要

な年であります。このため、富良野地方自衛隊協力

会など自衛隊関係団体との連携をより強め、地域を

挙げて防衛省の関係組織や国会議員に対する要請活

動などを精力的に取り組んでまいります。 

 また、上富良野演習場の安定的・継続的な使用の

ため、障害の防止に努めるとともに防衛施設周辺の

生活環境の整備による事業などを円滑に実施し、周

辺地域との調和を図ってまいります。 

 町の総合計画については、いよいよ最終年度を迎

えることから、現総合計画期間における施策・事務

事業の評価を踏まえ、まちづくりトークやパブリッ

クコメントなど、町民の皆様への説明や意見反映の

機会確保に努め、町民の皆さんとともに我が町にお

ける今後１０年間の進むべき方向を共有しながら、

第５次総合計画を策定してまいります。 

 また、行財政改革についても、現実施計画が最終

年度となりますので、計画に掲げた目標の達成に向

けて着実な実践を果たすとともに、新たに策定する

第５次総合計画との整合性を図りながら、新行財政

改革の取り組み方向を定めてまいります。 
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 特に本年度は、将来的にも行政利用が見込まれな

い町有地については、移住・定住促進策を含めた民

間利用に向けて売却処分を進めてまいります。 

 また、指定管理者制度を含めた民間活力の導入や

自家用車の公用利用制度など、行財政運営の効率化

とあわせて、「事務事業の事後・事前評価」につい

ては、「選択と集中」を基本として各事務事業の見

直しを図り、真に必要な事務事業に行政資源を集中

していく仕組みとして制度化に努めてまいります。 

 町税は、当町財政の根幹であり、自主財源である

税収確保は極めて重要であります。 

 町としては、新たな滞納者を出さないよう納期内

納税の推進に向け、納期回数の見直しや減免基準の

明確化、さらにはコンビニ収納の拡大など、収納率

向上に向けたとり組みを進めてまいります。 

 また、税外収入を含めた総合調整を図り、組織総

かがりで収納対策の取り組みを進めてまいります。

特に不誠実な滞納者に対しては、公平な徴税負担の

観点からも、行政サービスの制限措置条例の有効活

用と適正運用に努めてまいります。 

 さらに、ふるさと納税の制度化を控え、当町の寄

附促進に向けた諸対策と周知に努めてまいります。 

 最後に、広域行政の推進については、５市町村で

構成する「富良野広域連合準備委員会」により検討

を進めており、「し尿・生ごみ処理」、「公共牧

場」、「消防」、「学校給食」の４事務を平成２０

年度中に「富良野広域連合」を設立して、平成２１

年４月から広域連合で処理を開始できるよう取り組

んでまいります。 

 あわせて、平成２０年度末には、これらの事務を

行っている五つの一部事務組合を解散するととも

に、上富良野町と南富良野町の直営で実施している

学校給食を広域連合へ移行するよう取り組んでまい

ります。 

 当町といたしましても、町民皆様の御理解をいた

だき、住民サービスの向上と行財政の効率化を図る

ために、広域連合の設置と一部事務組合の解散に向

けて、議員各位の御協力をいただきながらその実現

と着実な推進に努めてまいります。 

 以上、平成２０年度の町政執行に当たり所信を述

べさせていただきました。 

 次に、平成２０年度予算案の概要を申し上げま

す。 

 本年度は、さきに述べましたように、地方再生を

重要課題に掲げる国の方針として、地方財政計画の

規模が７年ぶりに拡大したことから、主要財源であ

る地方交付税について一定程度の増を見込み、予算

編成を行ったところであります。 

 しかし、国の歳出・歳入一体改革の方向から、地

方交付税を初め歳出の抑制は、今後とも既定の路線

と受けとめており、これらの歳入増は、将来にわた

る財政の安定化のために財源を充てたところであり

ます。 

 あわせて地方債の補償金免除による繰上償還制度

には、借換えとあわせて可能な範囲で減債基金を活

用し、繰上償還を実施することで今後における公債

費の負担軽減策を講じてまいります。 

 また、本年度は、行財政改革実施計画の最終年度

を迎えることから、この計画に掲げた収支均衡のと

れた財政構造の確立という目標達成に向けて、計画

の着実な実践を取り進めながら、歳入では町税及び

税外収入の収納対策をより一層強化し、歳入確保に

努めるとともに、歳出では事務事業評価の試行実施

を含めた事務事業の見直しや、人件費・投資的事業

の抑制を図ることで、頑張る地方応援プログラム関

連事業や真に必要な子育て支援策の充実などの財源

を確保したところであります。 

 特に、基金運用のあり方については、必要な行政

サービスの確保と将来の世代への責任という考え方

を基本に、目的に応じた基金の活用を明確化するこ

とで、安易に財源不足を基金に頼ることのない財政

構造を明確なものとして、一般会計では総額７１億

５,２００万円、前年度対比で１４.４％増の額とし

て９億２００万円増の予算案を定めたところであり

ます。 

 また、特別会計及び公営企業会計予算におきまし

ても、制度改正に伴う対応のほか、事業運営に必要

な事項についても、一般会計同様に効率的な対応方

針のもとに財政見通しを立て、それぞれの予算案と

したところであります。 

 特に一般会計からの繰出金及び補助金などについ

ては、法令の基準に基づくものや財源確保として妥

当なものに限り、各会計予算に対し措置を行ったと

ころであります。 

 これらの措置を行うことによりまして、特別会計

及び公営企業会計予算は、国民健康保険特別会計１

３億９,３５５万３,０００円、老人保健特別会計１

億１,３３２万１,０００円、後期高齢者医療特別会

計９,５０２万８,０００円、公共下水道事業特別会

計６億４,２８５万２,０００円、簡易水道事業特別

会計１億１８５万９,０００円、介護保険特別会計

６億６,９２６万円、ラベンダーハイツ事業特別会

計２億７,８８０万円、病院事業会計８億５,５７４

万２,０００円、水道事業会計４億６,８２７万１,

０００円となっております。 

 この特別会計及び公営企業会計予算の合計は、４

６億１,８６８万６,０００円で、一般会計予算と合

わせた町全体予算では、１１７億７,０６８万６,０
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００円、前年度対比で３.５％の増、額にして３億

９,２９２万２,０００円増の財政規模になっており

ます。 

 以上、町民の皆さん並びに議員皆さんの御理解と

御協力を切にお願い申し上げ、平成２０年度の町政

執行方針といたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長より、教育行

政執行方針の説明を求めます。 

 教育長、中澤良隆君。 

○教育長（中澤良隆君） 平成２０年第１回定例町

議会の開会に当たり、上富良野町教育委員会の教育

行政の執行にかかわる主要な方針について申し述

べ、町議会を初め町民各位の御理解と御支援をお願

い申し上げます。 

 我が国においては、急速かつ広範に社会が変化す

る中、さまざまな制度の見直しが行われてきていま

す。教育の分野におきましても、約６０年ぶりに

「教育基本法」が改正され、これからの教育のある

べき姿や目指すべき理念が明らかになり、教育再生

の新たな第一歩が踏み出されました。 

 こうした中で、次代を担う子供たちが夢と希望を

持ち、心身ともにたくましく、心豊かに「生きる

力」を育んでいくことが極めて重要であります。 

 さらに、生涯学習の視点に立って、人々が生涯に

わたり生き生きと学び続ける環境づくりを進めてい

くことが求められています。 

 したがいまして、教育委員会といたしましては、

教育改革の動向を見据えるとともに、改正教育基本

法の理念のもと、子供たちの「生きる力」の育成を

目指し、学校、家庭、地域社会が役割を分担し、そ

れぞれの教育機能を発揮することによって確かな学

力、豊かな心、生きる力を持つ子供たちの育成に取

り組んでいく所存であります。 

 また、改正教育基本法により、市町村においても

「教育振興基本計画」の策定に努めなければならな

いことから、第５次総合計画の策定にあわせ、新時

代の教育行政の指針となる「教育振興基本計画」の

策定にも取り組んでまいります。 

 学校教育につきましては、「確かな学力」の育

成、「豊かな心」の充実、「健康な身体」を培うこ

とを重点目標に掲げ、「生きる力」を育む学校教育

を推進してまいります。 

 この目標を達成するため、「確かな学力」の定着

を目指し、「基礎学力の向上と学習習慣の確立」

を、また「豊かな心」の醸成を図るため「まごころ

のあいさつ運動」を、そして「健康な身体」の育成

に「早ね・早おき・朝ごはん運動」を重点実践項目

と定め、各学校と一体となって目標実現に向けて取

り組んでまいります。 

 今、学力の低下問題が指摘される中、昨年に引き

続き、小学校６学年と中学校３学年の全児童・生徒

を対象とした全国学力・学習状況調査が４月２２日

に実施される予定であります。この調査は、教育施

策の課題を検証し、その改善を図ることが目的であ

りますので、この趣旨を踏まえ、全校で実施に取り

組んでまいります。 

 また、学校教育の豊富な経験と専門知識を有する

「学校教育アドバイザー」を本年度から新しく教育

委員会に配置する予定であります。いじめや不登校

問題、教育振興基本計画の策定、学力向上対策など

に専門的な意見やアドバイスをいただき、学校教育

が抱える課題解決の対応に努めてまいります。 

 児童生徒の指導等についてですが、「上富良野の

健全育成をすすめる会」を中心に、学校、家庭、地

域社会の連携を深める中で児童生徒の健全育成に努

めてまいります。 

 また、深刻な問題となっている「いじめ問題」に

ついては、教職員が一丸となった指導体制を確立

し、児童生徒の視点に立って未然防止、早期発見、

早期対応に努めてまいります。さらに、「心の教育

相談員」を引き続き上富良野中学校に配置するとと

もに、学校教育アドバイザーとの連携のもと、不登

校やいじめ問題等への対応に努めてまいります。 

 へき地・複式教育につきましては、小規模校とし

ての特性を生かし、体験学習を主体とした学習に取

り組みます。 

 また、特認校である江幌小学校は、地域の自然や

文化などの教育環境の活用を図るとともに、さまざ

まな体験学習を取り入れ特色ある教育活動を推進し

てまいります。 

 特別支援教育については、障がいのある子供たち

一人一人の教育的ニーズに応じた取り組みを進め、

自立や社会参加に向けた必要な支援を行ってまいり

ます。 

 また、「上富良野町特別支援教育連絡協議会」の

活動の充実により、関係者の連携や研修機会を設け

指導力の向上を目指します。継続して上富良野小学

校と上富良野西小学校には、特別支援教育指導助手

を配置し、指導体制の充実を進めてまいります。 

 そのほか、学校教育の今日的課題となっている道

徳教育、環境教育、キャリア教育、健康教育、食に

関する教育等についても、その発達段階に応じて適

切な指導に力を注いでまいります。 

 学校の危機管理については、子供たちが犠牲とな

るような悲惨な事件、事故の発生を防ぐため、学校

のみならず住民会、町内会等の協力のもと、地域総

ぐるみで子供たちの安全の確保に努めてまいりま

す。 
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 また、北海道教育委員会が委嘱している「スクー

ルガード・リーダー」との連携や地域安全協会等と

の協力体制により、子供たちの事件・事故の発生の

予防に努めてまいります。 

 教育環境の整備につきましては、現在の財政状況

を踏まえ、緊急性の高いものから計画的に整備を進

めてまいります。 

 本年度は、上富良野小学校の教育用コンピュー

ターの整備と上富良野中学校渡り廊下屋上防水工事

及び東中中学校講堂の防音機能復旧事業の実施設計

を予定しております。 

 また、上富良野小学校の校舎整備については、建

物耐力度調査を実施し、できるだけ早い時期に改築

の方向性をもって第５次総合計画に具体的な整備年

次、整備内容等を位置づけるよう取り進めてまいり

ます。 

 学校給食につきましては、中国産の冷凍餃子問題

等が発生し、学校給食の食材についても大きな関心

が寄せられているところであります。引き続き、職

員一丸となって、安全で安心な、そしておいしい給

食の提供に努めてまいります。 

 そのためには、地場の吟味された食材を積極的に

取り入れるとともに、「お弁当持参の日」の継続、

さらに栄養士が学校を訪問し、児童生徒と接するこ

とにより食育活動の充実に努めてまいります。 

 また、学校給食費については、近隣市町村より安

価な給食費で運営を行ってきていますが、原油の高

騰による影響から、牛乳・小麦を初め食材等の値上

げにより、現行の給食費で学校給食を提供すること

は大変厳しい状況にあります。このため、本年度４

月より給食費の引き上げを行う予定であります。 

 設備面では、老朽化している消毒保管機・食器洗

浄機・食器自動整理装置を更新する予定といたして

おります。 

 今、富良野圏域の５市町村で広域連合についての

準備が進めてられています。その中で、学校給食共

同調理場の設置運営等についても予定がされている

ことから、住民サービスの向上と行財政の効率化を

目標に、広域連合による運営の実現に向けて準備を

進めてまいります。 

 幼児期における教育は、生涯にわたる人間形成の

基礎を培う大切な時期であります。この幼児教育を

担う私立幼稚園に対し、幼児教育振興と預かり保育

事業を対象に継続して支援を行ってまいります。 

 また、保護者の経済的負担の軽減を図るため、幼

稚園就園奨励費補助制度が大きく改正となったこと

から、その内容に沿って適切な対応を図ってまいり

ます。 

 国際理解教育につきましては、姉妹友好都市であ

るカナダ国アルバータ州カムローズ市から、平成１

８年８月より英語指導助手としてダナ・ビゲロウさ

んを迎え、学校教育や社会教育の場面で国際理解教

育の推進と、本町とカムローズ市の交流の進展に努

めてきています。 

 現任者の任期は７月末までとなっていることか

ら、後任の英語指導助手につきましてもカムローズ

市から招聘をする予定としております。 

 また、国際社会において主体的に行動できる資質

能力を育成するため、英語指導助手の幼稚園・保育

所への訪問、学校での英語授業、さらに町民の方々

を対象とした英会話教室などを開催することによ

り、英語力の向上と国際理解教育の推進に努めてま

いります。 

 道立上富良野高等学校の振興についてですが、

今、上富良野高等学校が置かれている状況は大変厳

しい状況にあります。平成１８年２月に公表された

「新たな高校教育に関する指針」では、１学年３学

級以下の高校、原則再編整備の対象となったところ

であります。さらに、平成２０年度に向けての出願

状況は、少子化等の影響と他市町村にある高校への

志願者の増加の影響を受け、定数を大きく下回る状

況にあります。 

 教育委員会といたしましても、この厳しい状況に

対処するため、上富良野高等学校が地域に根差し、

特色ある高校づくりの活動が進められるよう「上富

良野高等学校教育振興会」と連携し、積極的に協

力・支援を行ってまいります。 

 特に、社会の第一線で即戦力となる人材を育成す

るため、英語技能・危険物取扱者・簿記・情報処理

等の検定及び資格、試験の受験料を補助することに

より、就職に強い高等学校となるよう支援してまい

ります。 

 上富良野西小学校と津市安東小学校の姉妹校交流

事業につきましては、平成９年７月に提携調印以来

１１年目を迎えますが、本年度は西小学校から安東

小学校への訪問を実施し、両校の交流をさらに深め

てまいります。 

 社会教育の推進につきましては、公民館や図書

館・スポーツ施設等の社会教育施設を活用しなが

ら、町民一人一人が生涯にわたって自主的に学ぶ機

会を提供することにより、潤いのある地域づくりを

目指す社会教育行政を進めてまいります。 

 本年度は、第６次社会教育中期計画の最終年度と

なることから、社会教育事業等の総評価・総まとめ

を行い、第７次の社会教育中期計画を学校教育計画

と連携を持たせた中で、本町の教育の基本となる教

育振興基本計画の策定に努めてまいります。 

 家庭教育についてですが、家庭は子供たちが生活
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に必要な基本的習慣を身につけ、調和のとれた心身

を育む場であり、教育の原点であります。 

 幼稚園で実施されている家庭教育学級の活動を支

援するとともに、毎月第３日曜日の「道民家庭の

日」の啓発や普及促進を図り、家庭教育力の向上に

努めてまいります。 

 青少年教育についてでありますが、子ども会やス

ポーツ少年団、青少年団体協議会等の自主活動を尊

重し、引き続き側面からの支援・協力を行ってまい

ります。 

 また、小学生の高学年を対象に、家庭を離れて集

団生活を行う「わくわく合宿」を開催いたします。

食事づくりや清掃などさまざまな日常生活体験を通

じ、子供たちの生きる力と豊かな心の育成に努めて

まいります。 

 次に、放課後プラン事業につきましては、上富良

野小学校と西小学校で「放課後スクール事業」と、

放課後に仕事等で家庭に保護者がいない児童を預か

る「放課後クラブ事業」を開催し、子供たちの放課

後の安全で安心な居場所づくりを進めます。 

 また、江幌小学校と東中小学校には、週１回指導

員による遊びを中心とした「みんなで遊ぼう教室」

を開催いたします。これらの三つの事業を「放課後

プラン事業」と称して事業の拡大を進めることによ

り、さらに発展充実を目指してまいります。 

 この事業については、指導に当たる方たちの確保

が大きな課題でありますので、ボランティアを含め

て協力していただける方の確保に努めてまいりま

す。 

 成人・高齢者教育についてでありますが、成人の

学習活動については、自主的なサークル活動への支

援と各種公民館講座や女性学級の開設などに取り組

んでまいります。 

 引き続き高齢者を対象に「いしずえ大学」を開設

し、健康で明るい生活を築くための学習機会を提供

するとともに、生きがいづくりと社会参加の促進を

図ってまいります。また、大学生が自主的に運営す

る各種クラブ活動へも積極的に支援をしてまいりま

す。 

 文化芸術の振興につきましては、人々の心に安ら

ぎと潤いを持たすため、すぐれた美術展覧会や音

楽・舞台芸術の公演などを文化団体と協力しながら

実施し、文化に触れる機会の充実を図ります。 

 また、町民の皆さんが心の豊かさを求めて日常的

に練習を行ってきている文化芸術の発表の場とし

て、総合文化祭を開催し、地域文化の継承と芸術文

化活動の推進に努めてまいります。 

 図書館の運営についてですが、基本図書の充実や

図書館情報システムによる蔵書検索、貸し出しなど

の機能強化に努めてまいります。 

 また、図書館から各学校等を訪問する移動図書活

動を充実させることにより、子供たちの読書熱の向

上を図るとともに、読み聞かせ活動や本に関する研

修会等を開催してまいります。 

 引き続き、道立図書館や近隣図書館等との連携を

深め、利用者の利便向上を図り、町民の皆さんに親

しまれる図書館運営を目指してまいります。 

 文化財や歴史の保存・活用につきましては、次の

世代に確実に守り伝えていくことが大切でありま

す。指定文化財等は適切な管理を行い、保存に努め

てまいります。 

 歴史の保存・伝承につきましては、郷土をさぐる

会の有志による「郷土をさぐる」の発刊に協力し、

貴重な歴史の保存に努めるとともに、郷土館や開拓

記念館の活用を図り、歴史・文化等への理解を深め

る教育活動の充実に努めてまいります。 

 スポーツ振興についてでありますが、町民が健康

で充実した生活を営むためには、生涯にわたってス

ポーツに親しむことが大切であり、だれもが、いつ

でも、どこでも、いつまでもスポーツやレクリエー

ション活動に親しむことができる生涯スポーツ社会

の実現を目指してまいります。 

 競技スポーツの振興においては、体育協会やス

ポーツ少年団などとの連携を深め、スポーツ競技力

の向上と競技人口の拡大により、一層の振興を図っ

てまいります。 

 また、生涯スポーツの振興に関しては、生涯にわ

たり子供から高齢者までスポーツやレクリエーショ

ン活動に親しむことができる環境づくりのため、各

種大会や指導者の養成を進めるとともに、特に気軽

に楽しむことができるパークゴルフ、ミニバレー

ボールやフロアカーリングなどの軽スポーツの普及

を着実に推進してまいります。 

 そのため、体育協会等との連携のもと「総合型地

域スポーツクラブ」の設立を進め、地域住民がより

主体的にスポーツ活動に参加できる環境づくりに取

り組んでまいります。 

 社会教育施設については、本年度は富原分館の屋

根と外装の塗装を予定しています。 

 また、社会教育総合センターを初め社会教育施設

やスポーツ施設につきましては、次期総合計画にあ

わせ年次整備計画を策定することにより、適時に補

修や修繕を行い施設の適切な維持管理に努めてまい

ります。 

 以上、平成２０年度教育行政執行方針について申

し上げたところでありますが、教育委員会といたし

ましては、町民の期待と信頼にこたえるため全力を

傾けてまいりますので、一層の御理解と御支援をお
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願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） 以上で、執行方針の説明を

終わります。 

 続いて、各予算についての説明を求めます。 

 初めに、一般会計予算について説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川雅一君） ただいま町長から、平

成２０年度におけます町政全般の執行について、基

本的な方針、また、教育長からは教育行政の方針に

つきましてそれぞれ述べられましたが、その方針な

どに沿いまして編成いたしました平成２０年度の各

会計予算のうち、まず、一般会計予算の議決対象項

目の部分につきまして御説明してまいります。 

 １ページをお開きいただきたいと思います。 

 議案第１号平成２０年度上富良野町一般会計予

算。 

 平成２０年度上富良野町の一般会計の予算は、次

に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出の予算の総額は、歳入歳出それ

ぞれ７１億５,２００万円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 債務負担行為。 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債

務を負担する行為をすることができる事項、期間及

び限度額は、「第２表 債務負担行為」による。 

 地方債。 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 

地方債」による。 

 一時借入金。 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は、４億円と

定める。 

 ２ページをお開きいただきたいと思います。 

 第１表におきましては、款ごとの名称と予算額を

申し上げてまいります。 

 第１表 歳入歳出の予算。 

 １、歳入。 

 １款町税１０億１,９２０万６,０００円、２款地

方譲与税１億６,１４０万円、３款利子割交付金６

１０万円、４款配当割交付金２２０万円、５款株式

等譲渡所得割交付金１６０万円、６款地方消費税交

付金１億２,９３０万円、７款国有提供施設等所在

市町村助成交付金７,９９０万円、８款自動車取得

税交付金４,１２０万円、９款地方特例交付金５７

０万円、１０款地方交付税２７億４,０００万円、

１１款交通安全対策特別交付金３００万円、１２款

分担金及び負担金８億２,４６０万６,０００円。 

 ３ページに移ります。 

 １３款使用料及び手数料１億３,０８１万７,００

０円、１４款国庫支出金９億４,８０１万５,０００

円、１５款道支出金２億２,０１８万３,０００円、

１６款財産収入１,２１７万５,０００円、１７款寄

附金１万円、１８款繰入金２億２３７万１,０００

円、１９款繰越金６,０００万円、２０款諸収入２

億２,８６１万７,０００円、２１款町債３億３,５

６０万円。 

 歳入合計が７１億５,２００万円でございます。 

 ４ページに移ります。 

 ２、歳出。 

 １款議会費５,２９７万９,０００円、２款総務費

２億３,４４４万７,０００円、３款民生費８億４１

万１,０００円、４款衛生費７億９,３５２万６,０

００円、５款労働費５４万３,０００円、６款農林

業費１１億６,８１７万円、７款商工費１億５,４２

９万５,０００円、８款土木費１２億１,７３９万

９,０００円。 

 ５ページに移ります。 

 ９款消防費２億６,９２８万９,０００円、１０款

教育費３億８９３万４,０００円、１１款公債費１

１億１,１７３万４,０００円、１２款諸支出金９４

１万１,０００円、１３款給与費１０億１,０８６万

２,０００円、１４款予備費２,０００万円。 

 歳出合計が７１億５,２００万円でございます。 

 ６ページに移ります。 

 次に、６ページでは、債務負担行為を設定する６

事業につきまして記載しております。御説明申し上

げます。 

 戸籍総合システム機器更新事業、農業経営基盤整

備強化資金利子補給、畜産担い手育成総合整備事業

につきまして、それぞれの事業期間に応じ債務負担

行為を設定し事業を進めます。また、南部地区土砂

流出対策事業、北２４号排水路支線整備事業、東１

線排水路整備事業につきましては、国庫債務負担行

為に基づき２カ年継続事業として取り進められるこ

とから、本町におきましても債務負担行為を設定す

るものでございます。 

 同じく６ページでは、平成２０年度の地方債の限

度額を、延べ６件で金額にして３億３,５６０万円

と定めた内容につきまして、各項目ごとに利率やそ

の償還方法等について記載してございます。 

 特に、将来の財政見通しが大変厳しい状況にあり

ますことから、できる限り後年度負担の抑制を図る

ことに重点を置きまして、対象事業につきましては

継続的に取り進めている事業を中心にして、その他
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緊急性あるいは必要性の高い事案に絞りまして、地

方債の財源の一部として計画的に整備を図るもので

ございます。 

 また、加えまして、国の地方財政対策で暫定措置

されてございます臨時財政対策債につきましても、

昨年に引き続き所要額を計上してございます。 

 ここまで申し上げましたことが一般会計予算の議

決対象項目の説明でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 次に、国民健康保険特別会

計予算及び老人保健特別会計予算並びに後期高齢者

医療特別会計予算について説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） 議案第２号平成２

０年度上富良野町国民健康保険特別会計予算につき

まして、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 国民健康保険を取り巻く環境は大きく変化してお

り、急速な高齢化が進展し、老人医療費を初めとす

る医療費が年々増大している状況であります。 

 国は、平成２０年度から高齢者の医療の確保に関

する法律に基づき、従来の老人保健医療費拠出金に

かわり、後期高齢者医療制度の運営に必要な費用を

賄うため、国保の医療保険者から支援金を拠出して

いただくよう、国民健康保険税の算定方法が変更に

なります。 

 予定でありますが、従来の賦課限度額５６万円と

介護納付金賦課限度額９万円が、平成２０年４月か

ら賦課限度額４７万円、後期高齢者支援金賦課限度

額が新規に１２万円、介護納付金賦課限度額９万円

を合わせて納めていただくことになります。 

 さらに、国民健康保険特別会計では、保険者が定

める実施計画により特定健康診査事業を実施し、将

来の医療費を抑制しようとするものであります。 

 また、平成２０年度におきましても、保険給付費

の増によります財政調整基金３,２００万円を支

消、充当することで対応しようとするものでありま

す。 

 一方、介護納付金につきましては、前年に比べ３

３７万円程度減額が見込まれ、財源確保につきまし

ては対応ができるものと考えております。 

 以上によりまして、平成２０年度国民健康保険特

別会計予算規模を１３億９,３５５万３,０００円と

しようとするものであります。 

 以下、議案の朗読をもって説明いたします。 

 平成２０年度上富良野町国民健康保険特別会計予

算。 

 平成２０年度上富良野町の国民健康保険特別会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１３億９,３５５万３,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 一時借入金。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は３億円と定

める。 

 歳出予算の流用。 

 第３条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合は、次のとおりと定める。 

 (1)保険給付金の各項に計上した予算額に過不足

を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の

各項の款の流用。 

 ８ページを御参照いただきたいと思います。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款国民健康保険税２億９,６７６万９,０００

円、２款国庫支出金３億１,０２３万４,０００円、

３款療養給付費交付金４,５９５万７,０００円、４

款前期高齢者交付金３億７,８９８万３,０００円、

５款道支出金５,２５０万９,０００円、６款共同事

業交付金１億４,４５０万１,０００円、７款財産収

入１,０００円、８款繰入金１億４,３１４万８,０

００円、９款繰越金２,０００万１,０００円、１０

款諸収入１４５万円。 

 歳入合計としまして、１３億９,３５５万３,００

０円となります。 

 ９ページを御参照ください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費５,０８５万円、２款保険給付費９億

２,５７３万５,０００円、３款後期高齢者支援金等

１億３,５０５万円、４款前期高齢者納付金等３６

万１,０００円、５款老人保健拠出金３,８４６万

円、６款介護納付金６,４８６万７,０００円、７款

共同事業拠出金１億５,７１８万８,０００円、８款

保険事業費１,６４８万６,０００円、９款基金積立

金１,０００円、１０款公債費２０万円、１１款諸

支出金７５万３,０００円、１２款予備費３６０万

２,０００円。 

 歳出合計として、１３億９,３５５万３,０００円

となります。 

 次に、議案第３号平成２０年度上富良野町老人保

健特別会計予算につきまして、提案の要旨を御説明

申し上げます。 

 老人保健特別会計につきましては、平成２０年度

から後期高齢者医療制度に移行しますが、平成１９

年度の３月分は平成２０年度会計での支出になりま
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すので、１億１,３３２万１,０００円と計上したと

ころであります。 

 また、この会計については、今後も過年度の清算

事務などの処理があることから、平成２２年度まで

継続することとなります。 

 以上、議案の朗読をもって説明といたします。 

 議案第３号平成２０年度上富良野町老人保健特別

会計予算。 

 平成２０年度上富良野町の老人保健特別会計の予

算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１億１,３３２万１,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 １１ページを御参照ください。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款支払基金交付金５,７８２万６,０００円、２

款国庫支出金３,６８０万円、３款道支出金９２０

万円、４款繰入金９４９万２,０００円、５款繰越

金１,０００円、６款諸収入２,０００円。 

 歳入合計としまして、１億１,３３２万１,０００

円となります。 

 ２、歳出。 

 １款総務費２９万２,０００円、２款医療諸費１

億１,３０２万６,０００円、３款諸支出金３,００

０円。 

 歳出合計として、１億１,３３２万１,０００円と

なります。 

 以上でございます。 

 次に、議案第４号平成２０年度後期高齢者医療特

別会計予算につきまして、提案の要旨を御説明申し

上げます。 

 後期高齢者の医療につきましては、高齢者の医療

の確保に関する法律に基づき、平成２０年４月１日

より北海道後期高齢者医療広域連合が運営主体とな

り実施され、町は政令で定めるところにより、後期

高齢者の医療に関する歳入及び歳出について後期高

齢者医療特別会計を設け、保険料等負担金、事務費

負担金について計上し執行するものであります。 

 以下、議案の朗読をもって説明といたします。 

 議案第４号平成２０年度上富良野町後期高齢者医

療特別会計予算。 

 平成２０年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ９,５０２万８,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 １３ページを御参照ください。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 １款後期高齢者医療保険料６,４６８万６,０００

円、２款使用料及び手数料１,０００円、３款繰入

金３,０３３万９,０００円、４款諸収入２,０００

円。 

 歳入合計として、９,５０２万８,０００円となり

ます。 

 ２、歳出。 

 １款総務費７８万６,０００円、２款広域連合納

付金９,４２４万円、３款諸支出金１,０００円、予

備費１,０００円。 

 歳出合計として、９,５０２万８,０００円となり

ます。 

 以上で、説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、介護保険特別会計予

算について説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） それでは、上富良

野町介護保険特別会計予算につきましての御説明を

申し上げます。 

 介護保険特別会計におきましては、少子高齢化が

進展する中において、高齢者が安心して本町におい

て暮らすことができるよう、介護予防の充実に努め

てまいります。 

 今年度は、特に生活機能評価健康診査を初めとす

る介護予防を重点として実施をしてまいります。 

 それでは、議案の朗読をもちまして説明といたし

ます。 

 議案第５号平成２０年度上富良野町介護保険特別

会計予算。 

 平成２０年度上富良野町の介護保険特別会計の予

算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出予算そ

れぞれ６億６,９２６万円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 歳出予算の流用。 

 第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書き

の規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用

することができる場合は、次のとおりと定める。 

 (1)保険給付費の各項に計上した予算額に過不足

を生じた場合における同一款内でのこれら経費の各

項の款の流用。 

 次のページ、１５ページをお開きください。 
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 第１表、１、歳入。 

 議決の項目のみ説明申し上げます。 

 １款介護保険料１億５１０万９,０００円、２款

分担金及び負担金８１万２,０００円、３款国庫支

出金１億４,７０９万８,０００円、４款道支出金

９,２３１万５,０００円、５款支払基金交付金１億

８,８３０万１,０００円、６款財産収入１,０００

円、７款繰入金１億２,９４５万６,０００円、８款

繰越金２００万円、９款諸収入４１６万８,０００

円。 

 歳入の合計、６億６,９２６万円であります。 

 １６ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費４,７３７万３,０００円、２款保険給

付費６億２７０万円、３款地域支援事業費１,７３

７万８,０００円、４款財政安定化基金拠出金６０

万３,０００円、５款特別給付費２０万円、６款基

金積立金１,０００円、７款諸支出金５,０００円、

８款予備費１００万円。 

 歳入の合計、６億６,９２６万円であります。 

 以上、説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、ラベンダーハイツ事

業特別会計予算について説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（菊地昭男君） 議案第６

号平成２０年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特

別会計予算の提案の要旨を申し上げます。 

 予算の総額につきましては、前年対比４８０万

円、率にしますと１.７６％増の２億７,８８０万円

となったところでございます。 

 歳入のサービス収入につきましては、１８年度利

用実績を基本としまして、また、今後の利用状況な

どを十分勘案しまして歳入予算を計上したところで

ございます。 

 歳出につきましては、施設内における経常経費の

節減と効率化による健全経営に努めるよう、また、

施設整備につきましては施設整備基金を充てまし

て、屋根の塗装及び防水工事並びに網戸取りかえ工

事を計画し、歳出予算を計上いたしたところでござ

います。 

 以下、議案を朗読し説明とさせていただきます。 

 議案第６号平成２０年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計予算。 

 平成２０年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ２億７,８８０万円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 一時借入金。 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は１,０００

万円と定める。 

 １８ページをお開きください。 

 第１表、歳入歳出予算。 

 １、歳入。 

 款の名称及び予算額のみ申し上げます。 

 １款サービス収入２億６,６３８万４,０００円、

２款使用料及び手数料１万４,０００円、３款寄附

金１,０００円、４款繰入金９００万円、５款繰越

金３００万円、６款諸収入４０万円、７款財産収入

１,０００円。 

 歳入合計、２億７,８８０万円。 

 １９ページをお開きください。 

 ２、歳出。 

 １款総務費１億７,２０９万７,０００円、２款

サービス事業費９,０９１万９,０００円、３款施設

整備費９００万円、４款基金積立金１,０００円、

５款公債費６６８万３,０００円、６款予備費１０

万円。 

 歳出合計、２億７,８８０万円。 

 以上であります。 

 以上、議決項目についての説明とさせていただき

ます。 

○議長（西村昭教君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１０時３０分 休憩 

午前１０時５２分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 始まる前に、お手元の議案に誤りがありましたの

で、今、提案されておりますので、訂正について皆

さんの了解を求めたいと思いますが、よろしいです

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） それでは、訂正のほうの説

明をお願いいたします。 

 総務課長。 

○総務課長（北川雅一君） 大変申しわけございま

せん。議案の議決事項の部分で誤りが発見されまし

た。議会の皆様方の許可を得るということになって

ございますので、大変申しわけございませんが訂正

の許可をお願いしたいというふうに思います。 

 訂正箇所につきましては、議決項目の１１ページ

と１３ページ、２１ページ、各会計の歳出の合計欄

が歳入合計という形で実は記載をされてございま
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す。大変申しわけございません、これを歳出という

形で３カ所訂正をお願いしたいと。議会の許可事項

となってございますので、よろしくお願いをしたい

ということで対応方お願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 今説明のあった部分につい

て訂正をお願いをしたいということで、よろしいで

すね。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） それでは、次に移ります。 

 次に、簡易水道事業特別会計予算及び公共下水道

事業特別会計予算並びに水道事業会計予算について

説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（早川俊博君） 議案第７号平成２

０年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算の概要

を申し上げます。 

 予算総額は、１億１８５万９,０００円を計上さ

せていただいております。 

 前年対比では１,４６６万４,０００円の増、率に

しますと１６.８％の増となったところでありま

す。 

 増額の主な要因は、一般会計からの繰り入れによ

り、補償金免除の地方債の繰上償還により借入利子

の負担の軽減を図るものでございます。 

 以下、議案を朗読し説明にかえさせていただきま

す。 

 議案第７号平成２０年度上富良野町簡易水道事業

特別会計予算。 

 平成２０年度上富良野町の簡易水道事業特別会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１億１８５万９,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 地方債。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 

地方債」による。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第１項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は２,０００

万円と定める。 

 次のページに移ります。 

 第１表、歳入歳出予算につきましては、款ごとの

金額のみ申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款使用料及び手数料１,５６７万２,０００円、

２款繰入金６,００８万１,０００円、３款繰越金

１,０００円、４款諸収入１,４７０万５,０００

円、５款町債１,１４０万円。 

 歳入の合計が、１億１８５万９,０００円でござ

います。 

 ２、歳出。 

 １款衛生費５,１２７万８,０００円、２款公債費

５,０５８万円、３款繰出金１,０００円。 

 歳出の合計が、１億１８５万９,０００円でござ

います。 

 次のページに移ります。 

 第２表、地方債につきましては、東中地区及び里

仁地区の公共工事に伴います配水管移設補修工事に

伴うものでございます。 

 次に、議案第８号平成２０年度上富良野町公共下

水道事業特別会計予算の概要を申し上げます。 

 予算総額６億４,２８５万２,０００円を計上させ

ていただいております。 

 前年対比では２億８,１８５万２,０００円の増、

率にしますと７８.１％の増となっております。 

 増額の主な要因は、一般会計からの繰入金及び借

換債により、補償金免除の地方債の繰上償還により

借入利子の負担の軽減を図るものでございます。 

 以下、議案を朗読し説明にかえさせていただきま

す。 

 議案第８号平成２０年度上富良野町公共下水道事

業特別会計予算。 

 平成２０年度上富良野町の公共下水道事業会計の

予算は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算。 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ６億４,２８５万２,０００円と定める。 

 ２、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごと

の金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

 地方債。 

 第２条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表 

地方債」による。 

 一時借入金。 

 第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借り入れの最高額は２億８,０

００万円と定める。 

 次のページをお開き願いたいと思います。 

 第１表、歳入歳出予算につきましては、款ごとの

金額のみを申し上げます。 

 １、歳入。 

 １款分担金及び負担金４８２万円、２款使用料及
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び手数料１億３,８５０万円、３款国庫支出金９５

０万円、４款繰入金２億２,９３２万９,０００円、

５款繰越金１,０００円、６款諸収入１０万２,００

０円、７款町債２億６,０６０万円。 

 歳入の合計が、６億４,２８５万２,０００円でご

ざいます。 

 ２、歳出。 

 １款下水道事業費１億１,２３５万１,０００円、

２款公債費５億３,０００万円、３款繰出金１,００

０円、４款予備費５０万円。 

 歳出の合計が、６億４,２８５万２,０００円でご

ざいます。 

 次のページをお開き願います。 

 第２表、地方債につきましては、公共下水道事業

の一般分１,１３０万円と資本費平準化分７,３００

万円、同じく特別措置分２,２８０万円、繰上償還

の借りかえ分として１億５,３５０万円を見込んで

おります。 

 次に、議案第９号平成２０年度上富良野町水道事

業会計予算につきまして、予算の概要を申し上げま

す。 

 収益的収入及び支出の予算総額を１億７,３６４

万８,０００円で、前年対比５７５万１,０００円の

減、率にしますと３.２％の減となっております。 

 減額の主な要因といたしましては、給水収益が節

水型の世帯、また、少子高齢化等により減少傾向に

ありますことから、１８０万円程度の減収見込み

と、一般会計からの拡張事業分の償還金等で３９８

万４,０００円の繰り入れ減となったことが主なも

のでございます。 

 次に、資本的収入及び支出につきましては、収入

が１億７７３万円で、前年対比４,４５１万２,００

０円の増、率にしますと７０.４％の増となってお

ります。 

 支出は２億９,４６２万３,０００円、前年対比１

億５,８９３万２,０００円の増、率にしますと１１

７.１％の増となっております。 

 増額の主な要因は、補償金免除の繰上償還及び借

換債により借入利子負担の軽減を図るものでござい

ます。 

 また、資本的収入が資本的支出に対し不足する額

１億８,６８９万３,０００円が過年度分損益勘定流

用資金で補てんするものでございます。 

 以下、議案を朗読し説明にかえさせていただきま

す。 

 議案第９号平成２０年度上富良野町水道事業会計

予算。 

 総則。 

 第１条、平成２０年度上富良野町水道事業会計の

予算は、次に定めるところによる。 

 業務の予定量。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 (1)給水戸数、４,１２３戸。 

 (2)年間総給水量、８６万５,４００立方メート

ル。 

 (3)１日平均給水量、２,３５８立方メートル。 

 収益的収入及び支出。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款水道事業収益１億７,３６４万８,０００

円、第１項営業収益１億６,７６２万３,０００円、

第２項営業外収益６０２万５,０００円。 

 支出。 

 １款水道事業費用１億７,３６４万８,０００円、

第１項営業費用１億２,０９４万円、第２項営業外

費用４,４２０万５,０００円、第３項特別損失１,

０００円、第４項予備費８５０万２,０００円。 

 資本的収入及び支出。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は次のとお

りと定める。 

 資本的収入額が資本的支出に対し不足する額１億

８,６８９万３,０００円は、過年度分の損益勘定流

用資金１億８,６８９万３,０００円で補てんしよう

とするものでございます。 

 収入。 

 第１款資本的収入１億７７３万円、第１項企業債

１億７００万円、第２項負担金７３万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出２億９,４６２万３,０００円、

第１項建設改良費３,２６１万８,０００円、第２項

企業債償還金２億６,２００万５,０００円。 

 次のページをお開きください。 

 企業債。 

 第５条、企業債の目的、限度額、起債の方法、利

率及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 高金利対策借換債の限度額は、１億７００万円で

ございます。 

 議会の議決を経なければ流用することができない

経費。 

 第６条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。 

 (1)職員給与費３,３５６万７,０００円。 

 他会計からの補助金。 

 第７条、水道事業運営のための一般会計からの会

計へ補助を受ける金額は６０１万８,０００円であ
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る。 

 棚卸資産購入限度額。 

 第８条、棚卸資産の購入限度額は８０５万５,０

００円と定める。 

 以上で説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、病院事業会計予算に

ついて説明を求めます。 

 病院事務長。 

○町立病院事務長（大場富蔵君） 議案第１０号平

成２０年度上富良野町病院事業会計につきまして、

概要について御説明申し上げます。 

 予算の規模につきましては、３条予算の収益的収

入及び支出につきましては７億９,９１９万１,００

０円、前年比１,０５４万２,０００円、１.３％の

減となりました。 

 収益につきましては、１９年度の実績をもとに見

積もったものでございます。 

 費用につきましては、健全経営を目指し、費用の

節減に努め計上したところでございます。 

 次に、４条予算、資本的収入及び支出ですが、

５,６５５万１,０００円、前年比３,２９２万円、

３６.８％の減となりました。 

 収入におきましては、補償金免除による起債の繰

上償還を１９年度において行うことから、それに伴

う町出資金の減が主なものでございます。 

 医療器械の更新整備につきましては、本年度も特

定防衛施設周辺整備調整交付金１,４００万円を充

てることで予定をしてございます。 

 また、療養病床の転換に伴う交付金は、町出資金

の中に含まれているところでございます。 

 支出につきましては、収入で説明させていただい

たように、補償金免除による企業債の１９年度繰上

償還によりまして、本年度の企業債償還金が大幅に

減となっているところでございます。 

 建設改良費につきましては、療養病床の病院併設

型小規模老健への転換に伴う改修費１,４００万円

を計上したところでございます。 

 看護師奨学資金につきましては、准看護師を目指

している者１名の資金貸付でございます。 

 これらのことから、病院事業の予算総額は８億

５,５７４万２,０００円、前年比４,３４６万２,０

００円、４.８％の減となったところでございま

す。 

 なお、一般会計からの繰入金は、収益的収入の負

担金補助金で１億９,９００万９,０００円、資本的

収入の出資金で４,２５５万１,０００円、合わせた

繰入金総額は２億４,１５６万円、前年対比で１,６

１９万６,０００円、７.２％の増となっているとこ

ろでございます。この中には、老健への転換に伴う

交付金１,４００万円が含まれております。 

 以下、議案を朗読し説明といたします。 

 ２９ページをお開きいただきたいと思います。 

 議案第１０号平成２０年度上富良野町病院事業会

計予算。 

 総則。 

 第１条、平成２０年度上富良野町の病院事業会計

の予算は、次に定めるところによる。 

 業務の予定量。 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 (1)業務量。 

 イ、病床数、一般病床４４床、療養型病床３６

床。 

 ロ、患者数、年間５万５,４０７人、１日平均１

９９人。入院患者、一般病床、年間１万２,０４５

人、１日平均３３人。療養型病床、年間７,３００

人、１日平均２０人。外来患者、年間３万６,０６

２人、１日平均１４６人。 

 収益的収入及び支出。 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款病院事業収益７億９,９１９万１,０００

円、第１項医業収益６億６,７５５万６,０００円、

第２項医業外収益１億３,１６３万５,０００円。 

 支出。 

 第１款病院事業費用７億９,９１９万１,０００

円、第１項医業費用７億９,５５７万２,０００円、

第２項医業外費用３６０万８,０００円、第３項特

別損失１,０００円、第４項予備費１万円。 

 資本的収入及び支出。 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款資本的収入５,６５５万１,０００円、第１

項出資金４,２５５万１,０００円、第２項補助金

１,４００万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出５,６５５万１,０００円、第１

項企業債償還金２,４８８万８,０００円、第２項建

設改良費３,１３０万３,０００円、第３項奨学資金

貸付金３６万円。 

 次のページをお開きください。 

 一時借入金。 

 第５条、一時借入金の限度額は３億円と定める。 

 予定支出の各項の経費の金額の流用。 

 第６条、予定支出の各項の経費の金額を流用する

ことのできる場合は、次のとおりと定める。 

 (1)医業費用と医業外費用との間。 
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 議会の議決を経なければ流用することのできない

経費。 

 第７条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、または、そ

れ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、

議会の議決を経なければならない。 

 (1)職員給与費、５億１,５３５万９,０００円。 

 (2)交際費、３０万円。 

 他会計からの補助金。 

 第８条、企業債償還金利子及び特殊経費に充てる

ため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は

６,８１２万８,０００円である。 

 たな卸資産購入限度額。 

 第９条、たな卸資産の購入限度額は１億１,０２

３万４,０００円と定める。 

 重要な資産の取得及び処分。 

 第１０条、重要な資産の取得及び処分は、次のと

おりとする。 

 １、取得する資産、種類、医療器械、名称、全自

動血液凝固測定装置ほか、数量、一式。 

 以上が議決事項でございます。 

 なお、当初予算におきましては、老健への転換の

時期、開設の時期がまだ明確に定まっていないとこ

ろから、現行のままで組まさせていただいていると

ころでございます。 

 老健開設時におきましては、運営費などにつきま

して補正予算で組みかえなど必要な予算措置をお願

いすることになるというふうに考えておりますの

で、御理解を賜っておきたいと存じます。 

 以上で説明といたします。 

○議長（西村昭教君） 以上で、議案の説明を終わ

ります。 

 これより、質疑に入ります。 

 先ほど前段で説明されました町長及び教育長の行

政執行に基づいて、各案件が今期定例会に提案され

ておりますが、この質疑は先ほど町長及び教育長の

行政執行方針の概要についてのみの質疑といたしま

す。 

 また、質疑の回数は、議会運営に関する先例によ

りまして、１人１回限りといたしたいと思います。 

 これより、質疑をお受けいたします。 

 ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） ことしも商工業、それから

活力ある商工業の振興を図ると、こういうことであ

りますが、空き店舗対策もやっていくと、活用振

興、それから工場新設増設企業に対しても企業振興

支援を行うということでありますが、今回この工場

等の増設企業に支援をしていくわけでありますけれ

ども、今、空き店舗活用対策の振興事業につきまし

ては、延長して引き続きという、今活用させれてい

る店舗がありますけれども、こういった形ではなく

て、もっと起業化に対して違う形の取り組みができ

ないかどうか。 

 それから、今回は増設企業に対しまして支援をす

るわけでございますけれども、あいている農地が

いっぱい、放棄された農地がいっぱいありますの

で、バイオエタノールとか新薬の開発の会社だと

か、そういったところを誘致するような、新企業を

持ってくるような、あいている農地を使って、そう

いったことも、今回はこの増設企業に対して支援を

行うのがメーンの事業になっておりますけれども。 

 それと、観光振興でございますが、昨年も富良

野・美瑛の広域観光と連携しながら、昨年は香港、

それから韓国、台湾、アジア系外国人の観光客を誘

客すると、こういうようなことになっておりまし

て、ことしはここのところが上海、変わっていて、

ことしはちょっと昨年と違った取り組みを考えてお

られるのかと思いますけれども、過日、王さんを観

光大使にお願いしてセミナーもございました。こう

いったことで、やはりもう少し情報を町民に広く発

信して、町民挙げてウエルカムという、一部の人だ

けではなくて、そういった人方をお招きして交流す

る交流会なども設置するとか、町民挙げておもてな

しをして交流を図るという歓迎レセプションみたい

なものも考えてはどうかなと考えております。 

 それから、今回は子育て支援に大変いろいろと

やっていただいておりまして、すごく評価するとこ

ろでございます。特に妊婦さんの健康診査、これの

公費負担の拡充を図るということで、本当にここの

ところは評価するところでございますけれども、町

長はよく一貫して低所得者とそれ以外の人とを同じ

ようにするのはいつもどうかと、このようなことを

いつも町長の中にはそういうお考えがあるようでご

ざいまして、今回、低所得者の方には５回、これは

年間１４回、前期、中期、後期と妊娠しますと１４

回ぐらい診察を受けるようになっているのですけれ

ども、これが低所得者は５回、それ以外の人は３

回、今回５回に拡大していただいたことは、１回か

ら５回になりましたので非常にこれは本当に評価す

べきだとは思っているのですけれども、そういった

どうしてこう低所得者とそれ以外の人と、低所得者

は５回、それ以外は３回と、こういうふうにどうせ

してくださるのなら同じような取り組みをしていた

だくことができないのかどうか。 

 それから、教育長につきましては、今回も不登校

とかいじめの対策、いじめは表に出てきておりませ

んけれども、携帯のメール、１件あるとかというお

話を聞きましたけれども、表には出ておりませんけ
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れども、いじめはないことはないと私は思いますの

で、このいじめ対策、また、手も込んできたり、

メールでいろいろ非常に陰湿な嫌がらせのような

メールもあるようでございますのでその対策と、そ

れから不登校生の対策を図るということですけれど

も、現在、西小の５年生１名、それから東中小６年

生１名、それから上小６年生１名、３名の不登校生

がおられると思うのですけれども、これが個人的に

面倒見てくださっている人がいるのです。 

 その中には、高機能自閉症、本当にこれは不登校

になりますとなかなか閉じこもりになってしまって

難しいのです、学校に行くというなかなかそういう

行動を起きてこないということですので、そういっ

た３名の方、個人的に見てくれているわけですけれ

ども、だからといって放っておくわけにはいきませ

んし、今度、教育アドバイザーを採用いたしますけ

れども、こういった人も計画立案ばかりに携わるの

ではなくて、現場の高機能自閉症だとか学習障害

児、そういった方に現場をよく把握していただいて

アドバイスしていただくような、いじめと不登校生

に対する対策をしっかりやっていただきたいと思う

のですけれども、いかがでしょうか。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ２番村上議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 先ほど執行方針でも説明させていただきましたけ

れども、何点かの御質問でありますが、商工振興策

につきましては引き続き厳しい状況にあるわけであ

りますが、商工会との連携を密にしながら、議員の

御質問にありました空き店舗対策等々の諸施策につ

きましては、十分意を注ぎながら対応を進めていか

なければならない課題であるというふうに認識をい

たしておりますので、今年度におきましても商工会

との連携をとって商工振興策を進めていきたいとい

うふうに思っているところであります。 

 また、休耕農地についての利用についての御発言

でもありますが、これらのことにつきましても今後

の大きな休耕地の拡大ということは大きな課題であ

ります。 

 今後、第６次の農業振興計画の策定も含めなが

ら、この休耕地の対応についても十分配慮しながら

農業振興策を進めていかなければならないと。今後

このことにつきましても、さきにも行政報告で説明

させていただきましたように、農業委員会やＪＡふ

らの農協さんとの連携を密にしながら実態把握を

し、対応していかなければならないなというように

思っておりますので、御理解を賜りたいと思いま

す。 

 また、観光事業につきましての御発言であります

が、これにつきましては地元観光協会と連携を図り

ながら、富良野・美瑛広域観光の中で、議員の御発

言にありましたようなことも含めながら事業の推進

を図っているところでありますが、本事業年度にお

きましては、議員の御質問にもありましたように、

上海からの誘客の対応について広域観光の中で対処

していくと。その主体を上富良野で対応していきた

いというふうに、富良野観光協会を中心とした中で

対応していきたいというように思っているところで

ございます。 

 そういった観光誘致についてのおもてなし、そう

いったことについての観光に対する体験等を含めた

いろいろな部分についての情報発信等々についての

御提言がありました。確かにおっしゃるとおりであ

りますので、そういった全体的な町を挙げてのこの

諸事業に対するおもてなしの対応、また、体験をど

のような形で取り進めていくのか、そうしたことも

含めながら観光協会との連携を密にしながら今後進

めてまいりたいというふうに思っているところであ

ります。 

 また、子育て支援対策等々につきましても、執行

方針で説明させていただきましたように、議員から

の御提言がありました低所得者に対しては健診を５

回、また、ある程度の所得の階層については３回と

いうような対応をさせていただいているところであ

りますけれども、町といたしましてはそのほかに助

産婦を１名臨時採用して、基本的には一番問題にな

るのはいろいろな形の中で妊婦に対するいろいろな

指導教育、指導説明等々の機会を数持っているわけ

でありますが、来ていただく方々については十分な

指導ができるけれども、家庭に閉じこもって、母子

手帳はもらったけれども一度もそういった機会に顔

を出していただけないと、また、健診についても、

回数５回あっても５回を消化していただくという形

が非常に少ないというような、いろいろな課題がご

ざいます。そういった課題を抜きにして、この健診

を５回にする６回にするからということで、安易に

回数をふやしたから、それが完全に履行されればい

いのですが、それができ得ない状況が多々あるとい

うようなことから、助産婦を１名臨時採用いたしま

して、そういった出てきていただけない妊産婦に対

する家庭個別訪問をしながら指導の徹底を図ってい

きたいということで、今事業年度予算に計上させて

いただいておりますので、ひとつ御理解を賜りたい

と思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ２番村上議員の私に対す

る御質問にお答えをさせていただきます。 
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 まず、いじめ、不登校の問題でありますが、いじ

め問題につきましては、本当にいつでもどこでも起

き得るという認識を学校、それから地域社会、ま

た、教育委員会等とも共通の認識のもとに対応して

いくことが大切ではなかろうかというふうに考えて

いるところであります。 

 また、このいじめ問題の対策につきましても、や

はり早期発見、そして早期対応、未然防止というこ

とはやはり一番大切なことでありますし、子供の側

に立って教職員が一丸となって教育相談とかそうい

うことを重ねながら、早期発見に努めながらそうい

う問題が起きないような対応を図っていきたい。 

 かつては、教職員一人一人の取り組みが学校、現

場ではあったわけですが、そういうことではなくて

やはりチームで対応していくということが今最も大

切なことだと思っております。そんなことで、我々

もさらに意を注いでまいりたいというふうに考えて

いるところであります。 

 また、不登校の問題であります。不登校の問題に

は要因としていろいろな要因があるというふうに認

識をしています。必ず起きた要因が一つではありま

せんし、学校での問題、それから友達関係だとかい

ろいろなことが考えられます。 

 その中で、やはり私どもは、この不登校について

は、やはり子供の視点に立って余り急がず、子供た

ちが学校に出てこられる雰囲気をどうつくっていく

のかということが大切でなかろうかなというふうに

考えているところであります。 

 また、先ほどの事例や何かの中で、各学校で不登

校の話などがありましたが、これは本当に一部の話

でありまして、結構、学校に来れない子供、それか

ら保健室登校の子供たちがいますので、そういう原

因なども、またきめ細かに学校と、それから家庭、

学校と子供たちとの関係を絶やすことなく見守りな

がら対応していくということが大切だと考えており

ます。 

 また、先ほどの事例にありましたように、御協力

いただける方については本当に助かっているなとい

う形で認識をしているところであります。 

 いずれにいたしましても、このいじめ、不登校問

題等につきましては、今日的な教育課題の大きな課

題だと認識しておりますので、学校教育アドバイ

ザーとの連携も図りながら今後取り進めてまいりた

いというふうに考えております。 

○議長（西村昭教君） １１番渡部洋己君。 

○１１番（渡部洋己君） 町長さんにお願いした

い。 

 町長の執行方針の中で、町民の健康のまちづくり

の中で、特定健診、これは初めてことしから対応す

るということなのですけれども、私はちょっと所管

が違うので内容が余り詳しくわからないので、資料

を見させてもらったのですが、一応５年間続けると

いうことなのですけれども、予算を見てもヘルス

アップ事業ですか、これが載っていないのでこのか

わりというか、ヘルスアップ事業の後の対策として

出したのかなと思うのですけれども、見ても今まで

のヘルスアップにしても１年間指導があるのですけ

れども、指導されているうちはいいのですけれど

も、それが期間過ぎると、どうも自分では諦めると

いうか、続けることがなかなかできないというか、

そんなことで、できたら継続してびっちりではなく

ても、たまにはそういう指導もいいのかなという気

がします。 

 それと、この資料の中で、これは住民健診を言っ

ているのかなと思うのですけれども、健康受診の状

況ということで１８年度の数字が出ているのですけ

れども、非常に低いといいますか、４０歳以上でも

５０％台なのです。若い人になると５０を切るとい

うような状態なんですけれども、ここら辺がもう少

し私は住民健診を受けているのかなと思っているの

ですが、それが半分ぐらいとなると非常に低いのか

なというふうに見ているのです。そこら辺を改善し

ていかなければなかなかあれなのかなと思うので、

そのようなことで中身をちょっと聞かせていただき

たいなというふうに思っています。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １１番渡部議員の御質問に

お答えさせていただきます。 

 この執行方針でも述べさせていただきました。ま

たいろいろな機会で述べさせていただいているわけ

でありますが、今回この特定健診につきましては、

国民健康保険者として新法の中におきましていろい

ろな病気に対する健康診断の対応を図っていくとい

うことが基本でありまして、従前実施しております

ヘルスアップ事業等々も継続して実施をする予定で

おりますが、この特定健診等々につきましては新た

な形の中で対応していくわけでありますが、このこ

とによりまして基本的には御指摘がありました受診

率等々によりましてペナルティー等々もあるという

ようなことで、基本的は６２％の健診率に対応しな

ければならないと。 

 今、さきに報告させていただいたと思いますが、

今、議員から御質問のありました我が町の健康診断

の率が非常に低いというような御指摘でありまし

た。 

 私としては、逆に他の自治体の状況からするなら

ば、我が町は非常に好成績を上げている。一時期有

料化したことによって、大変受診率が落ち込むので
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はないかという懸念をしたわけでありますが、そう

いうこともなく、受診率が伸びているというような

ことで、この率はまだまだそれでよしとするわけで

はありませんので、議員が御発言にありました１０

０％に向かって対応していく、そのためにもこの特

定健診等々の中で保険者としての対応とヘルスアッ

プ等々の対応を図りながら、従前の町民の健康診断

等々の充実を図りながらこの対応を図っていきたい

というように思っております。 

 このことは、特定健診につきましては、国の基準

の対応の中で５年間という規定でなっております

が、今後この５年間で打ち切りするのか、あるいは

継続して町として対応していくのかということは、

今後の過程の中で実績を見きわめながら町としての

方向性を定めていきたいというように思っておりま

すので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 他にございませんか。 

 １３番長谷川徳行君。 

○１３番（長谷川徳行君） 町長に商工振興につい

てお尋ねいたします。 

 町長も感じられると思いますが、今、町を歩い

て、特に商店街などを歩いて、人の少なさ、にぎわ

いのなさを認識していると思います。 

 今では当たり前のようになっておりますが、当た

り前というのが非常におっかないところでありまし

て、これがずっと続くと疲弊が一層増していくとい

うような状況になっていくと思います。 

 これは、やはりモータリゼーションの発達や少子

化の影響にもあるでしょうが、これから我が町も人

口減少に転じていく予想がされております。 

 町としては、少子高齢化、人口減少に転じたと

き、社会の変化に対応して利害関係者とそれぞれの

あり方を見直していく役割を果たしていくことが必

要と思います。これは協働のまちづくりということ

でもありますが、そしてやはり地域を再生していか

なければならないと思います。そうしなければ、一

層町は疲弊していくことが考えられます。 

 国においては、中心市街地ににぎわいを取り戻

し、歩いて暮らせるまちづくりを推進する改正中心

市街地活性化法と中心市街地にぎわい活性化を促す

いろいろな法があります。これらを十分活用し、で

きる体制を整え、行政側にこのプロジェクトチーム

等を立ち上げるような方向性はないのか。そして、

まちづくり再生に向けての取り組みはどのようにし

ていくのか、お考えを聞きたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １３番長谷川議員の御質問

にお答えさせていただきます。 

 商工振興につきましては私も大変危惧いたしてお

りますし、基本的に私も長い間、商工会の中で育て

られた一人でありまして、就任以来、何とか今議員

の御発言にあります商店街の活性化、あるいは中心

市街地のにぎわい地区の造成等々について意を注ぎ

ながら行政執行させていただいたつもりでありま

す。 

 そのようなことから、駅前開発と中心市街地、に

ぎわい地区の造成等々で、町といたしましても商工

会の皆さん方、地域の皆さん方、まちづくり委員の

皆さん方に助成策を講じながら、検討をしていただ

いているところでありますが、いつも私が申し上げ

ておりますように、行政指導で物事を進めるという

ことはなかなか今の時代におきましては似つかわな

いと。やはり地域の皆さん方、商工会の皆さん方、

商店街の皆さん方が、こういう活性化策、こういう

対策をという提言がなされる中で、その意見を集約

した中で行政がどう支援できるのかということを十

分配慮しなければならないというように思っており

ます。 

 今、そういうようなことで、長い間いろいろな体

制の中で、商工会を中心とし、地域を中心とした中

でいろいろ審議をしていただいてきたところであり

ますし、今、議員の御意見にもございました、今、

国におきますいろいろな法律に基づいて地域振興施

策が国の施策の中に出てきております。これらの利

用を含めた中で対処するようにということで議論を

重ねていただいているところでありますが、今一歩

前へ進んでこないということで、私としては残念に

思っているところでありますが、今年度も予算措置

をしていただきましたその対応の中で、地域の皆さ

ん方、商工業の皆さん方がより一層、今、議員が危

惧されている、私ども危惧しているそういったこと

に対して真摯に真剣にひとつ議論を重ねていただけ

ればなというふうに期待をいたしておりますので、

御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） ７番金子益三君。 

○７番（金子益三君） それでは数点、町長と教育

長にお伺いしたいと思います。 

 まず、町長についてでございますが、いわゆる町

長の一番の得意分野でもあります自衛隊の削減等々

の問題に関することで少しお伺いいたします。 

 現在、次期防衛力整備計画等々のことで、上富良

野駐屯地の規模現状は非常に今危ない時期にある

と。具体的に今後において、町長はこれからどのよ

うな動きでこれらの問題を片づけていくのか。ま

た、決してあってはならないというか、我々の町の

ライフラインでもあります自衛隊との関係におい

て、万が一この規模等々が小さくなった場合、それ

らに対応する町長の次の方策等々についてお伺いし
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たい。 

 もう１点が、昨今全国的に、また、北海道は特に

問題となっております地域医療の崩壊等々につい

て、我が町も町立病院を持つ町でもありますが、幸

いにして上富良野町の町立病院、非常に旭川医科大

学との関係も良好で、さらには職員等々、またス

タッフの努力によって経営が上向きになっていると

ころでありますが、まだまだ隠れたファクターとい

たしまして、今後においても地域医療がいつ崩壊す

るおそれがあるとも限りません。 

 この中において、町長が今後においても町民が安

心して暮らせるまちづくりのための、その起案とな

る病院の存続等々について、今後においての町長の

お考え方等々を教えていただきたく思います。 

 最後に、町長が先ほどおっしゃられました執行方

針の中にありました事務事業の選択と集中の部分で

ありますが、今後において我が町においてもプライ

マリーバランス等々を考えたときに、町長が常日ご

ろおっしゃっている収入と収支のバランスが合うた

めにも、これらの構造的な改革を今後も進めていか

なくてはいけないと考えますが、その中で町長がこ

れからのアウトソーシングに関する基本的な考え方

等々を教えていただきたく思います。 

 教育執行方針で教育長にお伺いいたします。 

 先ほど教育執行方針でもありましたとおり、今、

日本においてもＯＥＣＤ等々で発表されますよう

に、日本の子供たちの教育力の低下というのが非常

に大きなキーワードになっております。 

 我が町においても、まだその部分が顕著にあらわ

れたわけではありませんが、やはり全国の学力学習

状況調査というものが昨年行われまして、ことしも

引き続き行われますが、これらで国語や算数、数学

といったところでどの教科が弱いのか、それによっ

て何が必要とされているのかというのが今後の教育

には必要になってくると思います。 

 そこで、今話題となっております、所得の格差が

教育の格差に生じるということが我が町においても

うっすらと発生している状況にありますが、やはり

学校というものは教育の場であり、子供たちに学習

をしっかり教えていただくという観点に立ちまし

て、今後において学校教育のあり方についてのしっ

かりとした抜本的な考え方をお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ７番金子議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、自衛隊の上富良野駐屯地の削減問題であり

ますが、これは御承知のとおり今始まったことでは

ありません。平成１６年１２月１０日に閣議決定さ

れ、１７年度からスタートいたしました今期防衛計

画大綱の中で、御案内のとおり、戦車、火砲等々の

削減を図るということが基本になりました。 

 それともう一つは、北部方面隊から６,０００名

に及ぶ隊員を西方に送るということの基本の中で、

当時の防衛庁としては数字合わせをしながら北部方

面隊から６,０００名の隊員を減らす、そして戦車

の数を減らす、火砲の数を減らす、その数を減らす

にあわせた対応を図ったときに、今期防衛力整備計

画、すなわち今期防の５年間でどう対処するかとい

うことで数値を合わせた中で、上富良野駐屯地にお

きます第４特科群の火砲は廃止すると。 

 それから、もう一つは全国に６連隊あります地対

艦ミサイル連隊のうち、北海道に３個連隊があると

いうことで、１個連隊の地対艦ミサイル連隊を廃止

するという。それから、戦車につきましては、総合

近代化師団におきます戦車の台数は４１両と定める

ということで、その対応の数値合わせの中で我が町

におきましては総勢１,１００名からの隊員の削減

が今期防衛計画大綱の中で位置づけされて数値と

なって、上富良野駐屯地の削減の方向性が定まった

ということであります。 

 当時、私は１６年におきましては、非常に忙しい

中ではありましたけれども要望展開をさせていただ

きまして、当時の陸幕の幹部の方々からいろいろと

情報を聞かせていただきながら、基本的には今期防

衛力整備計画の中で上富良野駐屯地には手をつけな

いと、この今の削減計画は次期防で手をつけるとい

うことで、それまでの間に今回は初めて大綱も５年

で見直すという一項が入ったと。次期防衛力整備計

画を立案する段階で修正するように地域として努力

をしてほしいというようなお話等も承りながら、私

としてはその対応の中で１７年から今日までその要

望展開をさせていただきながら、基本的には我が町

単独で対応するということでなくて、圏域の上富良

野駐屯地警備隊区の６市町村の皆さん方の御協力を

いただきながら、その削減に対する現状規模の堅持

について要望展開をさせていただきました。 

 今までの感触では、非常にいい感触を受けている

ところではありますが、１月に出ました、今、防衛

省にいろいろな話題が出ておりまして、今、内閣に

おきまして防衛省の改善委員会、きのうかおとつい

も招集されましたが、内閣が中心となって改革を今

進めようとしていると。 

 その中にあって、１月に報道されましたように、

次期防衛力整備計画の１年前倒しということであり

ました。この１年前倒しになりますと、従前であれ

ば中期防は５年間だったのが今期防は４年間で終

わってしまうということで、既にもう２１年から上

富良野町の削減に手がつくと。このことについては
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大変であるということで要望展開しているわけであ

りますが、基本的に今内閣が防衛省の改革について

主導権を握っているという状況の中で、私どものつ

ながりとしてはどうしても防衛省とのつながり、陸

幕とのつながり関係が私どもの町としては非常に良

好な関係にありますので御理解をいただいていると

ころでありますけれども、内閣主導になりますと、

御案内のとおり、今、内閣官房長官は町村代議士で

ありまして、千歳・恵庭を中心とした中でいろいろ

なことで課題を抱えているということで、今後も地

域の皆さん方、あるいは上富良野町だけではなく

て、この６市町村が連携して対応を図っていきたい

ということで、削減に対する今後この１年が非常に

重要な年になるという認識をいたしております。 

 また、議員のほうから、削減がなされて人口が減

少して次の対策としてはどう考えるかということで

ありますが、今御案内のとおり日本の人口が大幅に

総体的な削減がなされている中にあって、上富良野

町が人口増の施策をどのように展開できるかという

ことにつきましては非常に大きな課題であります。 

 何といたしましても、今現在進めております町と

いたしましての大きな課題は、子育て支援策の充実

を図りながら、今、合計出生率の１.８５を何とか

人口減少を維持できる２.０になるのか、そのよう

な方向で今一生懸命子育て支援策に対する対応を

図っているところでありまして、そういった自然現

象を抑止するという施策の展開をまず第一に今後は

取り進めていかなければならないのではないかとい

うふうに思っているところであります。 

 次に、地域医療の問題でありますが、この地域医

療につきましては議員の御質問にありましたよう

に、町立病院が地域に対する第一次医療圏に対する

大きな役割を果たしているところであります。 

 御案内のとおり、我が町におきましては、渋江医

院、あるいは小玉外科、あるいは小野沢整形外科と

いうようなことで民間の医療があるわけであります

けれども、この方々につきましても今後高齢化が進

む中でどのような形になるのかということも十分に

見きわめながら、町立病院が地域医療として町民の

医療の対応を図るということで、重要であるという

ことは今後も変わりはないというふうに思っており

ます。 

 しかし、私どもといたしましては、この地域医療

の確保に対して、上富良野町第一次医療圏、富良野

圏域が第二次医療圏、旭川圏域が第三次医療圏とい

うとで、今日までこの医療体制の整備を図ってきて

おります。しかし、そろそろ第一次医療圏というの

は、第二次医療圏の中で考えていかなければならな

い時期が来るのではなかろうかなと。富良野圏域を

第一次医療圏として見きわめていく、それが言うな

らばセンター病院としての富良野協会病院がどのよ

うに充実していくか、どのように地域医療のために

貢献できるセンター病院となるかということを十二

分に見きわめた中で、町立病院の今後の規模等々の

対応ということを十分検討を加えていかなければな

らないというふうに思っております。 

 ただ、言えることは、現状のままで町立病院を今

後もずっと継続してやっていけるかということは、

なかなか厳しい実情にある。現在は、医師に対して

も何とか旭川医大の御理解をいただきまして医師の

確保を図ってきております。しかし、これがずっと

続けられるかということになりますと、なかなか厳

しい状況にあるということも含めながら、町立病院

の今後のあるべき姿につきましては、さきの執行方

針でも説明を述べさせていただきましたように、十

分議論をしながら方向性を定めていかなければなら

ないというように認識をいたしております。 

 次に、事務事業等の選択と集中であります。さき

に執行方針でも述べさせていただきました。来年か

ら始まります第５次総合計画の中におきましても、

やはり何といっても歳入に合った歳出構造の財政運

営ということは、これはもう第一であります。 

 財政破綻をしない、そういうような財政運営をし

ていくためには、何としても第５次の総合計画がス

タートしたからといっても、行財政改革は今後も引

き続き実施をしていかなければならないというふう

に思っておりますし、私の今までの対応からして、

行財政改革の中でも議員の御質問にありましたアウ

トソーシング、これにつきましては、何としても行

政側としてもしなければならないものは行政がやら

なければならないというのも、民間でできるものは

すべて民間にお願いする、そのことによって民間活

力の増勢にもつながっていくというふうに認識をい

たしておりますので、従前のバブル期から含めて行

政が抱え込んでいたものをできる限り民間に移して

いくということは、今後の行政組織、行政運営の中

で重要な課題であるというふうに認識いたしており

ます。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ７番金子議員の御質問に

お答えをさせていただきます。 

 教育力の関係でありますが、昨年、学力学習状況

調査を実施させていただきました。その結果、基礎

的な面については、国語、算数、数学においてもお

おむね良好な結果が得られたわけでありますが、そ

の基礎的なものを活用して応用していくという面が

非常に欠けている、劣っているという傾向が見られ

たところであります。 

― 51 ―



 

 そういうことを受けながら今年度も実施をするわ

けでありますが、昨年、結果として受けて、学校で

またそれに改善や何かを進めてきておりますが、来

年度の実施状況や何かを見きわめていくということ

は、将来の方向性を定める上で必要だというふうに

考えているところであります。 

 ただ、その中で、私どもといたしましては、子供

の確かな学力を育てるということが大切だと考えて

おります。 

 それで、執行方針にも述べさせていただいており

ますが、そのためには基礎学力の底上げ、向上とい

うことと、やはり今、私どもも見てちょっと劣って

いるのは学習習慣、特に家庭で学習をする習慣が欠

けているのかなというふうにも見ております。 

 以上のような形で、この確かな学力の向上を目指

して基礎学力の向上と学習習慣を確立していきたい

と。また、子供たちには豊かな心と、それから健康

であるということが大切でありますので、まごころ

のあいさつ運動と、それと早ね・早おき・朝ごはん

運動ということで、生活習慣の中に取り入れていた

だいて、子供たちに体も心もそして学力も向上して

もらうということが我々学校教育に課せられた課題

だと思いますし、学校とともに一体となって進めて

まいりたいというふうに考えております。 

○議長（西村昭教君） 他にございませんか。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 行政改革という形の中で今

町が進められておりますが、そこに選択と集中とい

う形で進めようとされています。ここに多くの行政

が当然やらなければならないものというものが民間

に委託される、あるいは譲渡されるという事態にま

でなってきています。 

 例えば、保育実践で見れば、行政でなければなら

ないものの実践を、子育て、あるいは子育て支援セ

ンターと結びついた中で、子供の成長をどう保育の

中で実践してその成長を見届けるのかと。こういっ

た部門というのは、やはり採算の合わない部門とい

う状況の中で、民間ではなかなかできない部門だと

いうふうに思います。 

 それは当然、そういった部門というのは、行政が

率先してやらなければならないものというのは、こ

れからますます子育てが、社会が不安定の中で子育

てにいろいろな条件が幅広く求められるという中

で、まさに私は子育て支援センターと結びついた保

育実践の場所が町にあるのではないのかなというふ

うに思います。こういうものを大いに生かして継続

してやるということを、今、町の方針としてやらな

ければならない時期だというふうに思っているわけ

ですが、こういったものの考え方というのは町長は

どのようにお考えなのかお伺いしたいと思います。 

 これ以外にも特養だとか民間に譲渡というよう

な、民間に委託というような話もありますが、端的

に保育所の例を挙げましたので、この点について町

長の見解を求めておきたいというふうに思います。 

 次に、子育て支援のファミリーサポートセンター

の設置に向けてということでありますが、これはこ

とし中にその方向性を明らかにしようということな

のかどうなのか、ここを明確にしていただきたいと

いうのと、これは恐らく長いスパンで見た場合に単

独でやれるもの、人材を登用しなければならないと

いう具体的な課題にぶつかっているような感じがう

かがえます。人材確保の問題です。これは、今そう

いう意味では、どのようにこのファミリーサポート

を支援する人材を確保するのかどうなのか。また、

上富良野町にはＮＰＯ法人等もありますので、やは

りそういう法人等も活用しながら、いかにこのファ

ミリーサポート支援の設置に向けた準備を整えてい

けるかどうか、ここが一つはポイントになってくる

のではないかなというふうに思いますので、この点

どのように考えているのかお伺いしておきたいとい

うふうに思っております。 

 次にお伺いしたいのは、活力ある産業の町という

形で言われております。常日ごろから基幹産業は農

業であるということは町長も言われております。

今、農地の荒廃、あるいは離農という形の中で流動

化の対策、農地を受け入れる対策というのが非常に

厳しくなってきているというのが現実かというふう

に思いますが、そこで具体的にこの農地の流動化を

どのようにされようとしているのか。あるいは、こ

の耕作地をさらに未耕作地にしないための対策とい

う点で、具体的な対策を町長が持っておられればお

伺いしたいと思います。この点。 

 さらに、景観づくりという形で町は進めようとさ

れておりますが、実効性を高める作業の推進という

形でうたわれておりますが、実効性を高める作業と

いうのはどのような内容のものになっているのか、

具体的な立場からちょっとお伺いしておきたいとい

うふうに思っています。 

 あと、この商店の活性化と観光開発についてお伺

いいたしますが、今、上富良野町にはいろいろな地

方から来られている方もたくさんおられます。そう

いう人たちの知恵と力をかりるということも今求め

られています。 

 この間、町長は新春の座談会等においても、そう

いう人たちの力を大いにかりたいのだとは言ってい

るのですが、しかし、なかなかどちらがどうだとは

言えませんけれども、やはりそういうものを今回の

観光振興の中にも生かせば、もっと違った取り組み
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の強化というのが出てくるのではないかなというふ

うに思っています。 

 やはりもっとそういう中で加わって自分自身の意

見を述べたいという方もおられます。そういう具体

的な作業をしない限りはなかなか進まないのではな

いかと。確かに町長おっしゃるように行政主導では

だめだと、民間の方も積極的に発信してほしいとい

うのはごもっともではありますが、そういうものを

含めてぜひ改善すべきものがあるのではないかと思

いますので、この点どのような考えを持っておられ

るのかお伺いいたします。 

 商工振興では引き続き空き店舗等の促進だとかと

いうことを言われておりますが、この点についても

もっと具体的な対策という点があれば、従来と違っ

た対応というのが求められてきていると思いますの

で、この点お伺いいたします。 

 それに、環境問題ですが、今の温暖化対策、地球

規模でという形になってきております。町としても

具体的にやはり的を絞った中でどういう環境に対応

できる自治をつくるのかというところがそろそろ求

められてきているように思います。 

 今、いろいろな条例の施行の中で、それが具体的

な自治体の課題として上がってきていると思います

ので、この点も含めてお伺いしておきたいというふ

うに思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 昼食休憩に入りたいと思い

ます。 

────────────────── 

午後 ０時０６分 休憩 

午後 １時１４分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 午前中に引き続き、会議を

再開いたします。 

 午前中の米沢義英君の質問に対し、答弁を求めま

す。 

 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ５番米沢議員の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

 まず、行政改革等に伴いますいろいろな問題につ

きましての御発言でありましたけれども、この行財

政改革はこれから先も、さきにお答えさせていただ

いたように第５次の総計に入っても、行革というの

は継続していかなければならないというふうに思っ

ておりますし、そのためにやはり限られた財源をい

かにして行政効率の上がる対応を図っていくかとい

うことになりますと、選択と集中を図った中での対

応を図っていかなければならないというふうに認識

をいたしておりまして、そういったことからします

と、アウトソーシング等々の推進というのは避けて

通れないというふうに私としては認識をいたしてい

るところでありまして、御理解を賜りたいなという

ふうに思います。 

 次に、ファミリーサポートセンターの関連であり

ますけれども、これは行政執行方針でも述べさせて

いただきましたように、この２０年にかけて計画を

立てまして、その計画にのっとった中で２１年に向

かって進めていきたいというように思っているとこ

ろでありまして、議員から御提言のありました人材

だとか運営だとかいろいろな点につきましても、十

分配慮しながら計画立案に向かって２０年度方向性

を定めていきたいというふうに思いますので、御理

解を賜りたいと思います。 

 次に、農地流動化等々の農業施策の対応でありま

すが、農地流動化ということにつきましては、不農

作地の対応等々も含めながら重要な課題であります

ので、今後、第５次の農業振興計画の中でも大きな

位置づけをして進めていかなければならないという

ふうに思っております。 

 現在、その不農作地等々の対応を少しでも減らす

ためには、あらゆる施策の展開をしていかなければ

ならないというように思っておりますが、その中に

ありましても、やはり優良農地につきましては何と

しても不作地として対応することはでき得ないわけ

でありまして、この優良農地につきましては、何と

としても耕作地に対応するように進めていくととも

に、不良農地と申しますか、立地条件の悪い農地に

つきましては不作地として対応していくということ

でなくて、地目の変更等、変換等々も含めながら、

今後の課題としてその対応を図っていかなければな

らないというふうに思っているところであります。 

 次に、景観づくりに対する実効性を高める対応に

ついてでありますけれども、御承知のとおり、昨年

の４月に上富良野町におきます景観づくり基本条例

を策定させていただきまして、この基本計画を策定

させていただきまして、これに基づいて対応してい

るところでありますが、今現在、北海道の景観計画

が策定されまして、ことしの１０月ごろから適用す

る運びとして今進んでいるところであります。 

 そういった関連から、北海道の景観計画と我が町

の景観計画との整合性等々も十分対応を図りなが

ら、今後、北海道が対応する部分についても、我が

町との違いについては地域住民の皆さん方と十分な

協議を重ねながら合意作業を進めて今後の対応を

図っていかなければならないというふうに思ってい

るところでありまして、そういった観点から実効性

を高めていきたいというふうに考えておりますの

で、御理解を賜りたいと思います。 
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 次に、商工振興関係の御質問でありますが、この

ことにつきましては先の議員にもお話し申し上げま

したとおり、やはり商工会との連携を密にしなが

ら、非常に厳しい状況が、今、商工業も農業も同じ

でありますが引き続いているという現実の中で、上

富良野町の商工振興策をどのように対応していくか

ということは重要な課題であります。 

 ただ、その課題につきましても、やはり商工業者

みずからがどのような事業展開をしていくかという

ことの発想をしていただかなければならない。従前

のように、たまたま耳にするわけでありますが、行

政がすべてやってくれることだったら何でも引き受

けますというような観点では、商工業の振興、発展

にはつながっていかないと。やはりみずからが発想

し、みずからが対応していく、その中で行政が最大

限の支援をしていくという形でなければ、行政が指

導してやっていくという時代はもうこれからはなか

なか難しい時代になってきているというように認識

しておりますので、そういった観点から商工業の皆

さん方、商工会の皆さん方の今後の対応につきまし

て、我々が行政の立場で十分見きわめながら支援策

を考えていきたいというように思っているところで

あります。 

 次に、我が町におきましても、相当数の移住者と

申しますか、定住者の方々が居着いていただいてい

るということは非常にありがたいことであるという

ふうに思っております。 

 過去におきましても、新規移住者の方々と町長と

語ろうで懇談を持ったことがあるわけであります

が、それ以来、議員から御意見がありましたように

次の段階として前進しないというところがいささか

寂しい思いをいたしているところでありますが、今

後におきましても、５人でも６人でも少人数で対応

しているのが町長と語ろうということでありますの

で、今後そういった場を通じながら、移住者の皆さ

ん方が我が町に移住してどのような点をよしとする

のか、どのような点を問題点とするのか、そういっ

た他から来た方々の意見を聞くということはこれか

らのまちづくりにも大変大切なことであるというふ

うに思っておりますので、そういった機会をつくる

ことを努めてまいりたいというふうに思っておりま

す。 

 最後に、環境対応でありますけれども、このこと

につきましては、先日も鴨志田環境大臣との要望の

機会がありましていろいろなお話をさせていただい

たところでもありますし、また、大臣からもいろい

ろな要望も聞かされたところであります。 

 ことしの洞爺湖サミットにおきます対応の中で、

端的には富良野圏域において何らかの対策を講じて

くれればなというような鴨志田大臣の御発言もあっ

たところでありまして、過去におきましても富良野

圏域の振興委員会の中で、この問題につきましても

圏域として対応していこうかと、いってはどうかと

いうような協議もなされたことでありますし、今

後、このことにつきまして上富良野町単独でという

ことも重要でありますが、圏域としてどのような形

で進んでいくのかということも含めながら対応を

図っていかなければならないなというふうに思って

いるところであります。 

 また、地球環境温暖化防止対策といたしまして法

律も定められているというようなことから、公共団

体としても地域としても、我が町におきます地域に

おける推進計画等々もつくり上げながらこの問題に

対する対処をしていきたいと。そして、大きな課題

となっております温暖化対策を我が町も取り組んで

いくようなことの計画を立案をしていきたいという

ように思っておりますので、御理解を賜りたいと思

います。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 何点か質問をいたしたいと

思います。 

 第１点は子育て支援保育事業の関係なのですが、

一つは病児、病後児の保育ということで、一応エン

ゼルプランでは平成２１年度から実施ということ

で、派遣型等も含めて施設型ということも含めての

ことですが、一応基本的には派遣型というようなこ

とになっております。 

 したがって、ことし１年、これらの関係の十分な

検討、協議をいただいて、２１年度実施ということ

でできるような形で進めていきたいと思います。 

 それから、第２点目は介護病床の老健施設の転換

です。 

 きのうの新聞で、新型老健施設の介護報酬という

ことで、利用者一人当たり４１万１,５００円の８

割に当たる３３万４,０００円ということで、報酬

月額ということで新聞報道されております。 

 ただ、この老健施設の転換ということで、現在の

報酬制度という限定の中で老健施設への転換の収支

等が出されております。したがって、従来の療養病

床の８割ということになれば、この点に関して今後

どうなっていくのかというようなことをちょっと危

惧する面がありますので、その点を明らかにしてい

ただきたいと思います。 

 それから３点目は、今、同僚議員から景観づくり

の関係ということでお話しがありました。 

 昨年の町長の方針では、里仁地区を景観づくり重

点地区と指定することを前提に、地区住民の皆さん
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方の意見反映に努め、地区計画の策定などというよ

うなことでなされておりました。 

 それで、自主的に景観づくり推進会議がどのよう

にされているかという意味で会議録を見ますと、１

８年は第１回が１９年３月７日、同じく第２回が１

９年３月２６日ということで、１８年度は２回、１

９年度は第１回が１９年４月２７日に行われて、そ

の後、開催をされていないような状況でございま

す。 

 それで、これらの変化がどうなのかということ

で、今、町長の同僚議員の答弁で北海道の景観計画

の整合性を含めてということでございました。 

 私は、１９年度の町長の行政執行方針の中で、と

りあえず最初から里仁地区ありきではなくて、その

条例である第７条の基本計画の策定をやって、そし

てその後、第８条による景観づくりの指針策定等が

進められていく、そして第１２条による景観づくり

の重点地区、それから重点路線の決定ということ

で、私は美瑛の状況、それから富良野、それから占

冠の景観づくりの条例ができ上がる経過を見ます

と、やはり基本計画になって、その中にその町の山

がどうで、川がどうで、道路がどうでというような

ことを含めてやっていって、それから重点地区の指

定ということはどうするかという段階だということ

で私は言っておりましたが、現実に道の関係という

ことであれば、道の関係の前に上富良野の重点基本

策定等、それから上富良野のそういう地形、道路、

山、川等も含めた、そういうものを一応拾い上げた

形でとりあえずやっていて、その後、道の整合性を

含めてやっていってはどうかという考え方を持って

おります。したがって、その点についてお伺いをい

たしたいと思います。 

 それから、公園緑地の関係ということで、日の出

公園と、それから環境整備を進めるということで、

適正な公園管理を行っていくということで、私が以

前に申し上げた島津公園のトイレの外壁、毎年だん

だんはがれていっているのです。このことを何とか

早くしないとということで言ってあるのですけれど

も、言うなればこういうものを放置しておくとなお

みすぼらしいという状況にもなってくるので、そう

いう点にも目を向けていただきたいなという気がい

たしまして、この点をお伺いしたいと思います。 

 それから、次に教育行政の関係で教育長にお尋ね

をいたしたいと思います。 

 この４ページの学校給食の関係で、今年度４月よ

り給食費の引き上げを行う予定でありますというこ

とになっております。 

 現実に小麦だとか、それから原油の高騰等いろい

ろな条件があるので、非常に大変な時期を迎えて、

本年度の予算では学校給食会に１７０万円を補助す

るというようなことが出ております。 

 それで従来、学校給食センター運営審議会があっ

て、そこで最終的な給食費を決めていたのですが、

今回は学校給食会で決定ということになろうかと思

います。 

 ただ、もう最終年度で、また新たに４月から始ま

るということになると、父兄の住民周知等も含め

て、上がる値段が児童の場合幾らから幾ら、それか

ら生徒の場合、幾らから幾らということで、あくま

で学校給食会が決めるということにはなろうと思う

のですけれども、この辺、児童生徒を預かる教育委

員会として基本的にどういう考え方を持っているか

ということでお尋ねを申し上げたいと思います。 

 それから、次に社会教育施設の関係でございま

す。 

 富原分館の屋根、外壁等の塗装の予定をしている

ということでございます。その他の施設については

次期総合計画にあわせてということでございますけ

れども、私、以前に公民館の里仁分館の関係でお尋

ねをいたしました。そうすると、できるだけ予算の

補助率のいいところをということですけれども、現

実に富原分館は昭和４４年に建てて平成５年、２４

年経過した段階でできた。それから、江花分館は昭

和４６年にできて平成１５年、３２年たって新しく

なった。里仁分館は昭和４９年、１９７４年、現在

２００８年ということで３４年を経過しているので

す。そうすると、私はこの次期総合計画の早い段階

で入れていかなければ、できるだけ修繕をしながら

やっていくというようなことを昨年１２月の議会で

言っておりましたけれども、これらも含めて次期総

合計画の早い中に入れていくという基本的な考え方

があるのかどうか、その点お伺いしたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ９番中村議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、子育て支援関連の病後児の保育関係であり

ますけれども、これにつきましては先般お答えさせ

ていただきましたように、２１年の方向に向かって

計画を立てながら進めているところでありますが、

基本的に保育所で対応するのか、派遣型で対応する

のかということが重要な問題でありまして、このこ

とにつきましてはどういう形で進めるかということ

を十分、今、検討中であります。 

 ただ、エンゼルプランの中でも２１年に向かって

の方向性を定めながら、派遣型等々の部分を重視し

ながら計画を立案していきたいというように思って
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いるところであります。 

 体制につきましては、今、内部検討中であります

ので、御理解をいただきたいと思います。 

 それから、介護病床の小規模老健への転換であり

ますが、私も目を通させていただきましたが、過般

の報道で療育費等々の改正が来年から第４次の介護

保険制度が実施されます。その中で、どういうよう

な施設介護に対する措置がなされるのかというよう

なことやら、今年度対応いたします医療制度の２年

目の見直しにつきましても、どういう形になってく

るのかということの将来性の見込みにつきまして

は、予見をすることがなかなか難しいということが

ございます。 

 ただ、現状の対応の中で、今、我々は検討させて

いただいているのと、御承知のとおり平成２３年に

国は介護病床の大幅な削減計画を持っていると、そ

の対象にならないということも含めた中で、今、上

富良野町立病院の今後の運営を進めていく中で、経

営を進めていく中での一対応として、今、療養型病

床群から小規模老健への改変を進めているというこ

とであります。 

 ただ、このことが将来に向かって、介護型の対応

が介護保険制度の中でどのような料金設定がなされ

てくるのかということにつきましては予測ができま

せんので、どちらが経営的にプラスになるかマイナ

スになっていくかということはなかなか予測しにく

い。現状の中で判断しているということで御理解い

ただきたい。 

 また加えて、先ほど言いました療養型病床群の大

幅な削減ということの対処をしているということで

御理解をいただきたいと思います。 

 次に、景観づくりの問題についての御質問であり

ますが、さきの議員にもお答えさせていただきまし

たように、上富良野景観づくり基本計画というのを

昨年の４月に制定させていただきました。 

 その中で、昨年は重点地域の設定をして、そして

地域の方々の理解をいただきながら定めていきたい

ということでお話を申し上げていたところでありま

す。そういったことを対応した中で景観計画を策定

していきたいというふうに思っていたところであり

ますが、議員の御質問にありました里仁地区の皆さ

ん方との協議が整わなかったと、重点施設に対する

規制の問題等々もありまして、今、町といたしまし

ては重点地域を定めるということについては見送っ

ているというのが現状であります。 

 そういう中にありまして、さきの議員にもお答え

させていただきましたように、北海道は景観計画を

つくるということで、その景観計画を我が町におき

ましても今後策定をしていきたいと。上富良野町景

観づくり基本計画をもとにした今後の景観計画を策

定していくということで、その中でまた指定する問

題等々につきましても地域との協議がなされて理解

を得なければなりませんので、そういったことも含

めながら今後の課題として対応していきたいという

ように思っているところであります。 

 最後に、島津公園のトイレの問題でありますが、

さきにも議員からお伺いされたことを覚えていると

ころでありますが、このことにつきましてはことし

の２０年度の予算の中で対処していくように計画し

ておりますので、御理解をいただきたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ９番中村議員の教育行政

に係る２点の御質問にお答えをさせていただきたい

と思います。 

 まず、１点目の学校給食費の値上げに関すること

であります。 

 これにつきましては、値上げはどのような経過で

額の改定に至るかということにつきましては、当

然、学校給食費というものは、ほとんどが保護者の

御負担であります。それで、先ほど１７０万円で米

飯の加工賃の補助というのも税金が一部投入されて

いるという中で進められているわけでありますが、

この学校給食費の値上げについては、学校給食会、

要するに保護者、学校等の関係者が集まった組織で

ありますが、そこで意見を聞いて、そして教育委員

会が最終的に決定をしていくという運びになってご

ざいます。 

 その中で、学校給食の提供につきましては新年度

早々から始まるというようなことで、いろいろな手

続を今行ってきているところであります。 

 ただ、非常に今までよりも大幅な値上げにならざ

るを得ないのかなということで、どこまでおいしく

て安全で安心できる給食を保ちながら、その中で品

数も減らさないで、しかも先ほど言ったようなこと

を維持できるかということで、そのぎりぎりの線を

提案しているところであります。 

 続きまして、社会教育施設の整備に関することで

ありますが、御意見にありましたように里仁分館に

つきましては、今までも要望等をいただいていると

ころであります。 

 そして、この里仁分館の整備に係ります日新分

館、それから旭野分館、いろいろな分館等について

もいろいろふぐあいが生じてきているところであり

ますので、これにつきましては執行方針の中にも書

いてありますように、年次整備計画をしっかりと

持った中で整備を着実に進めていかなければならな
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いと。それは改修、または修繕や何かも含めながら

ということで今考えているところであります。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） まず、町長にお伺いしたい

のですが、先ほど金子議員がお聞きになったことと

重複するところのお答えは結構であります。 

 自衛隊関係でありますけれども、今中期防におき

まして、旭川の第２師団、これはレールが引かれて

着実に改変に向かっております。 

 その中にあって、同じ２師団管内の戦車連隊がま

だ改変を免れていると。厳密に言えば整備中隊がで

きて、上富良野駐屯地が現在のところ若干、逆に人

数がふえているわけでありますけれども、戦車連隊

のほうは改変を免れているという状況で、来年度改

変の予定がさらに２年ほど先送りになっていると。

先送りになっているということは、次期中期防に反

映するということで、まだ見直しが大いにできると

いうことであると思います。今までの町長の要請に

対して非常にありがたく、元自衛官として思ってい

るところであります。 

 そこで、上富良野町の演習場に来る隊員、この上

富良野駐屯地に所在する隊員だけではなくて、あら

ゆるところから演習場に来ます。この隊員の福利厚

生、演習場の障害を防止するという観点では、その

周辺の整備環境を整備するという観点ではなくて、

隊員そのものの福利厚生を考えるという観点に立っ

て、上富良野町としては他の市町村から来ている自

衛官に対してこういうことをやっているよというこ

とをＰＲすることによって、また駐屯地の現状維持

にもつながっていくのではなかろうかというふうに

考えるところもありますので、ここの点について、

町長、何か取り組み方があればお伺いしたいなとい

うふうに思います。 

 続きまして、教育長にお伺いしたいのですけれど

も、教育基本法が改正されまして、教育のあるべき

姿や目指すべき理念が明らかになったということで

ございますけれども、その中で学校教育におきまし

て豊かな心を充実させるというところでありますけ

れども、まごころのあいさつ運動、これも非常に大

事な話だというふうにとらえております。そのほか

という欄に学校教育の今日的課題というところに

入ったのですけれども、道徳教育という項目がござ

います。この道徳教育そのものが豊かな心を育てる

のに非常に意義があるものではなかろうかというふ

うに思っております。 

 例えば、親に孝行だとか、この郷土を愛する心、

あるいは国を愛する心、あるいは国旗とか日の丸に

対する考え方、それらに対する教育長の指導内容、

あるいは教育長の考え方、あるいは教育長の今後の

取り組み方についてお伺いしたいというふうに思い

ます。 

 よろしくお願いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ６番今村議員の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

 まず、自衛隊の２師団の問題でありますけれど

も、御承知のとおり２師団は総合近代化師団として

充実を発展しております。年内充実されておりまし

て、師団隷下の隊員の増員が図られております。装

備等々も充実してきております。 

 ただ、先ほど申し上げましたのは、防衛計画大綱

の別表の中に、総合近代化師団の戦車の台数は４１

両と、火砲の門数は４５門ということで規定されて

しまっているということで、今、２師団におきまし

ても名寄を中心とした特化連帯等々の中に持ってお

ります火砲も４５門に規制されていく。戦車につき

ましても、今、上富良野の２戦車が何台持っている

かは申し上げませんが、４１両に削減されるという

ことが別表の中で規定されておりますので、これが

次期防衛力整備計画の中で手をつけられてくる可能

性が出てくると。 

 これを何としても、これはもう大綱で定まってお

りますからそうなると。しかし、それにかわり得る

何らかの対応を上富良野駐屯地としては、また、第

２戦車連隊としては他のもので対応していくことを

考えていかなければならないというふうに思ってい

るところであります。 

 それで、今、今村議員から年間３５万から６万に

及ぶ演習場に他の部隊から演習に来る隊員さんがい

るぞと、そういう３５万から６万の方々の隊員に対

する福利厚生を上富良野町として対応してＰＲして

はどうかということでありますが、ただ、このこと

にはいろいろな課題がありまして、演習に来る隊員

に町が福利厚生等々の対応をして上富良野町として

どのようなメリットがあるのかということを十分に

考慮しながら、また、どういうことができるのかと

いうことも考えながら対応していかなければならな

いというふうに思うところであります。 

 駐屯地に所在する隊員に対しては、町として支援

することはそれなりの地域に対するいろいろな恩恵

を得ているから、それは可能かなというふうに思い

ますが、ただ演習をして帰る隊員、よその町にい

て、よそに税金を払い、よそにいる隊員に我が町が

どういうことをできるのか、そしてそのことがどれ

だけのメリットになるかということを考えると、今

の私の頭の中ではどういうことがいいかということ

は想像つきませんが、町にとってプラスになること
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があるとするならば今後検討をしていく課題であろ

うかなというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ６番今村議員の教育行政

に関する御質問にお答えを申し上げたいと思いま

す。 

 教育基本法の改正に伴っての道徳教育等に係る件

でありますが、議員から質問のあったとおり、やは

り豊かな心、それには郷土愛とか親に対する気持ち

とかということを子供たちに醸成していくというこ

とは非常に大切なことだと考えております。 

 また、教育基本法の改正の中でも、公共の精神を

たっとび、そして豊かな心、人間性を育てていくと

いうことが今回の教育基本法の改正の大きな要点に

なったところであります。 

 このプランに基づいて、当町の義務教育等におい

ても、当然、道徳教育にはそれぞれの学年、年代に

応じた課題等を抽出しながら教育を進めていくとい

うことが大切だと考えているとこであります。 

 また、国旗、国歌等の問題につきましては、現学

習指導要領にこのことについては載っております。

この載ったものを、我々教委としては当然この国

旗、国歌の遵守についても守りながら学校行事等で

行っていくというような考え方であります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

────────────────── 

◎予算特別委員会の設置について 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 ただいま議題となっている議案第１号から議案第

１０号までは、なお十分な審議を要するものと思わ

れますので、この際、議長を除く１３名の委員を

もって構成する予算特別委員会を設置し、これに付

託の上、審査することにいたしたいと思いますが、

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号から議案第１０号までについ

ては、議長を除く１３名の委員をもって構成する予

算特別委員会を設置し、これに付託の上、審査する

ことに決しました。 

────────────────── 

◎休 会 の 議 決           

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 議事の都合により、３月６日から３月１０日まで

の５日間を休会といたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月６日から３月１０日までの５日間を

休会とすることに決しました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告           

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 休会中及び再開後の予定について、事務局長から

報告いたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 ただいま御決定いただきましたとおり、あす３月

６日から３月１０日までの５日間は休会といたしま

す。 

 ３月１１日は今定例会の３日目で、開会は午前９

時でございます。定刻までに御参集賜りますようお

願い申し上げます。 

 以上であります。 

午後 １時５０分 散会 
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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １４名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告           

○議長（西村昭教君） 出席、まことに御苦労に存

じます。 

 ただいまの出席議員は１４名であります。 

 これより、平成２０年第１回上富良野町議会定例

会３日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告           

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 町の一般行政について、村上和子議員外７名の議

員から一般質問の通告があり、その要旨は、お手元

にお配りしましたとおりでございます。 

 なお、あらかじめ執行機関に質問の要旨を通告し

てございます。質問の順序は、通告を受理した順序

となっております。 

 また、質問の日割については、さきに案内のとお

りでございますので、御了解賜りたいと存じます。 

 なお、永年在職議員の表彰として、徳島稔前町議

会議員が、全国町村議会議長会から、２７年以上議

員として在職され功労があったということで、自治

功労賞を受賞され、先日、議長とともに自宅へお届

けいたしました。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

  ◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ３番 岩 田 浩 志 君 

     ４番 谷     忠 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次発言を許しま

す。 

 初めに、２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） 私は、さきに通告してあり

ます３項目について質問いたします。 

 まず１項目めは、富良野広域連合設置における学

校給食事務について。 

 富良野広域連合の処理する事務の中に、学校給食

共同調理場の設置・運営及び管理並びに学校給食の

配送に関する事務とあるが、当面の間は現在使用し

ている上富良野町、富良野市、南富良野町の三つの

給食センターをそのまま使用して、配送も自賄いで

行うこととなっている。 

 現在、上富良野町の学校給食センターは、地場産

品を８０％利用し、冷凍食品をできるだけ少なく

し、食材もその日に購入して手づくりであるが、富

良野地区学校給食センターは、皮むきから切るまで

を含め、食材で購入するなど、手法も違っている。 

 将来、三つの施設が統合され共同処理となれば、

同一メニューとなり一括購入で食材を安く求めるこ

とができるかもしれないが、今回、中国製冷凍食品

の中毒事件があったが、富良野地区学校給食セン

ターでは、冷凍食品、豚肉ピカタを使用していたこ

ともあり、食材が多くなることで冷凍食品も以前よ

り多く使わざるを得なくなると思われ、将来を担う

子供たちの安心で安全な食が保たれるのかどうか、

大変心配であります。 

 また、配送についても、共同調理場が富良野市と

いうことになれば、今までのような温かい給食は望

めないのではないでしょうか。今後については、外

部委託がふえ、人件費を節減しても、手間賃プラス

加工賃込みの値段で、経費的には変わらないのでは

と思われます。町にとっては、食材を取り扱う商

店、雇用、町内業者の利用も減り、経済活力を失う

ことにもなると考え、学校給食事務については、現

在の上富良野町給食センターの施設を修繕しなが

ら、少しでも長く利用できるようにしたほうがいい

と考えますが、町長はどのようにお考えでしょう

か、お尋ねしたいと思います。 

 ２項目めは、精神障害者の就労支援について。 

 現在、精神障害者の地域活動拠点は富良野市に

なっているが、症状によっては１人では通所できな

いため、家族の送り迎えが必要な方もいる。自立支

援医療の制度になってからは、施設使用の個人負担

もかかり、ますます家の中に引きこもるようにな

り、家族の負担も大きいと聞いている。町内にある

ＮＰＯ法人を支援して、障害のある方にも就労の場
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を提供してはどうかと考えますが、町長のお考えを

お聞きいたします。 

 ３項目めは、高齢者向け配食サービスの料金の見

直しを。 

 社会福祉協議会では、高齢者向けに配食サービス

を実施しているが、このことにより、高齢者の安否

が確認され、また、栄養のバランスを保つという効

果もあります。 

 しかし、現在、個人負担が７００円で、他町村と

比べても高く、例えば旭川市では、週６回で利用者

の負担は４００円、上川管内でも３００円から３５

０円の負担であります。 

 平成１８年４月１日より配食サービス料金の見直

しにより、デイサービスの食事と同額にするという

ことで３５０円から７００円にした経緯があります

が、これにより、当初は２０食あった給食は１日に

６食で、１食のときもあり、高齢者は利用していな

いというのが実態であります。料金の見直しを考え

る必要があるのではないでしょうか。また、事業そ

のものの見直しも必要ではないかと考えますが、町

長の御見解をお伺いいたします。 

 以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ２番村上議員の３項目の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず、１項目めの富良野広域連合設置における学

校給食についての御質問でありますが、学校給食事

務については、教育委員会の決定を経て、広域連合

への加入を行うものでありまして、既に本年１月１

６日開催の第１回教育委員会議で決定した旨の報告

を受けているところであります。 

 広域連合へ加入することにより、安心で安全な食

の提供と、地産地消や地元商業者等への経済的な影

響について御心配されておられますが、広域連合へ

の移行時から当面の間においては、当給食センター

の自賄いによる運営が予定されており、現在とほぼ

同様の運営体制が引き継がれるものと考えておりま

す。 

 将来的には、児童・生徒の減少が加速度的に推移

することが予測される中で、施設が統合されていく

ような場合には、安心で安全な給食の提供を初め、

地産地消や地元商業者等への経済的な影響について

も念頭に置いた中で、５市町村による協議を慎重に

進めていかなければならないと認識をいたしており

ます。 

 いずれにいたしましても、上富良野町独自で学校

給食センターを運営していく場合、近い将来におい

て、施設の改修等に多大な投資が予想され、学校給

食の安定的な供給を行っていくためには、広域連合

への加入が最善と判断しておりますので、御理解を

賜りたいと思います。 

 次に、２項目めの精神障害者の就労支援について

の御質問にお答えさせていただきます。 

 精神障害のある人が、障害の程度にかかわらず、

生活自立、就労の支援を目標として必要な作業指導

及び生活指導を行うため、平成１７年度に富良野圏

域５市町村の支援事業により、精神障害者通所授産

施設を開設し、上富良野からも１３名の方が通所利

用しており、社会自立に向けて努力をいたしている

ところであります。 

 御質問の点につきましては、対象者のニーズや

個々の障害の特性に配慮した中で、町内の事業者や

ＮＰＯ法人と連携、協議を深めながら、今後も就労

の場の確保に努力してまいりたいと考えておりま

す。 

 次に、３項目めの高齢者向け配食サービスに関す

る御質問にお答えさせていただきます。 

 配食サービスは、在宅福祉サービスの一環とし

て、ひとり暮らし高齢者所帯等を対象に社会福祉協

議会に委託して実施をいたしております。自分自身

で食事をつくることが困難な方に、栄養管理を目的

とした健全な食生活の自立支援を図っております

が、御質問のように、配食サービスのあり方につい

ては十分検討を要する課題であると考えておりま

す。 

 現在、民間福祉力の活用も視野に入れた配食サー

ビスの実施方法について、受託者であります社会福

祉協議会とも協議をするように、既に指示をしてい

るところでありますので、御理解を賜りたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 再質問はございますか。 

 ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） まず、１項目めの広域での

学校給食の件でございますが、答弁いただいた中

で、何点か再質問させていただきます。 

 この件に関しましては、１年をかけて決まったこ

とだからというような、父兄のほうにも、広域連合

で取り組むということになりますので、御理解を賜

りたいというようなことで、仕方がないのかなとい

うような流れだと思うのですけれども、それは、現

在行われている学校給食が今までと同じような安心

で安全な状態で供給されるということを考え、今よ

り低下しないという考えがあるからなのですけれど

も、きょういただきました答弁では、広域連合に加

入するのが最善と判断するということでございます

けれども、私は最善とは思わないのですが、どんな

ところが最善となるのか、まずその点、お聞かせい

ただきたいと思います。 
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 それから、例えば配送にしましても、今、ルート

的には、富良野市から考えれば、幾寅、それから占

冠、運行的に、現在そのほうが便利がいいのではな

いかということでございますけれども、富良野の給

食センターの配送時間は現在１０時半なのです。そ

れで、上富良野町の給食センターは１１時から配送

して、ここで３０分ぐらいの差がございます。 

 それで、この時間が今度、富良野で共同調理場と

いうことになれば、まだ早い時間に前倒しをして、

上富から富良野の１６キロというのが往復になりま

すので、それが今までかかっていないことがかかる

ようになると。こうすると、今でもちょっと給食が

冷めているわというような、温かくないわというよ

うな苦情も来るそうですが、そういったことを考え

ますと、果たして温かい給食ということになるのか

どうか。 

 それと、何よりも、食材を取り扱う上富良野の町

内の業者、それから雇用、これも人件費の削減とい

うことになりますと、そういった方々に与える打

撃、大体５,４００万円から５,６００万円の金額ぐ

らいだと思いますけれども、そういったことの、御

答弁では、将来的にそういったこともよく慎重に、

経済状態なども考えながらやっていくということで

ございますけれども、何も確約されるものではあり

ません。 

 果たして、こういう状態で、将来的ということに

なっているのですけれども、２点目は、何年後ぐら

いにこういう共同調理場というのを考えておられる

のか、その点、お伺いしたいと思います。 

 今、三つの市町村でやっている富良野の給食セン

ターは、占冠村と中富良野町と富良野市でやってお

ります。それが五つとなれば、効率がいいというこ

とかもしれませんけれども、単独で持っている上富

良野町と南富良野町にとっては、何も今問題がない

わけですから、生徒もそんなに急激に減ってしまう

ということは考えられませんし、今度、共同でやる

となれば、今、４,４００食、上富で１,１００食、

富良野で３,４００食、大体４,４００食、これが４

００食ぐらいにはなるかもしれませんけれども、そ

んなに急激に生徒が減ってしまうということにもな

らないと思うのですが、そういうことであれば、共

同調理場という段階で広域連合に加入してもいいの

ではないかと、こういうふうに３点目は思うわけで

す。 

 それから、上富良野町にとって、経済の活力がな

くなったり、雇用の減少だとか、それから、学校給

食の低下を招いたというようなことがあったとき、

だれが責任をとるのでしょうか。どうも広域行政の

責任の所在というのがないようなのですけれども、

その点はどうなりますか。またお伺いしたいと思い

ます。 

 それから、２点目の精神障害者の就労の件でござ

いますけれども、精神障害者の通所授産所の施設を

富良野５市町村広域でやっていて、１３名ぐらいの

方が通所して、社会自立に向けてやっているという

こと、御答弁いただいたのですが、北の峰学園のデ

イサービスに通っている人も合わせて１３人ぐらい

なのかなという感じがするのですけれども、その

点、確認させていただきたいと思います。 

 ここは、社会福祉法人エクゥエート富良野がそこ

を運営されていると思うのですけれども、つくった

ときと比べて、今は上富良野町からは人数が減って

いると思うのですけれども、当初施設をつくったと

きからと比べまして、南富良野町の方なども、何か

距離的に遠いからということで、今はそこへ行かな

いでやめてしまったというようなことも聞いている

のです。 

 それで、ここにバスで送り迎えをされているわけ

ですけれども、何か当初の自立をする作業をした

り、訓練をしたり、社会復帰できるような感じの施

設ではなかったかと思うのですけれども、それが塗

り絵をしましたり、折り紙をしましたり、何かデイ

サービスのような感じになっているような、広域で

やっているからということであるかもしれませんけ

れども、今度、障害者の自立支援法で１割負担とな

りましたものですから、なかなかお金がかかるよう

になりまして大変でございます。自立支援法ができ

てから、かえってそういう方々にとっては使いにく

いというか、そういうような状態になっております

し、精神障害者通所授産施設というのも、丸投げし

ているとは考えませんけれども、こういった方々は

ただそこへ行ってお昼の御飯、このお昼の御飯も３

５０円今度かかるということでございますが、就労

支援、生活指導もないような状態ですと、どうで

しょうね、何か広域でやっているからというよう

な、私はどうも丸投げのような気がするのですけれ

ども、こういった人たちの何とか地元で社会進出で

きるように支援して、就労の場を上富でできるよう

にしていくべきではないかと考えるのですけれど

も、町長のお考えをお聞きしたいと思います。 

 それから、３項目めの配食サービスの料金の見直

しでございますけれども、過去において我々も３５

０円から７００円、これはデイサービスの食事と同

じだということで、それならばということでやった

経緯があるわけですけれども、そこの点、町長に、

そう決めたのではないかと言われるかもしれません

けれども、ずっと私、調べてみました。そうする

と、７００円というところはないのです。デイサー
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ビスは付加価値がありますので、デイサービスをし

ながらおやつをもらったり、また、遊びながら食事

をするということで、これが１食のときもあるとい

う状態ですと、社会福祉協議会にお任せしているの

だよということかもしれませんけれども、行政とし

ても、回数を減らすのか、値段を下げるのを見直し

をするのか、何というのでしょうか、また違う方

法、こういった方々を見守りするような、これにか

わるものがないのかどうか、何か今、検討するよう

に指示をしているとおっしゃるわけですけれども、

どういう方向性を考えておられるのか、お尋ねした

いと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ２番村上議員の再質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、広域で行います学校給食関係についての御

質問でありますが、基本的に広域でやるのが最善だ

ということは、何をもって最善かというような御質

問でありますが、さきにお答えさせていただきまし

たように、間もなく我が町の給食センターは大改修

をしなければならない。 

 そのための財政投資というのは結構大きなものが

あるということで、そういうことであれば、さきに

も申し上げておりますように、これから圏域で対応

する各いろいろな事業に対して、上富良野町も広域

行政の推進を図っていくということを前提として進

めさせていただいておりますので、そういう観点か

らも含めて、今回の広域連合に加入して対応してい

こうということでありますが、最善な手法というの

はそういったものであるということで御理解いただ

きいと。 

 それからまた、配送によります温度が下がってい

くのではないかということでありますが、これらの

ことやら、あるいは、種々御質問、御意見のありま

した件につきましては、私は広域連合でやったから

安心・安全が我が町の給食センターよりも落ちると

いう気持ちは持っておりません。 

 もし、そういう状況が生ずるということであれ

ば、我々は是正をしていかなければならないと思っ

ておりますので、配膳につきましても、占冠村まで

配送して、現在の保温体制というのが十分とれるよ

うになってきておりますので、我が町に一番遠い江

幌小学校に配送しても、保温体制というのはそれな

りの対応ができ得るものと思っております。 

 また、共同処理するのはいつごろかということで

ありますが、さきにも申し上げましたように、現

在、富良野市で実施しております給食センターの設

備からすると、我が町、南富良野も参加することに

なると、増設をしなければならないと。 

 しかし、増設するには、場所的にあの場所では増

設でき得ないというようなこともありますし、加え

まして、まだ耐用年数が来ていないというようなこ

ともありますので、早急にあの施設を増設すること

につきましては、多額の財政投資になるというよう

なことから、南富良野、上富良野町については、現

在ある施設を使って自賄い方式で対応するというこ

とで進めていきたいということでありますが、これ

はもう既に幾度となく御説明を申し上げ、教育委員

会も学校関係者に説明をしたりしているところであ

りますが、基本的には平成２３年、３年後をめどと

して対応したいということで進んでおりますが、状

況から把握すると、その３年後には共同処理がス

タートできるかということになると、なかなか３年

後に対応するということは難しいであろうという私

なりの個人的な予測をいたしているところでありま

す。 

 そういうことでありますから、しばらくの間は自

賄い方式が続くのではないかなという気がいたして

おります。 

 また、今加入しないで途中で参加してはどうか

と、我が町の給食センターが使えなくなったときに

仲間入りしてはどうかという御質問でありますが、

今、５市町村で進めるときに、南富良野町も我が町

と同じ状態の中で、南富良野町は自賄いで参加する

と。上富良野町はこの広域連合から外れるというこ

とになりますと、広域の中における、後ほど参加す

るということに対しては、なかなか難しい課題もあ

ると。上富良野町としても、今、自賄いでやるとい

うことに対する支障は生じないと思いますので、今

回参加させていただいて、自賄い方式で進めていき

たいと思っております。 

 また、広域連合でやった事業に対する責任はどこ

が持つのかということでありますが、御案内のとお

り、広域連合は一自治体として認められた組織であ

りますので、当然にして５市町村で組織しておりま

す広域連合の組織の中ですべての責任は対処してい

くものと認識いたしております。 

 また、加えて、今、我が町における学校給食セン

ターへ食材を供給していただいている方々、そし

て、働いている方々、すなわち食材の提供業者、あ

るいは雇用の問題、これらにつきましては、議員の

御質問にあります、危惧しておりますように、私自

身もこの問題については危惧をいたしております

が、これらにつきましては、ある面では、食材提供

業者は上富良野町よりも大きな広域の給食センター

に納入するチャンスも生じてくると思っております

けれども、また雇用の問題等々についても、その対

応は最善を尽くして対処していかなければならない
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課題であると認識をいたしているところでありま

す。 

 そのようなことで、さきに御説明させていただき

ましたように、今回、広域連合の中で学校給食等々

含めた設置につきましての規約等々の対応につきま

しては、今定例議会に御提案させていただいており

ますので、御審議のほどよろしくお願い申し上げた

いと思います。 

 次に、精神障害者の対応の件でありますけれど

も、このことにつきましては、さきにもお答えさせ

ていただきましたように、現在、町も資金援助、支

援をしております社会福祉法人に対応していただい

ているところでありますが、その法人の指導体制が

十分でないという御指摘でありますが、そのことに

つきましては、私どもも十分、作業指導がどのよう

になっているのか、生活指導がどういうことになっ

ているのか、議員から指導体制が十分でないと御指

摘を受けたということで、十分その内容は精査し、

その指導体制については最善を尽くすように努めて

まいりたいと思っているところでありますし、これ

も先ほど言いましたように、町単独で実施してはど

うかということでありますが、これは一自治体の対

応の中で多額の財政投資をして施設を建設するとい

うよりも、こういったことこそ広域で対応すること

がよりよい対応になるであろうということから、広

域の中で進めさせていただいているということで御

理解をいただきたいと思います。 

 また、北の峰学園と合わせて１３名かということ

につきましては、その北の峰とは別に、この社会福

祉法人に単独で１３名ということであります。 

 次に、配食サービスにつきましては、さきにお答

えさせていただいておりますように、もう既に実施

方法等も含めて検討するように指示を出しておりま

す。 

 この問題につきましては、以前から御指摘をいた

だいていたところでありますが、今までお答えさせ

ていただきましたように、給食対応につきましては

デイサービス等々で対応しておるところでありまし

て、行政が実施する中で、あなたには７００円、あ

なたには３００円という価格の差をつけるというこ

とは、行政上の公平化からするとでき得ないという

ことで、議員も御理解いただいたように、デイサー

ビスと同じ料金の７００円に改正させていただいた

という経過があるわけでありまして、私どもとして

は、あなたには７００円だけれども、あなたには３

００円にしますよというような、行政がやる場合に

おいて、そのような不公平な対応はでき得ない。そ

の手法を今後十分検討しながら対処していきたいな

と思っております。片方、デイサービスは現場まで

食事を取りに来る。片方、配食は家まで届けてあげ

るというような部分も含めながら、検討をするよう

に指示をいたしているところでありますので、御理

解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 再々質問ございますか。 

 ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） １項目めの件でございます

が、前に町長は同僚議員の広域連合のことに関しま

して、行政が直接やらなければいけないのは消防ぐ

らいだと。あとの学校給食、環境衛生、串内牧場に

しろ、これが行政が直轄、直営をしなければいけな

いと私は考えていないと、かねがねこういう御答弁

をいただいているのですが、今、上富良野の施設も

１０年ぐらいは、これを直すと莫大な資本の投資が

必要だ、必要だとおっしゃるのですけれども、修繕

しながら、私はまだ１０年ぐらい使えるものではな

いかと。 

 それと、結局、町長の今の御答弁ですと、３年ぐ

らいは難しいだろうと、共同調理場を設置するとい

うのはという御答弁いただいたのですけれども、し

ばらくの間は自賄いでというような形だとおっしゃ

いましたけれども、本当にここはあいまいでして、

何もこれという決まりがなくて、そして今、学校給

食というのは３食のうち１食、本当に子供たちに

とっても大切なことでありますし、前に消防で、広

域ではどうなのかという質問をされた同僚議員がい

らしたのですけれども、そういったときも、消防力

が低下するようであれば、現在の状況を維持してい

く状態というのを保たなければならないと、こう

おっしゃっていますので、特に学校給食というのは

３食のうちの１食の大切な、特に今、食の問題も、

安心・安全な食をということで、どちらかといいま

すと、今、加工の業務用食材化の傾向になってきて

いるのです。今ですと、目に触れて、ニンジンがか

たいわよとかいろいろ、これはどうとかと言って購

入しているのですけれども、そういったことが大き

なものになりますと、なかなか目に触れることもで

きない。 

 当然、今度、共同調理場でしようではないかと

なった場合には、これまたそこの施設をどうのこう

のということになると、またこれ負担が、今、上富

良野の給食センターを直すよりも、負担が全然要ら

ないということにはならないのではないかと、こう

いうふうにも考えるのですけれども、ではこれ、

やっている３年か４年、しばらくはこのような状態

でというときに、では、今、町長のお話ですと、う

ちだけはそういう状態になってから広域行政で取り

組むよというわけにはちょっととおっしゃったので

すけれども、そうなったときに、ではうちは民間委
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託をしますよと、こうなることは考えられるのかど

うか。 

 町長の常々のお考えですと、先ほど申し上げまし

たように、広域行政が直接やらなければいけないの

は消防ぐらいではないかと。民間活力ということも

考えられるという町長のお考えがあるわけですが、

そうなると、この広域連合について、町長は私見な

のか、町長として、やっぱり今、広域連合で取り組

みをしておいても、今の状態が、まだ今はっきり、

３年ぐらいは難しいというぐらいのことで、いつに

という、何か一部事務組合は計画などが義務づけら

れていませんけれども、広域はきちっとした、こう

いったものをするという計画は義務づけられている

と思うのです。 

 そして、私は、全国に１１０ぐらい広域連合の組

織がありますけれども、どこも給食を広域でやって

いるところは見当たらないのです。本州では学校に

給食を持っているということもあると思うのですけ

れども、近いところでは東川、美瑛、東神楽、ここ

も広域でやっていますけれども、ここは介護とか、

それから老人医療とか、それから国保とか、こう

いったことをやっておりまして、どこを見ても、美

深町は学校給食をやっておりません。そういった状

態もありますし、なかなかそういった、ではこのま

ましばらくやっていて、ではうちは民間委託するよ

と、こういうことは果たしてできるのかどうか、そ

ういった点もちょっと伺いたいと思います。 

 それと、今の経済状態、今、食材とか雇用、いろ

いろな面で経済活力が失われた場合は、当然として

責任は一自治体にもあるというようなことを答弁い

ただいたのですけれども、本当にそれも確約された

ものでもありませんし、低下するようであれば、

やっぱり広域連合で取り組む必要はあるのかという

ことを考えるのですけれども、その点、もう一度お

聞かせいただきたいと思います。 

 それから、精神障害者の就労支援でございますけ

れども、上富良野町で障害計画をつくっているので

すね。平成１６年に策定しております。この中に

も、障害者の職業的自立の支援、障害者が働く場と

して、一般企業、事務所、公共機関などへの福祉的

就労の場の周知徹底、環境整備に努めます。それか

ら、民間活力、ＮＰＯ法人団体による福祉的就労の

場の設立に向けた支援体制の構築をしますと、これ

は平成１６年に策定されました障害者計画書でござ

いますが、こういったものに沿っていないのではな

いかなと。 

 広域で取り組んで、広域でやっているのだから、

まあいいではないかというような、また、上富でや

ると、またお金も大変あれで、一自治体でやるのは

大変だというようなお考えのようですけれども、こ

ういう計画をきちっと策定しておりますし、障害者

の人もそうでない人も、やっぱり住みなれた上富良

野で社会参加をしながら、地域の理解と民間活力、

行政の支援が必要だと思うのです。こういう富良野

で広域でやっているからということではなくて、

やっぱり地元で行政の支援があれば、親御さんも何

とか一緒にやりたいと、こういう話もあるわけです

ので、この人たちの居場所づくりを何とか考えてあ

げるべきではないかと私は思いますので、何かとい

うと財政的に一自治体ではどうだとおっしゃるわけ

ですけれども、やっぱり負担金としてそういう広域

に何がしかのお金を出しているとなれば、やっぱり

そういうこと、そういう専門で、民間で、ではやろ

うではないかということがあるとしたら、地元、上

富良野町でそういったことを考えてあげるという、

建てるとかそんなことではございません。そういう

ことで、そういうどこかあいた場所がないのかどう

か、そんなことを考えるわけですけれども、もう一

度、町長、御答弁いただきたいと思います。 

 配食サービスについては、いろいろ検討されると

いうことですので、今、民間でも５００円ぐらいで

電話をすれば持ってきてくれるという、そのような

ことも聞いておりますので、これについてはこれか

ら検討されるということでございますのであれです

けれども、その２項目について、よろしくお願いし

たいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ２番村上議員の再々質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、広域の給食についてでありますけれども、

基本的にいつから広域共同処理するのという、あい

まいさがあるぞという御指摘でありますが、確かに

そういう状況は懸念される部分はあるわけでありま

すが、そのようないつからいつまでと、上富良野給

食センターはいつまでという期限を切れない状況で

あるということでありますが、だからといって、あ

いまいな学校給食の対応をするということではなく

て、今現在、自賄いで上富良野町でやっている対応

につきましては、子供たちの食の安全、食育の推進

等々を含めながら、最善を尽くして対応していきた

いと思っておりますので、ひとつ、あいまいだから

子供たちに不安定な対応をするということではない

ということを御理解いただきたいと思います。 

 また、共同処理をすれば大量になるから、冷凍食

品等々に頼らざるを得なくなるという御指摘であり

ますけれども、私としては、この富良野盆地の農畜

産物の最善の利用を図っていく、地産、地元の畜産

物の利用を促進させていくということは、当然にし
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て構成自治体として、学校給食センターを共同で対

応する部分の中にもその見きわめはしていかなけれ

ばならないと。 

 そしてまた、議員の皆さん方からも、広域連合の

議員として出ていっていただくわけでありますか

ら、そういった部分は、十分、我々も目を光らせな

がら見きわめていかなければならないなと思ってお

りますので、そういうようなことで、低下につなが

るようなことのないように、少しでも地元食材を利

用するような形で運営をするように努めてまいりた

いと思っております。 

 また、民間でやれるのだから、我が町は独立、単

独で民間でやったらどうですかということでありま

すか、そうではなくて、私が今、広域連合の中でや

れる部分の中では、消防を抜いて他のものは民間で

できますよということは、単独でできるということ

でなくて、広域連合の中で民間で対応でき得る分野

であると。牧場にしても環境衛生にしても給食にし

ても、当然にして行政が直轄でしなければならない

ものではないのではないというのが私の持論であり

ますが、これは今後、広域連合の中でも議論をして

いかなければならない課題かなと思っております

が、私の言っているのは広域でということを言って

いるのであって、上富良野町が単独で学校給食等々

について民間でやるということを申し上げているの

でないということで、あくまでも広域でできるもの

は広域で対処していくということを前提とした中で

あるということで御理解いただきたいと思います。 

 次に、精神障害者の件につきましては、るる議員

から御意見がございました。町といたしましては、

計画どおり進めていないのでないかという御指摘で

ありますが、町としては計画どおり進めさせていた

だいていると。 

 ただ、その中で、単独でやる分、広域でやる分、

民間でやる分ということの中での対応は計画どおり

進めさせていただいていると。 

 ただ、単独ででき得ない部分、財政ばかりでなく

て、指導者の確保だとか、いろいろな部分につい

て、単独でできない部分については広域で対処させ

ていただいておるわけでありますし、また、加えま

して、民間で対応できるものも、我が町におきまし

ては町の中で単独で民間でお願いをしているという

ようなことで進めさせていただいているということ

で、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、２番村

上和子君の一般質問を終了いたします。 

 次に、１０番和田昭彦君。 

○１０番（和田昭彦君） 私からは、さきに通告し

ました２点について、町長並びに教育長に御質問い

たしたいと思います。 

 何分、まだ一般質問のルールとか仕方というのを

十分飲み込んでおりませんので、的を外れた質問も

あろうかと思いますけれども、よろしくお願いいた

したいと思います。 

 まず、１点目ですけれども、上富良野高等学校の

存続の問題について、町長に御質問いたします。 

 上富良野高等学校は、平成１７年に私たち町民が

待ち望んでいた校舎の全面改築が落成し、生徒数の

増加が期待されました。現に、平成１７年は前年よ

り増加し、５１名が入学してくれました。 

 しかし、平成１８年には３３名の入学となり、特

例２間口の温情に浴し、かろうじて２間口を維持し

ました。 

 ここで町としては、平成１８年度中に対策を講じ

て、最低でも４１名の生徒を確保しなければならな

かったにもかかわらず、平成１９年はさらに２７名

と落としてしまいました。そしてついに１間口と

なってしまいました。これは少子化による同学区内

の富良野高等学校の定数割れが大きな原因ですけれ

ども、この３年間、町内の中学校卒業生の上富良野

高校への進学率は、平成１７年２９.７％、平成１

８年２２％、平成１９年１４％と下降し、ことしも

１０％台だということを聞いております。 

 このように、町内の中学校卒業生が地元の高校に

行かない、しかも１間口の定数にも満たない高校は

一番先に統合の対象になりかねません。平成２３年

以降の配置計画の見直し時には厳しい結果が予想さ

れます。町内から全日制の高校がなくなるというこ

とが、どれほど大きな損失になるかということを町

民の皆さんは認識していないのではないかと思いま

す。 

 町長が本気で上富良野高等学校の存続を考えてい

るのであれば、地元の中学生が少なくとも半数以上

が通ってくれる魅力ある高校づくりに本腰を入れて

取り組んでいくべきではないか、町長にお答えをお

願いいたします。 

 それから、２点目、町内の過去に廃校になった学

校を含めた学校の校歌をＣＤに録音して保存してい

ただきたいということを教育長にお願いいたしたい

と思います。 

 昭和３７年の旭野小学校の廃校に始まって、平成

１８年の清富小学校の廃校に至るまで、４５年間余

りの間に小学校６校、中学校２校が廃校になりまし

た。 

 先日の上富良野高等学校の卒業式で、山本校長は

式辞の中で、卒業生の皆さんにとって上富良野高校

はふるさとです。いつでも訪ねてきてくださいと述

べていました。そのふるさとがなくなってしまうほ
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ど、同窓生にとって寂しいことはないと思います。

せめて校歌をＣＤに録音して保存し、同窓の集いな

どに利用してもらったり、希望者に頒布してはどう

でしょうか。もちろん現在ある学校も含めて、全部

の学校の校歌を収録していただきたいと思います

が、教育長の答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １０番和田議員の御質問に

お答えさせていただきたいと思います。 

 上富良野高等学校の存続は、本町が抱える行政課

題の中でも最優先、最重要課題の一つであると受け

とめております。今までも校舎新築の促進、入学準

備金の交付、資格取得に対する助成、また、町民挙

げての署名運動を展開し、存続要望活動など、さま

ざまな取り組みを進めたところであります。 

 しかしながら、それらの効果もなく、この一、二

年、生徒数は減少傾向にありまして、本年度、特例

二間口から一間口になってしまったことは御承知の

とおりであります。 

 存続に当たっての判断材料の一つに、地元中学校

からの進学率があることから、私といたしまして

も、教育委員会に地元中学校からの進学率を高める

よう強く指示をしているところでありますが、この

ことについては、あくまでも生徒や保護者の意思を

尊重せざるを得ないことから、進学率の向上には

至っていないところであります。 

 また、特色ある学校づくりについても、小規模校

としての上富良野高等学校の特徴から、就職に強い

高校づくりを目指し、在学中にさまざまな検定や資

格取得の際に支援を行い、学校においても進路指導

には特に力を注いできているとの報告を受けている

ところであります。 

 いずれにいたしましても、学校と協力して魅力あ

る高等学校づくりを進め、存続についてさらなる努

力をしてまいりたいと考えておりますので、御理解

と御協力を賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） 次に、１０番和田議員の

２項目め、廃校になった学校の校歌の保存について

の御質問でありますが、校歌の保存については、教

育委員会といたしましても、何とか後世に守り伝え

ていきたいとの考え方から、平成１６年度から平成

１８年度にかけて廃校になった各学校の校歌の歌詞

や楽譜を集め、ＤＶＤに保存収集を進めてきたとこ

ろであります。残念ながら今のところ全学校の収集

には至っておりませんが、今後も引き続き同窓生の

皆さんの御協力をいただき、さらなる収集に努力を

していきたいと考えております。 

 また、実際に校歌をＣＤに録音し保存することも

大変意義深いことと考えるところであります。現在

ある学校のＣＤ化は容易でありますが、廃校となっ

た学校分も含めてとなりますと、その実現には校歌

を歌っていただく方やその確認など、多くの方々の

協力や支援が必要であります。今後、実現の可能性

について検討してまいりたいと思いますので、御理

解いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １０番和田昭彦君。 

○１０番（和田昭彦君） 私は、上富良野高等学校

教育振興会のメンバーでもあったので、これまで町

が行ってきた振興対策については承知しているつも

りですが、ここへ来て、その効果が必ずしも上がっ

ていないということは数字にあらわれているとおり

だと思います。しかし、入学した生徒は十分にその

恩恵を浴しているわけですけれども、それが中学校

側に見えていないのではないかと思います。 

 ここで、中高一貫教育を取り入れて成果を上げて

いる例を紹介したいと思います。 

 鹿追町は人口５,８００人ちょっとの町ですけれ

ども、平成１５年から小学校から高校までの一貫し

た教育を実施して、高校の二間口を堅持していま

す。この鹿追町は、カナダのカムローズに近いス

トーニープレーンという町と、上富良野が姉妹都市

提携を結んだのと相前後して姉妹都市提携を結んで

おります。そして、この鹿追町では小中高にカナダ

学という教科があって、カナダのことについて学習

を深めるとともに、英語学習に力を入れておりま

す。 

 さらに、中学校の卒業生が帯広などに流出しない

ようにということで、毎年、高校１年生を全員カナ

ダへ短期留学派遣事業を行っております。昨年は１

０月に１３日間、６６名の高校生を派遣しておりま

す。恐らく、この事業に鹿追町は３,０００万円く

らいのお金を使っているはずです。このようにし

て、人口が上富良野町の半分の町で二間口を堅持し

ております。 

 このようにお金をかけなくても、方法は幾らかあ

ると思います。向山議員が上富良野小学校ＰＴＡの

会長だったときにつくったスクールバンドが、よき

指導者を得て昨年大きく開花しました。西小にも上

小にも劣らないスクールバンドの活動の歴史があり

ます。それらの児童が上中に行き、吹奏楽部に入部

し、またよい指導者を得て、昨年、全道のトップレ

ベルにまでなりました。上中吹奏楽部の演奏会を聞

きに行ったときに、近くにいた年配の女性が、うち

には小さい子供はいないけれども、こんなうれしい

ことってないよねと話し合っている声が聞こえまし

た。これこそ町の活性化の一つではないかと思いま
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す。 

 我々議員は、事ある事に活性化、活性化と言って

いますけれども、そのわりに成果を上げていませ

ん。ところが、この子供たちはいとも簡単に町を活

性化させてくれました。 

 もし、この上富良野中学校の吹奏楽部員が、全員

とは言わないまでも、半数でも上高に行ってくれた

らどうでしょう。数年のうちに上高の吹奏楽部も全

道のトップレベルになっていくと思います。このよ

うに小中で高められたレベルを町外に分散しないで

高校にまで持ち上げていく、それは町の財産になる

と思いますし、町の誇りだと思います。 

 随分古い話になって恐縮なのですけれども、旭川

市がかつてＮＨＫラジオ唱歌コンクールで、啓明小

学校が全国１位、北星中学校が全国１位、旭川北高

が全国２位と上位を独占したときがありました。そ

れで全国にその名をはせました。ことしから旭川市

は、音楽の町、合唱の町ということを自他ともに許

す町となりまして、現在もその伝統が引き継がれて

おります。 

 また、中村議員の息子さんの中村公暢先生が上中

に赴任して、上中の陸上部が地区大会で２４種目中

１８種目の優勝を独占するという成績を飛躍的に向

上させてくれました。その伝統を現在の先生と生徒

が受け継ぎ、昨年、駅伝全道１位の快挙を成し遂げ

ました。もし、この陸上部の卒業生が上高に進んで

もらえたらどうでしょうか。上高には陸上競技専門

の先生はいないので、上中のグラウンドへ行って今

まで指導を受けた先生から引き続いて指導を受け

る、こういう状態を続けていくならば、やがて上高

の陸上部も全道に名をはせることができると思いま

す。 

 逆に、上富良野高等学校には甲子園にキャプテン

として出場した体育の先生がいます。ところが、野

球部員は９名に満たないのです。私は隣からいつも

練習を見ているのですけれども、六、七名ぐらいし

かいません。地区大会では、他の部から応援しても

らって出場したようですけれども、これではその先

生の持っている能力を十分に生かし切れていませ

ん。 

 そこで、上中の野球部がときどき上高のグラウン

ドへ行ってこの先生の指導を受けると、このように

学校の枠を超えて中高一貫指導を受けられるように

して、個々の能力を十分引き出してやるような環境

づくりをしてやることができるならば、町外の高校

に通うことはないと思います。早い時期に町を離れ

れば、将来、優秀な人材が上富良野に戻ってくる割

合がその分低くなります。どのような学校にしたら

地元の高校に通ってもらえるか。保護者の方や生徒

一人一人とよく話し合って、新しい上高の校風を皆

さんの力でつくってほしいと、心を熱くしてお願い

してはどうでしょうか。町長の御感想をお聞きいた

したいと思います。 

 それから、もう１点、校歌の録音ですけれども、

廃校になった学校の資料は統合した学校に保存され

ているかと思います。もし、そこに資料がなけれ

ば、教育委員会から住民にお願いして、どなたか

知っている方に集まってもらって歌ってもらって、

カセットに録音していただくという作業を教育委員

会でやっていただきたいと思うのです。もし、そう

いう作業ができれば、あとは上富良野混声合唱団で

楽譜にあらわし、歌を録音するということも御協力

をしていきたいと思いますので、よろしくお願いい

たします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １０番和田議員の再質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、上富良野高等学校の問題でありますけれど

も、議員からるる御意見を承りました。私も全く同

感であります。上富良野中学校の子供たちが、少な

くとも上富良野高等学校の定数に近い受験をしてい

ただく、入学していただくというのが、本当にそう

いうような形で今まで、さきにお答えさせていただ

きましたように、教育委員会にも強く申し上げてお

りますし、また、上富良野高等学校の校長先生方々

には、特色ある学校経営をしなさいと、努力してく

れと。また、北海道教育委員会に対しても、この地

域に合った特色ある学校経営をするように指導して

くれということで、機会あるごとにお願いをいたし

ているところでありますが、道教委へ行くたびに、

上富良野高等学校の生徒は、地元の子供たちは半分

いないと。半分以上が隣町から来る子供たちだと。

せめて、議員の御発言にありますように、地元の子

供たちが大多数通う高校にならないとだめだねとい

うことで、今、議員も御承知のとおり、毎年毎年、

高等学校のさきの削減計画の中で、配置計画の中

で、ことしもまた来年の計画、２３年以降の計画が

ことし出ます。これらにうちの高校が入らないよう

にということで、種々お願いをいたしているところ

でありますが、ことしもまた子供たちが非常に少な

いというようなことで、まことに残念であるなと

思っております。 

 議員の御質問にありますように、町長が本当に本

気で存続を望んでいるなら本腰を入れてやれやと言

われておりますけれども、本腰を入れてやっている

つもりであります。今、我が町で最も大きな課題

は、この高等学校の存続の問題、自衛隊駐屯地の削

減の問題、これらが町にとっては大きな課題であり
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ますので、何としても存続するように努めていきた

いということで努力をいたしておりますが、要は生

徒数がどう確保できるかと。総体的に富良野圏域の

児童・生徒数が大幅に少なくなって間口が少なく

なってきていると、間口を減らさなければいけない

というのが現状でありますので、それらの中での調

整が、北海道教育委員会のほうで高校配置計画の中

でどのような形で進められるのか、そういうのを見

きわめながら努力をしていきたいと思っておりま

す。 

 また、議員の御質問に、鹿追町の問題等々、ある

いは、中高一貫校の設置等々のことについての御質

問もありました。教育委員会としても、中高一貫教

育についての検討もしたように思っておりますし、

また、鹿追町におきましても、今、多大な財政投資

をしながら、生徒全員をカナダへ長期間派遣する

と。この財源確保が大変だと。そろそろ一部、御負

担をいただくようにしなければならないといって、

吉田町長は頭を抱えて財政運営をしているようであ

りますが、そういうようなことで、非常に厳しい中

でありますけれども、町といたしましても、議員御

質問にありましたように、高等学校の教育振興計画

の中で、教育振興会の中に町としても最大限の支援

をしながら、昨年の結果報告を聞きますと、初年度

はなかなか思うようにいかなかったようであります

が、昨年につきましては、それぞれ全生徒が資格取

得に一生懸命になって、その資格取得の費用を町が

助成しながら対応している、その資格取得率が非常

に高く上がってきているということで、就職につい

ての対応ができてきているという報告を聞いており

ますので、これらを含めながら町も支援できるもの

は支援しながら対処していきたいと思っております

ので、御理解と御協力を願いたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） １０番和田議員の校歌に

関する御質問にお答えをさせていただきたいと思い

ます。 

 先ほどの答弁でも申し上げましたが、ほとんど大

半が、楽譜、歌詞、そろっております。また、昨年

に札幌上富良野会ができてから２０周年ということ

で、記念誌をつくるということで、この歌詞と楽譜

をというような要望がありまして、教育委員会のほ

うといたしましても、そのときに調査をかなりさせ

ていただいて提供し、そして、ほぼ記念誌も作成に

なりました。あと一部、まだ欠けているところがあ

りますが、その部分については、歌詞と楽譜はそろ

えていきたいと。 

 また、議員からの御発言にあります、歌ってとい

う部分については、今後、いろいろな方の御協力等

をいただかなければ実現が不可能かなとも思ってお

りますので、そういう向きで取り進めてまいりたい

と考えているところであります。 

○議長（西村昭教君） 再々質問ございますか。 

 １０番和田昭彦君。 

○１０番（和田昭彦君） 実は私、富良野高等学校

同窓会の上富良野支部長なのです。ですから、富良

野高校が定数割れしているような状況の中で、本当

は富良野高の生徒数を確保するのに力を注がなけれ

ばならない立場にあるのですけれども、私は４０年

間近く、隣から上富良野高校の移り変わりをずっと

眺めてきた者として、また、２人の子供を上富良野

高校に通わせた者の親として、上富良野高校がなく

なるということは大変忍びがたいことなわけです。 

 そういうことで、何とか頑張って上富良野高校を

今後とも存続していただくように、町長、よろしく

お願いいたします。答弁はよろしいです。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１０番

和田昭彦君の一般質問を終了いたします。 

 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１０時１１分 休憩 

午前１０時２９分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 次に、５番米沢義英君の発言を許可いたします。 

○５番（米沢義英君） 私は、さきに通告してあり

ました点について、町長及び教育長に質問させてい

ただきます。 

 第１番目には、広域連合についてお伺いいたしま

す。 

 上富良野町では、行財政の効率化と町民の暮らし

を守る立場からの環境衛生、串内、消防、学校給食

を５市町村による共同事務処理を目的とした広域連

合への移行を選択しました。この実施に当たって

は、平成２１年４月から実施に向けて今議会で規約

が提案され、審議されようとしています。 

 そこで、お伺いしたいのは、一つは、事務処理に

おける経費が示されましたが、人口規模の小さな自

治体ほど住民１人当たりの負担額が高くなる傾向に

あると考えますが、町長はどのようにお考えであり

ましょうか。例えば、均等割で見た場合、富良野市

が市民１人当たり４５０円、上富良野町は５９５

円、中富良野町に至っては１,９８０円、南富良野

町に至っては２,４９０円、占冠村に至っては６,２

１０円と高くなる状況にあり、まさに均衡どころ

が、均等を欠くものと言わなければなりませんが、

この点で是正するということが必要だと考えます

― 71 ―



 

が、この点について町長はどのような見解をお持ち

なのか、お伺いいたします。 

 二つ目には、学校給食について伺います。 

 今、食の安全が求められています。より身近なと

ころで地元の食材を使いながら、目の行き届く給食

のあり方が求められています。上富良野町において

は、１日平均１,１２１食の給食を提供するという

状況にあります。 

 また、地元の野菜等を使った地産地消の方向性を

示して地元の食材を給食にも取り入れています。 

 また、児童や生徒においてアンケート調査を行い

ながら、どのようなものが好きなのか、食べ物が好

まれるのか、嫌いなのかというような形の中で、ア

ンケート調査もとりながら、生徒や児童の声に合っ

た食の提供を進めています。 

 また、地元の農家に作付依頼をして、おいしい食

材の提供に力を注ぐという状況にあります。これ

は、近隣の町村にない上富良野町ならではの特色あ

る食材の提供の仕方というところで、多くの人気が

あります。 

 また、アレルギーの代替食も提供するなど、きめ

細やかな食の提供に心血を注ぐという状況にありま

す。 

 今、多くの方々から心配されているのは、広域化

によって、こういうきめ細やかなサービスの提供が

損なわれるのではないかという声が聞かれるのも当

然であります。 

 また、この間、学校、生徒や児童の保護者等に聞

きましたら、学校給食の広域化が進んでいるという

話については、わかっている方、わかっていない方

ということになれば、細かく言えば、理解されてい

るか理解されいないかということになれば、半数以

上が理解されていないという状況の話が聞こえてき

ます。当面、町においては、自校方式で上富良野町

の現体制の中で配食体制をとるから大丈夫だという

ことを言っておりますが、それはそれとして、しか

し何よりも心配なのは、現在のこのようなきめ細や

かな食材の提供ができるかどうかというところに大

きな問題があるのではないでしょうか。 

 確かに、効率化という形の中で、財政の見直し

や、あるいは、軽減という形の中から出てきた部分

があるのかもしれませんが、しかし、食べ物という

立場から立てば、すべてがそれで解消されるという

ものではないと私は考えています。上富良野町の地

元でとれた食材を使いながら、また、アレルギー対

策をしながら、子供や児童に喜ばれる食材の提供と

いうのが何よりも大切だと考えます。 

 また、学校関係者や生徒・児童の保護者に十分理

解が進まない中でのこの広域化の移行というのは、

いま一度考え直すべきではないでしょうか。 

 また、上富良野町の経済的な波及効果という点で

はどうでしょうか。約３,０００万円のお金が地元

に落ちているいるという状況を考えたときに、これ

が広域化になって、町が言うように、こういった経

済的波及効果の後退を来さない対策も講ずるとはい

うけれども、結局、中央集権の流れに乗って、地方

はどんどん経済が小さくなるというのが今の流通経

済、物流の流れ、あるいは、経済の進むべき方向を

見ても明らかであります。 

 私は、この立場からも、学校給食の広域化をいま

一度見直すべきだと考えますが、この点についての

町長の見解を求めます。 

 次に、白銀荘の運営についてお伺いいたします。 

 白銀荘は、町民の健康、保養のセンターとしての

位置づけがされています。現在、白銀荘は、お客様

の利便性を図るという形の中で、アウトソーシング

という形で運営を民間、あるいは公社に移管すると

いう状況になってきています。また、その中で、多

くのお客様に喜ばれるような多様なイベント開催な

どに取り組むなど、一定の評価もしております。ま

た、高齢者の方を対象にした利用料金の割引なども

好評を得ています。 

 しかし一方で、高齢者ばかりではなく、一般住民

向けの割引制度があればもっと白銀荘を利用したい

という、こういう声があります。景気の後退で利用

客の減少も見受けられますが、何よりも地元の方に

喜んでもらえる、地元の方が多く利用できる施設で

なければなりません。アウトソーシングという形で

運営委託しましたけれども、本来のアウトソーシン

グの中身というのは、委託運営されても公共性がよ

り反映される、これが本来のアウトソーシングの意

味、中身でありますから、こういう立場からも、町

民が望んでいる高齢者以外の一般住民に対しても利

用の割引制度を設けるということは大切だと考えま

すが、この点についての町長の見解を求めます。 

 次に、保健福祉センターかみんの活用についてお

伺いいたします。 

 保健福祉センターかみんは、今多くの方に利用さ

れています。例えば住民健診、各種の講演会、ある

いは、合唱、演劇等の発表会など、利用されていま

す。施設の管理上、飲食などは基本的に認められて

おりませんが、ホールを多く利用されている団体か

らは、少し規制が厳しいのではないか、多少のお弁

当やジュース類、こういった飲食を伴うものを、

ホール等でも利用した場合、これを緩和できるよう

な対策を設けて、利用者が気軽に利用できるような

施設に変えてほしいという声が寄せられています。

今、多くの団体の声がこのような状況であります。
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町が言うように、ラウンジがあるからそれでよしと

するのではなくて、１００人使っても１０人使って

も一定の経費がかかり、多くの方に利用されるので

あれば、多少の規制の緩和をして、多くの方に利用

してもらう、これが本来の行政のあり方と私は考え

ています。 

 また、高齢者の方に至っては、話し合える場所を

今求めています。ラウンジ等で談話をする方もいま

す。また、あの大きな多目的ホールを利用して、あ

るいは子育ての保護者の方々からは、確かにかみん

に子供たちを遊ばせる場所があるけれども、月に１

回でもあの大きな広場で子供を遊ばせてあげたい

と、このような声も聞かれるという状況でありま

す。ですから、こういう声にこそ行政はきっちりこ

たえて、その要望に即した利用の仕方を検討すべき

だと考えますが、この点について町長の見解を求め

ます。 

 次に、介護保険制度についてお伺いいたします。 

 国は、社会保障費の削減を行い、この間、老人医

療費や、あるいは医療費の本人負担を引き上げると

いう状況になってきています。平成１７年度におい

ては介護制度の見直しが行われ、家事援助が必要だ

けれども受けられない、時間が短くなったなどの声

が聞かれるという状況になってきています。 

 また、この間、国や行政においては、自立支援を

強調する余り、私は自立支援を否定するものではあ

りませんが、実態に即した介護認定や制度が実現し

ているのかどうなのか、これが私は疑問だと考えて

います。 

 予防重視という形で取り組まれた介護保険制度

が、今、大きな曲がり角に来ているという状況にあ

ります。上富良野町の平成１８年度の介護認定者の

状況を見ますと、４０８人、要支援１に移行した方

が７５名に上るという状況になっています。特に家

事援助における時間の短縮、利用者の方々からは、

もう少し家事援助の時間をふやしてほしいという声

が聞かれるという状況にあります。町としても独自

の支援策を設けるべきだと考えます。この間、決算

においても、訪問介護等の低所得者における補助制

度利用者が年々減少するという状況の中で、いま一

度、介護制度の利用のあり方、見直し、実態に即し

た家事援助の支援などにきっちりと予算措置を行

い、認定された方の支援を行うということ、これが

町に今求められていると考えますが、この点につい

て町長の見解を求めます。 

 次に、環境対策についてお伺いいたします。 

 今、地球規模での温暖化対策を含めた環境対策

が、地方自治体にその取り組みが一層求められてき

ています。町においても、ごみの分別収集の取り組

みがなされています。さらに、リサイクルによって

温暖化対策などによる貢献もされてきています。住

民の方にとってみれば、もっとそのリサイクルの状

況、あるいは温暖化対策の状況をきめ細やかにわか

りやすく周知してほしい、このような声も聞かれま

す。二酸化炭素の削減が何トンできたのか、例えば

このような数値で住民に情報を知らせるなど具体的

にすれば、今、住民の皆さん方が取り組んでいるご

みのリサイクルや分別収集がどう社会に貢献してい

るのかという点でも、わかりやすく情報が提供され

れば、一層ごみの分別、リサイクルを前へ押し進め

る要因となりますから、今、行政に求められている

のはこういう取り組みではないでしょうか。 

 また、この間、多くの企業を含めた自治体では、

環境省が決めた認定制度、エコアクション２１の取

得を住民とともに進めるという取り組みが進められ

ています。今、温暖化などの環境問題に取り組むか

取り組まないかによって自治体のイメージが大きく

変わるという状況になっています。風光明媚な上富

良野町、自然豊かな上富良野町でこそできるまちづ

くり、地球温暖化防止対策に基づいた、促進法に基

づいた実行計画を策定し、その実施状況を公表す

る、住民とともに環境リサイクルを進める、こうい

う実行性が今求められていると考えますが、町にお

いての今後のこの取り組みについてお伺いいたしま

す。 

 次に、特別支援についてお伺いいたします。 

 今、学校での特別支援対策の強化がされつつあり

ます。学校放課後の子供たちの居場所という点で

は、特別支援の子供たちについてはないというのが

現状であります。確かに、町においては学校放課後

事業の居場所づくりという形の場所を提供しており

ますが、しかし、発達支援の子供たちに至っては、

多種多様な動きをするということもあり、現状の指

導員では対応できないというのが実情であります。 

 このことを考えたときに、この子供たちが学校放

課後、安心して過ごせる、そういう居場所づくりを

きっちり行政としても確保するということが何より

も大切になってきていると考えますが、この点につ

いての教育長の見解を求めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ５番米沢議員の１項目の広

域連合に関する２点の御質問にお答えさせていただ

きます。 

 初めに、１点目の共通経費の小さな自治体に対す

る負担の見直しについてでありますが、５市町村の

協議の中で、これまで広域連合設立時の負担につい

て協議、議論を重ねてまいりました。その結果、広

域連合スタート時はこれでいこうということで、今
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定例議会へ富良野広域連合設置議案の規約に合意し

た負担をまとめ、提案させていただいているとおり

であります。 

 この負担の見直しにつきましては、規約の附則に

も規定しておりますように、平成２１年度の業務開

始から３年目を迎える平成２３年度に見直しの検討

を実施することを明文化しておるわけであります。

その時期を迎えましたら、５市町村の協議の中で検

討してまいりたいと存じますので、御理解を賜りた

いと思います。 

 次に、２点目の学校給食の広域化の見直しに関す

る質問でありますが、さきの村上議員にもお答えさ

せていただきましたとおり、学校給食事務の広域連

合の加入につきましては、教育委員会の決定を経て

広域連合への移行を行うものであります。 

 本町においては、既に校長会及び学校給食会にお

いても説明をし御理解を得た上で、本年１月１６日

開催の第１回教育委員会議で決定し、その報告を受

け、最終的には富良野広域連合準備委員会において

決定いたしたところであります。 

 さらに、教育委員会議で決定した後には、保護者

の方々には学校給食事務の広域連合への移行につい

てのチラシの配布を行い、説明を希望されるＰＴＡ

につきましては出向いてお話をさせていただいてお

りますことから、一定の御理解を賜っているものと

認識をいたしているところであります。 

 学校給食事務の広域化につきましては、先ほども

申し上げましたように、既に今定例議会へ広域連合

の設置議案を提案申し上げており、現在、見直す考

えはございませんので、御理解を賜りますようお願

いをいたしたいと思います。 

 また、懸念されております地産地消や地元経済へ

の波及効果についても、さきの村上議員にもお答え

させていただきましたとおりでありますので、御理

解を賜りたいと思います。 

 次に、２項目めの吹上温泉保養センター白銀荘の

お年寄りを除く一般町民の方への割引制度について

の御質問にお答えさせていただきます。 

 現在行われております冬期間におけるお年寄りの

方などへの割引については、白銀荘の指定管理者で

ある株式会社上富良野振興公社と、同業者である民

間温泉施設とが協議の上、互いに理解をし合い、全

施設が自主的に実施いたしているところでありま

す。 

 御承知のとおり、平成１８年度からは従前の管理

委託制度を改め、民間事業者等にも開放する指定管

理者制度のもとで、その選定作業の結果、上富良野

振興公社がその役割を担っておりますが、料金の割

引などにつきましては、あくまでも指定管理者が十

勝岳温泉地区の同業者との関係などを十分に考慮さ

れて判断されることに期待いたしていると考えてお

ります。 

 また、現在の燃料高騰や、同地区の入込客数の推

移を考えたとき、営業的には非常に厳しい実態にあ

りますので、難しい課題でもあるのではないかと

思っており、御理解を賜りますようお願いしたいと

思います。 

 次に、３項目めのかみんの活用についての御質問

についてお答えさせていただきます。 

 保健福祉総合センターかみんは、保健福祉活動の

拠点の総合施設として位置づけているところです

が、その中で、多目的ホールは住民健診の場となる

ほか、講演会や文化団体の発表の場などや、また、

エアロビクス、軽体操など、多目的に利用されてお

りますが、使用に当たっては、規定によりあらかじ

め許可を受けていただき、また、飲食については、

通常は多目的ホール以外の部屋でとっていただいて

おります。また、出前講座の一環として、かみん多

目的ホールを利用して、グループで健康講座を開く

など、少人数の利用であっても、あらかじめ日程等

を調整し、使用することができるわけであります。

このほか、町民の皆さんが、教養、娯楽や交流活動

の場として自由に使える場としては、ふれあいホー

ルや十勝岳ラウンジなどがあり、飲食も可能であり

ます。 

 保健福祉総合センターとしての機能を維持してい

くために、各部屋の目的に沿った利用方法を継続す

ることが必要と考えておりますが、利用される方の

御意見を聞きながら、必要と思われる事項は改善策

を講じるなどして、町民に親しまれる保健福祉総合

センターとなるよう努めてまいりたいと思います。 

 次に、４項目めの介護保険制度についての御質問

にお答えさせていただきます。 

 平成１８年度の介護保険法の改正に伴い、制度全

般の見直しがなされ、現在、介護予防、自立支援を

強化する視点で制度運用が行われております。日常

生活で支援や介護が必要な人に対しましては、意欲

や能力を引き出す目標志向型のサービスを提供して

いくとともに、さまざまな支援を講じていくよう居

宅支援事業所のケアマネージャーが利用者個々の

ニーズに応じたケアプランを作成しているところで

あります。 

 利用者が支給限度基準額を超えて介護サービス等

を受けることが必要な場合には、特別給付として、

町条例に基づき、本町が独自に定めるサービス料を

上乗せした給付を行う制度がありますので、この利

用を含め、みずから選択した各種のサービスや制度

を利用しながら、住みなれた地域で安らかな生活を
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営むことができるよう、事業の充実に努めてまいり

ます。 

 次に、５項目めの環境対策についてであります

が、今日の環境問題は、今までのような公害、騒

音、ごみといった身近な問題から、酸性雨、地球温

暖化など、地球規模の大きな問題に発展しておりま

す。平成９年に温暖化防止京都会議において温室効

果ガス削減にかかわる議定書が採択されましたこと

から、地球温暖化対策の推進に関する法律が平成１

１年４月に施行され、国、地方公共団体、事業者、

国民が一体となって地球温暖化対策に取り組むこと

になったところであります。 

 上富良野町においては、地球温暖化対策地域推進

計画はまだ策定しておりませんが、できるだけ早く

策定に向けて努力をしてまいりたいと思います。日

常、住民に対する啓発としては、平成１９年度に策

定いたしましたごみ袋に温室効果ガスの削減取り組

み周知などの啓発広告を載せており、また、毎年実

施している小学生のクリーンセンター見学時にも、

地球温暖化対策についての啓発を図っておりますの

で、これらを継続してまいります。 

 なお、エコアクション２１は、中小企業向けのガ

イドラインとして認証登録制度として創設されたも

のであります。市町村の事業所としての取り組み

は、地球温暖化対策推進法において環境への負荷を

減らすための目標を設定して、計画的に取り組むた

めの市町村実行計画を策定することによって推進す

るよう規定されていることから、地域推進計画にあ

わせて地域実施計画を策定するよう努めてまいりま

すので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 次に、教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ５番米沢議員、６項目め

の特別支援児等の放課後対策についての御質問にお

答えをさせていただきます。 

 現在、特別支援学級に在籍している児童のうち、

数名の児童が放課後プラン事業に登録をしていただ

いております。今後におきましては、現在取り組ん

できている放課後プラン事業の中で、特別に支援を

要する子供たちの受け入れが可能であるのか、ま

た、新たな受け入れについての体制が必要であるの

か、実態把握を含めて、保護者の方々や学校、関係

機関との協議を進めてまいりたいと考えております

ので、御理解を賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 広域連合の均等割の問題に

ついてお伺いいたしますが、確かに、規則、条例等

においては、今後、見直しがされるという話であり

ますが、しかし、最初からわかっているものについ

ては、きっちりと最初から対応できるような手法を

やはりとるべきだと考えています。この点、やはり

待たずに手直しできるものは、時間がかかってもい

いから手直しをするということが私は大切だと思い

ますので、この点、どのように理解されているのか

お伺いしたいと思います。 

 経費の全体的な予算を見ましても、やはり占冠村

が富良野市の倍を払わなければならないという実態

がこの数字で明らかになっているのです。そういう

バランスを欠いた中での算定の基準がどうなのかな

という私は素朴な疑問がありますので、やはりそう

いうことを放置して、わかっているのに３年後にま

た見直すというのでは私は納得できませんので、こ

の点、もう一度答弁をお願いいたします。 

 次に、学校給食の問題でありますが、確かに町長

がおっしゃるように、これは住民の理解を得たのか

どうなのかという点で、まだまだ疑問な点がたくさ

んあります。保護者の理解という点では、学校給食

が広域になっても永遠に上富良野町で続くのだと

思っている方々がいるのです。多くですよ。そうい

うことが本当に理解につながっているのかどうなの

か。 

 それで、何年になるかわかりませんが、最終的に

統合されてくるという話でありますから、そういう

方向での理解が不十分な中での広域のあり方という

のは私は疑問に感じます。この点、どうなのかとい

う点です。 

 それと、もう１点、さらにお伺いしたいのは、学

校給食のこの取り組みというのは、本当に上富良野

町ならではの地元の食材を使った形で行っていま

す。富良野市で見ましたら、食材等、市場から直接

搬入されているそうであります。 

 そういった点で、顔の見える、やはり地元の食材

を使える点では、本当に上富良野町の給食センター

のあり方というのは、今の安心・安全の立場から

も、よりその効果というのが発揮されているという

ことです。 

 また、器に至っても、現在の富良野広域圏の給食

というのは、入れ物に給食だとか副食だとか主菜だ

とかがいろいろ入ってわたっていくそうですが、上

富良野町は陶磁器を使ったお皿だとかお茶碗を使っ

て、本当にそういった意味で生徒や児童のことを考

えた食材の提供、給食のあり方というのが一貫して

追求されてきているのです。これはお金に換算して

変えられないものと私は考えております。こういう

意味で、もう一度この点の見直しが必要だと思いま

すので、この点、町長はどのようにお考えなのか、

お伺いいたします。 

 次に、白銀荘の問題でありますが、確かに町長が
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おっしゃるように、指定管理者制度でそれを判断す

るのは、経営上のこともありますから、白銀荘の

側、いわゆる受託業者の側だということだと思いま

す。 

 しかし、この指定管理者制度の本位というのは、

そこに必ず行政の、やはり公共性をそこに効率性と

同時にあわせ持った運営を行うということで設定さ

れているわけですから、ここに町長の意見をきっち

り述べるということをしないで、ただ業者に委託し

たと、だからあの受託業者の判断だということには

ならない性質のものだということを町長はわかって

いるのですか。そこを押さえた中で言えば、やはり

割引制度を望んでいるということであれば、やっぱ

りそういう立場からきちっと助言する、改善を求め

るというのが本来のアウトソーシングの中身だとい

うことをよく頭に詰め込んで、やっぱりやってほし

いというのが、今、住民の望んでいることですか

ら、この点、町長、どのようにお考えなのか、お伺

いいたします。 

 次に、保健福祉センターかみんの問題でありま

す。 

 確かに、多目的に住民健診やいろいろなことに使

われますから、確かにそういう規制があるのだとい

うふうに、また条例にも書かれおりますし、特別の

ことがあった場合は町長の判断等に起因するところ

があるということも書かれております。 

 しかし、やはり苦情として多いのは、なかなか町

に言えないのだというのです、やっぱり。器が大き

くて、私のこのか細い声を町に言おうとしたら、

やっぱりみんなが見て、気が引けてなかなか言えな

いのだと。やっぱりそれは本心だと思うのです。

やっぱりこれだけの施設ですから、やっぱり空いて

いるときがあれば、あるいは飲食を多少伴う、大酒

を飲むだとかそんなことはありませんので、軽い弁

当だとか軽食だとか昼食だとか、そういった場合に

遭遇した場合、利用してもらうだとか、そこの場で

利用してもらってもいいのではないかという声がた

くさんあるのです。 

 子育ての部分においても、広いところで遊ばせた

いという声もありますので、やはりそういう声を生

で聞いて、きっちりと対処するということが今必要

になってきているのだと思います。そういった点で

は、社会教育の体育館、ああいう立場からの多くの

人に利用してもらうという、やっぱりそういうとこ

ろが今大事だと思いますので、この点、ラウンジが

あるからいいのではないかだとか、そういうことで

はなくて、改善の余地があるかどうなのかという

点、きっちり町長の見解として求めておきたいと思

います。 

 次に、介護保険制度の問題でありますが、この答

弁の中に、上乗せ制度があるのだからいいのだとい

うことを言っています。それを利用してください

と。 

 しかし、実態、そう多くはありませんけれども、

何人かの、介護認定を受けていて、生活状況を

ちょっと見ました。そうすると、自立支援や、ある

いは家事援助が必要なのだけれども、介護の認定

上、時間が３０分だと、あるいは１時間だと。そう

すると、やっぱりお掃除もしてほしいけれども、今

の制度では認められていないと。あるいは食事もつ

くってほしいけれども、時間がなくて、ヘルパーさ

んも走って、慌てて食事をつくるというような状況

に今なっています。そういう実態だということを１

８年度の決算でも言いました。余剰金も３,０００

万円出ているのだと。こういう余剰金を介護保険料

の引き下げや、こういうところにこそ、望む介護者

のところに予算を組んで、きっちりとフォローでき

るような支援体制をつくるべきではないかというこ

とを言いました。 

 それで、上乗せ制度がどう利用されてきたのかと

いうことで、ちょっと見てみたいと思います。平成

１４年度の介護の低所得者の利用が３１件ありまし

たが、１８年度については０件になりました。それ

で、１４年度の在宅サービスの利用促進補助は２１

９件ありましたが、現１８年度の決算で５１件にな

りました。 

 こういうところを見ただけでも、今の自立支援と

いう形、あるいは予防給付という形の中で、本来

やっぱり受けなければならないサービスが、所得制

限を実施してそこから閉め出すだとか、そういうよ

うな形もやってきたのです。そういう弊害が、利用

者のサービスの提供、あるいは、ケアマネジメント

のときに利用者にそういう制度があるということが

十分伝わっていないのかどうなのか。こういう実態

があるのだということを、担当者も含めて、町長も

現状把握もっとすべきだと思いますが、そして改善

すべきだと私は考えていますけれども、町長はどの

ようにお考えなのか、お伺いしておきたいと思いま

す。 

 次に、環境対策の問題でありますが、今後、町の

ほうでは、その実行計画等を持っていないというこ

とで、つくるという方向性を示しました。大変いい

と思います。国の示す地球温暖化の防止対策促進法

の８条には、２０条においても計画を策定するとい

うことが求められています。そして、３条には国の

責務、４条においては公共団体のそれを実行する上

での責務が条例で求められています。こういうこと

も含めて、いま一度、その推進計画をつくるのとあ
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わせて、また、いつごろを年度としてその計画をつ

くられようとしているのかお伺いしたいのと、もっ

と上富良野町のリサイクルだとかをしている、こう

いう問題について住民にわかりやすく、今以上にや

はり工夫すべき内容があるのだと思うのです。出前

講座でもいろいろありますけれども、やっぱりそう

いった職員の持っているいろいろな力を借りなが

ら、住民とともにリサイクルが年間何トンできてい

るのだと、そういう分別収集がどのように私たちの

生活に、環境を守っているのかという、そういうも

のも含めて、いま一度、分別や周知の方法について

も改善が必要だと思いますので、この点、あわせて

お伺いしておきたいと思います。 

 次に、特別支援についてお伺いいたしますが、こ

れはいろいろ、一緒にしたらいいのか別に区分けし

たらいいのかという点では、いろいろ問題もあると

思います。多くの子供さんのいる中で、こういう子

供たちも成長させたいという点から言えば、今の居

場所づくりの中でも十分対応できる部分があるのか

もしれません。ただ、やっぱり行動そのものがいろ

いろと不規則、変化する子供たちでありますから、

この点で、もしも同じ場所で対応するとすれば、指

導員をきっちり、極端な話でありますが、１対１で

つけるなど、相当の工夫が必要だと私は考えており

ます。こういうことも含めて、今後、十分現場の意

見や保護者の意見も踏まえながら検討していただけ

ればと思いますので、この点、もう一度教育長の見

解を求めます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ５番米沢議員の再質問にお

答えさせていただきます。 

 まず最初に、共通経費における広域の負担割合の

件でありますけれども、議員に御発言いただいてお

りますように、確かに人口割で対応すると大きな差

が出てまいります。 

 これは、基本的に今までの一部事務組合の負担状

況と広域連合にかかわる負担につきましては、それ

ぞれ精査して対応してきたということが基本であり

ます。そのことによりまして、共通経費、すなわち

議会費だとか、あるいは共通にかかわる経費は、こ

れは一自治体として均等に負担すべきであるという

ことが基本であります。 

 例えば、私どもの上川南部消防事務組合、上富良

野町に本部を置いて対応しておりますが、議会費

等々においては中富良野町と５０、５０の負担割合

で対応しております。そういう算出で対応してまい

りますと、どうしても小規模自治体の人口割の規模

が大きくなると。これは、ある面では共通経費の負

担を一自治体として負担していくということについ

ては非常に厳しいわけでありますが、正直申し上げ

まして、この数値になるには、まだまだいろいろな

過程がございました。 

 ただ、議員が御心配されておりますように、一挙

に小規模自治体の負担の割合が大きくなることは避

けたいということを前提とした中で、今回、５自治

体が先ほどお答えさせていただきましたように妥協

し合った負担割合がこの数値であると。今後におき

まして、３年後に見直しをということにしておりま

すので、その段階でまた見直しをするわけでありま

すが、当然にして一自治体として負担すべきものは

均等に負担していくという前提になろうかと思いま

すので、小規模自治体においてはその負担割合とい

うのは軽減といいますか、少なくなるということは

なかなか難しいのかなと。 

 広域連合の負担につきましては、議員も御承知の

とおり、均等割と応能割と応益割の三つの方法でそ

れぞれの自治体の負担割合を定めておりますので、

そういう対応の中で今回スタートさせていただいて

いるということで、御理解をいただきたいと思いま

す。 

 次に、学校給食の問題でありますが、このことは

さきにもお答えさせていただきましたように、ま

た、行政報告でも報告させていただき、町政執行方

針でも述べさせていただいておりますように、今

回、このような形の中で進めていくということであ

りますが、議員も御心配になっておりますいろいろ

な課題につきましては、町といたしましては、現在

の対応からサービスが低下する、いろいろな課題が

大きく対応しないように、特に努力をしていかなけ

ればならないし、また、現在しばらくは自賄い方式

で対応しますが、今後、広域連合の中で、この上富

良野の給食センターの対応している特色のあるいい

部分については、特に広域の中で採択を受けるよう

に今後大いにその対応を推進していきながら取り進

めてまいりたいと思っておりますので、ひとつ御理

解をいただきたいと思います。 

 それから、白銀荘の軽減対応についてであります

が、議員の御発言のとおり、この白銀荘は町民の保

養センターとして開設をいたしておるわけでありま

すが、この対応において、町民に対する保養セン

ターの利用促進も含めながら、還元すべきものは還

元していくというのが基本的な考え方でありまし

て、私も就任当初、その対応を図っていこうという

ことで進めたところでありますが、基本的にそのこ

とによって民間の施設に圧迫を加えるというような

状況が生ずることは避けなければならないと。 

 また、白銀荘の建設に当たって、十勝岳地区の温

泉施設との中でいろいろな協定をさせていただいた
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というか話し合いをさせていただいた中に、一つに

は、例えば給食、食事の提供は差し控えるというよ

うな部分だとか、いろいろなことがありまして、白

銀荘だけが対応するということは、他の３施設に対

する波及効果、影響がものすごく大きいというよう

なことから、今回の老人の対応につきましても、常

にこの制度については施設の皆さん方と協議をし

て、お互いに共同歩調で対応できる範囲の中で運営

をさせていただいているということであります。私

も議員の御発言にありますように、町民に対する還

元、これは白銀荘、町民保養センターとして対応す

べきであるという認識は持っておりますので、しか

しながら、さきに申し上げましたように、地域民間

の業者の方々との協議ということは大切であると

思っておりますので、今後もそういった中で推進を

させていただきたいと思いますので、御理解をいた

だきたいと思います。 

 次に、保健福祉センターかみんでありますけれど

も、かみんの利用につきましては、議員御質問にあ

りますように、多額の財政投資をした施設として、

多くの町民の皆さん方に利用していただくというこ

とが前提であります。町民が利用する中にあって不

便さがあるとするならば、見直しを図って利用の促

進を図っていくというのが当然にして、設置以来の

規制でそのままずっといくのだということではない

ということで御理解をいただきたいと。議員から御

発言のありました件につきましても、今後、十分内

部検討させていただきながら対処したいと思うわけ

でありますが、ただ、あの施設は無料ではないと、

施設は有料で対応しているということでありますの

で、自由に使うということと有料との、その対応を

どのようにするかということを十分見きわめていか

なければならないと。 

 しかし、多目的ホールにつきましても、空いてい

るときは自由に使ってもいいのでないのという考え

方というのは、これは当然にして理解ができるわけ

でありますが、そのためには、例えば、開放する期

日を設定して定めるとか、利用のないときに定める

とか、そういうようないろいろな手法を考えなが

ら、有料との関係をどのように対処していくかとい

うことを前提として考えていかなければならないと

いうふうに思っておりますし、また、多目的ホール

で食事等々をということでありますが、御案内のと

おり、あそこはじゅうたんを敷いてある床でありま

して、食事をこぼしたりいろいろなことがあります

と汚れてくるというようなこともございまして、現

在、自由に飲食をすることは禁じているのが現状で

あります。そういったことの対処等々も十分検討し

ながら、例えば、飲食を伴うときは何か敷くとか、

いろいろなそういうことも考えながら、そのことに

つきましても検討を加えていきたいと思っておりま

す。 

 ただ、要は、あの施設が町民の皆さん方に大いに

利用していただけると、そういう体制整備はしてい

かなければならないと思っておりますので、御理解

をいただきたいと思います。 

 次に、介護保険の問題でありますけれども、この

ことにつきましては、議員も御承知のとおり、今期

の１８年度から始まりました介護保険制度におきま

しては、その制度そのものがある面では介護予防を

重点とした中で、自立支援を重点として対応してい

くと。今までのような生活支援、あるいは買い物

等々の支援等々が本当にでき得ない人に対しては対

応していかなければならないけれども、ある程度、

体の動ける方々を、食事の買い物だとか生活支援だ

とかということで、余りにも過保護にするために、

逆に体の自由がきかなくなる、運動をしなくなると

いうようなことで、マイナス効果が出てくるという

ようなことを解消するために、今の第３期目の介護

保険制度におきましては、現在のような見直しがさ

れているということでありますが、御案内のとお

り、今年度は３期目の最終年度と。 

 国もこの制度をまた見直して、来年度からは新た

な４次の介護保険制度が立ち上がるわけでありまし

て、そういったことを見きわめながら議員のいろい

ろな課題につきましても、町として介護保険制度の

有効な対応を図っていくように努めてまいりたいと

思っておるわけでありまして、今期、２０年から改

正して対応していくということは今考えておりませ

ん。新たな介護保険制度がことし立案されるわけで

ありますが、それを見きわめた中で、我が町として

の介護保険制度のサービスの内容について十分検討

してまいりたいと思っております。 

 また、議員御質問にありました、町の条例で定め

た上乗せ制度につきましては、議員の御意見にあり

ましたように、１７年度におきましては利用があり

ましたけれども、１８年度、１９年度はゼロであ

る、利用がないと。このことについては、条例が

あって上乗せを対応をしていても利用者がないとい

うことは、何か欠陥があるのか、あるいは必要がな

いのか、そういった部分も十分見きわめながら、次

なる２１年からの第４次介護保険制度の中で十分対

応してまいりたいと思っておりますので、御理解を

いただきたいと思います。 

 それから、例えば、介護保険におきます介護特会

の余剰金だとか積立金、これは法律によって他に流

用できないと、保険料に反映させるということが前

提になっておりますので、この余剰金、基金等々に
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つきましては、第４次介護保険料の中に対応するよ

うにしなければならないという法律の定めに従って

まいりたいと思っております。 

 最後に環境対策でありますが、議員御発言のとお

り、今、上富良野町におきましては一歩おくれてい

るということは私自身も実感として認識をいたして

いるところでありまして、市町村の実行計画につき

ましても、２１年度をめどに早急に策定をしなが

ら、地域推進計画をつくって、実行計画をつくり上

げながら対応してまいりたいと思っているところで

あります。 

 議員から御発言がありましたように、我が町にお

きましては、クリーンセンターの建設に伴いまし

て、住民の皆さん方の一般廃棄物の処理に対する多

大な協力をいただいていると。このことが地球温暖

化、温室効果ガス削減にどれだけの効果があるのか

ということは、私も気になるところであります。 

 そういった部分を十分に検証しながら、これから

町におきましても、行政としてエコアクション２１

への対応も含めて考えてまいりたいと思っておりま

す。 

 もう少しいろいろな情報の中で、例えばアイドリ

ングストップを何分間したら何グラムの削減につな

がりますよというようなことをもう少し住民にＰＲ

する。例えば、１００ワットの電球を１時間消灯し

たら何グラムの削減になりますよといった、生活に

密着した細部にわたってそういった部分を十分広報

していけるようなことも含めながら、２１年度に向

けての計画策定の中で取り組んでいきたいと思って

おりますし、このことにつきましては、広域の中で

も、一町村が対応するのでなくて、議員の御質問に

ありましたように、この圏域は観光地として、ま

た、景観、自然を守る地域として観光に力を入れて

いるというようなことから、一自治体が対応するの

でなくて、広域の中で取り組んではどうかというよ

うな発言もありまして、そういったことを進めてい

こうというような話も出ておりますし、過日、鴨下

環境大臣においでいただいたときにも私どももお話

をさせていただきましたが、富良野圏域、富良野、

ここはもう観光としてすばらしいところだと。なら

ば、今、議員の御意見にありましたように、この温

室効果ガスの削減だとか、その対応についていち早

く手を挙げろやというような御指導もいただいてお

りますので、圏域としてもこの問題に対処していく

ように努めていきたいと思っておりますので、御理

解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ５番米沢議員の特別支援

の放課後対策についての再質問にお答えをさせてい

ただきたいと思います。 

 まず、特別支援を要する子供たちにつきまして

は、先ほど議員の御発言にもありましたように、障

害の程度だとか、また、不規則な行動をとるという

ことは、そういうことは当然だと思っております。 

 そして今、我々が放課後対策として放課後プラン

事業を行ってきておりますが、これは子供たちの安

全で安心な放課後の場所を確保するということが大

前提であります。そのときに、特別支援を要する子

供たちも本当に安全で安心にお預かりできる体制を

その放課後プラン事業でできるのかどうかというこ

とは、非常にいろいろと研究もしなければなりませ

んし、また、場所の問題だとか、いろいろなことを

検討していかなければならないと思います。 

 それから、議員から御指摘がありますように、指

導者、本当に重い子供たちを受け入れる場合につい

ては、１対１の受け入れも必要になってくることも

想定されますので、本当に教育委員会だけではなく

て、この放課後の特別支援を要する子供たちの受け

入れをどのような形で町全体で支えていったらいい

のか、また、教育委員会からの発信をした中で協議

を進めてまいりたいと考えているところでありま

す。 

○議長（西村昭教君） 再々質問ございますか。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 広域連合の点について、も

う一度お伺いいたします。 

 学校給食の点については、これは恐らく、どうし

ても集中されますから、やっぱり言葉では考慮した

という形になるのかもしれませんが、やはり各種の

いろいろな実態を聞きましたら、どうしてもすぐ身

近で利用できるもの、距離の問題がありますから、

１０何キロ、２０キロという形の中で、そういう問

題があります。すぐ利用できるものだとかというこ

との問題だとか、あらかじめ調達といっても、やは

り富良野市の場合は一定の業者が集中的に請け負っ

ているという形になっていますので、そこで食材を

購入するという形になりますと、当然、地方がはじ

かれてしまうと。そういう状況が多少なりとも見受

けられます。やはりそういう意味で、今、上富良野

町の行っているこういった食材の提供を、現況の中

で可能な限り続けていくということが今求められて

いるのだと思っています。 

 ただ、経済的な面で言えばどうなのかという点で

ありますが、しかし、それに至ってもいろいろな問

題点があるような気もしますので、私はやっぱり地

元の食材を使いながら、地元の人たちがかかわりの

中で、やっぱり目配りができるところでも食材の提

供をやると。将来的にいろいろな経費の問題もある
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のかもしれませんが、やっぱりそこを目安とした上

富良野のあり方というのをもう一度追求していくべ

きではないかと考えておりますので、この点、確認

しておきたいと思います。 

 次に、分担の問題では、それぞれ均衡がとれない

という問題があるということでありますが、やはり

余りにも負担が本当に重いのです、自治体にした

ら。やっぱりそういうことが決まっているのであれ

ば、わかっているのであれば、確かにここまで来る

までにはいろいろな課題もあったのでしょうと思い

ますが、やはりもう一度是正することが可能であれ

ばやっぱり是正するべきだと思いますので、この

点。 

 白銀荘の問題については、今後、十分協議される

ということで理解していいのか、全く協議しないと

いうことではなくて、周りの民間の運営されている

方とも協議して、一歩一歩そこに近づけていくとい

う形の理解を求めるという形での、そういう考えで

受けとめていいのか、確認しておきたいと思いま

す。 

 次に、介護保険の問題については、もう一度確認

いたしますが、実態調査も含めて、もう一度やって

いただきたい。これは行政だけの問題ではない、国

の問題もありますので、一概には単純にいかない部

分もあるのかもしれませんが、やはり介護認定を受

けられて、自立支援、あるいは、家事援助をある程

度自分でしなさいよという方がおられますが、見ま

したら、やっぱり家事援助はただ食事をつくるだけ

ではないのです。掃除をするのではない。そこで何

が変わってきているのかといったら、介護を受けて

いる方とのコミュニケーションが出てくるのです。

こういうものが、時間の短縮によって短縮されたり

だとか、そういう実態があるということなのです。

それを機械的に自立支援だということでそっちの方

向に踏み出そうとするものだから、そこが見えなく

なってしまうというのがやっぱり上富良野町にもあ

るのだということを確認の上、実態調査も含めて、

もう一度検討されるのかどうなのか、この点、確認

しておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ５番米沢議員の再々質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、広域で実施する学校給食の問題であります

が、先ほどお答えさせていただきましたように、我

が上富良野町の給食センターにおきましては、特色

ある対応をしているというのは議員の御意見のとお

りでありまして、そのことは私自身も認識をいたし

ているところであります。やはり大きくなれば、そ

れだけ末端まで目が届かなくなるという危険性が十

分にあるわけでありますが、町といたしましては、

このことによりまして現在のサービスが低下するよ

うな、また、安心・安全が低下するような、そうい

うことにならないように全力を尽くして対処してい

かなければならない。そしてまた、基本は、やはり

学校給食ということは、やはり食育の推進にもかか

わるわけでありますから、町が計画を立てた食育推

進計画も含めながら、圏域における食育の推進とい

うことも含めて、ひとつ対応していかなければなら

ないなと認識いたしております。 

 それとともに、食材については、何としても地場

の農畜産物の利用を促進するように、ある面では価

格はある程度高いとしても、安ければいいというの

でなくて、地場産の農畜産物を利用していくような

対応を、今、当分の間、我が町におきましては自賄

いで従前のとおりの対応をしていきますが、広域連

合の中には加入するわけでありますから、発言権も

生ずるわけでありますから、その中で十分に広域連

合の中で給食業務の改善、是正も図りながら対処し

ていくように努めていきたいと思っております。 

 また、広域の負担金につきましては、私自身も議

員が御懸念のように、やっぱり先ほど申し上げまし

た小規模自治体としての負担が非常に大きくなると

いうことは十分認識をいたしておりますが、その反

面、また一自治体としての責務がどうなるのかとい

うことを考えますと、今、小規模自治体の長の方は

頭を悩ませていると思うわけでありますが、負担が

大きくなるから云々というよりも、自治体としての

責務をどうするかということも含めながら苦慮して

いるのではないかなと思っております。 

 このことにつきましては、かといって広域として

そこに負担を強いていくという形になりますと、円

満な運営ということも難しくなるわけでありますか

ら、ここらあたりはどの程度がどうなのかというこ

とも含めて、現在の負担割合から２３年に見直すと

きに十分にそういった部分も検証しながら、また、

一自治体として負担と責任の対応についても十分認

識しながら配慮していかなければいけないなと認識

いたしておりますので、御理解を賜りたいと思いま

す。 

 また、白銀荘の問題につきましては、さきにお答

えさせていただきましたように、今後の運営の中で

十分、指定管理者が地域との協調を図りながらこれ

らの問題についても取り進めていくように、協議を

重ねていくように進めていきたいと思っているとこ

ろでありますが、御案内のとおり、今、この４施設

におきましては、非常に集客力が低下して、経営上

非常に厳しくなってきているというのが現状であり

ます。そういった中にありますけれども、そういっ
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た地域住民に、町民に対する門戸を開けることに

よって利用促進にもつながるということも一部期待

をしながら、これらにつきましては指定管理者のほ

うで地域との協議を重ねながら対処していくことを

期待してまいりたいと思っております。 

 最後に、介護保険制度の件でありますが、自立支

援という今回の第３期の介護制度の中で、いろいろ

な見直しがなされてきたと。その中にあって、議員

が御懸念もしているように、やはりコミュニケー

ションの不足、そういった部分が十分出てきている

というような部分を私自身も認識いたしておりま

す。確かに、ある反面、食事の対応だとか買い物だ

とか掃除だとかということを余り細かくサービスと

いいますか、提供することによって、本人の運動能

力が低下していくようなことにつながれば、これは

介護保険制度の持つ意味から反しますので、本人の

持つ運動能力をより一層引き出していくということ

が大切であります。それを低下させるような余りに

も過度なサービスの提供はいかがかなと思います

が、ただ、その人、その人に対する、やはり地域と

してのコミュニケーションの問題につきましては今

後の課題として、第４次の介護保険制度の制度その

ものを見きわめながら、この課題についても検討し

ていくことを前提として、今後の新たな介護制度に

向かっていきたいと思いますので、御理解をいただ

きたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、５番米

沢義英君の一般質問を終了いたします。 

 次に、８番岩崎治男君。 

○８番（岩崎治男君） 私は、さきに提出の２項目

について質問をいたします。 

 上富良野町立病院は、昭和３３年９月に上富良野

町立国民健康保険直営病院として、診療科目は内

科、外科、産婦人科の３科の病床数５４床で開設さ

れました。昭和５５年３月には、鉄筋コンクリート

造２階建ての一般病床８０床の現病院が完成したの

であります。昭和５５年４月には救急告示病院認定

を受け、地域病院としての機能を発揮しているので

あります。 

 平成１９年度の病院会計の収支は、有能な病院ス

タッフの経営改革推進により、最近にない良好な決

算見込みと聞いているところであります。 

 そこで、私は、町立病院の今後の経営将来像と、

高齢者や身障者にやさしい病院づくりについて質問

をいたしたいと思います。 

 まず１番目には、今後の経営の将来像として、診

療科目の開設について質問をいたします。 

 現在、常勤医師３名が診療している内科と外科

と、富良野協会病院との病病連携における医師派遣

事業において、平成１７年１０月からは泌尿器科、

平成２０年１月には循環器科の診療科目の開設な

ど、合わせて４科の診療科目で診察を行っておりま

す。特に、冬場において富良野協会病院へ通院する

ことが困難な患者さんには、身近な町立病院で受診

できることから、大変好評とお伺いしているところ

であります。今後も病病連携を強化し、患者の健康

維持と通院等の利便性を図るため、新しい診療科目

の開設についてのお考えをお伺いしたいと思いま

す。 

 ２番目に、高齢者や身障者にやさしい病院づくり

について質問いたします。 

 体が不自由な方や在宅介護者が町立病院に通院さ

れている患者さんにおいては、町立病院の玄関に配

置されている車いす等を利用される方が多くなって

おります。 

 また、体のマヒ等でつえをついての歩行を余儀な

くされている患者さんも多く通院をされております

が、町立病院には障害者や車いすの利用者、また

は、お子様のおむつがえベッド等が整備されている

多目的トイレの設置がなされておりません。最近で

は、御夫婦の老老介護における通院者の場合は、御

夫婦で男子トイレを利用することにより、他の男の

人が利用できない場合もあり、人間の尊厳と利用者

のプライバシーの確保のためにも、多目的トイレの

設置が必要であります。この件につきましても前向

きな答弁を期待いたします。 

 次に、パークゴルフ場について。 

 この件については、後ほど予算の件もありますの

で、町長の答弁もいただきたいかなと考えておりま

す。 

 最近、パークゴルフ場の普及は、健康増進及び体

力保持を兼ねたスポーツとして、全国的にプレーマ

ニアの人口は大きな位置を占めております。 

 上富良野町は、昭和６１年に教育委員会職員の手

づくりで、島津公園の一角に９ホールのパークゴル

フ場が造成されたのが始まりと聞いております。そ

の後、１８ホールに増設され、上富良野町のパーク

ゴルフの愛好者は年々増加してきたのであります。 

 また、東中会館前には２コース１８ホールの、町

民が気軽にプレーできるパークゴルフ場として、町

内者はもとより、町外者にも利用いただき、特に日

の出ゴルフ場のクローズ後におきましては、教育委

員会担当者の配慮もあり、初雪が降るまで大変にぎ

わいを見せているところでございます。現在のパー

クゴルフ場は、東に秀麗十勝岳連峰の見渡せる最高

の景勝地の日の出地区に、平成１５年４月、３コー

ス２７ホールの上富良野町パークゴルフ場として新

設オープンをいたしました。また、管理面におきま
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しても、最もすぐれたパークゴルフ場の一つとし

て、愛好者の好評をいただいているところでもござ

います。 

 この町民の期待を担い、開設された町営パークゴ

ルフ場も、公認パークゴルフ場としての４コース３

６ホールはクリアされていないのが実態でございま

す。大きな大会を誘致し、大勢の人が集い、利用い

ただくことが上富良野町パークゴルフ場の名声を高

め、新設した価値観が高まると思うところでありま

す。 

 私は、上富良野町第５次総合計画にパークゴルフ

場公認コース増設を組み入れ、完成させることが肝

要と考えます。ここまで施設の設備投資をしてき

た、他に負けない上富良野町パークゴルフ場を維持

するための将来像について、方向性をどのように考

えていくのか、お伺いをいたします。 

 以上、質問といたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ８番岩崎議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、１点目の町立病院の今後の経営の将来像に

ついてということでありますが、診療科目の開設に

つきましては御承知のとおり、診療科の開設は地域

センター病院である富良野協会病院との病病連携に

よりまして、専門医師の派遣を受けて開設いたして

いるところでありまして、今後におきましても、現

在、眼科の開設に向けて協議を重ねているところで

あります。体制が整い次第、開設に向かった手続を

進め、町民の利便性の向上に努めてまいりたいと考

えておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

 次に、２点目の高齢者や身障者にやさしい病院づ

くりについてでありますが、議員の御指摘のとお

り、車いす利用者の患者が非常に多くなってきてい

るということは私自身も認識いたしているところで

ありまして、場所的な問題もいろいろありますし費

用的な課題もあるわけでありますが、多目的トイレ

の設置に向けては、既存の検査用トイレの改修等々

行いながら、前向きに取り組んでまいりたいと考え

ておりますので、御理解を賜りたいと思います。 

 次に、パークゴルフ場の関係につきましては、教

育長のほうからお答えさせますので、御理解をいた

だきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ８番岩崎議員、２項目め

のパークゴルフ場の運営についての御質問にお答え

いたします。 

 パークゴルフ場は、平成１５年４月に３コース２

７ホールでオープンし現在に至っておりますが、建

設の際における設置するホール数については、当時

の町議会からもさまざまな御意見を賜り、最終的に

２７ホールに決定した経緯があったことは議員も御

承知のとおりであります。 

 今後のパークゴルフ場の運営については、教育委

員会といたしましても、町民の健康づくり、ふれあ

いの場として、初心者を含めたパークゴルフ愛好者

の拡大を図り、さらにパークゴルフの普及促進を図

る上からも、９ホールを増設して３６ホールとする

ことは大変望ましいことだと考えているところであ

ります。厳しい財政状況の中ではありますが、現行

の事務事業評価基準に照らし、必要性や緊急度など

を十分に把握した上で、政策調整会議等での審議を

経て、第５次総合計画に位置づけされるよう努めて

まいりたいと考えておりますので、御理解を賜りま

すようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） 再質問につきましては、昼

食休憩終了後にしたいと思いますので、昼食休憩と

いたします。 

────────────────── 

午前１１時５４分 休憩 

午後 １時００分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 午前中の岩崎治男君の質問並びに答弁に対しまし

て、再質問を許可いたします。 

 ８番岩崎治男君。 

○８番（岩崎治男君） 午前中に引き続きまして、

再質問をさせていただきたいと存じます。 

 まず、町立病院の再質問ですけれども、町長は答

弁の中で、眼科の開設に向けた協議を行っていると

いうことでございます。 

 眼科の開設というのは、町民にとりまして大変喜

ばしいことであります。これらの詳しい内容の説明

と、それから開設予定時期等も示していただきたい

なと思います。 

 さらに、町立病院についてでございますけれど

も、現在、町立病院には、富良野協会病院との病病

連携による泌尿器科、それから循環器科が開設され

ているというようなことで、専門の先生が診療に町

立病院を訪れており、また、旭川医大からほぼ毎

日、専門の異なった若手や中核の先生、また、教授

までも、町民の疾病予防と健康維持のため、診療に

当たられておると伺っております。町立病院も町の

広報等を通じ、診療体制等の周知をされております

が、町立病院の常勤先生はもとより、ふだん接する

ことができないこれだけの専門的な先生が来院して

いるということでございますので、これらの先生方

に健康講演会だとか、また医療講演会等、こういっ
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たことを開催していただいて、町民の健康維持の周

知活動を実施する考えはないかを伺いたいなと思い

ます。 

 また、現在のように町立病院の医師が確保できて

いる現状においては、患者の増による診療報酬の増

収を図ることが必要であると思われ、特に最近、多

様な広報活動が展開しておりますホームページを活

用した病院の診療担当医師の周知や健康だより等の

発信により、患者の増による経営の安定を図る考え

はあるのかということで、お伺いをしたいと思いま

す。 

 また、上富良野町立病院は、ふだんより経営努力

により、入り口正面玄関の外靴とスリッパの履きか

えをなくしたことは、お年寄りはもとより、体の不

自由な方たちにも好評をいただいているところであ

ります。このように患者サービスの行き届いている

中で、車いすで診察に行き、身障者の多目的トイレ

がないことは皆さん御承知のとおりであります。こ

ういった普通トイレで用を足すのが困難な患者や病

院利用者のために、スムーズに用の足せる設備がぜ

ひ必要と考えます。私は、多目的トイレの早急な設

置を重ねて要望します。設置には予算の関係があり

ますので、町長のお答えをいただきたいなと思いま

す。 

 次に、再質問の二つ目、上富良野町パークゴルフ

場の質問でございます。 

 当施設を利用される方の最も要望の多い４コース

の増設問題については、中澤教育長より答弁をいた

だきました。教育長は、政策調整会議等で審議を

し、第５次総合計画に位置づけされるように努めて

まいりたいという考えのことでございます。私は、

パークゴルフ場の利用者のニーズを考え、さらなる

普及促進を図る上からも、もっと身近で建設的なお

答えをいただきたいと思います。この４コースの９

ホール増設の事案は、町の予算が伴いますので、町

長の考えもお聞かせ賜りたいと存じます。 

 当パークゴルフ場は、教育委員会及び指定管理者

シー・エス・ティの努力により、コースの芝の管

理、全体の管理も良好に運営されていると伺ってお

ります。しかし、ロングコースの東側には公設のト

イレがございません。ぜひトイレの設置をしてほし

いとの要望があります。この必要不可欠なトイレの

設置を望むものであります。 

 それから、シーズンの最終期、クローズは季節限

定ではなく、初雪の降る直前まで使用できるような

条例の改正を行い、町パークゴルフ場の有効利用を

してもらえる措置をしてはどうかと考えます。町長

の考えに期待をしながら、答弁をいただきたいと存

じます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ８番岩崎議員の再質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、町立病院の診療科目等々の問題であります

が、さきにお答えさせていただきましたように、セ

ンター病院である富良野協会病院との病病連携の中

で、センター病院の医師の対応等々を見きわめなが

ら、病病連携の充実、強化を図っていきたいと思っ

ているところでありまして、さきにも眼科の診療科

目の増設についてお話を申し上げました。所管委員

会のほうには一時期説明をさせていただいて、ス

タートを４月１日にできればということで、条例の

一部を改正する条例の改正等々の説明をさせていた

だきましたが、残念ながら、協会病院の眼科の医師

がちょっと都合が悪くなったということと、我が町

の看護師体制がとれなかったと。眼科を対応するた

めには、我が町の看護師を富良野の協会病院の眼科

に派遣して、眼科治療の看護師としての作業の研修

をさせなければならないと。ところが、我が町とし

ては看護師が目いっぱいであって、派遣でき得ない

状況であったというようなことから、いろいろなこ

とでおくれまして、条例の改正につきましてはとり

やめさせていただいて、富良野協会病院の医師の体

制が整備され、また、町の看護師の体制が整備され

た段階で、早急に実施をしていきたいと思っている

ところであります。 

 また、それらも含めながら、議員の御発言にあり

ましたように、町といたしましては、そういった科

目の増設をしたからといって、正直申し上げて、病

院経営の増収につながるということは、余り大きな

増収は期待をいたしてはおりません。多額な財政を

投資をしないで診療科目の設定をすることによっ

て、町民がわざわざ富良野まで常に通うということ

を避けて、地元の病院で同じ先生に診てもらうとい

うことが、薬の発行だとかそういったことについて

は、町民が富良野まで薬をもらいに行かなくても、

上富良野町立病院に富良野の診療科目の先生が来て

いただいて診療していただけると、そういうような

町民の利便性を重視しながら、その対応を進めさせ

ていただきたいなというふうに考えております。 

 眼科につきましても、２週に１回というような従

前の泌尿器科、あるいは、循環器科と同じような隔

週対応でお願いをしたいということで、今、いろい

ろな面で協議を重ねておりますので、また協議が整

い次第、所管委員会のほうにも御説明申し上げなが

ら、条例の改正等々も御提案させていただきたいな

と思っておりますので、御理解をいただきたいと思

います。 

 また、多目的トイレについては、再質問でいろい
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ろ御意見を伺いましたが、最初の質問の中で、設置

に向かって対応していきますよということでお答え

させていただきましたので、それ以上のお答えはも

うありませんので、ひとつ御理解をいただきたいと

思います。 

 次に、パークゴルフのことについても、町長から

の考えも聞かせてほしいということでありますが、

このことにつきましては、ひとつパークゴルフの設

置、造成における状況というものを十分御理解いた

だきたいなと。あのとき、私どもは３６ホールの設

置で御提案させていただきました。残念ながら、今

は亡くなった高橋教育長、涙をのんであきらめて１

８ホールということでありましたが、何とか議会の

理解をいただきながら９ホール増設していただい

て、２７ホールで設置させていただいたというよう

なことで、当時の状況をひとつ御理解いただければ

と。今の施設に、あそこに３６ホールが設置できる

図面を対応して御説明を申し上げていた時代もあり

ましたので、今、９ホールを設置するということに

なりますと、当初と違った用地の問題、あの用地で

やるとすれば、今の２７ホールの組みかえをしなけ

ればならないという問題、あるいは、９ホールふや

すためには、あのままで使うとすると、用地の買収

の問題、造成の問題。本来であれば、あそこに３６

ホールが設置できたという、その状況等々も御理解

をいただきながら、教育長の言っている次期総計の

中でまたいろいろと時代の流れというものを見きわ

めながら、財政状況を見きわめながら対処していく

べき課題であるなと思っております。 

○議長（西村昭教君） 答弁はありますか、教育

長。 

 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ８番岩崎議員の再質問に

お答えをさせていただきたいと思いますが、今、町

長のほうからも、９ホールの増設の考え方について

はいろいろと述べられたとおりであります。我々教

育委員会といたしましては、やはり９ホールがあっ

て３６ホールになるということは非常に理想的であ

るということは当初から考えているところでありま

す。そんな中で、今、第５次総合計画に向かって、

教育委員会の考え方については申し上げていきます

し、また、愛好している方々の御意見とか、そうい

うことを聞きながら、第５次総合計画に位置づける

ことに努めていきたいと考えているところでありま

す。 

 また、トイレの設置、それからクローズの期間の

問題等いろいろ御意見を賜りましたが、トイレの設

置については、今のところ２７ホールの中では、必

要性は感じつつも、そんなに緊急の課題なのかなと

いうことで我々としては押さえているところであり

ます。 

 また、クローズの問題でありますが、４月の２９

日から１１月の３日で、またこの後で質問を受けて

いるところでもありますが、やはり適切な管理をど

こまでしていくかということが我々に課せられた課

題だと考えています。 

 と申しますのは、当然、雪が降る前の冬枯れの、

冬を迎えるための作業というのは結構いろいろなこ

とをしなければなりません。当然、冬枯れ防止剤を

まいたり、また、スタート台を覆ったり、木を保護

するとか、そういうような作業が結構あります。そ

んな中で、本当に秋や何かが、雪が降った、さあや

めたということで、適切な管理をしていけるかとい

うと、そうではありません。その中で、どこまで譲

り合って開設期間を延長していくことができるの

か、また我々としてもいろいろ考えてまいりたいと

考えているところであります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 再々質問ございますか。 

 ８番岩崎治男君。 

○８番（岩崎治男君） 再々質問させていただきま

す。 

 町立病院ですけれども、私たちの健康と生命を

守っていただく町立病院、また救急病院としての存

続と、この存在は大変意義のあるもので、今後も運

営し続けていただくということで確信をいたしてい

るところであります。今後とも病病連携による診察

体制を継続されまして、より町民が安心して暮らせ

るような町立病院の運営を期待いたしております。

そういう面で、今御提案申し上げました多目的トイ

レの件は、早期実現が可能のようでございます。よ

ろしく設置させれることを期待いたしております。 

 先ほどの答弁の中で、検査用トイレという部分が

あったのです。これはちょっと新しい部分のトイレ

の用語でございまして、検査用トイレの改修という

部分については、もう少し詳しく説明を願いたいな

と思います。 

 それから、さきに述べました広報活動を通じた病

院運営についてですけれども、ホームページとかを

使ってという提案をしましたけれども、これらにつ

いてももう少し詳しい答弁を願いたいと思います。 

 次に、再々質問、パークゴルフ場でございますけ

れども、私は、当パークゴルフ場は管理面の行き届

いた良好なコースであると先ほど申し上げました。

しかし、管理が良好なだけ、利用者には満足のいか

ない場面も見受けられるわけでございます。地球温

暖化の影響もありまして、真夏は高温になるため

に、コースの芝が枯れる状況が出てまいるというこ
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とで、水の散布などを行うために、１コースの利用

を中止して、そういう水まきとかを行うことが昨年

もあったということを聞いております。そのため

に、３コースあるコースのうちの２コースしかパー

クゴルフのために使用できないことになり、特に町

外者の方より、料金を払ってパークゴルフ場を利用

しているのに、なぜ２コースしかプレーができない

のだといったような不満を訴えるパークゴルフマニ

アも多数いるということであります。そのために

も、教育委員会の良識ある考え、先ほど来、予算の

面とかいろいろ説明をいただきましたけれども、町

外者にも満足いただける４コース３６ホールの協会

公認コースの設置をもう一度重ねてお願いいたしま

す。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ８番岩崎議員の再々質問に

にお答えさせていただきます。 

 まず、病院運営につきましては、いろいろと議員

から御意見を承りましたが、基本的には、町立病院

を利用していただくことがふえることを期待いたし

ているわけでありまして、いつも申し上げておりま

すように、国保、老人、退職者、この町の３保険か

ら町立病院に支払う額は十四、五％と。もう少し率

が上がるならばいいなと期待しておりますが、そう

いう関連がありましても、やはり町民の第１次医療

圏としての医療体制につきましては十分な配慮をし

ていかなければならないと。 

 病院経営につきましては、今、医師の確保、看護

師の確保、これが最も重要でありますが、おかげさ

まで他の病院と違って我が町の町立病院は、医師の

確保につきましては今現在９０％台の充足率という

ことで、６０％であればいいという以上の充足率で

対応させていただいていると。また、看護師につき

ましても、何とか定数を確保しながら運営をしてお

りますが、今後の病院運営の中で最も重要なのは、

医師の確保と看護師の確保と、そして財政的な部分

ということを見きわめながら、今後の病院経営を進

めていきたいと思っておりますし、議員から御質問

のありました診療科目の変更等に伴う住民へのＰ

Ｒ、あるいは、それぞれの医師に対する対応等々に

つきましては、広報でも報告をさせていただいてお

りますが、従前よりも医療制度の法律的な部分が緩

やかになってきている。昔は広報できなかった、病

院のＰＲができなかった部分が、だんだんだんだん

緩やかになってきた部分がありますので、そういっ

た医療制度の中で対応でき得る範囲内の中で、町立

病院の広報活動も展開していきたいと思っておりま

すし、また、先生方に健康に対する講演会だとかそ

ういったことの実施ということでありますが、常勤

の先生方に対しては何とか時間をつくっていただく

ことができ得るのかなというような気もしますが、

何せ医師は今、労働時間がハードな状態でありま

す。そして、派遣医師の場合は特に限られた時間の

中で派遣されてきているというようなことから、診

療をストップして講演会というのならできますけれ

ども、診療をして講演会ということはなかなか難し

い課題かなと思っておりますが、今、常勤医の中

で、その対応については現在もやっておりますの

で、そういったことの推進を図って、継続してやっ

ていきたいと思っております。 

 それから、多目的トイレをどこへつくるのだとい

うことでありますが、検査用トイレということで、

検査室の隣にトイレがあります。そのトイレを改修

していきたいなと思っているところでありますが、

これから設計等々も図りながら、予算の対応も含め

て対処していきたいと。新事業年度の中で対応して

いきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） それでは、私のほうから

再々質問にお答えをさせていただきたいと思いま

す。 

 パークゴルフ場の管理運営につきましては、やは

り本当に当該年度だけではなくて、長い期間、長い

年月をどう適切に管理していくかということが我々

に課せられた課題だと認識をしております。そのよ

うな意味からも、少しでも長く適切に管理運営がで

きるように、これからも努めてまいりたいと考えて

おりますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、８番岩

崎治男君の一般質問を終了いたします。 

 次に、９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 私は、さきに一般質問とし

て通告をいたしました４項目８点について、町長並

びに教育長の答弁を求めます。 

 まず１項目め、指定管理者による施設運営管理の

評価についてお尋ねを申し上げたいと思います。 

 町の公共施設が指定管理者制度の条例化によっ

て、平成１８年度より、パークゴルフ場、日の出公

園施設、吹上温泉保養センターが、平成１９年度か

ら見晴台公園等が指定管理者により施設運営管理が

行われ、行財政効果があると承知をしております。

それぞれの施設の契約期間があるが、契約期間中の

単年ごとの評価及び町民または利用者の声を反映さ

せる方法がどのようになされているのか。また、契

約期間全般の評価方法についてお伺いをいたしたい

と思います。 
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 次に、第２点、持ち家者職員の住居手当について

お尋ねを申し上げます。 

 持ち家者職員の住居手当は１カ月７,０００円が

取得時から退職時まで支給されているが、国家公務

員は取得時から５年間のみ、１カ月２,５００円

で、６年目以降は住居手当は支給されておりませ

ん。私は、平成１２年３月定例会で一般質問を行

い、国家公務員との比較データを出してただすとと

もに、予算特別委員会、決算特別委員会等で質疑を

通じて、町財政が苦しい中での削減について強く求

めてきました。平成１６年度上富良野町各会計決算

特別委員会審査意見、平成１７年１０月７日では、

その審査項目の意見書の１２番目に職員手当につい

てということで、持ち家手当と通勤手当については

見直しを図られたいと、その是正、削減を求め、通

勤手当は見直しされたが、持ち家者の住居手当はい

まだ見直しがされておりません。 

 中富良野町は平成２０年４月１日から、国家公務

員に準じ、持ち家者になっている５年間を１カ月

２,５００円に条例改正し、財政効果は年間４８０

万円と道新に報道されております。当町も行財政改

革を進める中、職員の持ち家者住居手当を国に準じ

た条例改正することについての町長の決断を強く求

めます。上富良野町が実施すれば、年約５６９万円

の財政効果がある。なお、国家公務員と町職員が仮

に３５歳で持ち家者になり、６０歳定年として試算

した場合、大きく１９５万円の差があるということ

でございます。 

 続きまして、３番目、上富良野町パークゴルフ場

の開設期間についてお尋ねをいたします。 

 上富良野町パークゴルフ場の設置及び管理に関す

る条例第８条によって、開設期間が４月２９日から

１１月３日と定められているが、そのことが民間の

指定管理者としての営業努力の阻害要素にもなって

おります。３年間の契約期間が切れる平成２１年３

月末前に、民間活力が発揮される考えで条例改正へ

の考え方についてお伺いをいたしたいと思います。 

 次に、４点目、上富良野町図書館の運営について

お尋ねをいたします。 

 平成１７年度に公民館改修により図書室から図書

館となり、広くゆとりのある図書架と閲覧室によ

り、利用者増とあわせて図書館に関する諸行事が開

催され、関係職員の努力は大きいものがあると見て

おります。図書館の運営について、下記の各項につ

いてお伺いをいたします。 

 (1)収蔵庫があり、貴重な図書が収蔵されている

が、収蔵図書のリスト一覧を公開し、閲覧に供する

考えはあるか。 

 (2)廃棄図書の処分基準と処分決定権はどこか。 

 (3)図書・資料の寄贈の取扱方法はどのようにさ

れているか。 

 (4)廃棄決定図書の処分方法及び書籍本体の処理

の方法についてお伺いをいたします。 

 以上、４項目８点について、町長、教育長の見解

をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ９番中村議員の４項目の御

質問のうち、まず２項目について、私からお答えさ

せていただきたいと思います。 

 １項目めの指定管理者に関する御質問についてで

ありますが、各施設の指定管理に当たっては、管理

運営方法を規定する契約書から、基本事項のみを定

めて指定管理者の自由裁量度を高める協定書の締結

へと変更しており、利用者の立場からは、サービス

内容の改善を実感していただいているものと考えて

いるところであります。 

 現行４施設においては、指定管理者の側からの

サービス向上を目指す提案や、利用者の改善要望に

対しては、町としても協定の範囲内で柔軟に対応し

ておりますが、町の条例等に規定する事項について

は即断の措置は困難であることから、手続を経た上

で制度改正をしてまいりたいと考えております。 

 毎年度、四半期ごとの業務報告書の提出をいただ

き、その業務状況を掌握するのみの制度として運用

しておりまして、指定管理期間の３年間の中で管理

経営を行うという指定申請時の当初計画を尊重する

趣旨から、現在のところ単年度ごとの評価は行って

おりません。 

 次期の指定管理期間は平成２１年４月及び平成２

２年４月からの３年間となっておりますので、各施

設の現行の３年間について、選定時の評価基準に基

づき評価を行い、課題や改善点を次期募集の業務仕

様書に反映する予定となっておりますので、御理解

を賜りますようお願いいたしたいと思います。 

 次に、２項目めの持ち家者職員の住宅手当につい

ての御質問にお答えさせていただきますが、まず改

めて国と地方の違いを申し上げておきますが、国家

公務員につきましては、職員を全国に広域異動させ

ることから、国家公務員宿舎を整備して職員住宅の

確保をしております。このことから、国において

は、職員がみずから住宅を取得すると広域異動に支

障を生ずることなどから、国家公務員宿舎への入居

を基本とした借家に対する住居手当として、持ち家

者の手当の廃止を検討しているようであります。 

 一方、町村職員でありますが、地方公務員につき

ましては、勤務地が行政区域に限定され、その地域

で多くが生涯にわたり定住し続ける実態にありま

す。したがって、借家入居から持ち家を促進させる
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ことで住居手当の縮減につなげるなどの意味合いも

ありまして、多くの町村では、国と比較すると高額

な持ち家手当額の水準となっているのが実態であり

ますので、単に何の考慮もなく国にあわせることに

ためらいを持っておるところであります。そのよう

な中で、東京都や横浜市においては、借家、持ち家

を問わず、一律支給の例もありますので、それらの

考え方も参考に、制度的に矛盾のないよう見直すこ

とも今後の検討課題の一つと思っておりますことを

御理解賜りたいと存じます。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） 中村議員３項目めのパー

クゴルフ場の開設期間についての御質問にお答えい

たします。 

 現在、パークゴルフ場につきましては、平成１８

年度から平成２０年度までの３年間、指定管理者に

運営管理をゆだねておりますが、議員御指摘のとお

り、上富良野町パークゴルフ場の設置及び管理に関

す条例により、開設期間等について規定がなされて

いることから、それぞれの年の気象条件等にあった

弾力的な開設期間が設定できないなど、民間活力を

発揮できないことにつきましては認識をしていると

ころであります。 

 したがいまして、平成２０年度は契約の最終年度

となることから、平成２１年度からの指定管理者の

再募集を行う予定でありますが、開設期間の取り扱

いも含めて、民間活力が発揮できるような条例改正

を行ってまいりたいと考えておりますので、御理解

を賜りますようお願い申し上げます。 

 次に、４項目め、図書館運営についての４点の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず１点目ですが、現在、閉架書庫に収蔵してい

る図書のリストは作成しておりませんが、早々にリ

ストを一覧表にまとめ、図書室内に備えつけ、来館

者の要望にこたえるよう努めてまいります。 

 ２点目の廃棄処分についてでありますが、一般の

書籍については、傷みや損傷の激しいものを廃棄処

分しておりますが、貴重な図書や既に廃本となった

図書等については閉架書庫に収蔵することとしてお

ります。処分基準については、今後明確な基準を作

成するよう取り進めてまいります。 

 また、書籍の処分については、図書館長の決裁を

受けた上で処分することとなっております。 

 ３点目の寄贈本の取り扱いについてですが、個人

情報保護の観点にも十分配慮し、これからも寄贈者

名、書籍名等をデータ登録するとともに、その書籍

には寄贈者や寄贈団体がわかるように表示し、一般

の閲覧に供してまいります。 

 最後の４点目の、廃棄が決定された図書の処分に

ついてですが、廃棄の処分が決定となった書籍、ま

た、２年を経過した雑誌等については、図書館まつ

りなどの際に希望する町民の皆さんに配布し、残っ

た書籍、雑誌については古紙リサイクルに排出して

いるところであります。廃棄する書籍には、抹消の

消印を押すとともに、バーコード部分にはマジック

インキにより抹消処理を行い、廃棄処分をしている

ところであります。 

○議長（西村昭教君） 再質問はございますか。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） まず、第１項目の指定管理

者の施設運営管理の評価の関係です。 

 町長は平成２０年度の町政執行方針で、指定管理

者制度等を含めた民間活力の導入や、自家用車の公

用利用制度などの行財政改革の効率化とあわせて、

事務事業の事後、事前評価については、選択と集中

を基本とし、各事業の見直しを図り、真に必要な事

務事業に行政資源を集中していく仕組みとして制度

化に努めていくという方針を述べられました。 

 それで、私は、ここで単年度と年度全部、それか

ら３年間の全部という、三つの仕分け方での事業評

価が僕は必要でないかという気がするのです。 

 したがって、上富良野町の公の施設に係る指定管

理者の指定手続条例の第１２条では、事業報告書の

提出ということで、事業報告書は毎年度終了後３０

日以内にとなっていますね。それで、私は富良野の

金満地区で大北土建が指定業務に関する協定書の中

で、第５条に月間業務報告調査指示、その第５条

は、乙は指定手続条例第１０条に基づき、利用期間

中は毎月１０日までに前月の業務報告書を甲に、と

いうことは、甲が富良野市で、乙は大北土建で、提

出しなければならないと。 

 もう一つは、業務報告の次に、第６条に事業報告

というのがありまして、乙は指定手続条例第９条に

基づき、毎年終了後６０日以内に事業報告書及び収

支決算を甲に提出しなければならないと、こういう

ことになっています。 

 したがって、昨年の予算の関係で、上富良野町の

パークゴルフ場の実績はどうなのだろうということ

になると、利用人員、それから収入等もまだ提出さ

れていないからわからないという答弁でしたね。 

 しかし、私は、業者から逐次聞いておりましたか

ら、ですから、そういうような次の年度の事業計画

に入る段階でまだ年度の、パークゴルフ場は１１月

でもうクローズしているわけですから、ですから、

そのぐらいのことをしないとだめなのに、全然、３

年間でということで、毎年度、報告は終わってから

というから、３月に閉めて３０日以内と。 

 そうすると、的確なその月々の状況の把握とか何
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とかもできないだろうし、それから逆に、報告の中

には、いろいろな業者からのクレームだとか、そう

いうものも即やらなければならないと。それから、

まだ若干、教育委員会と協議をして進めるだとか、

いろいろな内容のものがあるように、私はここ２年

間見て感じました。 

 ですから、そういうことが、恐らく極端に言えば

夏の終わる時間帯を、教育委員会に無断で時間を３

０分、１時間縮めてやっていたのですよ。これはど

こでやったのかと、それで泡食って教育委員会に

言ったら、全然連絡は受けていないと。それですぐ

その設定を取り消したケースもあります。 

 ですから、私は、やはり今後、事業評価をする、

それから的確な判断、評価をしていくということに

なると、まず第１点は、毎月の報告を次の、富良野

市なら１０日までということになっていますけれど

も、そういうこともやらなければならないのではな

いのかということで、この条例はこれから改正をす

るということでございますけれども、そういうこと

も含めて一つは考えていただきたいということ。 

 それから、もう１点は、シー・エス・ティと吹上

温泉保養センター白銀荘の関係で、それぞれ指定管

理者がどういうような、いうならば、役場に提出し

た自主事業等を含めて実施をしているかということ

で一応検証してみました。そうすると、シー・エ

ス・ティがあれしたパークゴルフの自主事業の計画

書、同好会、愛好会（仮称）の設立ということで、

１８年、１９年、２０年と、３年間やるということ

になっていますが、これは一切されていません。 

 それから、もう一つ、自社コンペの開催というこ

とで、年２回、５月と１１月にやるということで、

これも１８年から３年間出されております。しか

し、これは年１回、いうなれば１８年１回、１９年

１回しかやっていない。それから、もう一つは、各

種売店のテナント募集及び販売ということで、お土

産品の販売ということになっていますけれども、こ

れも２年間何もされていません。ただ、スポーツ用

品の販売、それから軽食等の関係については実施を

されております。 

 ですから、私は、月々の報告を受けながら、１年

の評価をきちきちとしていって、それを今度は教育

委員会が指示をするというような形がなければ、町

民のために、それから利用者へのサービスというこ

とになると、非常にお粗末な状況なので、そういう

報告、評価をやはりやるシステムを、極端に言え

ば、もうそのこと自体はなくても、協定書の中でま

た協議をするということがあるのであれば、その報

告程度は受けられるのでないかという気がするので

すけれども、その点、お尋ねします。 

 それから、指定管理者の白銀荘の関係です。 

 すばらしいです。サマーフェスティバルをやりま

す、春はまだまだ湯喜祭りだとか、水中ウォーキン

グ、フラワー講習会。 

 特にサマーフェスティバル、平成１８年は１０周

年記念事業ということで、１,８５０人参加をされ

ています。それから、１９年度も１,０９０人とい

うことで、私も行ってまいりましたけれども、非常

に盛大に、多くの町民、それから町外からもおいで

になって、本当に和気あいあいで、あるときは、ふ

ろに入ったり、あるときは、いろいろなものを購入

して飲んだりという、すばらしい成果を上げており

ます。そのことによって、やっぱり白銀荘の利用価

値、また来てみようかというような相乗効果も私は

出ていると判断しております。 

 ですから、したがって、私は、こういうような自

主事業をやりますよと、ある面で自主事業をやるこ

とも指定管理者の選考基準の点数の中に含まれてき

ているのです。確かに、１７年度の結果の点数を見

ると、そんなに大きくはない。一番大きいのは１,

３５０万円という３年間の負担と、それでないもの

ということでなっております。ですから、私は、そ

ういう点で、指定管理者に対する評価のあり方を、

とりあえず条例が改正されないけれども、一つの方

針として、やはり指定管理者に指示をする、もしく

は、やっていただくという方法をぜひやっていただ

きたいと思いますので、その点、明らかにしていた

だきたいと思います。 

 それから、次に、持ち家者職員の住居手当でござ

います。 

 町長、いろいろ言っております。私は、それを若

干整理をする意味で、私が平成１２年３月の定例町

議会に一般質問した町長の答弁の関係をちょっと明

らかにします。まず町長は、７,０００円になった

改正の理由ということで述べております。これは、

町長は、本町における持ち家手当の現状の支給は、

持ち家の促進を図ることと、他の自治体との均衡を

図るため、２,５００円を７,０００円に改正するた

め、平成５年１２月定例町議会に関係条例を提案を

し、議決をいただいていたということで、２,５０

０円から７,０００円になったのは平成５年１２月

の定例議会だということが一つ明らかになった。 

 それで、２点目は、道の財務監視を受けたので

す。そのときに、諸手当の関係、それから給料のラ

スパイレスの関係、当然この住居手当も入っていま

すし、その他の手当の関係も入っておりました。そ

れで、道の財務監視の中で質問したことについて

は、国と町職員の給与、手当等々の適正化につきま

しては指示を受けたところでございますので、これ
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らを含めて、町といたしましては十分その対応を図

りながら、経常経費の節減に向けて、今後も今年度

を財政改革元年と位置づけしながら、財政運営を

図っていくための対処を取り進めていくということ

で、道の財務監視についてはこう言っている。 

 それで、今後の考え方はどうなのだということで

再度確認をしたところ、この制度は持ち家の促進を

図る等の地域事情や自治体間の均衡を図らなければ

なりませんので、今後は国と町との格差是正を含

め、他の自治体等の動向を見きわめたりして対応を

図ってまいりますと。それで、財政改革元年と位置

づけて、健全財政の堅持のために、また、行政改革

実施項目をそれぞれ実施していくという中で、経常

経費の節減を図っていくべきであり、これには聖域

などがないと。人件費といえどもその対応を図らな

ければならない分野があり、持ち家住宅のみばかり

でなく、全般的な中でこの経費節減に向けて取り組

んでいくということでございました。 

 ここで私が言いたいのは、平成１７年１０月７

日、我々議員が決算特別委員会審査意見書を出しま

した。その中で、先ほど申し上げた通勤手当は改正

になったけれども、住居手当はそのままと。１７年

１０月７日に審査意見書を出して、その翌月の１７

年１１月３０日に１１月の定例課長会議が行われて

おります。それで、これは町長等も含めて１２名の

課長等も出ております。このときに総務課長が、通

勤手当、住居手当については協議を通じて組合の合

意を得た上で１８年３月議会の上程を目指している

ということで総務課長が説明し、課長会議の中では

そういう方向で行くのだなということで私も理解を

していたところでございますけれども、その後も一

向になっていないというのが実態でございます。こ

れは会議録を僕は見てきましたので、それは間違い

ございません。 

 それで、まずその関係については、経過等を含め

て、僕はこのときに組合と協議が合意にならなかっ

たから出さなかったのですかと聞いたら、そうでは

ないということで、あとの詳しい説明は、内容につ

いてはされませんでした。だから今回、もう一回、

改めてその経過について、もしわかれば明らかにし

ていただきたいと思います。 

 それから、最初の質問で、最終的に上記の差が１

９５万円ということでございます。そして年間の節

減は５６９万円の財政効果が、中富良野は４８０万

円と言いまして、たまたま上川南部消防事務組合の

決算書と予算書と、この前配付をされたので、それ

を見ました。そして消防の本部にも聞きました。そ

うすると、消防職員の住居手当をもらう人は１１人

おりました。国の基準になれば４人しかいないと。

そうしたら、その差額は計算しましたら８０万４,

０００円になるのです。 

 それから、国の基準でやった場合に、町職員の役

場職員は５６９万４,０００円、消防職員は８０万

４,０００円、そうするとトータルで６４９万８,０

００円の金額になる。これはあくまで２,５００円

にしたというケースのことです。たまたま消防は特

殊な給与体系があるらしいのです。採用された役場

の給与体系でそのままいくと。だから、例えば、上

川の本部か、もしくは北部の本部に入れば、中富良

野採用の職員が行っても、給与の本俸は中富良野の

ほうがちょっと高いのです。 

 それから、住居手当はそういうことで、本来なら

ば中富良野がことしの４月１日から２,５００円に

なるけれども、そのまま２,５００円で、上富良野

に採用の職員はそのまま７,０００円というケース

になるのかなということで、僕の試算ではそういう

ことになったので、その点、ちょっと確認をいたし

たいと思います。 

 それから、平成１８年の決算特別委員会での資料

と、その後、平成１９年４月１日の全道市町村別の

持ち家者の住居手当一覧表を見ました。平成１５年

度のその一覧表と、私、比較をしますと、国と同じ

が１９市町村、それから手当の減額をしたのは２９

市町村、合計４８市町村がそれらの見直しや、それ

から、２,５００円まで一気に下げなくても、下げ

ているというケースがあるということで、例えば占

冠村は３,０００円にしましたよ、それから、富良

野市は８,０００円を６,０００円にしましたよとい

うケースがあります。ですから、そういう点では約

４８市町村がなっていると。上富良野町と同じ７,

０００円というのは、市を除いて２２町村で、これ

は１５.２％しかないのです。それから、５,０００

円以下というのは、町村は１４５という資料から見

ると、そのうち５８町村が５,０００円以下という

ことは、４０％です。 

 ですから私は、町長の言う答弁の中で、単に何の

考慮もなく全国に合わせることにためらいを持って

いるという、答弁を受けました。私は今までの質問

の経過の中、それから決算予算特別委員会で言って

いることは、一気に７,０００円から２,５００円に

しなくてもいいのだよと。場合によっては、６,０

００円でも５,０００円でも段階的にそれに近づけ

る努力はすべきでないかと私は言ったのですよ。 

 ですから、ここで言う、私は何の考慮もなく全国

に合わせるということを、極端にやれとは言ってい

ませんけれども、私、今まで何回かこのことを質問

しているので、あるときは町長は、町に固定資産税

が入るだとか、いろいろな答弁の中身が変わってき
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ているのですね。これは時代が変わればある面で、

財政背景が変わればいたし方ありませんけれども。 

 ですから、町長の言う持ち家者をふやすというこ

とは僕は基本的に賛成なのです。１８年度の決算特

別委員会の資料を見ますと、持ち家者は７１人で５

９６万４,０００円を支出している。それから、借

家者は２３名少ない４８人なのだけれども、１,２

８６万円支出しているのです。そういう点では、持

ち家者の促進をすることによって、この借家者の

１,２８６万円がある程度減っていくのかという理

解は僕はしたいのです。 

 ですからそういう点で、これらの関係について、

やはりもうちょっと整理をしながら、ただ、上川支

庁管内はデータを見ますと、みんな横並びで７,０

００円なのです。だからみんながやるならおれらも

という気持ちが、僕はそのままずっと残っているの

かなと。一番低いのは１,０００円の蘭越町です。

１,０００円ですよ。ですから僕は、こういう点で

もうちょっと町民にいろいろ、協働の精神だ、これ

らの負担をしていただきたいと言うならば、町みず

からやっぱり職員の削減をある程度考えていかない

と、町民の理解は得られないのではないかと。一般

町民、それぞれ住宅金融公庫とかいろいろなところ

からお金を借りて建てて、こんな７,０００円の住

居手当なんかもらっていませんよ。自衛官の皆さん

だって２,５００円しかもらっていないのだから。

昔は２,５００円もらって、６年目から１,０００円

だったけれども、それもカットされているのだか

ら。ですからそういう点では、僕は、持ち家者職員

の住居手当については真剣に考えていただきたいと

思います。 

 それから、次に、３番目のパークゴルフ場の開設

期間の問題です。平成１７年１２月の定例町議会

で、上富良野町公の施設に対する指定管理者制度の

指定条例というのができ、また、同じく施行規則が

できて、上富良野町パークゴルフ場の指定管理者の

指定を行ったところです。 

 ただ、この開設期間の関係については、先ほどの

同僚議員の質問にも若干教育長が芝の管理云々とい

うことで触れておりましたけれども、私はこの件に

ついても、また教育委員会を含めていろいろとお話

を申し上げたところです。 

 ただいま教育長は、上富良野町パークゴルフ場の

設置及び管理に関する条例により、開設期間等につ

いては規定がなされているから、それぞれの年の気

象条件に合った弾力的な開設期間が設定できないな

ど、民間活力を発揮できないことについては認識し

ているところですと。 

 教育長、これは平成１８年５月３１日の５月の課

長会議に、助役、あの当時助役です。助役、町長は

どういうことを言っているか読み上げますよ。 

 指定管理者制度の適正運用について。このときは

助役だけれども、今の副町長です。 

 「平成１８年４月１日から４施設が２業者による

指定管理制度へ移行しているが、指定管理者制度

は、サービス向上と費用の効率化を効果として求め

るものである。したがって、条例等の規定が足かせ

となって、この求める効果が発揮されないという実

態が耳に入ってきた。状況に即した条例等の改正を

検討してもらいたい」ということで、指定管理者に

４月になって、５月の課長会議でこうやって言って

いるのですよ。 

 それから町長は、「本来、基本的部分を条例で、

この運用については規則で定めるべきだが、実態で

は条例本文に施設の営業時間等が規定をされてい

る。規制緩和の時代にあるのに、弾力性のある指定

管理者業務ができるよう措置してもらいたい」と。 

 言うならば、上富良野町のナンバー１、ナンバー

２がこうやって言っているのですよ。それがそのま

ま、いまだ、３年間という契約期間があるけれど

も、それは途中ででもそういうことを変えなかった

ら、つくったものは我々だし、変えるのも我々だと

いう気持ちで、本来的な、言うなれば町長、副町長

の精神にのっていけば、やらなければならないはず

なのです。ですから、この３年間、恐らくこれから

またやるかもしれない、６月に条例改正して、こと

しの１１月３日までの分は移行する形が出てくるか

どうか、私は出てくることを期待をしておりますけ

れども、そういうような状況になっているので、こ

れらをどう教育長は判断をし、今まで置いてきたの

かということで、お尋ねをいたしたいと思います。 

 富良野市の金満地区の金満緑地公園、空知川パー

クゴルフ場の関係、大北土建が一応指定管理者に

なっております。そうしたら、条例の中にはそのこ

とを何も入れていないのです。これも同じ平成１８

年から一緒に富良野もスタートしているわけです。 

 したがって、富良野の場合は、指定業務仕様書の

中で管理の基準ということで、利用期間、利用時間

及び休園日を定めています。最後のほうに、天候状

況により利用期間を延長することもあるということ

になっております。富良野は、上富良野町が１１月

３日でクローズされたら、金満地区に行っている

パークゴルフ場の約半分ぐらいは上富良野町のパー

クゴルフの愛好者が行っているということで、この

時期は非常に収入を上げるということを言っていま

す。 

 ですから、ことしの６月にかけるのか、それとも

９月にやるのか、これらのパークゴルフ場の指定管
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理の関係等を含めて、私はやっぱり芝はどこもそう

です。３月の中旬から始まっているところもありま

しょうし、１１月いっぱいまでやっているところも

あります。しかし、自然というのはすばらしいもの

で、そんなに影響はないというのが、大体そういう

ところのパークゴルフ場の管理者に聞きましたら、

そういうことでございます。ですから、私は、富良

野の場合は指定管理者が延長することもできるとい

うことだけでも、延長を教育委員会に申請し、市の

公園管理等も含めて、ずっと降雪直前までやってい

るというのが実態で、そのことが非常に収入増につ

ながっているということもあわせて考えていただき

たいと思います。 

 それから、１０月２２日、教育長、それからパー

クゴルフ協会の役員、シー・エス・ティ、それから

パークゴルフを楽しむという立場の人たちも集まっ

て協議をしたのは教育長も御存じだろうと思いま

す。厳密にそのとき、シー・エス・ティでは、１１

月３日以降でもやってもいいですよと、しかし、

シーズン券は１１月３日で終わっているから、その

後、回数券でも、それから１日券でも利用した形で

やっていただければ、その分の、３日以降の職員や

何かの体制も、人件費も出るようになればいいのだ

けれどもなという話だったのです。 

 それで、パークゴルフ協会の人は、それであれ

ば、１１月３日以降、こっちの団体こっちの団体で

大会を開催してもらうと、それは、回数券を使うか

１日券を使うか、どっちかの方法でシーズン券は使

いませんよということでやってはどうかということ

で、関係者の協議の中でそういう方向もいいねとい

うことだったけれども、最終的に町のほうで、条例

がある以上だめだということだったろうと思います

けれども、断られた経過があります。 

 それで、富良野市は、年間で８５５万円ですよ、

３６ホールあって。そして、上富良野は２７ホール

で１,３５０万円ですね、３年間で。これは、向こ

うの富良野のほうは、入場収入が多いからというこ

とになってくるのかなと、そうすると、入場収入を

上げる努力をしなければならないと。ですから、

さっき言ったシー・エス・ティさんが愛好会をつ

くって大会をやる、それから、自社の大会も年２回

やるというのを１回だとかと、いろんな経過がある

と思いますけれども、それらについて、やはりき

ちっとした形での方法を、特に僕は、平成１８年５

月に課長会議の中で、町長、助役がこういう発言を

して、それがそのまま来ているという点では、どう

も行政の機関として、それであればシー・エス・

ティに協議をしてどうのという方法も、僕はいろい

ろあったのではないかなという気がするものですか

ら、そのうっせきがパークゴルフの愛好者の中でも

出ているという事実を申し述べておきたいと思いま

す。 

 それから、次に４番目の図書館の運営についてで

ございます。 

 非常に図書館の皆さん方のスタッフの努力で、す

ばらしい図書館になったということで、私も非常

に、たまたま利用するものですから喜んでいるとこ

ろでございます。 

 まず、貴重な図書が収蔵、言うなら閉架書庫に

入っているということで、私も何かのついでであそ

こを見させていただきました。そうしたら、全道の

市町村の市町村史というのもあるし、それから、文

学に関する本も、昔の本が結構あるのですね。です

から、そういう貴重な書類、書籍があるのに、これ

はこのまま眠らせておいたら非常に寂しいなという

感じがいたしました。 

 それで、閉架書庫にあるリストを作成していない

ということだけれども、その図書の分類別冊数なん

ていうのは、リストをつくっていないからわからな

いといえばあれですけれども、それがもしわかれ

ば、それを教えていただきたいと思います。 

 それから、次に、もう１点は、貴重図書の関係で

すけれども、私はやはり、特色ある図書館にしてほ

しいなと、そういった場合に、一つは、十勝岳を含

めた山岳図書は上富良野に行けばあるなというよう

な、そういうような形が欲しいなという願望がある

し、上富良野に行けば山ということで、スペースの

関係もあると思いますけれども、場合によっては閉

架書庫でもいいですけれども、そういうようなリス

トがあればというようなこと。 

 それからもう１点は、三浦綾子さんの「泥流地

帯」の文学碑があります。したがって、三浦綾子さ

んの関係図書もそういうような形であってほしいな

という気がしています。 

 たまたま、和寒に図書館があって、そこの三浦綾

子文学展をやったのですね。私も行ってきました。

そうしたら、「塩狩峠」という本のかかわりもあっ

たのだろうと思いますけれども、昔の住居がまた塩

狩峠のところに移設をされておりますけれども、そ

れよりはるか十何年前だったのですが、三浦綾子の

初版本、これが全部置いてあるのですね。それか

ら、英語で訳された本、英語で出版された本、それ

から韓国語から、そういうようなものがあったので

すばらしいなと思って来たのです。これは私の一方

的な考え方なので、ただ、こういうような特色のあ

る図書、蔵書にしてほしいなという希望があるので

すけれども、それらの考え方についてお尋ねをいた

します。 
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 それから、次に、(2)の廃棄図書の処分基準で

す。 

 廃棄処分については、一般の処分については、傷

みや損傷について激しいものと廃棄処分は理解しま

すが、貴重な図書や、既に廃本となった図書等につ

いて閉架書庫に収蔵することとしていますとの答弁

ですが、既に廃本となった図書というのは、あくま

で廃棄する前に廃本として置いてあるのか、もう一

つはですよ、この本は、もう発行されない、廃盤に

なるから、貴重な本だから置いておくのかという、

いろんなとり方があるので、その点の見解を賜りた

いと思います。 

 それから、上富良野町教育委員会の事務専決規程

で、図書館の図書の登録、廃棄、移籍は、決裁区分

は、専決者は課長ということになっています。 

 それで、廃棄処分の本と処分文書の流れはどう

なっているのかなと。単なる担当者が分けて、それ

を今度は教育振興課長が見て、ぽんぽんぽん、これ

はこうということでしているのかどうかも含めて、

どのような今まで流れになっていたのかなと。 

 それで、処分基準を明確にするということで、基

準を作成するとの答弁ですけれども、それぞれ、本

は、自分の趣味趣向等も含めて、それから一つの読

書傾向を含めて、いろんなケースがあるだろうと思

いますけれども、それらを含めてどうするのかとい

うことでお聞きをいたしたいと思います。 

 それから、資料図書の寄贈でございます。 

 上富良野町図書館については、図書その他の資料

の寄贈の申し出があるときは、図書館はこれを採納

することができるということで、図書館施行規則の

第１７条になっています。 

 それで、寄贈本の取り扱い、個人情報保護の関係

も十分考慮してということで、ただ、寄贈者、寄贈

団体がわかるように本に表示をするということです

けれども、基本的には僕は、雑誌的なもの等も含め

ていけば、寄贈本ということの表示があるだけでい

いのかなと。言うなれば、保護条例の関係で、この

人がこの本を読んでたわというようなことが表示す

ることによって出てくるなと、そういうことを含め

れば、ただ、何年何月、寄贈本というような表示だ

けでいいのかなという気がいたしますけれども、そ

の点、見解を承っておきたいと思います。 

 それから、廃棄決定図書の処分方法及び書籍本体

の処理方法です。 

 それで、廃棄の処分が決定になった書籍、また、

２年を経過した雑誌等については、図書館まつりな

どの際に希望する町民の皆さん方に配布し、残った

書籍、雑誌については古紙リサイクルに排出をして

いるということで、この前、担当者に聞きました

ら、古紙リサイクルに出しても、言うなれば、ホチ

キスのあれだとかいろんな関係があるから、クリー

ンセンターに行って焼却をしているという話だった

と。今の答弁と若干違うので、その点ちょっとお聞

きをしたいと思うのです。 

 それで、私、旭川市立図書館、名寄市立図書館、

美瑛町立図書館、それから富良野市立図書館等へ

行って確認をしてまいりました。 

 そうすると、うちのように、こうやってマジック

で、上富良野町公民館図書室、バーコードを全部塗

りつぶしてあるのですよ、こんな図書館はどこもあ

りませんでした。あら、そんなことをしているんで

すかと、それでは本が戻ってきて、バーコードでぽ

んとやって、ただ自分は、上富良野図書館から要ら

ない本ということでもらってきたということになっ

たらどうなのかなと。たまたま小樽市が、１日５冊

ずつ本がなくなっているというデータが出ているの

ですね。 

 それで、富良野は、遠くで見えないだろうと思い

ますが、廃棄図書、市立富良野図書館としてはっき

りバーコードの上にぴちっと張っているのですよ。

これも私は富良野に行ってもらってきた本なので

す。ですから、私は、こういうような処理の仕方を

やればいいのかなと。 

 そして、富良野で聞いたら、これは値段は幾らで

すかと、そうしたら、４,０００枚で１万８,０００

円なのです。そうすると、やっぱり僕は適切な廃棄

処分、処理したという本になるのかなという気はす

るのです。 

 ですから、旭川は廃棄図書のシールを貼ってい

る、それから、残り、町民、市民が持って、９月に

図書館まつりをやるけれども、終わって残った本は

古紙回収業者に売り払いをしていると。その点、言

うなれば、その本がどこかに出回って困るから業者

にも強く言うし、誤解のないような処理の仕方をす

るということで、あくまでも廃棄図書のシールを旭

川市立図書館、あそこは、旭川は四つ図書館があっ

て、最終的に廃棄しているのは中央図書館に、永

山、東光、それから末広と、四つの図書館を全部廃

棄するものを集めて、そこから処理をするという形

をとっているということなので、そういう形でやっ

ているということです。 

 それから、名寄は、専門家ならわかるのだろうと

思いますけれども、向こうの専門家は、木原という

図書館関係のいろんなものをやっている業者がいる

のだそうです。そこから除籍図書という判こをつ

くって、それを全部押していると、当然、名寄図書

館と入れる形で。 

 ということで、これも残りは古紙回収業者に売り
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払いをしているということです。これも当然、誤解

を受けないような形の処理はしていると。ただ、名

寄、それから美瑛は、廃棄図書にする前に、これは

貴重かどうかという判断で、同一図書館でも欲しい

かなという書籍があれば、一応、同一図書館にリス

トを送って照会をし、そして確認をして、あと、な

ければ、そのまま処理をするという体制をとってい

るということでございます。 

 そういうことで、どこも、そういうことで、廃棄

図書ということ、もしくは除籍図書というような表

示ラベルを張って処理をしているということでござ

いますので、今後これの関係について、このままで

いくのか、それともそういう配慮をした、恐らく、

去年おととしが一番、上富良野町の図書館で廃棄図

書が多かったのだろうと思うのです。１７年にオー

プンして、１７年、１８年、１９年の分の蓄積が

あったから多くの図書があったのだろうと思います

けれども、そういう点で、どう対応していくかとい

うことでお尋ねをいたしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ９番中村議員の再質問にお

答えさせていただきます。 

 まず最初に、指定管理者における評価制度等々の

御質問でありますが、さきにお答えさせていただき

ましたように、今３年間の契約で対応しているとい

うこともございますので、これらの評価につきまし

ては、単年度で中間的な評価をするよりも、契約期

間の３年間で最終的な評価を図って新たな契約に結

びつけていきたいと考えております。 

 ただ、その中で、議員の御質問にありますよう

に、いろんな課題等々につきましては、これは評価

という以前の問題も多く含まれているような気がい

たします。契約書におきましては、四半期ごとに報

告、営業事業報告を出してもらうということになっ

ていますので、これらの四半期ごとの報告を見きわ

めた中で、また、管理運営の状況を見きわめた中

で、契約書と一致しない部分があるとするならば、

それは当然にして、評価する以前に検証し指導しな

ければいけないと。 

 基本的には、条例に違反していないのか、規則に

違反していないのか、そして契約書に違反していな

いのか、そういった部分を十分見きわめた中で、そ

れらのものに違反しているということにつきまして

は是正をし、対処していかなければいけないという

のは、これは評価以前の課題であると私としては認

識いたしておりますので、今後、それらの部分につ

いて十分対処するように指導していきたいと思って

おりますし、今回、指定管理者制度というのは初め

てスタートしたわけでありますので、今後３年目の

期間が経過して見直す段階におきましては、議員御

指摘の課題もあるように、いろんな課題があります

ので、条例の整備だとか規則の整備、契約書内容の

問題等々につきまして、十分検証した中で再出発を

するように対応していきたいと思っているところで

あります。 

 私といたしましては、さきに何度も申し上げてお

りますように、条例の中で、いろんな面で足かせを

つけて対応するのでなくて、条例というのは基本的

なことを定めて、あとは規則、あとは契約書の中で

細部について対処していくと。 

 今、議員から御指摘ありますように、雪が降ろう

と、雪が解けるのも関係なしに、オープンの日に

ち、クローズの日にち、これはもう条例で定まって

いると、これ以外には変更できないというのが基本

でありますので、これらについても、今後見直しを

図りながら、足かせ、手かせをつけた中での指定管

理者に委託するのでなくて、基本的な部分を条例で

定めていくというようなことで整備をしていきたい

なと思っておりますので、御理解を賜りたいと思い

ます。 

 次に、持ち家制度の問題でありますが、議員がる

る御発言いただきましたように、議員からは何度も

御質問をいただいているわけでありますが、その都

度、町長の答弁が違うわということでありますが、

決して違うのでなくて、総体的ないろんな分野で御

説明をさせていただいているということでありま

す。行財政改革の中におき、また、道の指導等々の

中にありましても、町といたしましては、手当関係

につきましては、すべてにおいて改善、是正を図っ

てきております。 

 ただ、この住宅手当についてのみ、私としては、

国の考え方と、さきにお答えさせていただきました

ように、地方自治体の考え方とは全く違うというこ

との基本の中で考え方を持っておりまして、議員と

違った考え方を持っております。また加えて、同じ

職員でありながら、家を持たない者に対しての、行

政として、雇用主として支払う金額がどうなってい

くのかというようなことも含めながら、町としては

議員からの御質問にありましたように、持ち家を奨

励しているということの前提の中で対応させていた

だいているところでありますので、まず一つ御理解

をいただきたいのは、議員の御提言にありました、

町職員が１カ月住宅手当、持ち家の７,０００円

を、例えば３５歳で家を建てた場合、生涯におきま

して２５年間と、定年退職するまでに２１０万円の

住宅手当を支給するということでありますが、それ

は国の基準からすると１９５万円多いぞということ
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でありますけれども、一方、家を持っていない職員

は、月２万７,０００円をお支払いするわけであり

ます。その者が、例えば、３５歳以降で家を持たな

いでそのまま継続していったとすると、８１０万円

の支払いになるわけであります。それを、家を持っ

ていただくことによって２１０万円の支払いで済む

と。６００万円の支払いが減額されるということ

で、町は持ち家を奨励し、そして、加えて、家を建

てることによって建設に携わる方々の活性化にもつ

ながるということで考えておりますし、また加え

て、年間今、町職員が、持ち家の職員が、固定資産

税を５００万円弱納めていただいております。しか

し、貸家の人たちは税金は納めていただけません

し、月２万７,０００円、年間にすると３２万４,０

００円という額をお支払いするわけでありますか

ら、そういう観点からすると、今までの中で、例え

ば今持ち家の人が７１人いるわけでありますけれど

も、この７１人の人が家を持たないでいたとする

と、年間１,８００万円ぐらいの支払い増になる

と、それが軽減できたと。 

 先ほど言いましたように、８１０万円と２１０万

円で、生涯で６００万円の軽減になるという関係も

含めた中で、私としては持ち家を奨励していきたい

ということを前提として考えているがゆえに、他の

部分におきましては、職員の給与等、手当等につき

ましては、人事院勧告に従い、また国の基準に従っ

て、すべて議員の御指摘のように、通勤手当等々に

つきましては、改善、是正を図ってきております

が、この住宅手当についてのみ、今言うように、家

を持っていない方には２万７,０００円払って、家

を持っている方には７,０００円払うと、それが国

の基準より高いから２,５００円にし、５年後には

払うなと、ゼロにせよということになりますと、今

後、住宅、持ち家を奨励していく中において、いか

がかなという部分も考慮した中で、やはり町の財政

負担を軽減するためには、持ち家を奨励していくと

いうことが基本になっていると。この２５年間、今

年間５００万円の固定資産税を７１人の方々に払っ

ていただいていると。 

 この方が２５年間、６０歳定年まで、議員の算出

の方法で計算していきますと、１億２,５００万円

の固定資産税を払っていただくことになるわけであ

りますから、１人平均でも１７５万円をお支払いい

ただくということになるわけでありますから、そう

いう観点からすると、この住宅手当については、国

の基準に従ってゼロにするということが、そして持

ち家を持っていない借家の方々には２万７,０００

円、国の基準に従って払うということについては、

私としては、いましばらく十分検討して、先ほども

お答えさせていただきましたように、東京都や横浜

のように、持ち家も持ち家でない人も、借家も、均

等な、同じ住宅手当を支給するような手法等々も含

めて、今後検討をしていきたいと思っておりますの

で、ひとつこの問題につきましては、旅費規定等

等々、通勤手当等々のときの課長会議で指示し、組

合との交渉過程におきましても、私の考え方という

ものを述べさせていただきながら、今後、これを十

分検討してまいりたいと思っているところでありま

すので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） 中村議員の再質問にお答

えをさせていただきます。 

 まず、パークゴルフ場の開設期間についてであり

ますが、先ほども答弁させていただきましたが、平

成２１年度から指定管理者制度が新たに変わるとい

うことがございます。その間におきまして、いろい

ろな要望を愛好者等からいただいてきたところであ

りますが、先ほども申し上げましたように、今後、

開設期間の延長、また、管理の方法等につきまし

て、もっと弾力的に運用ができるような形の中で、

見直しを平成２０年度の早い時期に条例改正を行っ

ていきたいと考えているところであります。 

 また、図書館に関する４点の御質問であります

が、まず１点目の閉架書庫に関することでありま

す。この閉架書庫に入っている蔵書冊数は、今のと

ころ２,９１３冊と承知をしているところでありま

す。この蔵書につきましては、貴重な図書等を保管

しているということで、その中でも、貸し出しが可

能な本と貸し出しが不可能な本を分類しながら管理

をしているということであります。 

 その中で、先ほど御提言を賜りましたが、上富良

野であるので、特色ある図書館づくりをというよう

なことで、山岳図書、また、三浦綾子さんの文学碑

があることから、和寒町のような蔵書や何かに力を

入れていってはという御意見も賜りました。これに

つきましては、またいろんな方々の御意見を賜りな

がら、特色ある、そして親しまれる図書館づくりに

励んでまいりたいと思うところであります。 

 次に、２点目の廃棄処分についての関係でありま

すが、先ほど、廃本となったというようなものはど

ういうものなのかということでのお尋ねであります

が、これについては、廃盤になった図書というよう

な認識で答弁をさせていただいたということで御理

解を賜りたいと思います。 

 また、基準の作成等については、やはり今、我が

図書館には明確な基準は今まではなかったというこ

とは事実であります。したがいまして、近隣の市町

村の先進図書館等を参考にしながら、この処分のあ
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り方についても明確に、そして、だれもがきちんと

処理できるような形にしていきたいと考えていると

ころであります。 

 また、３点目の寄贈図書の関係であります。寄贈

図書につきましては、個人情報の保護というような

ことと、また、寄贈される方の意思というのも非常

に大切なことだと考えております。特にこの２年ほ

ど、寄贈していただいた団体等がありますが、やは

りそれは団体でありますので、何とかわかるように

表示をしてほしいというような願いもありまして、

それを受けた中で、我々としてもシールを新たにつ

くらせていただいて、その寄贈団体名、そして、そ

ういうことがわかるような処理をしてきたという経

過があります。 

 なお、寄贈図書につきましては、本当にリストの

中に個人名を入れていくのがどうなのかということ

もありますので、そこら辺については、我々もいろ

いろと、関係者、それから関係近隣市町村の事例も

参考にさせていただきながら対応を図ってまいりた

いと考えているところであります。 

 また、４点目の廃棄が決定された図書の処分につ

いてでありますが、これについては、うちの廃棄の

処分の仕方が本当に未熟であったということは確か

にあるかもわかりません。そういうことで、これに

ついても、バーコードを塗りつぶして処理をしてい

たものにシールをきちんと張るとか、それから、表

示ラベルを張るとか、そういうような形は、これ

も、本当に先ほどから言わさせていただいています

が、近隣市町村の先進事例を参考にしながら、どう

することが一番いいのか考えた中で、少しでも近隣

市町村のすぐれたところを模倣しながら取り進めて

まいりたいというふうに考えているところでありま

す。 

○議長（西村昭教君） 再々質問ございますか。 

○９番（中村有秀君） まず、指定管理者の施設運

営管理の評価でございます。 

 基本的に四半期ごとにとっている、それから、３

年間を検証するということでございますけれども、

私はやっぱり、四半期ごとのあれをまた整理して１

年間の評価をする、それからまた２年目の評価をす

る、３年目の、言うなれば、もう１１月か１２月に

はもう次の指定管理者の関係の選択を僕は迫られる

と思います。そうすると、３年間を検証していくと

いうことは、非常に困難な条件が僕は出てくると思

いますので、言うなれば月々の報告、それから四半

期ごとの報告、それから１年間の評価をする。そし

て足りない分は、今度２年目については、これこれ

しかじかでこの分は頼むぞというようなことの検証

をしないで、言うならば、３年間終わってどうなの

だということよりは、せっかく指定管理者として

やった以上、そういう姿勢でまたやっていただくと

いう方策のほうが私はベターではないかなと思いま

すので、その点、答弁の中で明らかにしていただき

たいと思います。 

 それから、持ち家者の住宅手当で、町長、固定資

産税が７１人で５００万円が入るというようなこと

でいろいろ論じているのですけれども、ただ、職員

のことを中心にして考えていくと、現実に上富良野

町民がどうなのかということを僕は考えていただき

たいと思うのです。 

 確かに、僕は、借家の人に払うのは、人数的に非

常に少ないという実態は、そして、人数は少ないけ

れども金額が多いということについてはもう十分理

解をし、そのために持ち家者を奨励するということ

は。ですから、私は、一遍に２,５００円にしろと

いうことはなかなか困難な面があるかもしれないけ

れども、そういう経過の中で措置をしていくような

方法をやらなければならない。 

 それから、一般町民、我々もそうですけれども、

きちっと固定資産税は払っているのではなくて、取

られているのですよね。だから、そういう気持ち

で、やっぱり僕は町民の立場になれば、７,０００

円の持ち家者の住居手当が適当なのか、それから、

もしくは、固定資産税が入るといったって、これは

町民も固定資産税払っているわけですよ。だから、

そういうような並行的なレベルでもうちょっと考え

ていただきたいということと、もう一つは、今は自

治体が、それぞれ全道規模でデータを見ますと、ど

んどんどんどん下げてきているのですよ。これはも

うやむを得ない、財政削減をしなければならないと

いう状況にあるものですから、その点も理解をして

いただいて、もう何回も何回も私はこれを言ってい

ますので、そろそろ一つの成果を上げるようなこと

を町自体も考えていただきたいなと。これが町民の

ほうに明らかになれば、何でということになってく

ると思いますよ。 

 それから、パークゴルフ場の開設期間ですけれど

も、一応、３年終われば条例改正等を含めて民間の

活力が発揮できる、言うなれば、弾力的な運用を図

るのを早い時期に改正を出したいということでござ

います。 

 それで、一応、今まで言われたことも含めて、改

正するという時期の問題、それから、もう一つは、

私が申し上げたように、こうやって町長も助役も、

１８年５月３０日に言って、そのまま放置されてい

るということになれば、僕は適切ではないと思いま

す。 

 例えば、ことしの条例改正を６月にするか９月に
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するかと思いますけれども、そうすると、ことしの

１１月から３日以降は、そういう改正条項の中にそ

ういうものを入れて、富良野みたいな形でやれる方

法はないか、やれる方法というのは、去年の１０月

２１日に協議をした、シーズン券は１１月３日まで

しか使えないと、それであれば、あと、雪が降るま

でやるやると言ったって、その負担はシー・エス・

ティにかかっていることには忍びないから、言うな

ら利用者は回数券か１日券でも買って利用するとい

う方法でその分の負担をする。それから、パークゴ

ルフの各関係団体は、１１月３日以降も各種大会を

開催して入場収入を上げる、言うなれば努力をして

もらうというような、そういうことで、何とかこと

しの１１月からそのことが今度改正する段階で、特

別条項で出されないかどうかということでお尋ねを

します。 

 それから、図書館の運営の関係です。本当にずっ

と図書館の利用を見ますと、１７年の改修工事か

ら、貸し出し冊数は１７年の５万４,０００冊が１

８年には７万１,０００冊ということで、１万６,７

２０冊ぐらいふえているし、利用者数も、１７年の

１万９,５３０人から１８年は２万６,０００人とい

うふうに、７,１５２人もふえているということ

で、あそこを改修し、２階から１階に持ってきたと

いうことで、非常に僕は、これらの財政効果といい

ますか、そういうものは、図書に関する関心、それ

から、図書館を中心とした形のいろいろな行事が精

力的に行われるということで、高く評価をしたいと

思います。 

 そういうことで、貴重図書の関係については、特

に十勝岳山岳図書など、これはまたお金のかかるこ

とですから、和寒の人に話を聞いたら、初版本を集

めるといったら大変な思いをして集めたと言ってい

ました。だから、僕は初版本とは言いません、初版

本は古本としても非常に高価な本に価値がなってい

ますから、そういうことは申し上げませんけれど

も、何かそういう特色のある図書館にしていただき

たいなということです。 

 それから、寄贈図書の関係です。寄贈者の意向、

寄贈団体の意向もあると思います。それを尊重する

というか、確認をして表示するしない、それはやっ

ていただきたいなと。 

 それで、一番最初に、抹消をしてマジックで消し

ているということだけれども、私の持ってきた本、

全部で十五、六冊持ってきたけれども、抹消という

処理が何もなってないのです。ただバーコードを消

してあるということなので、だから、今後そういう

ことで、近隣町村や先進図書館に聞いて、ラベルを

張るのか、もしくは、木原というところに印鑑があ

るようなので、そんなこと、いろんなことを含め

て、ちょっと調査をして、余りお金のかからない方

法で、なおかつ廃棄図書ということがわかるような

形でやっていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ９番中村議員の再々質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、指定管理者の評価制度、議員の御発言のよ

うに、１年ごとにやりなさいということであります

が、このことにつきましても十分検討していかなけ

ればならないのかなと思いますが、先ほどお答えさ

せていただきましたように、年度ごとには、評価が

というよりも、検証をしながら、その対応を図って

いくと、そして、３年間の契約期間内の指定管理者

の実績評価がどうなっているのかと、すべての各多

方面における３年間の評価を見きわめた中で次の対

応を図っていくということが、私としては単年度の

プラスマイナス、２年目のプラスマイナス、３年目

のプラスマイナスで、足したら３年間でこうだわと

いうことでなくて、トータルした３年間の実績をよ

く見きわめていきたいと。 

 しかし、議員が御質問の御懸念のある部分につい

ては、これは常に四半期ごとに報告されている事業

結果の報告に対する検証をいかに的確に対処し指導

していくかということで私は改善でき得るものと

思っておりますので、ひとつ御理解をいただきたい

なと思っております。 

 次に、持ち家制度の問題でありますが、議員とど

うも歯車が合わないわけでありますけれども、議員

の御質問のように、国家公務員の対応と町職員の対

応で１９５万円を余計払っているぞということを町

民の皆さん方に御説明すれば、ああ、とんでもない

ということに私は相なると思うわけでありますが、

例えば平成１９年、今年度、職員は４名が家を建て

ました。そのことによってどこということは別とし

ても、建築業の皆さん方の協力をいただいていると

いうことは、そういった面での活性化にもつながっ

てきているだろうと思いますし、その４名の者が家

を建てたことによって、これから、議員のように計

算していきますと、２５年、例えば定年までいたと

すると、１,５５１万円の軽減になるわけでありま

す。借家でいたら払っていかなければならないので

すけれども、家を建てたことによって、７,０００

円の支払いをしても２万７,０００円ですから、借

家の場合は２万７,０００円が最高額でありますか

ら、２万円毎月違うということで、財政面から言う

と、先ほどもお答えさせていただきましたように、

町の資産、財政からすると、持ち家を奨励すること
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が非常に財源の負担軽減につながってくるというこ

とで御理解をいただきたいなと。 

 他の部分につきましては、先ほど申し上げました

ように、いろんな手当等々につきましても、議員も

御承知のとおり、役職加算等々につきましては、ま

だ国は相変わらずやっているわけでありますけれど

も、我が町はもう既に早いうちから、議員の皆さん

方の分も同じでありますけれども、役職加算につき

ましては廃止をして、そういった部分については国

と違う形の中でも、その財源節減のための対応を

図っているということでありますので、ひとつこの

ことにつきましては、いましばらく私としては、こ

ういった節減につながるということを考えますと、

持ち家を奨励する、持ち家を奨励するためには、今

後、家を建てたら手当はゼロになるぞと、手当はな

くなるぞということではいかがかなと。家を持たな

ければ２万７,０００円払うぞというのはいかがか

なという観点からすると、いましばらく、私として

は、この課題については十分煮詰めさせていただき

たいなと思っておりますので、御理解をいただきた

いと思います。 

 また、先ほど、持ち家については、職員７１名と

申しましたが、正確には６９名でありますので、訂

正をさせていただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 教育長、答弁。 

○教育長（中澤良隆君） ２点の御質問にお答えを

させていただきます。 

 まず、パークゴルフ場の開設期間の関係でありま

す。これにつきましては、２１年度からの指定管理

者制度に向けて、来年度の６月もしくは９月に条例

改正に臨んでいきたいと思っております。 

 また、その間、ただいまの４月２９日から１１月

３日の開設期間の関係でありますが、これにつきま

して、本当に指定管理をお受けになっている会社と

協議を進めて、その以前に開設することが法的に問

題がないのか、また、経営的に問題がないのか、そ

ういうことも含めながら、今後も話し合いを進めて

まいりたいと考えております。 

 それから、２点目の図書館に関する関係でありま

すが、まず、寄贈図書については、先ほどありまし

たように、まず寄贈者の意向を確認するということ

が大切だと考えております。寄贈者の意思を確認し

ながら対応を図ってまいりたいと考えています。 

 また、抹消の扱いで廃棄の扱いでありますが、廃

棄の処分につきましては不十分な部分があったこと

も事実でありますので、今後そのようなことがない

ように、徹底して処理を行っていくと指導をしてい

きたいと考えております。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、９番中

村有秀君の一般質問を終了いたします。 

 次に、６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） 先日は、厳寒の中での平成

１９年度十勝岳噴火総合防災訓練、まことにお疲れ

さまでした。 

 そこで、防災等に関しまして、要するに、町民の

安全、安心、この防災も非常に関係ありますので、

それらに関しまして、さきに通告してあります通告

順に従い、質問してまいります。 

 まず初めに、先日実施されました平成１９年度十

勝岳噴火総合防災訓練の成果について御質問いたし

ますが、この訓練は、大正泥流と呼ばれた雪解け水

を伴った泥流で１４４名の尊い人が犠牲となった大

正１５年の噴火規模を想定していると伺っておりま

す。上富良野町、美瑛町の両町を初め、陸上自衛隊

や消防、道警、道など、４８機関が参加し、救助訓

練や避難訓練が行われました。我が町では、泥流の

流れる可能性のある地区を対象に、避難訓練も行わ

れました。約２００名の住民が参加し、８カ所の避

難所に避難し、町民の安心・安全の向上にも大いに

成果があったと考えております。 

 そこで、質問でありますけれども、平成１９年度

十勝岳噴火総合防災訓練における訓練成果、そし

て、その成果を反映いたしました次年度以降の本訓

練の取り組み方、あるいは訓練形態について、町長

にお伺いいたします。 

 次に、関連はしているのですが、上富良野町地域

防災計画の整備状況について質問いたします。 

 十勝岳噴火総合防災訓練の根拠でもあります上富

良野地域防災計画の総論の第２章６節に、住民への

応援要請という項目があります。その中に、「住民

組織の協力を要請する……」というところがありま

すが、そこで、その住民組織とは具体的にどのよう

な組織なのか。そして、この住民組織の自主防災組

織、この進捗状況についてお伺いいたします。 

 また、火山災害対策編第２章４節には、防災体制

の強化ということがうたわれておりますが、この防

災体制の強化の整備状況についてお伺いいたしま

す。 

 あわせて、上富良野町国民保護計画が平成１８年

１２月１日に策定され、昨年、平成１９年４月１日

に一部変更し、現在に至っているわけであります

が、この上富良野町国民保護計画について、今後ど

のように取り組みを進めていくのか、町長にお伺い

いたしたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ６番今村議員の２項目の御

質問にお答えさせていただきます。 

 まず１項目めの、先般実施いたしました十勝岳噴
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火総合防災訓練の成果についての御質問にお答えさ

せていただきます。 

 十勝岳噴火総合防災訓練は、昭和６１年９月１日

に、草分と西日の出地区を対象に実施した避難訓練

を第１回目といたしまして、現在まで毎年継続的に

実施をいたしているものであります。平成７年度か

らは、美瑛町と期日をあわせて合同実施するように

なりました。また、平成１３年度からは、北海道上

川支庁の参加で、主要関係機関の大半が参加するよ

うになっているところであります。 

 単独実施の時期には明確な課題を持ちながら、毎

回の訓練期間、時間帯、内容も独自の設定により実

施しておりましたけれども、平成１３年度以降は、

参加機関が急増したことから、参加機関の連携が深

まるという大きな成果が得られる一方で、事前に訓

練内容を調整して組み立てるシナリオ方式によらざ

るを得ないような実情になっているところでありま

す。 

 このようなことから、近年は参加機関共通の課題

として、情報の伝達と共有化を重点に取り組んでお

り、昨年は、平成１８年度についてはインターネッ

トを活用した防災情報共有システムの試行を行い、

この有効性が確認されたために、平成１９年度、今

年度におきましては、運用範囲を拡大して１８機関

により運用したところであります。 

 現在、今回の訓練に関する各機関との出動実績と

意見評価の取りまとめ作業を行っている最中であり

ますので、それらの内容を十分に踏まえた上で、来

年度の訓練に反映していく予定をしておりますの

で、御理解を賜りたいと思います。 

 なお、住民の避難訓練への参加数が減少傾向にあ

ることから、防災意識の普及啓発の必要性を痛感し

ているところでありまして、今後におきましては、

昭和６３年より２０年の経過もあることから、住民

への危機意識を高める対応を図りたいと思いますの

で、御理解を賜りますようお願いをいたします。 

 次に、２項目めの地域防災計画に関する御質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、住民組織とはとの御質問でありますが、災

害に際しては、自分の身は自分で守るという大原則

を十分承知のこととは思いますが、この災害対応を

地域の組織力をもって、互助、共助の視点から取り

組み、住民会単位の自主防災組織のことを示してい

るところであります。 

 活動の内容といたしましては、防災意識の普及啓

発活動、災害による被害を防ぐための活動、災害発

生時における情報収集、伝達、初期消火、避難誘

導、救出、救助、給食、給水等の活動などが挙げら

れているところであります。 

 また、自主防災組織の現状につきましては、現時

点では２５住民会のうち２４住民会において組織化

された経過にありますが、実質的には、現時点では

実態がない状態にもありますので、再編成の働きか

けを進めているところであります。 

 その結果、暦年で任期を定めている二つの住民会

において、新生組織化を終えたところであり、この

３月から４月の年度更新時に任期を迎える住民会に

対しましても、再編成を呼びかけているところであ

ります。 

 次に、防災体制の強化についてでありますが、四

つの柱として、行政の防災体制強化、関係機関との

連携強化、避難体制の整備及び応急活動の強化を挙

げており、職員災害初動マニュアルに基づき、昭和

６１年度から継続している防災訓練において、総合

的な面からの即効・実効力を高めているところであ

ります。 

 続いて、上富良野町国民保護計画についての御質

問でありますが、この計画は、テロ武装攻撃、着上

陸侵攻などのさまざまな武力攻撃事態を想定したも

のであり、国の指示によって住民の避難と救援を行

う内容となっておりますが、町が担うべき役割は、

地域防災計画における防災対応と共通する部分も多

いことから、継続的に実施している十勝岳噴火総合

防災訓練や、今後、地域単位でも実施すべきではな

いかと考えている地区防災訓練において、国民保護

計画の要素を加味し、十分な検討を加えて対応した

いと考えておりますので、御理解を賜りたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） 再質問させていただきま

す。 

 まず初めに、十勝岳噴火総合防災訓練についてで

ありますが、町長の答弁によりますと、近年、参加

機関共通の課題としては、情報の伝達と共有化があ

り、それを重点に取り組んでいると。インターネッ

トを活用した防災情報共有システムに、１８機関に

より運用したとのことでありますが、このインター

ネット等につきましては、今後ますます瞬時に情報

を伝達し共有できるということで、大いに成果が期

待できると思われます。 

 また、私も経験上、あるいは、先般の会議等を見

させていただきまして、情報の共有ということが極

めて重要であると思っているところであります。 

 それで、この情報の共有というところであります

けれども、情報は一目で把握できるのが最良だと私

は思慮しております。 

 そこで、対策本部に総合的な状況図、これはもち
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ろん１枚では足りないかもしれませんけれども、泥

流の状況図だとか、あるいは住民の避難状況だと

か、各関係部隊の展開状況とか、いろいろなものが

ある、それを１枚の地図、あるいは拡大したもの

に、重ねていくと見づらくなるかもしれませんけれ

ども、とにかくそういった総合状況図的なものを設

けてはいかがでしょうか。先般も見させていただい

たとき、泥流の流れるような地図がありましたけれ

ども、例のマップですね。もっと大きな、上富良野

町の５,０００分の１の地図、それをまたさらに拡

大して、５メートル四方ぐらいの大きな地図があれ

ば非常にいいなと感じております。 

 そして、この大きな地図の上に数多くの機関の最

新の情報を載せると。すなわち、５Ｗ１Ｈ、だれ

が、いつ、どこで、何を、いかに、どうしたかとい

うような展開してあれば、一目で状況を把握できる

ようになるだろうと。町長、すなわち対策本部長と

いたしましては、この最新の情報に基づいて状況判

断、そして決心、指示ができるようになると思いま

すが、いかがでありましょうか。 

 また、これは別に町長だけでなくて、関係機関の

長、あるいは各課長等、大いに参考にして、町長に

意見具申、アドバイスをするにも非常に役に立つ

と。インターネットの画面でありますと、非常に情

報は瞬時に入ってきますけれども、限られた画面で

ありますので、なかなか瞬時な決心ができないであ

ろうと。泥流がもし発生したならば、何時間後には

もう流れてくるという状況においては、情報を本当

に展開したほうがいいのではないかなという感想を

持ちました。 

 また、今回の訓練におきまして、これも町長の答

弁でありますけれども、各関係機関の出動実績と意

見、評価の取りまとめ作業を行っている最中とのこ

とであり、それらの内容を十分に踏まえて、来年度

の訓練に反映していくという予定とのことでありま

すが、私も、これも町長の答弁にもございましたの

ですけれども、災害対策本部における会議等も、や

はり事前に訓練内容等を調整して組み立てるシナリ

オ方式になっているなという感じを持っておりま

す。これは、皆さん非常に恒常業務をお持ちで、大

変なところで、片手間にできるところではないとい

うところから、こういうこともやっている、こうい

うこともやらざるを得ないなという感じもしないで

はないのですけれども、そのシナリオを読むという

作業になっていて、状況判断等がなされている訓練

はもう少し突っ込んでやったほうがいいのではない

かという感じは持っております。これはまた後で言

いますけれども。 

 それで、上富良野町防災計画の訓練の形態及び項

目という項がありますけれども、この中にうたわれ

ているのです。訓練を計画するに当たっては、実際

に人、物等を動かす実動訓練、これは西小学校等で

やりました。年々拡充していってやる。全部やるわ

けにいかないから、あれをだんだんやっていく。私

は非常に成果が上がってきているなと。年々参加す

るところも多いとも感じております。 

 ただ、防災対策本部のほうの話になると思うので

すけれども、もう一つのほうは、状況付与に基づい

て参加者に意思決定を行わせる図上訓練と、実際の

行動及び判断を伴う実践的な訓練を実施するとこの

計画にうたわれております。 

 そこで、この状況付与に基づいて参加者に意思決

定を行わせる、この図上訓練等については、今後い

かに取り組んでいくのか、お伺いしたいなと思いま

す。こういった状況判断する訓練とかももちろんで

すが、あるいは予行とかやっても、いざというとき

には１００％能力を発揮できない、実行できないと

思います。ただ、こういったものをやっていない

と、何％になるかちょっと想像もつかない。頭の中

が真っ白になって、何を指示していいか、指揮して

いいかわからなくなる可能性もあります。こういう

訓練をやる必要があるのではないかと。 

 そして、ことしは昭和６３年度の噴火から２０年

目ということでありますので、まだ間に合うと私も

思います。この訓練をやっていて、例えば、ある課

長が、おれはこの時点でどういう意見を町長にすべ

きなのだというようなことがやっぱり非常に大事だ

と思うのです。いろいろとやらなければいけないこ

とがあると思うのです。しかし、これは後でもでき

る、今やらなければいけないものは何なのだという

ようなことをやっぱり決心していく必要があると思

いますので、こういう状況判断の訓練をやることが

非常に大事であろうと思います。 

 続いて、上富良野町というところは観光の町でも

あります。そこで、防災対策の先ほど整備状況をお

伺いいたしたのですけれども、その中で、避難体制

の整備についてでありますが、上富良野町に来訪す

る外国人等も、災害時に要援護者に位置づけられて

おります。 

 それで、この外国人等、近年は上海だとか韓国だ

とかともいろいろ提携していますよね。それで、外

国人の避難標識とか、広報誌等の多言語化について

の準備状況、要するに、どれぐらいの外国語を使っ

たものを準備しているか。これを準備してやってお

けば、ここからも観光が逆にＰＲできるのではない

かと思いますので、上富良野町はすごいぞと、外国

人に対してもいざというときに手を打っているぞと

いうふうになっていくことも考えられますので、こ
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の準備状況について、それをお伺いしたいなと思い

ます。 

 また、住民の避難訓練への参加数が年々減少傾向

にあると、これは私も非常にわかります。災害は忘

れたころにやってくると。災害は何を忘れるのかと

いうと、災害時における恐怖だとか怖さだとか、そ

ういったものであると思うのです。そういったもの

を忘れている。忘れているというどころか、三浦綾

子さんの「泥流地帯」だとか、あるいは「続・泥流

地帯」等を読まないと、なかなかわからないだろう

と。そして、当時からもう８０何年たっていますの

で、そんなに当時を経験している人もいないと思い

ます。 

 そういったところで、住民の参加意識も薄れてき

ているだろうと思われますが、住民の危機意識を高

めるためにどのようなことをやらなければいけない

かということで、私は大いに関係があると思うので

すけれども、先般もちょっと消防のほうで質問させ

ていただいたのですけれども、防災士であります。 

 この防災士は、現在、上富良野町には１人もいな

いということであります。自学研鑚といいますか、

自主的に勉強して資格をとるということを伺いまし

たけれども、これが町が奨励をする、あるいは予算

をちょっとつけるとか、全額つけられなければ半額

援助するとか、そういうことをやって防災士を養成

すれば、あるいは、その防災士が各住民会に何名か

ずついれば、非常に住民の危機意識が高まっていく

のではないかと。あるいは、この訓練に対する参加

意欲も上がっていくのではなかろうかと。啓蒙して

いただけるのではないかと思いますので、この防災

士を今後どのようにしていこうとされているのか、

お伺いしたいと思います。 

 次に、計画のほうでありますけれども、上富良野

町地域防災計画の整備状況について。 

 先ほどの町長の答弁でも、新生組織化を終えたと

ころ、あるいは、再編成の働きかけを進めていると

のことでありますが、住民の自主防災組織に求める

活動内容は、先ほど町長の答弁にもありましたけれ

ども、非常に内容のある重要なものだと思われま

す。したがって、この住民の防災組織というものを

つくる必要があるだろうと。 

 大正の泥流のときも、これは復旧のほうでありま

すけれども、泥流に遭っていないところの青年団だ

とか、あるいは他部落の青年団とか、いろいろ復旧

をやっていますよね。それをもっと事前にやるとい

うこともうたわれていますよね。それをやる。私が

言いたいのは、泥流が流れる地域の予想される住民

会はもちろんのことでありますけれども、実際に避

難誘導だとか給水支援だとかいろいろなことをやる

のは、泥流が流れてきていないところの人たちがや

るだろうということも予測されますので、ぜひ自主

防災組織である住民会の再編成にひとつ取り組んで

いただきたいなと。町としてもさらに強く呼びかけ

ていってほしいなと思います。 

 また、国民保護計画でありますけれども、戦後、

ほとんど無縁だった業務であったわけであります

が、住民の立場で住民を守るという本来の自治体の

役割であろうと私も思っております。 

 そこでですが、先ほど答弁していろいろ住民保護

も考えている、十勝岳噴火総合防災訓練にも国民保

護計画の要素を取り入れていくということをお伺い

いたしました。何でもかんでも多忙な業務でやると

いうのは非常に難しいと思われますので、私も当面

はそれでいいのかなと考えます。 

 そこで、私は、上富良野町の国民保護計画の中に

書いてあるのですけれども、避難実施要領の作成と

いうところで、国が命令、指示を出すのですけれど

も、その前に町があらかじめ策定した避難実施要領

のパターンを作成すると。これは去年から、まだ作

成していないのかなと実は思っておりました。それ

で確認したところ、実はあるのです。あります。町

はしっかり計画しているなということを私は思いま

した。 

 ただ、この説明資料は、個人情報も含まれていて

各関係機関に渡していないということなのです。だ

からないと私も思っていたのですけれども。この避

難実施要領の各パターン、いろいろなパターン、私

も見させていただきました。これを配っていない

と、そのパターンに基づいた各機関のそれぞれに応

ずる計画というものは作成できないと思います。計

画をつくって問題点がそこで発見されると、そし

て、それに応じて対策を講ずることができるという

段階を踏んでいくと思うのですけれども、このパ

ターンを何とか各関係機関にも配れる、あるいは個

人情報が入っているから、一般住民の人がますます

もっと見られないと思うのです。例えば、個人情報

を別添にして分けるとか、何かそういったところを

改善すべきだと思うのですが、いかがでありましょ

うか。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ６番今村議員の再質問にお

答えさせていただきます。 

 まず、総じて十勝岳噴火総合防災訓練におけます

成果についてのまず冒頭の御質問でありますが、基

本的に対策本部を設置して、対策本部がどのような

情報を収集し、どのような指示を出していくかとい

うことが大切でありまして、それらの情報を受け
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る、そして、受けた情報を各関係機関に伝達すると

いう対応でありますが、従前は議員も対策本部にお

いでいただいて見られたと思いますが、あの大きな

泥流があった十勝岳活火山と美瑛を含めた上富良野

の富良野川周辺の図面の中に、それぞれ関係機関が

展開する場所を落として、自衛隊はここに今展開し

ているよ、あるいは、消防はこことここに展開して

いるよ、また、警察はどことどこに展開しているよ

というようなことで図面に落とすとともに、壁に大

きな時系列別の記録用紙を置いておきまして、そこ

にそれぞれの機関が何時何分、何々に対応したと。

どこそこの機関が何時何分、何々の対応をしたとい

うことを記録して、対策本部に来る関係機関の方々

がそれを見れば一目瞭然としてわかるような対応を

図っていたところでありますが、基本的に、対策本

部として情報を収集することは安易なのです。簡単

と言ったら語弊がありますけれども、組織から報告

を受ければいいわけですから、それを本部は記録体

制にしておけばいいわけでありますが、その受けた

情報をすべての機関、ことしの場合は１８組織機関

でありますが、同じように情報を共有するために返

してやるということが、これが非常に難しかった

と。今日まで難しい。 

 だから、今、議員の御発言にありましたように、

地図上に落としてそれを見に来るとか、壁に時系列

別に今何をしていますよと組織別の記録を見て、警

察は今ここでこういうことをやっているのだなとい

うことを確認していくというような形でありました

けれども、昨年から試行的に対応したのですが、イ

ンターネットでそれぞれの関係機関がすべて、今何

をしました、何時何分、何をしましたということで

記録をすれば、それが１８機関全部にだーっと流れ

ていくと。そして、それを１８機関の者は全部見ら

れる。例えば、対策本部長も、私自身も見えるとい

うようなことで、情報の共有化につきましては、非

常にインターネットという情報媒体によりましてよ

くなったわけでありますけれども、いろいろな面で

まだ、先ほどもお答えさせていただきましたよう

に、このインターネットの対応の中にもいろいろな

改善をしなければならない課題がたくさんあると。 

 例えば、対策本部長として、私のところに、あの

小さな画面の中に１８団体が行動をとったやつが

ばーっと出てくるわけです。それがどれが重要なあ

れで、どれがどこのあれなのかというのは、全部読

まなければならないわけです。そうすると、時系列

別にそれをみんな見ていくと、その項目はものすご

い数なのです。そうしたら、それに対して一々指示

を出すということについては、なかなか難しい面も

あるので、ただ、重要なもの、あるいは、どこの組

織が発信した情報なのかということが一目瞭然にわ

かるような手法等々も含めながら、今後の対応の中

で改善を加えていきたいということで、各関係機関

の皆さん方の御意見も伺いながら改善を加えていく

ようにしていきたいなと思っております。 

 そういったことをすべてを検証しながら、また次

年度の防災訓練に生かしていくように努めていきた

いと思っております。 

 また、これらの防災訓練につきましては、御指摘

のとおり、ある面ではシナリオ化されたものを消化

していくというような形になっているところであり

ますが、これらについて、それぞれの現場の担当責

任者、対策本部から言えばそれぞれの課長職が、そ

れぞれの対策部長として対応を進めているわけであ

りますけれども、これらのそれぞれの課長職の方々

がそれぞれの対策部長として、今、議員の御質問に

ありましたように、図上訓練等々で、こういう場合

はどうするか、ああいう場合はどうするかという対

応については、私ども防災の指導をいただいており

ます地元の第２戦車連隊の指導をいただきながら、

是正、改善をしておるわけですけれども、なかなか

全部署でうまくいかないと。 

 また、何年かたったらその部署を異動しますの

で、そこに専従して職員がいるわけでなくて、課長

職も何年かたてば異動して、そうしたら担当部署が

変わってくるというようなこともありますので、な

かなか難しいわけでありますが、かといって、これ

らのそれぞれの部署の責任者はそれなりの、今はシ

ナリオで動いていたとしても、現実の場合において

は何が起きるかわからない。その何が起きるかわか

らないことの対応をしているのが避難所の責任者、

これは住民会の避難してきた方々がいろいろな対応

をしますので、シナリオどおりにならないで、それ

ぞれの責任者として対処してきた結果が後ほど報告

されるという形が出てきているところでありますの

で、そういった部分で、それぞれの担当部署の責任

者がそれぞれの責任の中で対処していくものを報告

し、対策本部に集約するような手法というものも今

後十分考えていかなければならないなと思っており

ます。 

 また、観光客等々については、今御質問がありま

したけれども、御提言ありましたが、今のところ町

としては、災害対策において観光客に対する対応に

ついては対応しておりません。これにつきまして

は、議員の御質問にありますように、何らかの対応

を図っていくことを考えていかなければならないな

と思っておりますし、また、最も問題なのは登山者

の扱いであります。噴火しないと思って山へ登って

いた人たち、その山へ登った人たちが入山届けをし
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て登ってくれていれば人数はわかるわけであります

が、先回の遭難でもあったように、入山届けは書か

ないで、ただ自由に登っていってしまうと。では、

今、山に何人登っているのというのはもうわからな

いというようなことで、十勝岳の噴火が起きている

といったときに、どういうような伝達をし、登山者

の対応を図るかというようなことについても、今、

北海道とも調整をしながらいろいろやっています

が、なかなか結論としては難しい課題であると。 

 ただ、これから先、入山禁止の立て札を出して、

山登りしないように禁止にするということについて

は対応するわけでありますが、火山噴火予知の対応

を踏まえた中で、事前に噴火危険状態になれば登山

禁止をするというような手はず等々の対応を図って

いくことも含めながら、検討を加えなければいけな

いなと思っておるところであります。 

 また、一番懸念しておりますのは、噴火して２０

年たちますと、避難訓練に参加していただく方々が

非常に少ないと。住民会の皆さん方には、せめて１

世帯１人、家族がみんな出なくてもいいから、避難

の経験をするために１世帯１人は参加してほしいわ

と、そういうことでお願いをしながら、それぞれの

住民避難、危険区域の皆さん方の御協力をいただい

ておりますが、ことしはまた１００人ほど減って、

２００人そこそこと。噴火した平成元年、２年ごろ

は１,８００人近くの方々に参加していただいてお

りましたけれども、だんだんだんだん少なくなって

きたと。我々のＰＲの方法というものも考えていか

なければなりませんが、先ほども申し上げましたよ

うに、昭和６１年からこの避難訓練を実施している

と、こういう状況で、多くの皆さん方が理解をして

いただいているということでありますが、だんだん

だんだんそういう状況であると。ことしは２０年目

ということでもありますので、町といたしまして

も、十勝岳噴火に対するいろいろな形の中でＰＲを

していきたいなと思っております。 

 そういう中で、ことしはたまたま北海道火山サ

ミットも実施して、いろいろな防災の事業展開をし

ながら、住民の皆さん方に防災意識の高揚を図って

いきたいと思っておりますので、御理解をいただき

たいと思います。 

 続きまして、防災士養成についてでありますが、

過去にも消防関係でお聞きいたしました。こういう

ボランティア組織の中で、そういう対応のものがあ

るということにつきましては、行政としても支援す

るものは支援し、そういったことに対する対応につ

いては十分検討していきたいなと思っておりますの

で、御理解をいただきたいと思います。 

 次に、防災計画におきます自主防災組織でありま

すけれども、先ほどもお答えさせていただきました

ように、これは住民会単位で組織をいたしておりま

して、６１年に結成をしたところでありますが、こ

のことが６３年の噴火に大いに効果を来したという

結果が出ておりますけれども、今現在、１住民会が

自主防災組織を結成していないという状況でありま

す。しかし、他の自主防災組織も、結成はされてお

りますが、なかなか継続された形になっていない

と。形の上では結成したことになっておりますけれ

ども、活動が全くないというようなことで、今、こ

こ３年ほど前から自主防災組織の結成について、再

編について、住民会長さん方々にお願いをいたして

いるところでありまして、昨年からこの防災訓練に

自主防災組織の役員の皆さん方の参加をいただくよ

うになったと。ことしも大勢の自主防災組織の皆さ

ん方の協力をいただいて防災訓練を実施することが

でき得ました。こういうような形で、徐々にこの自

主防災組織を住民会単位でつくり上げていきたいと

思っておりますので、御理解をいただきたいと思い

ます。 

 また、国民保護計画につきましての避難誘導等々

の国民保護計画につきましては、いささか武力侵攻

等々の厳しい課題を含めた住民の避難であります

が、これらにつきましては、さきにお答えさせてい

ただきましたように、現在、町が対応しております

十勝岳噴火総合防災訓練や、あるいはこれから、十

勝岳噴火だけでなくて、今の防災計画の中には、水

害、地震、御案内のとおり富良野活断層があるとい

うことで、もう既に報道されておりますけれども、

そういうようなことで、地震、水害等々の対応に対

する地区防災訓練等々も実施をしていきたいと思っ

ておりますので、それらの中にありまして、この国

民保護計画に基づく住民の保護、誘導というものも

同時に訓練の中で対応していきたいと思っておりま

すので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 再々質問ございますか。 

 ６番今村辰義君。 

○６番（今村辰義君） 先ほどの情報という観点で

ありますけれども、情報が町の防災対策本部に入っ

てくる、それを受ける。情報というものは、受けた

ら吐き出さないと何の役にも立たないわけです。そ

して、町長が言っておられたように、膨大な情報が

入ってくる。だから、やっぱり情報というものは処

理する組織が必要だと。そして重要なものだけ町長

に見ていただくというようなことをやらないと、と

ても対応できないと思います。 

 あるいは、状況判断を伴う計画を策定するという

ことは、これは片手間ではなかなかできないと思う

のです。役場のほうも効率化、合理化というふうに
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よく言われて、組織の改編を頑張っているわけであ

りますけれども、何も組織の効率化、合理化という

のは、減らすだけではなくて、大事なところはやっ

ぱりふやすということはもちろん重々御承知だと思

いますが、そういった防災、何と言っても、この上

富良野町は十勝岳を抱えておりますから、そういう

防災に対すること、あるいは先ほど言いましたよう

に、それに関連する情報処理、こういった人の養成

のためにも、そういった関係部署の人員をふやすと

いうことも考慮していただきたいと思いますが、町

長の考え方についてお伺いしたいと思います。 

 あと、国民保護計画でちょっと漏れた話でありま

すけれども、個人情報、要するに、住所だとか電話

番号が入っているところが非常にありまして、それ

で関係機関に配付できないというお話を聞きまし

た。そういったところを抜かした計画をつくらない

と、いつまでたっても関係機関はわからないわけで

す。マニュアルがわからないと計画がつくれないと

いうことで、そこら辺を今後どうしていくのか、あ

わせてお伺いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ６番今村議員の再々質問に

お答えします。 

 １点、答弁漏れがありました。申しわけございま

せん。 

 情報でありますけれども、対策本部に情報が入っ

てくると、本部長に情報がすべて入ってくるという

ことではなくて、今御指摘ありましたように、重要

な情報については本部に伝達されて私のところへ

入ってくるわけであります。それ以外の部分につい

ては、担当のほうでそれぞれの協力団体等々に指示

をし、対応しているというのが現状でありますが、

ことしの場合、インターネットで対応したがゆえ

に、すべての情報が私の前にも入ってきていると。

ですから、すべての情報を掌握せざるを得ないと。

そうすると数が非常に多かったなと。 

 これは、今後、今、各協力団体の皆さん方ともお

話をしたのですけれども、やっぱり対策本部長に

入ってくるものというもので選別して私のところへ

だけ対応すると、また情報の選別ということで、い

ろいろな形が、問題あるのかなと。では、重要な部

分は赤いマーカーで印をつけてあって、これはこう

だぞというふうな、あるいは字を濃くするとか、い

ろいろな手法で、これは対策本部長として重要だな

というような、そういうようなものの仕分けをしな

がら情報の伝達をしていったらどうかということで

今検討しているところでありまして、従前もそう

いったことで本部長のところにすべての情報が入っ

てくるわけではなくて、取捨選択した中での情報が

私のところへ入ってくる。それに対して私が指示を

するということでありますので、御理解いただきた

いと思います。 

 また、防災につきましては、御指摘のように、専

門的な知識と専門的な対応を図っていかなければな

らないということで、職員の配置につきましても、

町としては兼職でありますけれども、防災担当の職

員を位置づけしながら、各機関、組織との連絡調整

等々も含めてその対応を図っているところでありま

すが、当然にして、町職員を対策本部として使うわ

けでありますから、私の対策本部としての手足とな

るのは職員でありますから、その職員につきまして

は、その担当だけでなくて全職員が対応するという

ことでありますので、すべての職員が、この防災に

対する意識を持っていただかなければならないと、

そういった日ごろからの訓練、日ごろからの指導と

いうものは必要であると思っておりますので、これ

らにつきましては、専門職ということよりも、全職

員ということで考えておりますので、ひとつ御理解

をいただきたいと。 

 それから、もう一つ、国民保護計画の中での個人

情報的な問題についてということは、これは国民保

護計画だけでなくて、十勝岳防災計画の中において

も同じようなものなのであります。 

 ここにおいて個人情報というのは何があるのかと

いったら、例えば、弱者、高齢者の方々、あるい

は、いろいろな障害のある方々、弱者の方々、これ

らについては、町としては、どこの地域に、どこに

どういう方がいる、こういう方がいるということを

掌握した中で、避難指示を出すときには、その人た

ちを前もって避難をさせてから、事前避難をさせて

対応させるとかというような訓練を展開しておりま

すが、その人たちの名簿を住民会だとか皆さん方に

公表できないと、プライバシーの問題があって公表

できないという問題があると。 

 これについて、今相当そういった公的な利用等々

についての個人情報の開示について、国も相当改善

を図って法の改正も進めてきておりますので、町と

いたしましても、そういうようなことについては、

その使途、使い方、そういった部分を含めながら、

この個人情報についてはどこまで開示できるのか、

対策本部だけが持っているのでは、これはいかがか

なというのは御指摘のとおりであります。事前に地

域の皆さん方が、うちの地域にこういう弱者が、

救ってやらなければいけない、手助けをしてやらな

ければいけない、そういう方がいるのだということ

を認識してもらっておかなければいけないというこ

とを考えると、事前にそういった情報を与えておか
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なければならない。そこらあたりのところの、今、

個人情報の開示、プライバシー保護の問題、こうい

うことで、今ちょうど問題視しているところであり

ますので、これらにつきましては、法律を見きわめ

た中で善処しながら進めていきたいと思いますので

御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、６番今

村辰義君の一般質問を終了いたします。 

 これにて、本日の一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎散  会  宣  告 

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

 本日は、これにて散会をいたしたいと思います。 

 あすの予定について、事務局長から報告いたさせ

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 あす３月１２日は、本定例会の４日目で、開会は

午前９時でございます。定刻までに御参集賜ります

ようお願い申し上げます。 

 以上です。 

午後 ３時３１分 散会
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

─────────────────── 

◎開 議 宣 告           

○議長（西村昭教君） 出席まことに御苦労に存じ

ます。 

 ただいまの出席議員は、１４名であります。 

 これより、平成２０年第１回上富良野町議会定例

会４日目を開会いたします。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

─────────────────── 

◎諸 般 の 報 告           

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 本日の一般質問は、昨日に引き続き、日割表のと

おり行います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ５番 米 沢 義 英 君 

     ６番 今 村 辰 義 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（西村昭教君） 日程第２ きのうに引き続

き、町の一般行政について質問を行います。 

 初めに、４番谷忠君。 

○４番（谷忠君） おはようございます。私は、さ

きに通告をさせていただいてございます２項目につ

いて、町長の見解を伺いたいということで質問をさ

せていただきたいというふうに存じます。 

 まず１点目でありますけれども、第６次の農業振

興計画策定に当たりましての基本姿勢についてお伺

いをさせていただきたいというふうに存じます。 

 我が国が貿易立国として国際化の中、農業も、好

むと好まざるとにかかわらず、構造の改善を急がな

ければならない状況にあります。現在の経営は、以

前と違って複雑な難問題を抱え、一人一人の努力で

はどうしようもない壁にぶち当たっていることは御

案内のとおりだというふうに思ってございます。利

己主義的な考え方は通用しない時代であり、国際

化、高齢化の大きな潮流の中にあって、農業環境は

年々厳しさを増しているところでありますけれど

も、担い手不足、あるいは兼業化はもとより、海外

農産物の増加等、数えれば切りがない状況にござい

ます。そのことによって、産地の空洞化による農村

社会のあるべき機能が低下しながら、農村社会の本

来あるべき姿が崩壊へと結びつきはしないか、多く

の農業者が不安と危惧を抱いているところでござい

ます。こうした状況を打開して、我が町の農業がい

かに活性化をするか、このことをかんがみながら御

質問をさせていただきたいというふうに存じます。 

 平成２０年度は第５次の農業振興計画の最終の年

でもありますけれども、また一方では、総括をする

年でもございます。その５年間の課題と反省、そう

いう点があるとするならば、町長の見解をまず最初

に伺っておきたいというふうに思います。 

 次に、６次に向けてでありますけれども、農協と

策定年度が同じということでございますので、連携

のもと、この推進が図られるものというふうに思っ

てございますけれども、農家に対するやる気の動機

づけが必要と思われます。町は、本計画の策定に当

たって、どのような基本姿勢を持って臨もうとして

いるのか、この点についても町長の見解を伺いたい

というふうに存じます。 

 さらに、振興計画を作成するに当たりまして、き

め細かな営農基本条例の制定の考えはいかがかとい

うことでもお伺いをさせていただきたいというふう

に存じます。 

 さらに、年次別財源を、投資額としてこの振興計

画の中に明示する考えはあるかどうかについてもお

伺いをさせていただきたいというふうに存じます。 

 さらに、これに関連いたしますので、遊休農地の

面積と実態、さらには、上富良野における農畜産物

の総生産額、加えて、現在の農業後継者の人数と実

態についてもお伺いをさせていただきたいというふ

うに存じます。 

 さらに、２項目めでありますけれども、これは町

立病院の看護師の確保の問題に絞って質問をさせて

いただきたいということでございます。 

 町立病院につきましては、幾多の紆余曲折をたど

りながら、町立病院は公的な医療体制機関として、

基本心を保ちながらその機能を果たしてきたという

ふうに思ってございます。一般会計からの繰入金は

毎年度あるものの、その改善が見られる見通しが
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立ってございますし、加えて、累積欠損金の大半は

減価償却費と存じてございます。一般企業とは異

なって、多数の特殊な免許や資格を持った職員を必

要とし、患者を含めた人間関係は複雑でありますけ

れども、全体として相互の協力関係が重要と考えま

すので、私は、病院存続の観点から、この問題につ

いて取り上げさせていただきました。 

 診療報酬の改定で、２３年度末までに介護病床の

廃止が決定されてございます。今年度中に医療病併

設の小規模老健施設への転換が示されたところであ

りますけれども、どのような形で運営をされようと

も、公立病院としての町民に対する医療を提供する

ことが行政の最大のサービスというふうに考えてご

ざいますので、町立病院のポイントは、医師の確保

については旭川医大との友好な関係もありまして、

今後ともその悪化については懸念はされないものと

いうふうに考えてございますので、病院については

多くの課題はあるというふうに考えてございますけ

れども、問題は、患者と一番触れ合うことのある看

護師の確保の問題というふうにとらえてございます

ので、いかがでしょうか、この辺についてもお伺い

をさせていただきたいというふうに思います。 

 さらに、この確保問題については、修学資金貸付

条例などを併設してございますけれども、見直しの

考えがあるのかないのか、この辺についても御検討

をいただければというふうに思いまして御質問をさ

せていただきたいというふうに思います。 

 さらに、この問題に関連しまして、環境づくりと

いうものがネックになってございますので、この環

境づくりについて、子供の保育体制、このことにつ

いても考えられないのかということについても御指

摘をさせていただきながら、御答弁をいただければ

というふうに思ってございます。 

 さらに、現在の看護師の総数とあわせてお伺いを

させていただきたいというふうに存じます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ４番谷議員の２項目の御質

問にお答えさせていただきます。 

 まず、第１項目めの第６次農業振興計画策定に関

してでありますが、現行の第５次農業振興計画につ

きましては、平成２０年度をもって計画期間が終了

するわけであります。現計画の柱であります３点の

基本施策と１１の具体項目の実施検証を行い、平成

２１年度からスタートする次期５カ年計画となる第

６次農業振興計画の策定については、農協さん、各

部会の皆さん方、そしてまた農業改良普及センター

等々の関係機関の方々との連携協力を図りながら、

目まぐるしく変化する社会情勢、農業情勢への対応

を考慮しながら策定をしてまいりたいと考えており

ます。 

 新計画の策定に当たっては、国の食料・農業・農

村基本法に基づく基本計画等の整合性を図りつつ、

特に関係する組織、団体等との地域課題を十分に踏

まえ、また、地域特性を最大限に生かせるよう、具

体的に方向づけをしなければならないと考えている

ところであります。 

 また、農業基本条例の制定につきましては、第６

次の農業振興計画の策定作業の中で、現行個別条例

以外に具体的に必要性が出てくるとするならば、ど

のような内容とするのかも含めて、制度に向けた判

断をしなければならないと考えるところでありま

す。 

 農業振興計画期間の５カ年について、年次別の投

資額を明示することにつきましては、中期、長期財

政計画を硬直化させるおそれがあるため、３カ年の

ローリング方式で作成いたしております総合計画実

施計画を随時参照いただきたいものと考えておりま

す。 

 次に、遊休農地の面積と実態、農畜産物の総生産

額、農業後継者の人数等々の実態についてお答えさ

せていただきます。 

 高齢化が進み、離農や世代交代等を機に、急速な

農地の流動化が進む中で、本町における遊休農地

は、農業委員会の調査によりますと約７０町と認識

をいたしております。なお、６割が倍本地区に点在

しており、農地売買及び農地賃貸等による経営規模

拡大とあわせて、農作業受託による実質的な作業単

位の拡大を促進し、農業経営の規模拡大に資するよ

う努めておりますが、今後においても、農業委員会

を核として、農用地改善組合等々との情報の一元化

を図りながら、遊休農地の削減に努めてまいりたい

と考えております。 

 また、農畜産物の総生産につきましては、ふらの

農業協同組合の取り扱いでは、平成１９年度事業年

度分、全体で２４８億５,８００万円で、上富良野

支所といたしましては３９億４,５００万円であり

ます。 

 農業後継者のある農家につきましては、平成１８

年度調査で、農家戸数３８０戸のうち７４戸でござ

います。 

 次に、２項目めの町立病院の看護師確保の充実を

との御質問についてでありますが、平成２０年度に

病院併設型老健への転換を行っても、医師、看護師

は経営を担う重要な職種であり、また、町民皆さん

に安全安心の医療を提供することは重要な行政サー

ビスと考えているところであります。 

 医師につきましては、旭川医大と友好な関係にあ
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りますが、医師の確保は重要であり、今後も引き続

き旭川医大との連携に努めてまいります。 

 看護職員につきましては、外来、一般病棟、療養

病棟とともに、基準に余裕のない人数で対応してお

り、看護職員の確保ができなければ入院基本料が大

幅な減収になってしまうことから、非常に重大な課

題と思っているところであります。 

 看護職員の人材確保のために、ハローワークを初

め、チラシ、ホームページなどで募集に努めている

ところでありますが、応募者が少なく、厳しい実態

にありますので、現行の修学資金制度が実態に合う

適切な支援額なのかどうかなどについても、早急に

検討をしていきたいと思っているところでありま

す。 

 また、子育てのため家庭に入っている看護師、准

看護師の方がおられますので、その方が子供を職場

で見ることにより容易に職場につくことができるか

どうか、環境を整えることにも努めてまいりたいと

思っております。 

 なお、３月１日現在の看護師の総数であります

が、看護師１７名、准看護師１４名の合計３１名で

あります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 ４番谷忠君。 

○４番（谷忠君） 答弁がですね、すとんと私の気

持ちの中に落ちてこないなという部分がありますの

で、再質問をさせていただきます。 

 今の町長の答弁の中で、３点の基本施策と、それ

から１１の実施検証を行うという答弁がございまし

た。全体の課題、反省を総括するには、第５次の振

興計画がまだ最終年度ということでありますから、

わからないわけではないわけでありますけれども、

これまでの４年間、この検証というものは一度もさ

れてこなかったのかどうなのか、あるいは、検証す

る機会を逸したのか、その辺について再度お伺いを

したいというふうに思ってございます。 

 私は、農業振興審議会という協議会があるのだと

いうふうに存じてございますけれども、ここは、資

料がちょっとあるのでありますが、きのう、ちょっ

と申し入れをさせていただいて、町長の手元にもあ

るのだろうなというふうに思ってございますけれど

も、これは、農業振興の基本方針の策定に関するこ

と、あるいは、地域農政推進に関すること、水田農

業確立対策に関すること、さらには、農用地利用増

進に関すること、それから、前号に掲げるもののほ

か農業振興に関し必要と認めることということに

なってございまして、この審議会は町長の諮問に応

じて調査審査をして意見を具申するというふうに

なってございます。こういう、極めて農業情勢が変

化をする中で、一度もこういう審議会が、農業委員

会の会長さんも御出席でありますけれども、当然メ

ンバーの中に加わっているのだろうなというふうに

思いますけれども、この会に、変化の中で、諮問を

しながら、答申、あるいは、そういったもろもろの

意見を聴取した経過がないというふうに私は思って

ないのでありますけれども、この点についてもひと

つ改めてお伺いをさせていただきたいというふうに

思います。 

 それから、この中で、私は、奨励作物の推進であ

るとか、あるいは農地流動化の問題であるとか、生

産性向上に向けた経営基盤の強化策など、これらに

ついては行政としても一定の評価はしているのだろ

うというふうに思ってございますから、それらに関

する問題、それから、反面、達成度については、ど

ういうふうに評価をしているのかということについ

ても、もし見解があればお伺いをさせていただきた

いというふうに思います。 

 それから、関係機関と連携をしながら、こういっ

た振興計画については、６次に向けて作成をしてい

くということについては、これは当然のことだとい

うふうに私は思ってございます。これから、依然と

して農業情勢が厳しい中で、農業の発展策であると

か、あるいは農業者の意向を重視した、それぞれに

対策を明確にするべきというふうに私は思ってござ

いますけれども、具体的に、個別的に、きめ細かな

農政の転換を今現在求められていると思ってござい

ます。今日、地方分権の時代でありますけれども、

国や道の指導はもちろんでありますけれども、町独

自の農業政策、あるいは振興を盛り上げるべきでは

ないかというふうに考えてございます。いま一度、

この辺についての町長の見解をお伺いしたいという

ふうに思います。 

 それから、営農基本条例の関係でありますけれど

も、これにつきましては、真新しい言葉だろうなと

いうふうに思っておられる方もおられるわけであり

ますけれども、実は、食料・農業・農村基本法が策

定されてございますけれども、それはそれとして、

地域には、やはり特性があったり独自性があるとい

うことについては間違いのないことだと思いますか

ら、相当きめ細かな基本条例を策定して、農業振興

計画の中に盛り込むということが考え方でありま

す。あわせて、こういった振興計画につきまして

も、財政的な裏づけが乏しくなったり、あるいは、

内容は立派であっても空論化するおそれがあります

ので、何とか投資額をイメージすべきだというふう

に考えてございますけれども、基本条例の中身につ

きましては、それぞれの考え方があろうかと思いま
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すので、町の活性化に向けた、さらには、生産性向

上に向けた、そういったものに主眼を置いた政策を

盛り上げるべきだというふうに私は思ってございま

す。 

 農地の流動化を図りながら、農業機械の集約化

で、生産性の向上のためにどういうふうに結びつけ

ていくのかというようなことも１点でありましょう

し、あるいは、後継者を育成して、どのように自立

農家を育てていくのかということも一つの方策であ

りましょうし、あるいは、農業整備基盤を進めて、

生産性に結びつけて、どう高めていくのかというこ

とも必要でありましょうし、あるいはまた、農作物

の付加価値を高めながら、農家経済の活性化を図

り、こういったことも必要でありましょうし、ある

いは、町の特産品、特産品というのは極めて有効な

活性化の手段だというふうに思ってございます、ま

さに上富良野農業というのは上川農業の縮図と以前

から言われておりますけれども、何でもとれるのだ

というところであります。逆に言えば、特色のない

というふうにも言えるかもしれませんけれども、ぜ

ひこういったことにも行政は主導権を発揮して、力

を入れてほしいなというふうに思っておるものでご

ざいますから、こういったことにつきましての、こ

れはまた上富良野の観光産業と、そういったものを

結びつけて、農業者のみならず、町全体として盛り

上げていく政策も盛り込んではいかがかなというふ

うに考えてございます。 

 さらに、先ほども申し上げましたけれども、拡大

する遊休農地の活性法、活用方法、こういったもの

も、ぜひ御検討いただければというふうに思ってご

ざいます。 

 要は、いかにしてやる気の動機づけが必要だとい

うふうに思ってございますので、ぜひこの点も御検

討をいただければなと思ってございます。 

 関係機関との調整も必要でございましょうけれど

も、町はそれぞれのパイプ役として、連絡、協調を

図りながら、しっかりとしたリーダーシップを発揮

して振興計画の推進と基本条例の考え方について、

再度お尋ねをさせていただきたいというふうに思っ

てございます。 

 今日の農業は、自立もさることながら、意識改革

ない限り振興はあり得ないというふうに思ってござ

いますので、町当局の強い指導を臨んでやまないと

いうふうに思ってございますので、この点あわせて

町長の御見解を賜りたいというふうに思ってござい

ます。 

 それから、農業後継者、これについては、実は３

８０戸、これは町にあるセンサスか何か、農業実態

調査かなんかで調べたのだと思いますけれども、実

は１８年度調査のどの程度の段階で調査をされたも

のか、ちょっと私にはわかりませんけれども、私の

手元にある資料でありますけれども、これは、３８

０戸、確かにこれ、年度初めだと思います。そんな

関係で、３８０戸をシミュレーションとして、私の

ほうでちょっとつくってまいりましたので発表させ

ていただきたいと思いますけれども、年度末には、

現実には３７０戸というふうに思ってございます。

それで、実は、現在、１９年度の初めに、正組合員

の戸数、３４８戸が実態であります。上富良野の農

地面積、田畑合わせまして５,９３１ヘクタール、

以前から６,０００ヘクタールというふうに言われ

ておりました。水田が２,０００ヘクタール、それ

から畑が４,０００ヘクタール、こういう大体の、

多少のずれはあると思いますけれども、こういう基

準だったと。その後、多少の都市化だとか面積変更

があったりして、現在は５,９３１ヘクタールとい

うふうにとらえてございます。 

 こんな中で、組合員の率は、戸数で計算していき

ますと、現在、これ割り返しますと、町で発表した

３８０戸で計算しましても、現在１６ヘクタール、

これは１戸当たりの平均面積なのですよ。１０年後

にどうなっていくかと、これはシミュレーションで

すけれども、２８年、どんどんこれ減少して、２０

０戸足らず、農家組合員の戸数は２００戸足らず、

こんな状況になります。そうすると、大体２９.１

ヘクタール、これが２００戸足らずの組合員で、現

状以上耕作面積をつくっているということになる

と、こういう実態になるというふうになりますもの

ですから、まさに規模拡大を目指したり、あるい

は、優良農地を残った組合員で処理していくという

ことになれば、これは当然遊休農地も発生してくる

だろうというふうに思ってございますので、この点

について認識をひとつ持っていただきたいなという

ふうに思ってございます。 

 それから、この実態なのでありますが、実は、１

８年度の調査でありますけれども、これは先ほど御

答弁いただいた３８０戸、この中で計算をします

と、後継者七十数名というふうに御答弁いただきま

したけれども、現実は５８戸になります。この５８

戸のうち、後継者がおる方が、実は７名の方が女性

なのですね。こういう実態だということも御承知お

きをいただきたいというふうに思います。 

 この３８０戸の組合員戸数の中で、実は、５１歳

以後７５歳までの方が現役でおられますけれども、

この中に占める戸数が１９７戸、こんな実態にあり

ます。それで、この中で、今申し上げました後継者

の方がおられるという方については３３戸でありま

す。残りの１８３戸については、今申し上げました
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とおり５５歳までの方であります。後継者について

は２５戸おられると。当然、４０歳からなり４５歳

なりの農業経営者については、まだ後継者も、海の

ものとも山のものともわからないというようなこと

もありますから、後継者が育ってないというような

ことについては当然かなというふうに思ってござい

ますけれども、こんな実態にあると。 

 それから、遊休農地の関係でありますけれども、

実は７０ヘクタールというような御答弁をいただき

ました。現実に、農業委員会との調査の中で７０ヘ

クタールという数字を押さえているのだろうという

ふうに思いますから、これを換算していきますと、

私のほうで実態をつかまえているのとはちょっと多

少違いますけれども、私のつかまえているのは９９

町、およそ１００ヘクタール、これは休閑地になっ

てございます。休閑地というのは、過去１年間ぐら

い農作物が作成されていない、そして、今後、農地

として復元するのは難しいだろうというふうな一応

の定義がありますから、この辺からつかまえます

と、こういう状況になってございます。 

 それから、この予備軍、予備軍と言ったらおかし

いのですけれども、私は将来、遊休農地になりかね

ないなというような面積、休閑緑地というのがあり

ます。現在確かに、休閑緑地についても、現在は緑

肥もまかれていないけれども、将来まくよと、近々

にまくよと、こういうものも含めますと、この面積

が、実は１４５ヘクタール、これぐらいあります。

これを作付未定地も含めますと、作付未定地は３町

６反ぐらいですから、これを全部合わせますと２４

８ヘクタール、これが遊休農地になりかねない、こ

んな状況ですから、町の基幹産業である農業に本腰

を入れてほしいと、私はそう訴えたいというふうに

思います。 

 それから、生産額、極めて去年については品目横

断政策も入ったり、大体平均すると、去年より１割

ぐらいは平均して落ちているのかなと、こんなふう

でありますから、今御答弁にありましたことにつき

ましては、これは農協の取り扱い分でありますか

ら、集荷率の関係もありますから、はっきりした数

字はいかがかなと思うのでありますけれども、大

体、集荷率の関係含めて、生産額については、これ

より多少上回って、四十四、五かなというふうに思

います。上富良野農業が最盛期の時代、３０、３

０、３０と、こう言われたものです、９０億円にな

ります。これは、水田農業が３０、畑作農業が３

０、それから畜産農家が３０、３０、３０、３０で

９０億円と、こういう時代があります。今申し上げ

ましたとおり、大体半分なのですね。こういう逼迫

した状況になると、産業として成り立つか成り立た

ないかとかいうことは、極めて重大な危機になって

いるということも含めて、再度見解を伺っておきた

いというふうに思います。 

 それから、病院の関係であります。この点につい

ては、町長の答弁の中で、私は極めて前向きな答弁

をいただいたというふうに評価をさせていただきた

いというふうに思ってございます。 

 実は、この修学資金の貸付制度につきまして、私

の手元に資料がありますけれども、昭和３７年３月

１９日、条例が制定をされてございます。その後、

何回かの改正をされているわけであります。昭和４

２年、当初、看護師の貸付資金でありますけれど

も、５,０００円からスタートしておりますね。そ

れから、昭和４２年に５,０００円から８,０００円

に変わっています。それから、昭和４７年、１万

５,０００円に変わっております。それから、平成

３年に３万円になっていると。それから、現在ま

で、今もですね、５万円というようなことでありま

す。この５万円については、多いか少ないかについ

ては、私の見解も定かでありませんけれども、ほか

の病院等々につきましても、この程度の金額なのだ

ろうなというふうに思ってございますが、確保が極

めて難しい状況にある中で、これを思い切って変え

る手法もあったり、そういったことの見直しも、ほ

かのところと差別化をするということも含めて御検

討を賜りたいなというふうに思ってございますもの

ですから、再度、町長の見解を伺っておきたいとい

うふうに思います。 

 それから、なかなか看護師が集まらないというこ

とについての御苦労については、私も十分理解をし

ているつもりでありますけれども、どうしても看護

学校の方向性といいますか、そういったことにつき

ましては、いわゆる診療科目がたくさんある総合病

院、こういったところにどうしてもあっせんをしが

ちでありますし、もちろんまた、看護師さんについ

ても、そういった高等な医療を提供しているそう

いったところに、自分の資質を高めるという意味も

含めて、なかなか私どものところには来てくれない

のだろうなというふうに思ってございますけれど

も、何といっても、実は、前の何回かの会議があり

ますけれども、上富良野に新しい病院が進出したか

ら、町立病院もなかなか収益、患者の方々が、来て

いただけるのが減ったのだというような説明もあり

ました。これは当然減るのが当たり前になると思っ

ていますけれども、新しい病院が上富良野に進出を

してくるということについては、私はそれなりにす

きがあったのだというふうに思ってございますか

ら、その点についても、ぜひ存続をするという前提

に立って、いま一度この体制を見直してはいかがか
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なというふうに思っているものでございますから、

この件の見解についてもお伺いをさせていただきた

いというふうに思ってございます。 

 看護師さんというのは、まさに患者と一番多く接

する機会の多いところでありますし、不安な気持ち

で病院に通っている患者さんが、看護師さんのいや

しの言葉一つで病気も治るのかなと、そんなふうに

思ってございますから、お尋ねをさせていただきた

いというふうに思います。 

 それから、看護師の総数が３１名ということであ

りますけれども、外来、それから一般も含めて、療

養も含めて、この内訳はどうなっているのか。ある

いは、診療報酬が、基本的に入院したときに、体制

が組まれなかったら大体半額程度になる、２人体制

でやっているのか、極めて過酷な労働条件の中で勤

務されているというふうに思ってございますけれど

も、その点も含めて、さらにはまた保育体制、これ

は環境づくりのためにどうしても必要な部分として

なってくるのだろうなと、既婚者もたくさんおられ

るということでありますから、そういった部分につ

いてのお願いをしておきたいというふうに思いま

す。 

 どこの病院もそういったものを設備をされて、看

護師確保の努力をされているというふうにお聞きを

しているものでありますから、町立病院としてはど

うかなというふうに考えてございます。また、一般

の職員の方々にも不平等なことになるかなと思いま

すけれども、決められた時間の流れで勤務をされる

方と、あるいは夜勤も含めた、こういった看護師、

特殊でありますから、その点の理解が得られるかな

と思いますものですが、子育て支援のところもあり

ますから、日中についてはそういったところも利用

できればどうかなと思いますけれども、病院本来の

保育体制についても再度お伺いをさせていただきた

いというふうに思います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ４番谷議員の再質問にお答

えさせていただきます。 

 まず、第５次の農業振興計画にかかわる関連の御

質問でありますが、さきにもお答えさせていただき

ましたように、この第５次の農業振興計画は、こと

し平成２０年度が最終年度ということで、最終評価

はまだいたしておりません。これから、それぞれの

機関、それぞれの関係機関の皆さん方とともに、こ

の最終評価をしていかなければならないなというふ

うに思っております。 

 そういう中で、議員の御質問にありました、毎年

毎年検証はしていないのかということであります

が、毎年このことにつきましては、予算編成にかか

わる課題でありますので、年度ごとに予算を確保す

る段階において、農業施策予算の中でそれらを大概

検証しながら、次なる年度の予算編成をさせていた

だいていたということで御理解をいただきたいなと

いうふうに思います。 

 また、農業振興審議会でありますけれども、条例

の趣旨については、議員の御質問の、御意見のとお

りでありますが、今日まで、この農業振興協議会に

つきましては、町長が諮問する事項について審議を

いただくということが基本でありまして、過去にお

きまして……。（発言する者あり） 

 今日まで、私、記憶にありますのは、一度、委員

会に農業問題で諮問をした経緯を記憶しているので

すが、その内容がどうだったか、今ちょっと、担当

に今聞いているところですけれども、諮問をした経

緯は覚えているのですけれども、毎年毎年諮問はし

ていないというのが実情であります。そして、基本

的には、諮問をしないときは、年に１回、農業予算

についての説明をし、御意見を伺っているというの

が、今日までの農業委員会の、農業振興委員会の状

況であります。 

 議員御質問にありますように、この制度、この委

員会、審議会を、もう少し活用していくということ

が、これからの農業施策の中でも重要であるなとい

うふうに思っております。ただ年１回すればいい、

年２回すればいいということではなくて、その施策

の審議を十二分に果たしていただくと、そういうよ

うな農業振興審議会という対応を図っていくように

努めなければならないなというように思っておりま

す。特に今年度は第６次の農業振興計画の策定に当

たりましては、特にこの農業審議会の御意見等々を

十分に対応しながら進めなければならないというよ

うに思っておりますので、ひとつ御理解を賜りたい

と思います。 

 次に、第６次の関連につきましての種々御質問が

ございました。議員の御質問のとおり、私といたし

ましても、やはり努力する農業者が報われる農業施

策の展開をしなければいけないということは、議員

と同じような考えを持っているわけでありますが、

しからば、そのために、どのような対応をし、どの

ような第６次の農業振興計画をつくっていくかとい

うことが大切でありますが、さきにお答えしていた

だきましたようなことを含めながら、特に、私は農

業経営者の皆さん方の考えを、いかにまとめて聞い

ていくかと、その努力する農業者の皆さん方の意見

を十二分に聞きながら、また、それぞれ議員の御質

問にありました、ＪＡさんも同じように計画をつく

るわけでありますから、それらとの整合性も含め
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て、ひとつ町の第６次の農業振興計画をつくり上げ

ていきたいなというように思っております。 

 その中で、いろいろと御提言ありました営農基本

条例等々の課題でありますが、町にもいろいろな農

業関係の条例を持っておりますけれども、そういう

基本になるもの、議員の御質問にありましたよう

に、我が町の基幹産業の農業というものの位置づけ

の中で、その基本条例というものを設置することが

必要ということで、６次の中で十分煮詰めていくこ

とになれば、そういった営農基本条例の制定につい

ても前向きに考えていくと、基幹産業の農業の位置

づけを含めながら、この条例の制定に向けても、必

要があるならば対処していくように進めていきたい

なというふうに思うところであります。 

 その中で、なぜその農業基本条例も必要なのかと

いうことにつきましては、議員から、今の農業情勢

について御提言がありました。農業経営における農

家の戸数の問題、あるいは後継者の問題、あるいは

農地の問題、これらにつきましては、それぞれ基本

的には別個な課題でなくて、連動している課題であ

りまして、議員にもありますように、我が町の農地

約６,０００ヘクタールの農地を、現在は３８０戸

なりの農家の皆さん方が耕作しているということで

ありますが、今の３８０戸の農業者の中で、後継者

の数からすると、ここ５年、１０年後に、どれだけ

の農家戸数が減っていくかということは、議員が危

惧しておりますように、私自身も危惧していると。

そして、議員の御提言にありましたように、後継者

はおりますよといっても、その後継者は５０歳代の

後継者であるということになれば、あと１０年なの

かということにもなりますので、そういう、これか

ら先５年、１０年、１５年後の農家戸数がどうなの

かと、その農家戸数が減っていくことによって、議

員の御意見にもありましたように、基本的には、戸

数が減れば、それだけ１戸当たりの耕作面積が拡大

していくことになると。では、それだけの拡大した

農業経営を営めるように対処できるのかということ

になると、そこには遊休地というものの発生が危惧

されると、そういったことを含めますと、こういっ

た連動したものを、農業後継者をいかに確保しなが

ら、また、農地をいかに守っていくかということに

なると、ある面では農業者の皆さん方の農地の拡大

も推進しなければならないけれども、拡大ばかりで

農地を対応していくということには、なかなか難し

い。ですから、やはり後継者、戸数を余り減らさな

い施策の展開、そういった部分を対応していくため

には、やはり努力する農業者に対しては、それなり

に報われる農業施策の展開をしながら、この対処を

していかなければならないなというふうに思ってい

るところでありますし、また加えまして、遊休地の

ことにつきましては、当初、四、五年前に確認して

おりましたときには、やはり何百町歩というような

数値であったのが、今、農業委員会が押さえており

ますのは７０町歩、農協さんにしても九十何町歩と

いうようなことで、相当数の遊休地の調整がなされ

てきているなというふうに思っておりますが、た

だ、基本的に、優良農地につきましては何としても

確保しておかなければならないと。ただ、今、遊休

地の中に、先ほどもお答えさせていただきました

が、多くの面積として、今７０町歩、７０ヘクター

ルの中で、やはり優良農地と言われる部分と、今の

近代化農業における耕作に、なかなか難しい農地と

言われる部分があると。これらにつきましては、や

はりある面では他の利用方法等々も含めながら、地

目の変更等も含めて考えていかなければならないな

と。６,０００ヘクタールをすべて優良農地である

のかということも含めて、十分検討していかなけれ

ばならない課題だなというふうに認識をいたしてお

ります。 

 また、生産額につきましても、私、今回、谷議員

の御質問があって調整させていただいて、上富良野

の農業者が４０億円足らずと、びっくりいたしたと

ころであります。過去において、上富良野農業協同

組合時代に、議員が言われていたように、３０、３

０、３０というのは私も記憶があるのです。そし

て、今後５カ年で１２０にしようという計画を立て

た記憶があるのです。それが今、４０億円という数

字にまで落ち込んでいると。ただ、果たしてこれ

が、４０億円が上富良野農業の、農畜産の総収入な

のかということで、いろいろ調べてみましたが、な

かなかその資料がないと。町で押さえておりますの

は、基本的には所得では押さえられるわけですけれ

ども、総生産はなかなか押さえられないと。ところ

が、その当時の所得がどうだったのか、記憶は十分

でありませんが、約７億円弱の所得としては、町と

しては農業所得を押さえていると。これが当時の数

値から見てどうなっているのかということはちょっ

と比較できておりませんけれども、４０億円足ら

ず、３９億何ぼという数値でというのは、決してこ

れは、我が６,０００ヘクタールの面積から、そし

てまた加えて畜産業からして、適正な生産高には

なっていないというふうに思っておりますので、こ

れらの部分についても、もう少しその数値を確認し

てみなければなりませんけれども、やはり農業生産

額が向上する施策の展開ということが、これは十分

必要であるというふうに思っておりますので、これ

らにつきましても、６次の中で十分見きわめながら

対処していかなければならないなというふうに思っ
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ております。 

 次に、病院関係でありますけれども、修学資金条

例につきましては、これは先ほどもお答えさせてい

ただきました。議員からも御提言ありました。他の

ところとの額の調整等々も比較しながら、見直すべ

きものは見直していきたいなと。ただ、この条例が

ありましたが、町もしばらくこの条例を適用する状

況になかったと、希望者がなかったと。たまたまこ

とし１名おりますので、この条例を適用して養成を

していきたいというふうに思っているところであり

ますので、そういった観点からして、十分この金額

について、議員御提言にありましたように、大分古

い条例でありますので、何度かは見直しております

けれども、今回もまた適正な額に見直しも含めて検

討したいと思っております。 

 それから、看護師の外来だとか、あるいは病棟ご

との数につきましては、病院事務長のほうから答弁

させますし、また、医療給付金の看護師の減収に伴

う減額等の対応につきましても、病院事務長のほう

から答えさせていただきたいと思います。 

 そしてまたもう一つ、修学資金制度と保育の関係

でありますが、御承知のとおり、町は昔、病院保育

所を設置しておりましたけれども、利用者がだんだ

ん少なくなったというようなことと、町の保育所へ

の転換ということと、病院経営の厳しさということ

で、保育所につきましては閉鎖をしたところであり

ますが、今、多くの看護師の方が、子育て中の方が

我が町にもいるというようなことでありますので、

何とかその方々が、子育て、保育を対応することに

よって働いていただけるのであればということで、

今、担当のほうに、その体制整備をするようにとい

うことで指示をいたしておりまして、検討している

最中であります。 

 ただ、その中では、病院として、今ある施設の中

で保育士を頼んで見てもらおうと、そのことによっ

て就労していただく方がいるのかどうかということ

で、いるとするならば、その保育施設の対応等々も

検討するようにということで指示をいたしておりま

す。場所的には、今現在、住宅１戸が空いておりま

すので、そこ等々を利用しながらということで検討

させておりますので、近々その結果につきましても

報告はいただけるものというふうに思っておりま

す。 

 また、厚生労働省でも対応しております保育ママ

さん制度、それぞれの家庭で、保育士の免許を持っ

ている方が家庭で預かるという制度がございます。

この制度を利用することによって、そういう制度を

利用していただけるとするならば、今の町立病院の

保育の対応等々も含めて、両面でちょっと検討して

みたいなというふうに思っております。 

 過般の報道を見ますと、この保育ママさん手当が

厚生労働省としては値上げをしたというような話も

あります。お一人の方が、その家庭で保育、子供を

預かって見るというのは３名までと。そしてまた、

３.３平方メートル以上の子供１人につき専有の面

積を有するとか、いろんな条件がありますけれど

も、こういった方で、我が町でそういう方々がいる

とするならば、そういう対応等々も含めながら検討

させてみたいなというふうにも思っております。 

 何はともあれ、この看護師不足というものを何と

か対応しなければならないというふうに思っており

ますので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（大場富蔵君） ４番谷議員の再

質問にお答えしたいと思います。 

 まず、看護職員の配置状況でございますが、一般

病棟、看護師１２名、この中には看護師長が入って

おります、それから准看護師５名の１７名。それか

ら、療養病棟でございますが、看護師２名、准看護

師５名の７名でございます。それから、外来が、看

護師２名、准看護師４名の６名でございます。現在

育児休業中の者が、看護師１名ございます。それ

で、合わせまして看護師１７名、准看護師１４名の

３１名となっているところでございます。 

 それから、入院基本料の関係でございますが、現

在１０対１、入院基本料を取ってございまして、患

者さん１人当たり、１日１万６,９７０円となって

いるところでございます。これが、看護師の確保が

できないということになれば、特別入院基本料とい

うことになりまして、議員が先ほど言われたとお

り、約半額の８,６００円ほどになるところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 再々質問ございますか。 

 ４番谷忠君。 

○４番（谷忠君） 答弁要るか要らないかというこ

とについては町長の判断にさせていただきますけれ

ども、先ほど、上富良野の総生産額、町長のほうか

らるる話がありました。私のほうからも申し上げた

つもりでありますけれども、実はこれ、あくまでも

農協の取り扱いでありますから、集荷率の関係もあ

りまして、ぴたっと私の口から言うのはいかがかな

と思いますものですから、これに十数％上回るとい

うことだけは御承知おきいただきたいと思います。 

 それから、町長、本当の、真の農業振興というも

のについてはどういうふうにお考えでしょうか。私

は、あれもやれば、こういう対策も打ったと、いろ

んな対策打って、これ全部農業振興につながるのだ
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と、それはそうでありますが、私は、真の農業振興

とは作物振興以外にないと、こんなふうに思ってご

ざいます。ですから、上富良野の永劫未来にわたっ

て６,０００ヘクタールの面積が維持できるかとい

う問題について、私も疑問に思ってもございますけ

れども、ぜひこの作物振興のために、行政として、

トップとして、多大な力を発揮してほしいし、リー

ダーシップとしてお願いをしておきたいというふう

に思います。見解は町長の自由でありますけれど

も、ぜひ一言だけお願い申し上げたいなと思いま

す。 

 それから、病院でありますけれども、おおむね、

私は満足したというよりも、先ほども申し上げまし

たけれども、前向きな御答弁をいただいたというふ

うに思ってございます。 

 ただ、最後に、病院は病院としての基本理念が

あったり、あるいは経営方針、基本方針があったり

するのです。学校には学校の教育方針があるよう

に、私は、町長も含めて、こういった基本理念なり

基本方針なり、ぜひ掲げていただくことを御提案を

させていただいて質問を終わりたいというふうに思

います。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） ４番谷議員の再々質問と申

しますか、答弁についてはということでありました

けれども、簡単に私のほうから再々質問にお答えさ

せていただきたいと思いますが、まず、農業施策で

ありますけれども、我が町の基幹産業の農業と、こ

れはどこの行政地域も基幹産業は農業ですと言って

いるわけでありますが、特に上富良野町は本当に農

業なのですよね。この農業が振興発展していくため

には、当然にして一自治体が対応するということに

は限度があるわけでありますが、何としても、私と

しては、今、議員から御意見にもありましたよう

に、それぞれの農作物の奨励対応だけの推進を図る

というのでなくて、全般的な農業経営基盤の確立を

どうやってしていくかと、そして、農業の経営を安

定化させるかと、そのために、例えば、端的に言え

ば大豆について奨励するとか、麦について奨励する

とかということも必要でありますが、それが基本で

はないと。やはり経営基盤を安定させるということ

が一番重要であるなというふうに、私も農家に生ま

れて農業をやってきておりますので、そういったこ

とで、基盤になるものをいかに整備するかというこ

とが大切だなというふうに思っておりますので、そ

ういったことを基本にしながら、今後の農業施策の

展開を進めていきたいと。しかし、残念ながら、や

はり一自治体が対応するというのは限度があるなと

いうことを、じかに認識として身に染みているとこ

ろであります。 

 次に、町立病院関係でありますが、基本理念、私

も常に、議員も経験されて、私と一緒にある病院の

運営委員をしたことがあって、あそこの病院の基本

理念、こうですよというものを提示して、ちゃんと

して患者さんにわかるように、我が病院はこうなん

だと、あれが提示されたと、私も一度事務長に、職

員に言ったことがあるのですが、なかなかそれがま

だ前向きに進んでいません。私もその病院の運営委

員を今もさせていただいておりますけれども、ああ

いった理念を、もう少し我が町立病院も的確に対処

をしていけるような病院経営を進めていかなければ

いけないなというふうに思っています。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、４番谷

忠君の一般質問を終了いたします。 

 次に、１番向山富夫君。 

○１番（向山富夫君） 昨日から一般質問が続いて

おりまして、大変お疲れであろうと思いますが、最

後でございますので、よろしくおつき合いいただき

たいと思います。 

 さて、国の内外におきましては、昨今非常に多く

の問題や課題が、枚挙にいとまがないほど起きてお

ります。御案内のように、国際的には原油価格の高

騰やサブプライム問題に起因いたします世界経済の

不透明感、加えて環境問題等々の数々。一方、国内

に目を転じますと、ここへ来て多少かげりが見られ

ますが、いざなぎ景気を超えたと言われます長期に

わたる国内経済成長、反面、ますます拡大する都市

と地方の格差問題、とりわけ、私たちの周りを幾ら

見渡しても、豊かさを実感できるものはどこにも感

じることはできません。むしろ、灯油やガソリンを

初め、生活物資の高騰や値上げ、さらに食の安心、

安全に対する信頼が大きく揺らぐなど、将来の生活

への不安が日ごとに増大しているのが実態ではない

かと思われます。 

 このような中にありまして、上富良野町も間もな

く新年度を迎えようとしており、この際、これから

のまちづくりに対する２項目につきまして、町長に

お尋ねさせていただきたいと思います。 

 まず、１項目めは、平成２１年度からスタートが

予定されております広域連合についてお尋ねいたし

ます。 

 計画によりますと、五つの一部事務組合の事務事

業が平成２１年度から広域連合に移行するととも

に、将来、国保や介護保険事業も研究していくとさ

れておりますが、これらの取り組みを進める中にあ

りまして、上富良野町が目指す自主自立に対してど

のように機能してくるのか、お聞かせいただきたい

と思います。 
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 さらに、もう少し具体的にお尋ねさせていただき

ますが、まず１点目は、この広域連合において、ど

のような行政効果が見込まれるのかという点。 

 ２点目といたしまして、住民サイドの視点から、

あらゆる施策は住民に対するサービス向上を第一義

としておられると思いますが、広域連合による事業

において、どのような面で、あるいはどのような形

でサービス向上が期待できるのかについてもお尋ね

いたします。 

 ３点目は、富良野広域連合の構成市町村間におい

て、この広域連合を基礎とする将来の富良野圏域５

市町村の目標といいますか、将来構想について、市

町村長で構成されております委員会で明確な認識の

確認をされておられるのか、さらに、認識の確認の

有無にかかわらず、方向性において差異はないのか

についてもお尋ねいたします。 

 ４点目といたしまして、第２期分権改革がスター

トしたわけでありますが、第１期の改革に比較し、

私はさらに、それぞれ自治体の自己決定、自己責任

が強く求められてくるような気がいたします。この

ような中にあって、今後ますます地方分権が進んで

くると予想され、地方自治法２９１条の１によりま

すと、現在の一部事務組合と違い、広域連合は自治

体と同様、いや、それ以上に、国、道などの権限移

譲を受け、処理できるとなっており、今後、当町と

して権限移譲につきまして、広域連合との間におき

ましてはどのように位置づけされていき、また、町

として移譲を受ける受けないにかかわらず、国や道

の軸足は広域連合に移っていき、次第に町の本来の

自治能力が低下をしていき、今後の自主自立に影響

受けないかどうかの心配もありますので、この点に

ついてもお尋ねいたします。 

 次に、２項目めの行財政改革と町の活性化につい

てお尋ねいたします。 

 この間、町において、住民サービスなども含め、

時には痛みも伴いながら行財政改革に不断に取り組

んできたところですが、その効果額は２１億円を超

える額に達しようとしております。これは現在の町

の一般会計の約３０％にも達する額でありまして、

その効果もさることながら、これまで町民皆様の御

理解と御協力に改めて感謝を申し上げなければなら

ないと思っております。 

 しかし、町の財政は着実に健全化に向かっており

ますが、一方では、行政も民間も含め、次第に町の

活力が失われてきている実態もあると思われます。

このような財政の縮小均衡の中にありまして、産業

の活性化を図ることをどのようにして両立させてい

こうとしておられるのかを、まずお尋ねさせていた

だきます。 

 さらに、これに関しまして何点かお尋ねいたしま

すが、１点目は、町の財政規模がこれだけ縮小して

くることにより、町内全体において循環いたします

総資金が縮小し、さらに活力が失われていく一つの

要因となっているのではないかと思いますが、この

点についてお聞きいたします。 

 次に、２点目は、ますます少子高齢化が進行する

中、貴重な若者の定着や高齢者の生きがいづくりも

含め、今こそ町を挙げて上富良野の活性化に取り組

まなければ、到底、将来の自主自立などは果たし得

なくなると危惧いたします。 

 そこで、今はそれぞれの業種業態で縦割り的な振

興策がなされておりますが、これらを横断的に結ん

で、異業種間で相乗効果が生まれるような体制の整

備と、ソフト・ハードもあわせた支援対策に見直す

べきであると思いますが、お考えをお聞かせいただ

きたいと思います。 

 ３点目は、ただいまお尋ねいたしましたことを少

しでも早く、今度は具現化するために、今後いろい

ろなものに取り組んでみたいと思う人たちのきっか

けづくりや、また、取り組もうとする人たちへの

コーディネートやアドバイスができるように、多く

の情報を得ながら支援ができるような、さまざまな

体制整備こそ、行政が果たさなければならない重要

な仕事と考えますが、これらにつきまして町長の率

直な考えをお聞きいたします。 

 以上、２項目についてお尋ねいたしますが、現下

の国の政治状況、加えて、ますます広がる地域間格

差と厳しさが続く地方経済の現状でありますが、何

といたしましても、いま一度町民一丸となって、再

びこの上富良野ににぎわいを取り戻すことができる

ことを願いまして、質問とさせていただきます。 

 よろしくお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １番向山議員の１項目めの

広域連合とまちづくりに関する４点の御質問にお答

えさせていただきます。 

 まず、答弁に先立ちまして、あらかじめ御理解を

賜りたいと思いますが、他に御質問をいただきまし

た議員の方へも申し上げましたように、富良野広域

連合の設置については、今定例議会へ確定した規約

を添えて御提案をさせていただいているものであり

ます。この規約は、設置しようとする広域連合の骨

格となるものであり、具体的なものにつきましては

現在も協議中でありますので、御質問に対しまして

明確にお答えでき得ない点もございますので、あら

かじめ御理解を賜りたいと存じます。 

 それでは、まず初めに、１点目の行政効果の見通

しについてお答えさせていただきます。 
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 設置を予定いたしております広域連合は、現在５

市町村における五つの一部事務組合を一つの広域連

合という同じ特別地方公共団体へ統合しようとする

ものであります。これまで、広報かみふらのの紙面

やまちづくりトーク、町議会において、皆様に説明

をさせていただいておりますように、その効果とい

たしましては、重複する同じ事務や組織を統合する

ことで、事務や組織体制、ひいては財政的な効率化

を図れるよう協議を重ねているところであります。

将来的には、国民健康保険や介護保険事務などの市

町村の共通する事務の処理も研究、検討してまいる

予定でありますので、御理解を賜りたいと思いま

す。 

 次に、２点目の住民サービスの面でどのような期

待ができるのかという御質問でありますが、当面は

共通する事務を集約し、量的縮減を図るなど、執行

体制を一本化することで総体としての経費の縮減に

つなげるなど、効率的な行政運営を図ることを目指

し、一部事務組合から広域連合へ移行するというこ

とに努めております。 

 いずれにいたしましても、行政サービスは住民の

負担で成り立っていることを考えますと、現下の経

済情勢の中で住民に負担を強いることは、でき得る

限り避けるべき優先課題であると考えております。

その上で、将来に向けて住民へのサービス向上につ

なげられるよう、あらゆる角度で細部にわたる検討

協議を継続し、その実現に努めてまいりますので、

御理解を賜りたいと存じます。 

 次に、３点目の、構成市町村間における将来目標

の基本認識に関する御質問でありますが、平成１７

年に富良野広域市町村圏振興協議会の中で、将来の

富良野圏域の自治のかたちを研究しようということ

で、自治のかたち検討プロジェクトチームを設置い

たしました。１年間検討を重ね、平成１８年３月

に、市町村連携、広域連合、市町村合併、広域都市

の四つの選択肢を示し、最終報告書の提出を受けた

ところであります。この報告をもとに、各市町村

が、住民、議会へ説明し、意見を酌み取り、持ち

寄って、平成１８年８月に、５市町村長が協議した

結果、広域連合を選択したものであります。したが

いまして、５市町村ともに基本的に広域連合を設置

し、業務を開始するという確認がされており、その

認識に差異はないものと考えているところでありま

す。 

 次に、４点目の地方分権の受け皿としての広域連

合と当町の位置づけに関する御質問でありますが、

現行の地方自治法上、広域連合は一部事務組合と同

様に特別地方公共団体であり、市町村とは異なり、

課税権や国などからの財政措置がなく、あくまでも

構成市町村で定めた広域的な事務の処理をするもの

であります。なお、一部事務組合と違って、権限移

譲の受け皿となることができるほか、連合長や連合

議員の投票制度や直接請求制度を備えているところ

であります。 

 また、当町を初めとする市町村は、法令に定めら

れている基礎自治体で課税権があり、国などからの

財政措置もあるわけであります。市町村としての自

治事務を処理する責務があり、加えて、国や道から

の事務権限を受けることで、住民に身近な行政機関

としての役割は大きくなってくるものと認識してお

ります。 

 なお、広域連合制度は、平成６年に一部事務組合

制度の限界に対応して創設されたものでありまし

て、将来的には構成市町村の協議において広域的に

処理することが望ましいと思われる共通する市町村

事務を処理することが望まれますが、あくまでも基

礎自治体の市町村において専門的人材が確保しづら

いなどの理由から、特定の事務を担い切れない場合

の行政主体の補完策として、共同で広域連合、広域

的に事務処理機能を果たすべき、いわゆる水平補完

の選択肢の一つとして認識しておりますので、御理

解を賜りたいと思います。 

 次に、行財政改革と町の活性化に関する３点の御

質問にお答えさせていただきます。 

 現行財政改革実施計画は、平成１６年度予算の策

定時における今後５年間の中期財政見込みで、総額

２４億円の財源不足が想定される極めて厳しい財政

状況にあって、パブリック・コメントの手法を講ず

るなど、広く町民の意見を伺い、改革に伴う痛みに

ついても、お互いに共有すべきとの力強い意思をい

ただいた中で策定したものであります。この計画が

目指しましたのは、財政の安定化とともに、地域全

体で公共サービスを維持、拡充していくための共同

のシステムづくりを確立していくことで、改革過程

及び成果で生み出される行政資源を戦略的重点的に

活用していくというものであることは既に御案内の

とおりであります。 

 １点目の、町内で循環する総資本についてであり

ますが、御承知のとおり、国による地方交付税や公

共事業の削減とともに、町の財政規模も平成９年度

をピークに減少に転じ、また、人口が減少傾向にあ

ることとあわせて、物やサービスの競争が国境を越

えて広がるグローバル化の影響などを受け、農業粗

生産額、小売・卸売の商品販売額、製造品出荷額な

ど、いずれも減少で推移しておりますので、議員御

指摘のように縮小しているものと受けとめていると

ころであります。 

 ２点目の、活性化に向けた相乗効果を生む手法や
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町の支援策についてでありますが、国全体の人口も

減少に転じた今日にあって、従来のように大きなウ

エートを占めていた公共事業が削減する中で、本町

におきましても、すべてが右肩上がりの時代におけ

る成長路線の発想や施策は、既に制度疲労を起こし

ていると言わざるを得ません。今後は、減少するパ

イの中で、地元基幹産業の農業や恵まれた自然景観

など、我が町の特性を生かすことをベースにした地

域再生のために、町民の皆様とともに知恵を絞りな

がら、既成概念にとらわれない新たな発想や施策を

展開することも重要と考えております。 

 議員にお渡しした答弁書の中で、一部、字句を変

更させていただいておりますことをお許しいただき

たいと思います。 

 地域が持つ資源や力を見詰め直すとともに、それ

らの力が個々に発揮されるばかりではなく、有機的

に連携を深め、最大限に発揮されていく仕組みを構

築していくことが大切であります。多くの方々の知

恵や発想、力が生かされていくために、その条件整

備など、行政として担うべき役割の支援について

は、力を注いでいかなければならないと考えており

ます。 

 例えば、農業と農産加工業の連携から地場産品を

活用した新たなメニューづくり、これらを観光振興

や地産地消、食育推進などに連動させていくことは

一例として考えられるものであると思います。 

 このようなことから、３点目の支援体制につきま

しても、行政サイドでは、その具体的ノウハウを人

的にも組織的にも持ち合わせてはおりませんが、新

しいチャレンジする方が必要とすることを承知でき

るよう関係機関への取り次ぎに当たるなど、行政が

発揮すべき役割もありますので、体制のあり方など

について考えなければならないと思います。 

 いずれにいたしましても、私は、これからのまち

づくりは、自助、共助、公助を役割と責任分担の原

則として、自立した個人を基礎に置き、相互理解と

相互補完をしながら、協働による取り組みを進めて

いくべきものと基本的に認識しております。新たな

総合計画の策定に当たっても、「協働」をキーワー

ドにその案をまとめていく旨、指示をいたしている

ところであります。 

 物の豊かさから心の豊かさの時代と言われてから

久しいわけでありますが、町民の皆さんを初め、地

域の民間団体の皆さんと協働して、将来に希望を持

てる、真に豊かさの実感ができるまちづくりに向け

て、一層の努力をしてまいりたいと考えております

ので、御理解を賜りたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 再質問ございますか。 

 １番向山富夫君。 

○１番（向山富夫君） それでは、再質問をさせて

いただきたいと思いますが、最初に、広域連合にお

きます行政効果と住民サービスについてであります

が、行政効果の見通しについては、現在取り組んで

おります一部事務組合の組織や事務などが重複する

部分において、行政的あるいは財政的な効率化が図

れるとのお答えであります。また、将来は、国民健

康保険や介護保険事務等についても研究、検討され

るとのことであり、また、住民サービスの面におい

ても、将来に向けサービス向上が図れるよう、今

後、検討、協議を進めるということでありますが、

広域化の意義や、それにより派生してまいります行

財政効果も当然予想できますし、それを期待して取

り組むことが最大の目的だと思います。そればかり

でなく、そうであれば、限りなく広域でできるもの

はどんどん広域化を進めていけばよいことになるの

ですが、そういうことには現実にはなりません。 

 そこでお尋ねさせていただきますが、町長のお答

えによりますと、広域連合については、あくまで基

礎的自治体の水平補完としての選択肢とされており

ますが、これは私も同様に思います。とすれば、私

は上富良野町が将来にわたり自主自立を目指そうと

していることから、将来も含めて、広域で処理する

事務事業と、自賄いする事務事業との一定の区分が

必要と思われ、この点について少し具体的に示して

いくべきではないかというふうに考えておりますの

で、考えをお聞かせいただきたいと思います。 

 さらに、広域化を進める事業、消防や環境衛生、

それから串内、さらには学校給食において、これら

におきまして住民サービスの一層の向上を目指そう

としておりますが、当然、広域で進めるわけですか

ら、全体のパイが大きくなるわけで、そのサービス

は、多分平準化されて、逆に、きめ細やかな配慮と

いう点では劣ってくる心配があると思われますが、

この点についての見解をお尋ねいたしたいと思いま

す。 

 次に、将来目標についての市町村間におきます基

本認識についてでありますが、広域連合を設置して

業務を開始するということを確認しているというこ

とですが、これは既にもう設置に向けて実質的にス

タートしているわけですから、これは将来目標とは

理解しないのが一般的でないかと思います。 

 そこで、具体的にお聞きいたしますが、少なくと

も私が知り得ますところによりますと、富良野市の

市長さんは、昨年２回の市議会の質問に対する答弁

や、先般、占冠村で開催されたとお聞きしておりま

す正副議長を含む会合等におきます市長さんや市議

の方々の発言の報告をお聞きいたしましたが、これ

らによりましても、この富良野広域連合は、将来、
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富良野圏域５市町村が一つになること、すなわち、

合併に向かうためのステップであるという認識を

持っておられると私は解釈できるわけですが、町長

は準備委員会等で常に議論をされておると思います

ので、私の解釈が間違っているのかどうなのか、お

聞かせ願いたいと思います。もし私の理解に大きな

相違がないとすれば、町長は、議会や町民に対し、

広域連合は将来の合併を念頭に置いたものではない

と言っておられますので、そうすると、構成市町村

間において、将来について、現在ではないですよ、

将来についての基本認識に明らかに差異があり、同

床異夢ではないかと思いますが、町長の見解をお聞

かせいただきたいと思います。 

 仮に同床異夢だとすれば、これは圏域の住民に

とっては大変将来に対し不安を与えることになり、

ここはきちっと認識の統一を図るべきではないかと

思います。くどいようですが、お尋ねさせていただ

きたいと思います。 

 さらに、広域連合と権限移譲に関する点でありま

すが、広域連合には課税権等はありませんが、国や

道においては、事務事業についての権限移譲の受け

皿として、今後、広域連合を大きな柱と位置づけて

くると考えられます。むしろ、そのように誘導も

図ってくることも想定されるところでありますが、

そこで、今後五つの一部事務組合のほか、国民健康

保険や介護保険についても研究をしていくとのこと

ですが、さまざまな形で権限が一極に集まっていく

ことは、それに伴いまして、当然、人だとか物、金

も集まっていくことにはならないかという危惧があ

ります。例えとして適当ではございませんが、身近

な農協の例をとっても、ここ数年で、人、物、金も

一極集中になっていっております。こういった点か

らも、次第に多くの権限と事務が偏ることによりま

して、特に町の経済や人材などの面で、上富良野町

においてマイナス効果の心配がありますが、こうい

う心配がないのか、この点についても町長にお聞き

いたします。１点に当たる光が強くなればなるほ

ど、それによってできる陰は暗くなりますので、ぜ

ひこの点もひとつお尋ねしたいと思います。 

 次に、２項目めでございますが、行財政改革と活

性化についてでありますが、私は今まで幾度とな

く、町の活性化について町長に質問をさせていただ

いておりますが、ぜひともこのような質問が無用に

なるようなお答えを期待して、再度お尋ねさせてい

ただきたいと思います。 

 町の財政規模が縮小することによりまして、町内

で循環する総資金も縮小していることは、町のさま

ざまな統計を見ても明らかであります。この結果、

町の活力も次第に失われてきているのであります。

この間、町としていろいろな活性化策を講じてきた

と思いますが、しかし、十分な成果を得るには至っ

ていない面もあり、さらに、今後どのように活性化

を図るよう構想されているのかについてもお聞きい

たしたいと思います。 

 農業、商工業など、町の基幹産業全体が低迷して

いる中、加えて、町の公共投資予算も、ここ１０カ

年で見てみましても、約４分の１になっておりまし

て、加えて、さまざまな事業が指定管理も含め、民

間移譲になったことに伴い、町外事業者が参入し、

町内で循環するお金がさらに縮小し、活力を鈍らせ

ている一因になっていると思われますが、国におき

ましては、国の事業を民営化して、景気を回復させ

てきたわけでございますが、当町でも、事業の民間

移譲や公共事業の発注に際し、競争原理を排除する

ことはできませんが、極力、地元でお金が循環する

ような一層の工夫が必要と考えますが、この点につ

いてお尋ねしたいと思います。 

 また、関連いたしまして、町長が昨今よく口にさ

れますが、スクラップ・アンド・ビルドというふう

に述べられておりますが、これはどのようなことを

想定されておりますのか、できれば具体的な例があ

りましたら、示してお聞かせいただければというふ

うに考えております。 

 次に、活性化に向けた支援策と町の体制整備につ

いてでありますが、町長は、既成概念にとらわれる

ことない新たな発想や施策の展開を図りたいとのこ

とでありますが、まさしく、これらの点が、これか

らの活性化に大きなポイントだと思います。 

 そこで、この点につきまして、業種業態を限定せ

ず、また、実績があるないにかかわらず、新たな取

り組みや試みに対し、勉強や準備のための研修を受

けたり、あるいは実習をするなどに対して、補助や

助成を行うとともに、さらに実際取り組もうとする

段階に至ったときには、これらに対しても柔軟に補

助や融資等を行う仕組みを整備すべきと思います

が、できれば新たな条例を起こして取り組んでいた

だきたいと考えますが、町長の御所見を賜りたいと

思います。 

 また、人的な支援の体制につきましても、関係機

関への取り次ぎなどに終わらず、職員を民間企業へ

派遣するなどいたしまして、役所の発想を超えた能

力を習得させるような、そのような職員育成もこれ

から大変重要になってくると思いますが、この点に

ついてもお尋ねいたします。 

 以上、２項目について再質問をさせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １番向山議員の再質問にお
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答えさせていただきます。 

 まず、広域連合関連の御質問でありますが、基本

的に、さきにお答えさせていただきましたように、

現在の広域連合における行政効果につきましては、

一部事務組合を広域連合に統合するということであ

りまして、住民サービスの問題等々も含めまして、

現在のこの広域連合の事務事業が、住民に対する行

政サービス等々については、直接的な広域連合に

なったからということで変動はありません。ただ、

変動があるとするならば、消防事務組合が、消防関

係が上富良野に本部が設置されるということで、上

富良野の対応になるよということかなと思います。 

 ただ、さきにお答えさせていただきましたよう

に、組織の効率化と財政的な軽減策を講じながら、

今回は、五つの一部事務組合を一つの広域連合に統

合したということで御理解を賜りたいなというふう

に思います。 

 また、広域連合におきますそれぞれの町村の認識

はどうなのだということでありますが、さきにお答

えさせていただきましたように、今進んでいるの

は、広域連合という道を選ぼうということで５市町

村が一つの道を選んでいると。将来的にどうなのと

いうことになると、議員の御質問にありますよう

に、合併したいなと思う人と、我が町このままでは

到底やっていけないから何とかしなければならない

なという自治体と、絶対に自立でいくぞという自治

体と、その将来的な腹の中はいろいろあろうかなと

いうような気はします。しかし、我々今、協議の中

で、５市町村長が協議、決定をしているのは、広域

連合でいくのだということが前提であります。です

から、将来的にどういう思いをしていようと、それ

はそれぞれの思うことでありまして、我々委員会の

中でそういったことを議論していることは一切ない

ということで御理解をいただきたいなと思います。 

 ただ、その中で、我が広域連合にいろいろなもの

が事業を集約することによって、基礎自治体として

の体がどうなるの、体をなすのか、なさなくなった

らどうするのだという御発言でありますが、私とし

ては、決して、基礎自治体としての権限をなくすこ

とは上富良野町としてはあってはならないと。やは

り広域連合の中で事務事業を一括してやるにして

も、基本的には、住民に直接サービスしなければな

らない基礎自治体としての対応については、これは

離すべきものでないというふうに思っております。 

 ただ、今現在も広域の中で対応しております介護

保険なんかの認定等々につきましては広域でやって

いるわけでありますから、保健福祉関係について

は、これは広域で対応する中で可能な事務事業かな

というふうに思っておりますし、また、部分的に申

し上げるならば、観光事業についても、昔のように

単独自治体が観光ＰＲ、観光行政の推進をするので

はなくて、昨今は、富良野圏域、富良野・美瑛とい

うこの地域の中で、もう定着しているという中に

あって、やっぱりこれについては広域の中で今後も

進めていく事務事業の一つかなというふうに思って

おります。そういったやはり取捨選択をしながら、

自主自立をする町として、基礎自治体の体をなさな

くなるような事務事業の広域化は図るべきでない

と、私はそう思っております。そういった観点から

して、私としては、当然にして、広域化する事務事

業は取捨選択しなければならないというふうに思っ

ております。 

 それから、広域連合化することによって、住民に

対するサービス低下等々につながらないのかという

ことでありますが、これにつきましては、最大限、

サービスの低下につながるような広域連合であって

はならないというふうに思っております。低下につ

ながらないような施策の展開、また、広域連合組織

の中での発言をしていかなければならないというふ

うに思っておりますし、現実に、それを地域として

見きわめて、地域として発信していかなければなら

ないというふうに思っております。 

 次に、地方分権に伴います権限移譲等々について

の問題でありますけれども、これにつきましては、

御承知のとおり、我が町で、例えば権限移譲がなさ

れるものがあったとしても、専門職だとかいろんな

職員の対応等々で受け取ることができ得ないという

課題につきましては、我々、広域連合の委員会の中

でも協議をしておりますけれども、広域連合の中で

受け取れるものは受け取って、圏域の中で対応して

いくように進めていきたいというようなことも協議

をしているところでありますので、これらにつきま

しては、議員が懸念しておりますように、すべてを

広域連合で権限を持っていくというのでなくて、上

富良野町として、我が町として受け入れれる権限移

譲の部分については、すべて町として、今までも受

け取っておりますので、これからもそういう形の中

で進めていきたいというふうに思っております。 

 それからもう１点、この中でスクラップ・アン

ド・ビルドについての御意見がありました。スク

ラップ・アンド・ビルドというのは、私といたしま

しては、基本的にはもう用をなさなくなった事業と

申しますか、投資効果が低減した事業、そういった

部分については、もうスクラップしていくべきでな

かろうかと。そして、新たな事業の展開をしていく

ということでないかというように思っております。

ただ、このスクラップ・アンド・ビルドというの

は、基本的に私は、１６年から始めた行財政改革の
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中におきまして、当然にして、さきにもお答えさせ

ていただきましたように、この５カ年間で２４億円

の財源不足が生じると。この財源不足を補うために

は、一部は基金を支消させていただかなければなら

ないし、今実施している事業をスクラップしなけれ

ばならないと、そして、スクラップすることによっ

て不足財源を確保する、事業をやめて不足財源を確

保するということを従前まで、今まで行革の中で

は、ある面では取り組んできた、そして、スクラッ

プしたから新たなビルドができたかと、事業展開が

できたかといったら、事業展開をするためのスク

ラップでなくて、財源確保のためのスクラップだ

と、それが１９年度予算編成から、何とか、スク

ラップしたもので新たなビルドを事業展開できる

と、この事業はもうそろそろいいねという事業につ

いては、限られた財源の中で見きわめると、事業評

価をしていくと、この事業はもうスクラップしても

いいねと、そういう事業の原資を、新たなビルド、

新たな事業展開に向けれるようになってきたと。そ

して、これが本格的に機能していくのは、行革を進

めるときにも町民の皆さん方にもお約束したのは、

次なる２１年からの上富良野町の総合計画の実施計

画の中にあっては、その限られた財源の中にあって

も、新たに今言うスクラップした財源をビルドして

いける、そして、基金は、財源不足に使うのでなく

て、こういう事業を展開するために基金を使おうと

いうような財政運営ができる形を整えていきますよ

と、そういうふうな形にするために、住民の皆さん

方の御苦労をいただきながら、ある面では苦労をい

ただきながら財政運営をさせていただいたというこ

とでありますので、ひとつ御理解をいただきたいな

と思います。 

 次に、２項目めの御質問でありますけれども、さ

きにもお答えいたしましたように、我が町の投資財

源、公共事業投資財源というのは、約４０億円近く

あったと、今はもう１０億円以下というような、非

常に公共投資財源が少なくなったと。これは御承知

のとおり、今まで我が町の一般会計予算は１００億

円の予算を組んでいたのが、今はもう６０億円台、

ことしはたまたま７２億円の予算を提案させていた

だいておりますけれども、これは借金の前倒し償

還、それから畜産担い手の特別な部分があって、中

身は、それらを抜くと、１９年度よりも若干減額し

た厳しい予算であります。そういうような中にあり

まして、公共投資がなかなか思うようにいかなく

なったと、そのことが、ある面では、議員の御質問

にありますように、我が町におきます循環資金が減

少しているという一つにもつながります。 

 ただ、当初から私自身も公共事業の投資する財源

のうち、いろんな形がありますけれども、何として

も地元に落ちる対応を図っていかなければならない

と、地元で動くことのできる公共投資の財源の対応

をしていかなければならないということであります

が、基本的には、入札制度、いろんなものがだんだ

ん厳しくなってきているという中で、そういうこと

も十分に、対応しようとしてもでき得ない部分もあ

るというようなことで、厳しいわけであります。 

 例えば、私も昔、商工会の一役員として勤めたこ

ろに、当時、我が町の消費購買力というのは、当時

でも百数十億円の消費購買力を持っていたと。しか

し、そのうちの数十％は町外に流出すると。そし

て、そのうちの半分以上は我が町の大手スーパーさ

んが上富良野で、皆、金を集めて本社に送るという

ようなことになりますと、我が町に残る部分という

のは、当時の数字で２０億円足らずと。流通する金

額は相当あるわけでありますけれども、最後に残る

のは若干しか残らないと、そういうようなことを何

とかしないといけないなということで、当時、商工

会で大分議論をしたこともあるわけでありますが、

そういうようなことで、町の中で循環することの額

をどのように確保していくかということが、議員御

心配のように、これから先の対応の中で十分考えて

いかなければいけないと。そのためには、基幹産業

の農業であり商工業であり、こういった町の中心に

なるものが、やはり息づいていただかなければなら

ないし活性化していかなければならないと。そのた

めにも、行政としての手助けというのはどこまでで

きるのか、どういう対応でしていけるのか、さきに

もお答えさせていただきましたように、農業にしろ

商工業にしろ、やはり努力し、やろうとする者が報

われるような、そういうような支援策を講じていか

なければならないなと。ある面では、行政が金を出

してくれればやるぞというようなことでは、とても

ではないけれども対応でき得ない部分が、限られた

財源の中では生じてくると。やはり努力する者が報

われる、そういう施策の展開というのは、農業にし

ろ商工業にしろ、地域発展の活性化のためにも、行

政として対応していかなければならない大きな課題

であるというふうに思っております。 

 また、次に、いろいろな活性化の中で、また地域

との対応の中で、職員の研修、養成等々についての

御意見も御発言もありました。確かに今問われてい

るのはそういった分野でありますので、これらにつ

きましても御提言を呈しながら、今後の行政運営を

進めさせていただきたいというふうに思うところで

あります。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） 再々質問ございますか。 
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 １番向山富夫君。 

○１番（向山富夫君） 恐縮ですけれども、再々質

問をさせていただきます。 

 再質問で何点かお尋ねいたしましたけれども、私

のほうも整理して再々質問をさせていただきたいと

思いますが、まず、広域連合に向けまして取り組も

うとする事務事業につきましてですが、現在五つの

事務事業が広域化をしようとすることで準備を進め

ておられます。また、国保や介護保険についても研

究、検討するということでございますが、私は、こ

れが、先ほども申し上げましたけれども、当然、大

局的に見ると、広域化を図ることによって当然行財

政効果が派生してくるということは、これはもう当

然のことであります。しかし、それは決まったパイ

の中でそちらへ権限などが移っていくわけですか

ら、当然本体のほうは、その部分が薄くなっていく

わけですから、私は、まずもって申し上げておきま

すけれども、自主自立ということに対しまして強い

思い入れを持っているものですから、まずそういう

前提があるということでお聞きいただければありが

たいのですが、そういうことで、事業が、これも効

率化すればいい、これも効率化が望ましいというこ

とで、そちらにシフトしていきますと、おのずと本

体のほうがそれだけ軽くなっていくわけですから、

行財政効果という面では確かに理解はできますけれ

ども、将来にわたって自主自立を目指そうとする精

神があれば、やはりここは、この程度までの広域化

で進むということをもう少し、今示されている範囲

で終わるということでしたら、私はそれで十分だと

いうふうに理解しておりますが、それがさらに、特

にきのうの質問等からもいろいろ御意見が出ており

ましたけれども、学校給食一つをとりましても、や

はり従来自賄いでしていたものが、今後広域を基本

にということになりますと、２項目めの質問と一部

重複しますけれども、今まで町内で循環していた経

済的なものも、あるいは人的なものも、広域のほう

にシフトしていってしまうということ、上富良野に

とってどうなのかなと。確かに行財政効果という面

では、これは評価しなければならないと思います

が、片方ではそういういずさもあるということで、

どのようにそれをすみ分けしていくのかという心配

もありますので、私は、給食やなんかについては本

当に心配もしております。また、消防業務等につき

ましても、それぞれ富良野市の消防、あるいは上川

南部等についても、それぞれ、どちらかというと職

人かたぎのようなところがある職域らしいですか

ら、非常にそこら辺も、本当に住民サービスの向上

につながるのか疑問視するところもありますが、現

在取り組もうとしている部分については、取り組む

約束をしているわけですから、これはいたし方ない

にしても、私は住民の皆さんに大変汗をかいていた

だかなければなりませんけれども、やっぱり基本

は、自賄いというのは基本に据えてこれからもいく

べきだと思いますので、再度、町長に、どの程度、

広域化を目指す部分と自賄いをする部分とすみ分け

についてお考えをお持ちでしたら、再度お尋ねをさ

せていだきたいと思います。 

 それから、そこから進んでいきまして、権限が移

れば、当然それに伴って人や物や金が動くわけです

から、非常にそういうことで、上富良野が農業部門

では寂しい思いを私しておりますので、そういうよ

うなことと一体に比較することは正しいかどうかわ

かりませんけれども、そういうようなニュアンスを

私は持っておりますので、そういう心配を排除でき

るのかどうかお聞かせいただきたいと思います。 

 それから、この広域連合に向けます５市町村の認

識の点でございますが、私は将来どういうような広

域連合を基本として、将来どういうような富良野圏

域の姿になるのかという議論が、委員会の中でされ

ているはずだと思うのですよ。富良野の市議会にお

けます議事録等を見させていただきましたりして

も、能登市長さんは、きちっと、そういう意見交換

をしているというふうに書いてあります。そして、

五つの町の最終目標は一つになるということなど、

意見が出されていると、将来、富良野圏域５市町村

は一つであるという共通認識に立っていると、そう

いうようにも述べられております。ですから、私

は、町長のお答えになっております中身と、どう

も、同じ列車に乗っているのだけれども目的地が違

うというように理解せざるを得ないのです。私の日

本語の読解力では、そういうふうに議事録を見ると

理解してしまうのですが、こういう差異があると。

ですから、私は差異があるというふうに理解してい

るものですから、町長の見解と違うのですが、私の

思い違いがあるとすれば、私が誤解をしているとす

れば、その誤解を解くような御説明を再度お願いし

たいと思います。 

 それから、次に活性化の点について何点かお尋ね

いたしますが、町は行財政改革に伴いまして、さま

ざまな事業を民間に移譲、あるいは指定管理等の方

法で民間活力を活用しようということで取り組んで

きておりまして、その成果としては、町の行財政の

部分から見ますと、成果が着実に上がっていること

は評価するわけでございます。しかしながら、それ

によって、果たして、旧来、それはもう直営でやっ

ていた時代は、すべて、１００％とは申しませんけ

れども、かなりの部分が町内の中でお金が回ってい

たという実態もございます。しかし、これだけ町の
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財政もしぼんできていると、あるいは、民間の経済

力もしぼんできている中で、さらにそういう民間移

譲を進めていくことは大いに私も進めていくべきだ

と思います。しかし、こういう非常に資金の流れが

タイトになってきている中で、町内がタイトになっ

てきている中ですから、当然、先ほども申し上げま

したけれども、競争原理を排除するようなことは、

これはあってはなりませんけれども、しかし、さま

ざま、例えば入札等におきましても、いろいろ知恵

を絞ってやってこられている点は私も感じておりま

す。しかし、それでいてもなおさら、町の活力がど

うもそれらによって増してきているというように印

象を持つ部分が非常に少ないので、これからまたさ

らにいろんな事務事業を民間に移譲するというよう

な構想も新年度では盛られているようであります。

そういう点におきまして、本当に民間に移譲する中

で、いろいろな縛りとか決まりとかというものも当

然ついてくると思いますが、それらについても、当

然、町内の事情を勘案したような、ソフトランディ

ングと申しましょうか、最初から事業評価を第一義

に考えるというような、そういうことを強調しない

で、やはり、できれば、将来、町内の事業者が元気

になって、そしてひいては町の財政の軽減化にも寄

与していただけるような、そういうような、多少育

成もしていくというような意味合いも含めた、そう

いう業務の委託等も今後意識して進めていくべきで

ないかと思います。 

 それからもう１点、町の産業すべてを横断的につ

ないで、そして町の職員の能力向上も含めて、新た

な、これから志を持つ、持とうとしている人たちの

きっかけづくりや、そういう人たちを、ソフト・

ハード両面から含めて支援できるような、必要であ

れば新たな条例を起こしてでも、今、そういう体制

を整備するべきではないかというふうに思いますの

で、再度お聞かせいただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 町長、答弁。 

○町長（尾岸孝雄君） １番向山議員の再々質問に

お答えさせていただきます。 

 まず、広域連合関連でありますが、基本的に、議

員と私の考えとはそう違わないなと、そのとおりだ

と思っています。 

 まず、自立していくために広域行政というものを

どう利用するのかということが前提でありまして、

自立してそのままいけるのであれば、広域連合に仲

間入りしなくていいわけです。ただ、町が自立して

いくために、基礎自治体として自立していくため

に、いろんな面で、我が町単独で行えない、そし

て、行政効率も上がる、住民サービスも向上する

と、そういった分野については、広域連合の中で、

広域行政の推進の中で、広域連合として位置づけし

ていくということであると思いますし、基本的に、

基礎自治体として体をなさないようなことは、さき

にお答えさせていただいたように、決してあっては

ならないと。今、これから先、広域連合の中でどう

いったものを対応していくかということについてと

考えると、今のところ、いろいろと話題に上ってい

るのは、葬斎場の共同化だとか、そういった分野だ

とか、税の収納だとかなんていうようなのがちらほ

らと出てきておりますけれども、決して基礎自治体

としての基幹をなす部分を広域行政の中で対応して

いくということは、上富良野町としては絶対それに

は乗れないというふうに思っております。ですか

ら、あくまでも自主自立の基礎自治体としての体を

崩すようなことにはならないと、しないということ

で御理解をいただきたいと思います。 

 それから、認識の違いでありますが、私も承知し

ております。今、議員のおっしゃったことは承知し

ていますが、私どもも、５市町村長で構成しており

ます委員会の議事録の中には、そういったことを議

決したという項目は一切ありません。ただ、将来は

こうだぞという、それぞれの市町村の発言は発言と

してあります。将来は、今、向山議員のおっしゃっ

たように、そういった発言。また、先ほど私が言い

ましたように、自立してとてもやっていけないなと

いうような自治体の物の考え方。あるいは、ある面

では、百年かけて五つに分かれたのだから、また百

年かけて、一つになる機会があったら、チャンスが

あったら、それもいいのでないのという話だとか、

そういうようなのはありますけれども、将来、この

広域連合の次は合併ですよというような議論、結論

は出しておりません。ですから、私としては、先ほ

ど申し上げましたように、広域連合という四つの選

択肢の中の一つを選んだのであって、その先を位置

づけたものは何もないということで、我々５市町村

長における委員会の中では議論はしていないという

ことで御理解いただきたいと思います。 

 次に、活性化の問題、これも議員の御意見どお

り、私もそのように思うわけであります。しかし、

議員もおっしゃっていただいておりますように、い

ろんな縛りの中で対応でき得ない部分があるわけで

ありますが、何としても地元に対応していただくと

いうことが、私は基本的に考えております。しか

し、いろんな縛りの中で難しさがあるわけでありま

すけれども、例えば指定管理者制度の管理者の選任

等々においても、いろいろな基準のもとで対応はし

ておりますけれども、これからも指定管理者につき

ましても、でき得る限り地元が対応できることを基
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本としていきたいなと。しかし、いろいろな縛りが

あるということは御理解いただきたいと。アウト

ソーシングで民間委託をする場合におきましても、

地元業者はないのかということを前提としながら対

応するわけでありますが、なかなか手が挙がらない

と。議員の御意見にあるように、そういった業者を

育てていくということも、ある面で重要であると。

ただ、そういうような業者が育たない間は、他の業

者にでも対応していただきながら、育った段階で参

入するチャンスをつくっていくということもまた行

政としても考えていかなければならないというふう

に思うところであります。基本的には、議員の考え

方と同じでありますが、なかなか、職員にも言われ

ておりますが、昔から言われておりますが、町長、

間違ってもこう言ってはいけないよと言われており

ますので、なかなか私の気持ちを全部吐き出すわけ

にはいきませんけれども、議事録は残りますからそ

うもいきませんが、基本的に議員の考え方と違いは

ないということで御理解いただきたい。 

 それからもう一つは、それぞれの異業種間の連

携、農業、商工業、観光、こういった異業種間の連

携等々、また行政との連携、そういったものの重要

さというのは、従前のまちづくりとは違って、それ

ぞれの分野でそれぞれの方々が努力し、それぞれ

に、個々に努力することによって一つの町が成り

立ったという時代は終わったと。これからはすべて

の、異業種すべての方々、すべての町民が、やはり

お互いに手を携えながら協力し合いながら対応して

いかなければ、まちづくりはできないと。さきの議

員にもお答えさせていただきましたように、やはり

協働のまちづくりということが重要であると。「我

が」という時代はもう既に終わっているということ

で、議員おっしゃるように、連携ということの重要

さ、協働ということの重要さ、これにつきまして

は、今後もまちづくりの中で私自身も十分認識しな

がら行政執行をさせていただきたいというふうに

思っておりますので、御理解をいただきたいと思い

ます。 

○議長（西村昭教君） 以上をもちまして、１番向

山富夫君の一般質問を終了いたします。 

 これにて一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎休 会 の 議 決          

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 議事の都合により、３月１３日から３月１８日ま

での６日間を休会といたしたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月１３日から３月１８日までの６日間

を休会することに決しました。 

────────────────── 

◎散  会  宣  告 

○議長（西村昭教君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 あす以降の予定について、事務局長から報告いた

させます。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 ただいま御決定いただきましたとおり、あす３月

１３日から１８日までの６日間は休会といたしま

す。３月１９日は本定例会の最終日で、開会は午前

９時でございます。 

 なお、休会中の３月１３日、１４日、１７日、１

８日の４日間は予算特別委員会を、いずれも午前９

時から開会いたしますので、各会計予算書並びに既

に配付の関係資料を持参の上、定刻までに御参集賜

りますようお願い申し上げます。 

 以上であります。 

午前１１時０５分 散会 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １４名） 

─────────────────── 

◎開 議 宣 告           

○議長（西村昭教君） 出席まことに御苦労に存じ

ます。 

 ただいまの出席議員は、１４名であります。 

 これより、平成２０年第１回上富良野町議会定例

会５日目を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

─────────────────── 

◎諸 般 の 報 告           

○議長（西村昭教君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（中田繁利君） 御報告申し上げます。 

 本日、議案第３２号及び議案第３３号の審議資料

として、町道路線廃止認定位置図（市街地と郡部）

をお手元にお配りいたしましたので、審議の参考と

していただきますようお願い申し上げます。 

 予算特別委員長から、議案第１号から議案第１０

号までの平成２０年度上富良野町各会計予算につい

て、審査結果の報告がありました。 

 厚生文教常任委員長から、議案第１７号平成１９

年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計（第

３号）について、審査結果の報告がありました。 

 議会運営委員長並びに各常任委員長から、閉会中

の継続調査として配付のとおり申し出がありまし

た。 

 なお、さきに御案内のとおり、諮問第１号につき

ましては、後ほど議案をお手元にお配りいたします

ので御了承賜りたいと存じます。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

─────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名の件 

○議長（西村昭教君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定に

より、議長において、 

     ７番 金 子 益 三 君 

     ８番 岩 崎 治 男 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 議案第２０号 

○議長（西村昭教君） 日程第２ 議案第２０号上

富良野町後期高齢者医療に関する条例の件を議題と

いたします。 

 提案者から提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ただいま上程され

ました、議案第２０号上富良野町後期高齢者医療に

関する条例につきまして、提案の要旨を御説明申し

上げます。 

 後期高齢者の医療につきましては、高齢者の医療

の確保に関する法律に基づき、政令で定める基準に

従い北海道後期高齢者広域連合の条例で定めます

が、町は保険料の徴収並びに法令で定める事務、被

保険者の資格取得、喪失等の各種届出の受付、被保

険者証の引渡し、返還、医療給付等を行うための手

続に関する事務のほか、葬祭費の支給に係る受付、

保険料の額に係る通知書の引渡し、保険料の徴収猶

予、減免に係る申請書の受付、通知書の引渡し、そ

の他必要な事項について定めるものであります。 

 また、国民健康保険条例につきましては一部改正

し、整理をするものであります。 

 以下、議案を要約し、御説明申し上げます。 

 議案第２０号上富良野町後期高齢者医療に関する

条例。 

 第１条の趣旨でありますが、町が行う事務につい

て、法令など北海道後期高齢者広域連合条例に基づ

くもののほか、この条例で定めることの規定であり

ます。 

 第２条の町が行う事務として、法令等に基づき、

葬祭費の支給申請事務、保険料の額に係る通知書の

引渡し、保険料の徴収猶予、減免、その他必要な事

項に関する事務を行うことの規定であります。 

 第３条の保険料を徴収すべき被保険者について

は、町民であること、さらに病院等に入院、施設等

の入所者についても対象とすることの規定でありま

す。 

 第４条の普通徴収による納期については、第８期

と定め、納期によりがたい方は町長が別に定め、納

期ごとの金額に１００円未満の端数がある場合は、

最初の納期に合算することの規定であります。 

 第５条の督促については、納期限までに保険料を

完納しないときは、納期後２０日以内に督促状を発

することの規定であります。 

 第６条の延滞金についてでありますが、納期限の

翌日から１カ月を経過するまでの期間については、

年７.３％、１カ月を過ぎると年１４.６％を加算し
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て納付することの規定、また、町長が特別な理由が

あると認める場合は減免することができる規定であ

ります。 

 第７条の委任につきましては、この条例の施行に

関し必要な事項を定めるための規定であります。 

 第８条、第９条、第１０条の罰則でありますが、

正当な理由がなく、当該職員の質問に対し答弁せず

虚偽の答弁をしたときは、１０万円以下の過料に処

すことの規定。また、不正の行為により、保険料そ

の他徴収金を逃れた者に対し、逃れた金額の５倍に

相当する金額以下の過料に処すこと。さらに、過料

の額は情状により町長が定めることとし、その過料

を徴収する場合の納期限は発布の日から１０日以上

経過した日とすることの規定であります。 

 附則。 

 施行月日。 

 第１条、この条例は平成２０年４月１日から施行

する。 

 第２条、平成２０年度における被保険者であった

被保険者に係る普通徴収の方法によって徴収する保

険料の納期は、第４期から第９期までとする。 

 特例として、９月までは徴収せず、１０月以降の

徴収となる。 

 ２項の平成２０年度において、被扶養者であった

被保険者に係る普通徴収によって徴収する保険料の

納期については、町長が別に定めるとあるのは、１

０月以降における町長が別に定める時期とする。 

 第３条の延滞金の割合の特例としまして、第６条

第１項に規定する年７.３％の割合は、特例基準割

合として日本銀行法で定められた公定歩合に４％を

加算した割合とを比較し、どちらか低い割合を使う

ことの規定であります。 

 次に、上富良野町国民健康保険条例の一部改正に

ついてでありますが、附則第４条上富良野町国民健

康保険条例（昭和３４年上富良野条例第４号）の一

部を次のように改正する。 

 第６条の出産育児一時金については、条文の整理

をするものであります。 

 第７条１項の葬祭費に次の１項を加え、２項とし

て他の保険から給付を受ける場合は、重複して給付

を行わないことの規定を追加するものであります。 

 第８条の保険事業として、保険者が行う特定健診

の事業を加えることの規定と一部文言の整理をする

ものであります。 

 以上、説明といたします。 

 御審議いただきまして、議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ます。 

 今回の条例の改正という形では、広域連合移行に

伴った条文等の整理、設置という形になっているか

というふうに思いますが、今回の保険料の徴収すべ

き対象という点では、ここにも書かれていますが、

あくまでも後期高齢者については普通徴収の対象者

のみということでよろしいのかどうなのかお伺いい

たします。 

 また同時に、この第６条にかかわって、３項の特

別な理由があると認めたときについては延滞金を減

免するという規定がありますが、この特別な事情と

いうのは前年度所得があった場合、ことし失業す

る、あるいは天災、災害等のそういう規定のもとに

減免、納付がおくれた場合のいわゆるそういう形の

対象になっているのかどうなのかお伺いいたしま

す。 

 さらに、今回の制度の改正では、この納付がおく

れた場合、あるいは滞納が滞った場合という形で、

従来でしたら７５歳以上の高齢者については、そう

いうことがあっても資格証明書というのは発行され

ないという状況にありました。 

 それは、基本はやはり健康を守るという立場から

だというふうに思いますが、今回はこういう滞納等

になった場合、悪質ということに限定されるのかも

しれませんが、その見きわめと、この資格証明書を

なぜ今回は交付するのかという点です。 

 それと、第４条の第２項にかかわってなのです

が、これは葬祭費等の支給が健保等、あるいは国家

公務員共済法にかかわっての重複を避けるという意

味での解釈なのか、その点もう１回お伺いしておき

たいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ５番米沢議員の質

問にお答えを申し上げます。 

 まず、この条例におきますところの普通徴収か特

別徴収かの御質問でございますけれども、これにつ

きましては北海道広域連合におきまして特別徴収が

定められておりまして、今回の条例につきましては

普通徴収のみということでございます。 

 また、６条の特別の事情でございますけれども、

これにつきましては議員おっしゃるように災害等の

特別の事由でございます。 

 また、滞納する場合の資格証明書の発行でありま

すけれども、資格証明書につきましては先日来お話

しさせていただいているとおり、本当に悪質な場合

につきましては資格証明書の発行も考えるところで
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ございまして、できるだけお話しさせていただきま

して資格証明書を発行しないような形で進めたいと

いうふうにして考えてございます。 

 葬祭費の重複支給の件でございますけれども、こ

れにつきましては後期高齢者に入る年に重複を避け

るために規定を設けているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） ここで問題は、前回も申し

上げましたが、健康を守る立場から資格証明書の発

行というのがやはり本来等しくだれもが、体が悪く

なった場合、あるいは仮に何らかの状況で滞納が起

きるということも考えられます。そういう意味で、

等しく体を守る、健康を維持するという点では、資

格証明書の発行というのは、本来持っている立場か

らすれば反するものだというふうに考えますが、こ

の点、前回の国保加入においては、そういった条文

がなかったのは、やはり等しくどんな時でも健康な

生活を営める、そういう環境づくりのためというこ

とでこの条文の設定がされませんでした。 

 今回は、そういうものを完全に後に追いやって、

この新たな制度として資格証明書を交付するような

制度というのは、そういった憲法の持っている精神

からも私は反すると思いますので、この点どのよう

にお考えなのか、また同時に撤回すべき性質のもの

だと思いますが、この点お伺いいたします。 

 上富良野町には、この普通徴収の対象が約３００

名ほどいらっしゃるということであります。再三言

いますが、あくまでも何らかの要因で納付が滞った

場合は、すぐに強制執行という形ではなくて、あく

までもやはり行政の行う姿勢として納付を促進する

という立場からも、やはりそういう説明をして納付

を促進する。滞納があるからという形の中で機械的

に口座を差し押さえるというのは、これは生存権に

もかかわる問題でありまして、やめるべきだと思い

ますので、この点改めてもう一度確認しておきたい

というふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ５番米沢議員の御

質問にお答え申し上げます。 

 資格証明書の関係でありますけれども、資格証明

書につきましては広域連合の条例にも規定してござ

いまして、町といたしましても保険料を滞納して１

年経過した場合につきましては、資格証明書を交付

することはあるということでございますけれども、

できれば議員おっしゃるように話し合いといいます

か、支払っていただくような指導もしまして、でき

れば私どもとしましては資格証明書を発行しないの

が一番いいかと思っております。 

 また、今後におきましても、広域連合のほうとも

十分協議しながら進めてまいりたいというふうに考

えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） 他に質問ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これより、討論を行います。 

 まず、本件に対する反対討論の発言を許します。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 私は、議案第２０号後期高

齢者医療に関する条例について、反対の立場で討論

をさせていただきます。 

 今、国の制度の中で、後期高齢者医療制度がこの

４月から実施されようとしています。その背景に

は、医療費等の社会保障費等の削減が大きな目標と

いう形になっています。また同時に、その最終的な

目標として今回打ち出されてきたのは、老人医療費

の抑制という形の中で今後約５兆円の削減をしよう

としています。 

 これは命にかかわる問題で、今、答弁の中にもあ

りましたが、従来の国保でしたら７５歳以上の方に

ついては資格証明書を発行しておりませんでした。

しかし、これを今回発行するという条件になりまし

た。これはまさに住民が、お年寄りの方がだれも好

んで病気にかかる人はいません。だれもが安心して

最低限の生活を営むという、この憲法の精神からし

ても明らかに違反であります。 

 また、特性診療や医療計画を作成するという形の

中で、住民医療の抑制をさらに図ろうとしている点

でも大きな問題点があります。 

 私は、この立場から、今回の条例案に反対するも

のであります。 

○議長（西村昭教君） 次に、本件に対する賛成討

論の発言を許します。 

 ７番金子益三君。 

○７番（金子益三君） 私は、議案第２０号上富良

野町後期高齢者医療に関する条例制定に賛成の立場

から討論をいたします。 

 この後期高齢者の制度に関しましては、さきの予

算特別委員会でも言及させていただきましたが、も

う既に我が町においても国保会計及び一般会計から

の拠出が非常に厳しい現状となっておりまして、保

険制度そのものの存続に向けてはやむを得ない制度

であり、さらには日本医師会等々の動きにおいて

も、これら見直しの動きもあるという観点から、制

度そのものについてはまず賛成であり、この本条例

におきましては、後期高齢者医療事業に関する予算
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が既に２０年度の予算特別委員会を可決したことが

ありますので、法令及び北海道後期高齢者医療広域

連合、後期高齢者医療に関する条例に定められてい

るところのほかに、上富良野町として行う事務事業

として明確に事務の条例を制定しなければ、当然、

保険料の徴収をすることができず、被保険者の資格

取得、喪失等の各種届け出の受け付け、被保険者証

の引き渡し、返還、医療給付を行うための手続な

ど、医療を必要とするお年寄りが医療保険制度の適

用が受けられぬだけではなく、本制度における葬祭

費の支給にかかわる受け付け、さらには保険料の徴

収猶予・減免にかかわる申請書の受け付けもできな

くなるなど、非常に制度の履行に対して不利益が生

じると考えます。 

 また、この本条例に定めるところにあります督

促、延滞金、罰則の規定は、他の税及び保険料の公

平・公正の原理からやむを得ないものと考えまし

て、本条例制定に賛成をいたします。 

○議長（西村昭教君） 次に、反対討論の発言を許

します。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって討

論を終了いたします。 

 これより、議案第２０号を起立により採決いたし

ます。 

 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 起立多数であります。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第３ 議案第２１号 

○議長（西村昭教君） 日程第３ 議案第２１号上

富良野町税条例の一部を改正する条例の件を議題と

いたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ただいま上程され

ました、議案第２１号上富良野町税条例の一部を改

正する条例につきまして、提案の要旨を御説明申し

上げます。 

 個人町民税の納期回数の増加見直しをすることに

より、各納期当たりの納税額を少額として納税者に

納税しやすい環境を整え、納期内納税の確保及び収

納率の向上を図るとともに、不慮の災害等により損

害を受けた場合の町民税及び軽自動車税の減免、ま

た、収益事業を行わないＮＰＯ法人に対する法人町

民税の減免規定について整備するため、必要な事項

について条例の一部を改正するものであります。 

 以下、議案を要約し、御説明いたします。 

 第４０条、個人の町民税の納期を４期に改めるも

のであります。 

 第５１条、町民税の減免に、震災、風水害、火災

等を加え、さらに特定非営利法人活動を加えるもの

であります。 

 第８９条、軽自動車税の減免について、１項の文

言を整理し、次の２号を加えるものであります。 

 附則。施行期日。 

 １、この条例は、平成２０年４月１日から施行す

る。 

 適用区分。 

 ２、改正後の上富良野町税条例の規定は、平成２

０年度以降の年度分の町税について適用し、平成１

９年度分までの町税については、なお従前の例によ

る。 

 以上、説明といたします。 

 御審議いただきまして議決賜りますようお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ます。 

 今回の税の条例改正という点では、納期の回数を

ふやしたという点で、納税者にとっては少しでも納

税における緩和、精神的な納付における緩和かなと

いうふうに思いますが、現在の収納率の向上という

点では、大体機械的には言えないと思いますが、こ

ういうものも含めてどのぐらいの収納率が向上され

るというふうに考えてらっしゃるのかお伺いしたい

のと、それと、５１条の中の７項目の特定非営利法

人の活動に当たっての法人の減免規定かなというふ

うに思うのですが、この点についてお伺いいたしま

す。 

 今、この内容というのは、収益事業を行うものを

除くというふうになっておりますが、単純に収益で

すから、収入が対価として受け取った、それが収入

になると思います。また同時に、例えば町が行う宅

老だとか、ちょっと体の弱い方の輸送サービスを

行っていると、そういうものの対価として収入とし

て入ったと、こういう場合は収益事業ということに

なってこの対象から外れるのかどうなのか。実態を

見ましたら、やはり町の介護や、あるいは障がいを

持った方たちの輸送事業という形で、一定の町の介

護政策の一たんを担うという形で行われておりま

す。 

 こういったところの法人に対しては課税対象にな
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るのか、それとももう一つ、やはりそういった部分

であれば、やはりそういった部分と完全にこれは収

益というか、営利を目的として個人、その売買で設

けた、あるいは公のものと区別した中で、その税体

系の見直しというのも必要だというふうに思います

が、この部分はどういうふうになっておられるの

か、この点をお伺いしておきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ５番米沢議員の御

質問でございます。 

 収納率の向上についてでありますけれども、収納

率の向上につきましては数字的には申し上げられま

せんけれども、私たちできるだけ努力して収納率を

高めたいというふうにして考えてございます。 

 また、次の公益法人の関係でございますけれど

も、これにつきましては収益事業から上がる所得が

ないことが前提でございます。それにつきまして

は、当然、課税は最初にいたしますけれども、その

後に減免をするようなことで考えてございます。 

 また、その減免の割合等につきましては、規則に

定めたいというふうにして考えてございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） そういう公の政策と合致し

たものについては、減免の対象になるという判断で

よろしいのかどうなのか。このことを検討されてい

るということで、こちらのほうを認識してよろしい

かどうかお伺いいたします。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ５番米沢議員の御

質問にお答えを申し上げます。 

 基本的にはなるということで認識しております。

これにつきましては、活動が公共性で町の政策目的

と整合性があると認めた場合につきましては、町長

が減免をするということの規定でございます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） ぜひそういう方向での検討

を進めていただきたいというふうに思います。 

 具体的にはまだ内容は決まっていないということ

でしょうか。 

○議長（西村昭教君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） 議員おっしゃると

おりＮＰＯ法人も限られておりますし、これからの

ことだというふうにして考えてございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これより、議案第２１号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第４ 議案第２２号 

○議長（西村昭教君） 日程第４ 議案第２２号上

富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ただいま上程され

ました、議案第２２号上富良野町国民健康保険税条

例の一部を改正する条例につきまして、提案の要旨

を御説明申し上げます。 

 国民健康保険税の納期回数の増加見直しをするこ

とにより、各納期当たりの納税額を少額として納税

者に納税しやすい環境を整え、納期内納税の確保及

び収納率の向上を図るよう、必要な事項について条

例の一部を改正するものであります。 

 以下、議案を要約し、御説明申し上げます。 

 第１０条、国民健康保険税の納期を８期に改める

ものであります。 

 附則。施行期日。 

 １、この条例は平成２０年４月１日から施行す

る。 

 適用区分。 

 ２、改正後の上富良野町国民健康保険税条例の規

定は、平成２０年度以降の国民健康保険税について

適用し、平成１９年度分までの国民健康保険税につ

いては、なお従前の例による。 

 以上、御審議賜りまして議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２２号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第５ 議案第２３号 
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○議長（西村昭教君） 日程第５ 議案第２３号上

富良野町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療

費の助成に関する条例及び上富良野町乳幼児の医療

費助成に関する条例の一部を改正する条例の件を議

題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町民生活課長。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） ただいま上程され

ました、議案第２３号上富良野町重度心身障害者及

びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例及び

上富良野町乳幼児の医療費助成に関する条例の一部

を改正する条例について、提案の要旨を御説明申し

上げます。 

 高齢者の医療の確保に関する法律が平成２０年４

月１日から施行されることに伴い、老人保健法を準

用している医療給付助成事業、重度、ひとり親、乳

幼児の関係条例について、一部を改正するものであ

ります。 

 以下、議案を要約し、御説明申し上げます。 

 まず、上富良野町重度心身障害者及びひとり親家

庭等の医療費の助成に関する条例でありますが、第

２条第３項の医療保険各法に高齢者の医療の確保に

関する法律（以下「高確法」という。）の１号を加

えるものであります。 

 第２条第４項中、老人保健法を高確法に改めるも

のであります。 

 第３条第３号ウの一部を高確法に改め整理し、エ

として追加するものであります。 

 第７条中、高確法に改められたことにより、老人

保健法による医療給付の対象者はあわせて健康手帳

の必要がなくなり削るものであります。 

 次に、上富良野町乳幼児の医療費助成に関する条

例の一部を改正する条例についてでありますが、第

２条第６号中、老人保健法を高齢者の医療の確保に

関する法律に改めるのもであります。 

 附則。この条例は、平成２０年４月１日から施行

する。 

 以上、説明といたします。 

 御審議いただきまして議決賜りますようお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２３号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第６ 議案第２４号 

○議長（西村昭教君） 日程第６ 議案第２４号上

富良野町保健事業検診受診料徴収条例の一部を改正

する条例の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ただいま上程され

ました、議案第２４号上富良野町保健事業検診受診

料徴収条例の一部を改正する条例につきまして、提

案の要旨を御説明いたします。 

 町が実施している検診事業に関しまして、根拠法

の改正に伴いまして条例の文言の整理を行います。 

 また、骨粗しょう症検診につきましては、骨粗

しょう症予防を重視し、生活習慣の改善指導を充実

していくこととするものとし、検診項目から除外す

るものであります。 

 以下、議案に沿って内容を御説明申し上げます。 

 議案第２４号上富良野町保健事業検診受診料徴収

条例の一部を改正する条例。 

 上富良野町保健事業検診受診料徴収条例（平成１

２年上富良野町条例第１６号）の一部を次のように

改正する。 

 別表を次のように改める。 

 第２条、別表第２条関係。 

 ごらんのように改正するわけですが、改正点を重

点に申し上げます。 

 検診の種類の欄でありますが、特定健康診査、こ

れまでは基本健康診査でありまして、改めるもので

あります。 

 下から２行目の乳がん検診につきましては、これ

まで二つに分かれておりました。触診、それからマ

ンモグラフィー、これを一つの乳がん検診といたし

ます。 

 受診料の欄は、改正点はこの乳がん検診の一体化

によりまして、１,０００円であったものが２,００

０円、５００円が１,０００円というふうに改めま

す。 

 検診対象者の欄でありますが、これまでは老人保

健法に基づくという文言の整理をいたします。 

 特定健康診査につきましては、高齢者の医療の確

保に関する法律。そのほかは、健康増進法に基づく

というように改めるものであります。 

 附則といたしまして、この条例は平成２０年４月

１日から施行する。 

 以上、説明といたします。 
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 御審議いただき議決いただきますようお願い申し

上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） 国の医療制度の改革により

まして、４月から検診の制度が変わるということで

ございますけれども、新たに４０から７４歳までの

特定健康診査、これが義務づけられるわけでござい

ますけれども、この特定健康診査の中身はがん検診

が含まれていない、ここのところに線引きがありま

す、健康増進と、それから高齢者の医療の、こう

いったことで、特定健診にがん検診が含まれていな

いということかと思うのですけれども、あわせて受

けられるようにしたりすることもできるのでしょう

か、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ２番村上議員の御

質問でございます。 

 増進法によって、がん検診の部分もという区別が

なされているわけですけれども、議員の御意見のよ

うに同時に受診をするということも可能ということ

でございます。 

○議長（西村昭教君） ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） では、それに伴って、人間

ドックの補助なんかは廃止するのでしょうか。そう

いうケースもあるのでしょうか。今まで補助が出て

いたのですけれども、その関連はどうなりますか。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） 村上議員の再質問

でございます。 

 これまで実施しているドックにおきましても、こ

れまでどおり実施するようあわせて努力をいたしま

す。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ますが、今回の特定健診という形の中で、４０歳以

上７０歳未満という形の中で、メタボリック症候群

という形の中で、そういった成人の予防対策という

形が盛り込まれたかというふうに思いますが、この

点、制度が変わって従来の基本健診でありますが、

私は何回聞いてもちょっとわからないものですから

お聞きいたしますが、この基本健診も受けられるの

かどうなのか、あわせてお伺いしたいというふうに

思いますが、この点。 

 それと、この制度は従来義務だったというふうに

思いますが、これは義務からちょっと離れているの

かどうなのか。引き続き義務という形で受けとめて

いいのですか、その点お伺いいたしたいと思いま

す。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ５番米沢議員の２

点の御質問でございますけれども、これまでの住民

健診、基本健診でありますけれども、法の改正によ

りまして特定健康診査ということで、これは保険者

がその保険に加入している者を対象として責任を

持ってやるということでございまして、その範囲に

おいてはこういう基本に沿って対象として、名称が

特定健診と変わりましたけれども、この対象は保険

者の範囲内を対象とするということで、年齢の区分

ごとに健診を進めるということであります。 

 義務かどうかという御質問につきましては、先ほ

ど申し上げました保険者も加入している者を対象と

することが義務として法で定められているというこ

とになるかと思います。 

 以上であります。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） 検診の実施機関でございま

すけれども、町と健診委託契約を結んでいる機関と

いうのはどこでございますか。ちょっとお尋ねした

いと思います。 

○議長（西村昭教君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） この健診等の医療

機関におきましては、町立病院、それからがん検診

等可能なものに対して、それぞれ町内の医療機関に

おいてやれることになってございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２４号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第２５号 

○議長（西村昭教君） 日程第７ 議案第２５号上

富良野町介護保険条例等の一部を改正する条例の件

を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（岡崎光良君） ただいま上程され

ました、議案第２５号上富良野町介護保険条例等の
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一部を改正する条例につきまして、提案要旨を御説

明いたします。 

 第１点として、介護保険料の納期のうち、第６期

１２月を最終納期と同様に、最終日をこれまでの３

０日から２５日に改めるものでございます。 

 第２点といたしまして、平成１７年度の税制改正

に伴い、介護保険料の階層移行等が生ずることか

ら、平成１８年度及び平成１９年度におきまして実

施しました段階的激変緩和策を平成２０年度におき

ましても実施するよう定めようとするものでありま

す。 

 以下、議案を追って説明いたします。 

 議案第２５号上富良野町介護保険条例等の一部を

改正する条例。 

 初めに、上富良野町介護保険条例の一部改正。 

 第１条として、介護保険条例第４条１項に定める

納期のうち、第６期１２月納期の最終日を同月２５

日に改めます。 

 次に、上富良野町介護保険条例の一部を改正する

条例の一部改正であります。 

 第２条として、介護保険条例の一部を改正する条

例の附則第３条の見出しを平成２０年度までといた

します。 

 同じく、附則第３条に第３項として、平成１８年

度と１９年度と同様に激変緩和措置として、改正是

正により町民税非課税世帯で課税となった者に対す

る特例措置を平成２０年度においても実施するよう

定めるものでございます。 

 附則といたしまして、この条例の施行期日を平成

２０年４月１日とするものであります。 

 次のページですが、経過措置として、平成１９年

度以前の年度にかかる介護保険料の納期は従前のと

おりとするものであります。 

 以上、説明といたします。 

 御審議いただき御議決いただきますようお願いい

たします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２５号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第２６号 

○議長（西村昭教君） 日程第８ 議案第２６号上

富良野町の基金に伴う関係条例の整備に関する条例

の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川雅一君） ただいま上程いただき

ました、議案第２６号上富良野町の基金に伴う関係

条例の整備に関する条例につきまして、提案要旨を

御説明申し上げます。 

 現在、町においては１３の基金を保有しており、

それぞれ目的に応じて活用しているところでありま

す。 

 行財政改革実施計画においても、歳入に見合った

歳出構造の確立を目的としており、基金に頼ること

のない財政運営が求められているところでありま

す。 

 このことから、基金の活用をこれまで以上に明確

にしていくことで、必要な行政サービスの確保と将

来世代への責任という考え方を基本として、基金の

使途、処分をより明確化するとともに、それに伴い

処分時における議会議決のあり方を整備するよう、

関係条例の一括改正整備をするものであります。 

 また、ペイオフ対応の条文明記や基金管理の条文

整備をあわせて行うものであります。 

 以上、議案の概要を朗読し、改正内容について説

明させていただきます。 

 議案第２６号上富良野町の基金に伴う関係条例の

整備に関する条例。 

 第１条は、上富良野町財政調整基金の設置、管理

及び処分に関する条例の一部改正で、条例名称を上

富良野町財政調整基金条例と簡素化を図るととも

に、当基金の使途については、多額の経費を必要と

する建設財源への充当、施設更新、改善経費への充

当、町債の償還経費への充当は、他の基金と使途目

的が重複することから当条例から削除し、非常災害

発生時、もしくは歳入欠陥に伴い財源を必要とする

場合、また、これ以外の場合は議会の議決を経た上

で処分できることとするよう当基金の役割を明確化

しようとするものであります。 

 第２条は、上富良野町減債基金条例の一部改正で

あります。 

 第３条は、上富良野町公共施設整備基金条例の一

部改正で、当基金の使途につきましては明確な処分

規定がなく、議会の議決をもって処分することと

なっていましたが、当条例において公共施設の建設

財源に充てる場合及び施設の更新、改善財源に充て

る場合に処分できる旨、明記することを御議決いた

だこうとするものであります。 

― 136 ―



 

 第４条は、上富良野町国営土地改良事業負担基金

条例の一部改正であります。 

 第５条は、上富良野町国内外交流推進基金条例の

一部改正で、当基金の使途についてはこれまで明確

な規定がなかったことから、処分できる場合を友好

提携都市との交流推進、また、青少年の交流を通し

た人材育成に寄与する事業に財源充当する場合に限

定明記するものであります。 

 第６条は、上富良野町十勝岳地区開発事業基金条

例の一部改正で、当基金は昭和４２年に設置され、

十勝岳地区の開発促進のため基盤整備等に機能発揮

してきたところでありますが、初期の目的はおおむ

ね達成されたものと判断しますことから、今後は十

勝岳地区の観光振興や環境保全等を目的とする基金

として、条例名称を上富良野町十勝岳地区振興基金

条例に改めるとともに、当基金の使途につきまして

は新たな設置目的に対応するよう、十勝岳地区の基

盤整備、観光振興、安全対策、自然環境保全及び公

共施設の維持、修繕に関する事業に財源充当する場

合に処分できるよう限定明記するものであります。 

 第７条は、上富良野町農業振興基金条例の一部改

正で、当基金の使途についてはこれまで明確な規定

がなかったことから、処分できる場合を町が策定す

る農業振興計画に基づく事業の財源に充てる場合に

限定明記するものであります。 

 第８条は、上富良野町地域福祉基金条例の一部改

正で、処分できる場合の規定において、その他地域

福祉の増進のために町長が必要と認める事業の財源

に充てる場合は、議会の議決を追加しようとするも

のであります。 

 なお、各条例の改正に当たっては、それぞれの基

金の使途、処分できる場合を各条例において明確に

規定するよう御議決をいただいた内容に沿った処分

の場合における支消議決は整理するとともに、基金

に属する現金の保全対応として金融機関に保険事故

が発生した場合に、当該基金に係る債権と当該金融

機関に対する本町の債務を相殺できる旨の規定を追

記し、また、基金の管理条文や積立条文など、全体

的な統一を図るよう文言整理を行うものでありま

す。 

 さらに、特別会計に係る基金条例についても、一

般会計に係るさきに申し上げた第１条から第８条に

わたる各基金条例の一部改正と同様の考え方をもっ

て整理するため、第９条において上富良野町国民健

康保険財政調整基金条例の一部改正、第１０条にお

いては上富良野町介護保険事業基金条例の一部改

正、第１１条において上富良野町ラベンダーハイツ

施設整備基金条例の一部を改正するものでありま

す。 

 なお、附則につきましては、この条例改正の施行

期日及び経過措置について定めたものであります。 

 以上、説明とさせていただきます。 

 御審議いただきまして御議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっている議案第２６号は、なお

十分な審議を要するものと思われますので、この

際、総務産建常任委員会に付託し、議会閉会中の継

続審査とすることにいたしたいと思いますが、これ

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第２６号については総務産建常任委

員会に付託し、議会閉会中の継続審査とすることに

決しました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第２７号 

○議長（西村昭教君） 日程第９ 議案第２７号上

富良野町児童生徒教育振興基金条例の件を議題とい

たします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 教育振興課長。 

○教育振興課長（前田満君） ただいま上程されま

した、議案第２７号上富良野町児童生徒教育振興基

金条例について、提案要旨を御説明申し上げます。 

 本条例は、上富良野町の児童生徒の健全な育成と

教育振興策の円滑な推進を図るため、既存の上富良

野町科学技術奨励賞基金条例と上富良野町子ほめ基

金条例を廃止し、寄附者の意に沿ってこれらの基金

を活用できる範囲を拡大し、有効な利用を図ること

を目的とし、新たな条例として制定するものであり

ます。 

 以下、議案を要約し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第２７号上富良野町児童生徒教育振興基金条

例。 

 第１条は、本条例の設置目的を定めたものであり

ます。 

 第２条は、基金の積立額を一般会計歳入歳出予算

で定めるものとしたものであります。 

 第３条は、基金の管理方法について定めたもので

あります。 

 第４条は、基金の運用益金の処分について定めた

ものであります。 

 第５条は、財政上の必要がある場合は歳計現金に

繰り替えて運用できるよう定めたものであります。 
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 第６条は、使途に関する条項であります。 

 第１号から第３号までにおいて使途を明確化し、

それ以外において教育振興策の円滑な推進を図る必

要が生じた場合には、議会の議決を経ることを要件

として定めたものであります。 

 第７条は、基金に属する現金の保全対応について

定めたものであります。 

 第８条は、規則への委任規定であります。 

 附則。施行期日。 

 １、この条例は平成２０年４月１日から施行す

る。 

 上富良野町科学技術奨励賞基金条例の廃止。 

 ２、上富良野町科学技術奨励賞基金条例は廃止す

る。 

 上富良野町子ほめ基金条例の廃止。 

 ３、上富良野町子ほめ基金条例は廃止する。 

 経過措置。 

 ４、この条例の施行の際、この条例で廃止する上

富良野町科学技術奨励賞基金条例及び上富良野町子

ほめ基金条例により積み立てられた基金は、第２条

の規定にかかわらずこの条例に積み立てられた基金

とする。 

 以上、説明とさせていただきます。 

 御審議いただき議決賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２７号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第２８号 

○議長（西村昭教君） 日程第１０ 議案第２８号

上富良野町職員の給与に関する条例の一部を改正す

る条例の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川雅一君） ただいま上程いただき

ました、議案第２８号上富良野町職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例につきまして、さきに

議案の要旨を御説明申し上げます。 

 平成１７年の人事院勧告により、給与構造改革の

ための関係法令が改正され、地域の国家公務員給与

が地域の民間給与水準により適切に反映するものと

して、地域給の導入を図り給与構造改革を進めてい

る状況であります。 

 給与制度等の見直しにつきましては、地方自治を

取り巻く環境が大変厳しい状況にあることを踏ま

え、自立に向けた改革の取り組みを定めた行財政改

革実施計画を策定し、平成２０年度はこの行財政改

革の最終目標年度として推進を図っております。 

 平成２０年度においては、職員の定年退職による

事務事業の見直し、地域給導入に伴う経過措置の調

整、技能労務職員の職の廃止、平成１９年人事院勧

告の見送り等の対応となり、行財政改革実施計画に

基づく削減を達成したところでございます。 

 今回提案させていただいております技能労務職員

の職の廃止についてでありますが、行財政改革の推

進をさらに進めるため、民間委託の推進、事務事業

の見直し等により技能労務職員の職を廃止します。 

 なお、引き続き在職する技能労務職員の給与等に

つきましては、同種の民間事業者の従業員と比べて

高額となっているのではないかという国民等の厳し

い批判があり、本町においても例外なく住民の理解

と納得が得られるものとなるよう取り進めておりま

す。 

 また、総務省の技能労務職員等の給与等の総合的

な点検等の実施についての通知に基づき、給与水準

等の適正化を図るべく当該条例の改正をするもので

ございます。 

 この改正内容について、労使間において協議を重

ね改正することで合意しております。 

 また、この改正条例に伴いまして、平成２０年度

の効果予測額は２１３万円を見込んでございます。 

 それでは、本条例の改正内容につきまして、その

概要を説明いたします。 

 まず、１点目が給与月額を減額する期間として、

平成２０年４月１日以降、当分の間、対象者が退職

するまでとする。 

 ２点目は、減額対象となる職員は技能労務の職に

ある職員。 

 ３点目は、減額する割合を是正措置期間５年間と

する改正内容でございます。 

 以下、議案を朗読し、改正内容について御説明申

し上げます。 

 議案第２８号上富良野町職員の給与に関する条例

の一部改正する条例。 

 この内容につきましては、先ほど申し上げました

その内容について、本則の附則第２項の追加は平成

２０年度４月１日から当分の間、技能労務職の職に

ある職員の給与月額は、職員の給与に関する条例の
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第３条から第４条の２までの規定により定められた

給料表の給与月額と、平成１８年改正給与条例附則

第７項の規定よる給与の切りかえに伴います経過措

置として受けている給与の差額として、平成２０年

３月３１日に受けていた給料の合計額から、平成２

０年４月１日から平成２４年４月１日以降の年度の

期間の区分に応じて、それぞれ３.３３％から１６.

６５％の減額率を乗じて技能労務の職にある職員の

給料の是正を図ろうとするものでございます。 

 これにより、平成２０年度において、職員一人当

たりの年間支給額は２６万６,０００円の減になる

見通しでございます。 

 次に、この改正規定の施行日を、附則において平

成２０年４月１日から施行するものと規定するもの

でございます。 

 以上、説明とさせていただきます。 

 御審議いただきまして議決賜りますようお願い申

し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、質疑に入ります。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 何点か質問させていただき

ますが、民間との給与差という形の中で均衡をとる

という形で出てきたかと思いますが、大体どのぐら

い高いというふうな国の勧告になっているのかお伺

いしたいのと、あわせて今後、この技能労務職の廃

止も今回提案されておりますが、今後は技能労務職

の職員の方については一般職に移っていただくとい

う形だというふうな話でありますが、ここでお伺い

したいのは、今、町がこの職員定数の見直しという

形の中で、今回技能労務職、車両班の廃止という形

になっているかと思いますが、今後委託した場合、

あるいは民間に全面的に民営化するという方針なの

ですが、大体財政的な効果でいえばどのぐらい見込

んでいるのか、この点。 

 さらにお伺いしたいのは、この削減した民営化す

る中で、他の職員の改善部分にこういった削減部分

が回るのかどうなのか、処遇の改善に回るのかどう

なのか、毎回私は言っておりますが、この点。 

 やはり、きっちりと全面的に５年後は民営化とい

うのではなくて、必要最小限の職員を残して、従来

の維持管理を単刀直入に言いますが残すべきではな

いかと。私は、こういう部署でのきっちりとした職

員の配置を行って、除雪やそういった対策もやるべ

きではないかというふうに思います。 

 こういった点は、今後全面的に民営化になった場

合、車両の管理も含めてどのようになるのかお伺い

したいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川雅一君） ５番米沢議員の御質問

でございます。 

 まず、１点目の町と民間、国との差の部分でござ

いますけれども、今、私どもの資料にあるところに

つきましては、これは１８年４月現在でございます

けれども、若干年齢的なものもございますけれど

も、国と比較しますと８万ほどの差がある資料でご

ざいます。道との比較の部分についても５万ほどと

いうことで、本町についてはちょっと高い状況の推

移になってございます。 

 御存じのとおり、技能労務職のラスパイレスを見

ますと、１８年度で１２０程度でございますので、

その差がここに出ているのかなというふうな状況で

ございます。 

 つけ加えますけれども、この国の基準の一つの見

直しといいますか、一つの調査に伴いましてこの数

字が出てきたということで、１８年度からその評価

がされたという状況でございます。 

 それ以前については、そういう全体的な部分での

ラスパイレスのお話でございましたので、そういう

結果から基づいて出てきたということで御理解をい

ただきたいなというふうに思います。 

 それから、これからの民間委託ということでござ

いますけれども、失礼いたしました、今、１１名、

２０年度の４月１日で技能労務職の方というのは１

１名ございます。その中で５０歳以下の方もいらっ

しゃいまして、これから６０歳までという長い年月

がございますので、５０歳以下の方については一般

職の職務がえをして、一般職のかかわり方も含めて

対応していきたいというような状況でございます。 

 民間委託につきましても、今後、行財政改革の中

で対応していくということで、これから最終的な検

討に入ってきてございますので、まだ額的にどの比

較というところまでちょっと出ている状況でござい

ませんけれども、そういう感覚の中ではこれからそ

ういう対応もしていかなければならないなというふ

うに、今、事務的なレベルで対応している状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（西村昭教君） ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） まだ対応していないという

ことですが、普通でしたらこの条例が出されたと同

時にそういうものも速やかに試用として出されなけ

ればならないというふうに思いますが、この点、一

向に先行きが不透明な中で、この全面的な民営化と

いう、５年後に民営化を前提とした職員の削減とい

うのは当然納得できるものではありませんが、この

点、どうして現状の中でその対応というのがどうい
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うようになるのかという形の予算も含めた影響額等

が試算されなかったのかどうなのかお伺いしておき

たいと思います。 

 仮に今回、やはり全体的に問題だと思うのは、財

政再建という名目で、それは無駄なものは大いに削

らなければならないと思っています、私も。ただ、

これが優先される余り、今回の予算でもそうなので

すが、ただ削減ありきというのが前提にあって、そ

れの域をなかなか超えられないという部分があるよ

うな感じがします。 

 町長は事あるごとにいろいろ政策的な展開をして

いる部分もありますが、全くしていないとは言いま

せんが、しかし現状で見てみましたら、やはり今後

の町の財政とのかかわりでということで削減なので

しょうけれども、やはり今後の財政とのかかわりの

中でも必要最小限の職員を現場の車両班に残しなが

ら、全体の委託業務の目配りをしてもらうだとか、

建設課と協調しながら歩道の維持管理に当たっても

らうだとか、やはりそういう体制づくりというのが

今必要ではないかなというふうに思うのですが、そ

ういった部分どうなのでしょうか。もう一度確認し

たいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） ５番米沢議員の御質問に

私のほうからお答えさせていただきます。 

 今、総務課長のほうからも御説明申し上げました

ようないろいろ実態を検証しますと、現行の制度の

まま維持することについてはいろいろな諸課題が

あって、これは今説明申し上げましたように、そう

いうことで継続することについては大きな問題だと

いうのが背景にありまして御提案をさせていただい

ているわけであります。 

 それで、一般職に職種転換、若年者については職

種転換、それから高齢者については今御提案申し上

げているようなこういう緩和措置を設けて、給料水

準の妥当な水準に激変緩和的に対応するということ

でありまして、くれぐれもこの条例をもってその職

員定数にかかわるような、一気におやめいただくよ

うなことはないということを一つさらに重ねて説明

を加えさせていただきたいと思いますし、今後にお

きましてもこういう道路の維持管理の面について

は、国を初め北海道、それから、今、各自治体にお

きましても民間のそういう機動力を活用して、妥当

なコスト水準でそういう公共サービスを提供してい

るのが実態でありますので、当町におきましても職

員のこれからの年齢の構成をにらみながら、将来的

には今申し上げましたような方向に転換をすること

が、いろいろな角度から見ても妥当な選択肢である

というふうに認識をしているところであります。 

 したがいまして、このようなことで一気に職員定

数をむやみに削減をする考え方はございません。た

だ、今、現行の職員定数も経過の過程にございます

ので、将来を見据えたときに本当に今の現行定数で

いいのかどうなのか、それから質も含めて先般も申

し上げましたように十分な検証をしなければならな

いというふうに認識をしているところであります。 

 いずれにしましても、今回は地域給の導入、それ

から今申し上げましたようにラスで置きかえますと

非常に高水準にあるということが背景として御提案

申し上げておりますので、ひとつ御理解を賜りたい

というふうに考えているところであります。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） 同僚議員の質問に関連する

のですけれども、先ほど技能労務職は国の差８万

円、それから道との差６万円ということだったので

すが、これは年間のトータルでこういう数字なの

か、それとも月ということなのか、その点をちょっ

とお聞きたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川雅一君） ９番中村議員の御質問

でございます。 

 今、平均給与月額ということで、この給与実態の

中では打ち出されてございます。一応月額というこ

とでございまして、先ほど言いましたように国との

関係からいいますと８万円で、あと道との絡みの関

係でいきますと５万円程度の差になっている状況で

す。 

○議長（西村昭教君） ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） そうしますと、先ほど２０

年度の効果額ということで、全体で２１３万、一人

当たり平均２６万６,０００円ということでござい

ます。 

 そうすると、人数的には現在８人ということで考

えていていいのでしょうか、その点をちょっと。２

１３万を割るとそのような感じになるのですが、そ

の点いかがでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川雅一君） ９番中村議員の御質問

でございますけれども、技能労務職はもともと１１

人いまして、一般職に３名振りかえいたしましたの

で、８名の割返しに２１３万円の平均、割返します

と２６万６,０００円というふうになってくるとこ

ろです。 

○議長（西村昭教君） よろしいですか。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） そうしますと、この減じた

額の割合が３.３３からふえていくのですけれど
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も、現実にその一人当たり２６万６,０００円が年

間であるということになると、先ほどの民間の比較

との関係からいえば数字が大幅に大きくなるのでは

ないかなという感じがするのです。その点はどうな

のでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川雅一君） ９番中村議員の御質問

でございます。 

 あくまでも平均月額の給与額の差を申し上げまし

たので、それより高い人も低い人もいらっしゃいま

すので、単純にその数字で追っていくとちょっと数

字的に合わないかと思いますけれども、年齢層はい

ろいろございますので、その部分でうちのほうとし

ては２０％、要するにラスパイレス２０の部分で整

理させていただいて、今回６年程度で解消していこ

うということで、３.３で今対応してございます。 

 あとほかに、その間に退職される方もいらっしゃ

いますし、その部分も含めながらなのですけれど

も、単純に先ほどの額との整理といいますか、数字

上ではちょっといかないなと思いますので、あくま

でも平均ということで押さえをしていただきたいな

と思います。 

 以上です。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） これより、討論を行いま

す。 

 本件に対する反対討論の発言を許します。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） 私は、今２８号議案上富良

野町職員の給与条例の一部改正条例について反対し

たいというふうに思います。 

 給与条例については確かに公平さを欠いていると

いう部分がありますので、この部分については譲っ

たとしても、しかし一方で今回提案されている内容

というのは、車両班そのものを５年後に廃止すると

いう内容のものであります。 

 この間の質問においても、将来の民営化のあり方

についての展望というものも一向に答弁の中では見

出せません。本来こういう条例が提出されるときに

は、既にそういった部分も開示されて、審議の中で

その内容を十分審議する素材として提供されなけれ

ばならないにもかかわらず、この部分が一向に提供

されないという部分は大きな問題だと考えていま

す。 

 また、今後、高齢化の中でお年寄りの輸送サービ

スやそういった部分でのこういった職員の対応、あ

るいは町道の維持管理等においても全面的に民営化

するのではなく、必要最小限の職員を配置して維持

管理に努めるということが今必要になってきている

のではないかというふうに私は考えています。 

 また同時に、今回のこの廃止に当たっての内容を

見ますと、将来的にというよりは、既にもう地方の

町の進めている行政改革という名のもとで効率化だ

けが優先されて、そこに住民の暮らしや職員の環境

を守るという点では、なかなかきちっとした対策が

とられていないような気がします。 

 確かに職員組合や本人との合意の中で、一般職と

いう形の中で職がえということでもあるでしょう。

しかし、私は町全体の中から見た場合に、もう一度

今回のこの条例の見直しを行うことが今必要だとい

うふうに考えます。 

 また、何よりも、民営化された場合の車両の管理

の問題や、どこがその車両を保持するのかという問

題すら提起されていないという点で、私は反対の討

論とさせていただきます。 

○議長（西村昭教君） 次に、本件に対する賛成討

論の発言を許します。 

 ７番金子益三君。 

○７番（金子益三君） 私は、本議案第２８号上富

良野町職員給与に関する条例の一部を改正する条例

に賛成の立場から討論をいたします。 

 まず、この条例の改正によりまして、技能労務職

の職の廃止等々により、いわゆる一般事務職間にお

いての是正が大きく図られることが、まず１点高く

評価される部分であります。 

 続きまして、この部分によりまして、今、町が進

めておりますスタッフ制を導入していることがあり

ますが、この部分に関しても大きく後押しをするこ

とにつながっていきます。 

 さらには、この上富良野町が自立に向けた中で、

現在さまざまな行財政改革を取り組んでおります

が、これらにおいても職員が各課についてフリーラ

ンス化され仕事がしやすくなりまして、大きく高い

効果があらわれると考えます。 

 現在、職員定数の減少傾向にある中において、上

富良野町の住民の行政サービスというものが複雑多

岐にわたっております。この行政サービスを住民に

満足させていただくためにも、職員が各課を自由に

移動しながら、それらのニーズにこたえていくため

にも有効と考えますので、本条例改正に賛成をいた

します。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって討

論を終了いたします。 

 これより、議案第２８号を起立により採決いたし

ます。 
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 本件は、原案のとおり決することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 起立多数であります。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１０時２６分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第２９号 

○議長（西村昭教君） 日程第１１ 議案第２９号

上富良野町個人情報保護条例及び上富良野町情報公

開条例の一部を改正する条例の件を議題といたしま

す。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川雅一君） ただいま上程いただき

ました、議案第２９号上富良野町個人情報保護条例

及び上富良野町情報公開条例の一部を改正する条例

について、提案の要旨を御説明申し上げます。 

 情報技術の発展によりまして、情報化社会の進展

する中において、行政機関を初め団体、事業者な

ど、さまざまな情報を収集、活用することにより生

活の便利さと豊かさを享受している一方で、個人情

報も大量、高速に収集、利用されております。 

 このことから、個人情報の保護に関し、各事業分

野において、ガイドライン、指針に基づく保護施策

の実施等により改正が定着してきております。 

 しかしながら、その反面、個人情報保護に対する

過剰反応による社会活動への影響や、行為、過失に

よる個人情報等の漏えい事件、事故が発生してお

り、万が一当町の行政機関等において同様の事件、

事故が発生する場合は、住民の期待を裏切るととも

に町に対する信頼を大きく損ねることとなり、今後

とも個人情報保護の適正な運用や保護対策の充実強

化を図る必要があります。 

 個人情報保護対策については、条例、法令等に基

づき総合的な対策を実施することにより、抑制、防

止、予防、検知、改修機能の効果、向上を進めるこ

とが必要であり、その抑制機能の一つとして懲罰規

定があります。 

 現在、条例、法令等における懲罰規定について

は、地方公務員法において一般職の地方公務員法実

施機関の職員を対象とした守秘義務違反に対する懲

罰規定のみであり、委託業者、指定管理者等に対し

ては、現行、個人情報保護条例において義務のみを

規定しております。 

 今後とも行政事務の効率化、住民サービスの向上

の観点から、業務委託、指定管理者制度の導入や行

政事務の透明性を図るため、さまざまな公開が進め

られていく中で個人情報保護をコントロールするた

めには、職員に対する現行規定の量刑に加重するこ

とにより個人情報保護に対する注意を喚起するとと

もに、委託業者、指定管理者及びその従業員等につ

いても職員と同様に扱うことにより、実施機関が保

有する個人情報保護の総体的な抑制機能向上を図る

ことを目的に個人情報保護条例に罰則規定を追加す

るものでございます。 

 以下、議案を朗読し、改正内容について説明させ

ていただきます。 

 議案第２９号上富良野町個人情報保護条例及び上

富良野町情報公開条例の一部を改正する条例。 

 それでは、改正要点について申し上げます。 

 第１条は、上富良野町個人情報保護条例の一部を

改正でございます。 

 第２条第３号では、磁気的記録について、国の法

律による表現の仕方に整理するものでございます。 

 第４５条の２第１項中の表記につきましては、文

言整理を行うものでございます。 

 続きまして、罰則規定につきまして本則に次の４

条を加えます。 

 第４９条として、実施機関の職員であった者、受

託事業に従事している者、もしくは従事していた

者、または指定管理者が行う管理業務に従事してい

た者、もしくは従事していた者が正当な理由がない

のに個人の秘密に属する事項が記録された文書等に

あって、一定の事務の目的を達成するために特定の

個人情報を電子計算機を用いて検索できるように体

系的に構成したもの（その全部、または一部を複製

し、または加工したものを含む）を提供したとき

は、２年以下の懲役、または１００万円以下の罰金

に処する。 

 第５０条として、前条に規定する者がその業務に

関して知り得た文書等に記録された個人情報を事

故、もしくは第三者の不正な利益を図る目的で提供

し、または盗用したときは、１年以下の懲役、また

は５０万円以下の罰金に処する。 

 第５１条として、実施機関の職員がその職権を乱

用して、もっぱらその職務の用以外の用に供する目

的で個人の秘密に属する事項が記録された文書、図

面、電磁的記録、その他一定の事項を記録しておく

ことのできるこれらに類するものを収集したとき

は、１年以下の懲役、または５０万円以下の罰金に

処する。 
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 第５２条として、偽り、その他不正な手段によ

り、開示決定に基づき文書等に記録された個人情報

の開示を受けた者は５万円以下の過料に処する。 

 続きまして、第２条上富良野町情報公開条例の一

部を改正につきましては、第２条第２項の改正につ

きましては、個人情報保護条例第２条第３号と同じ

く電磁的記録に関し統一し、国の法律による表現の

仕方に整理するものでございます。 

 また、第２条第２項から第３４条第１項までの情

報の文言に関し、町政情報と改めるものでございま

す。 

 附則において、施行期日を平成２０年４月１日か

ら施行する。 

 なお、経過措置として、この条例施行日前にした

行為に対する罰則の適用をうたってございます。 

 以上で説明といたします。 

 御審議いただきまして御議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 ５番米沢義英君。 

○５番（米沢義英君） この条例の中で、実施機

関、指定管理者等も含めたというふうに思います

が、委託先も含めて、これは従事していた者という

形になっておりますが、不正を働いた場合の罰則規

定という形で、これは従事していた者が退職して、

退職した場合はその後何年までという期限があるの

でしょうか。罰則規定が遡及されるというか、そこ

ら辺はどうなのでしょうか。 

○議長（西村昭教君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（北川雅一君） ５番米沢議員の御質問

にお答えいたします。 

 退職した後何年というくくりはございません。一

生、情報が一緒ならということでございますので、

そういう状況でございます。 

○議長（西村昭教君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、議案第２９号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第３０号 

○議長（西村昭教君） 日程第１２ 議案第３０号

上富良野町ラベンダーハイツ条例の一部を改正する

条例の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（菊地昭男君） ただいま

上程されました、議案第３０号上富良野町ラベン

ダーハイツ条例の一部を改正する条例について、提

案の要旨を申し上げます。 

 障がい者自立支援事業条例に基づきまして、昭和

２０年度からラベンダーハイツデイサービスにおき

まして、障がい者の日中一時支援事業を受け入れる

ため、ラベンダーハイツ条例の一部を改正するもの

であります。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第３０号上富良野町ラベンダーハイツ条例の

一部を改正する条例。 

 上富良野町ラベンダーハイツ条例（平成１２年上

富良野町条例第１８号）の一部を次のように改正す

る。 

 第６条第５号の次に次の１号を加える。 

 （６）上富良野町障がい者自立支援事業条例（平

成１８年上富良野町条例第２４号。以下「支援条

例」という。）第２条第９号に規定する事業。 

 第７条第５号の次に次の１号を加える。 

 （６）前条第６号に規定する事業支援条例別表に

定める日中一時支援事業の対象者。 

 第８条第１項を次のように改める。 

 前条第１号から第４号及び第６号の事業の対象者

（老人福祉法第１０条の４第１項第２号及び第３号

並びに同法第１１条第１項第２号の措置に係る者を

除く。）は、第６条第１号から第４号及び第６号に

規定する事業に係るサービスを利用するときは、利

用の申し込みを行い、規則に定めるところにより契

約を締結するものとする。 

 第９条第１項第４号の次に次の１号を加える。 

 （５）第７条第６号に規定する者支援条例別表に

定める利用の額とする。 

 附則、この条例は平成２０年４月１日から施行す

る。 

 以上、説明とさせていただきます。 

 御審議いただきまして議決賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 
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 これより、議案第３０号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第３１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１３ 議案第３１号

富良野広域連合の設置についての件を議題といたし

ます。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（北川雅一君） ただいま上程いただき

ました、議案第３１号富良野広域連合の設置につい

て提案要旨を御説明申し上げます。 

 平成１７年２月、今後の基礎自治体のあり方など

について、富良野圏域５市町村長で協議がされ、同

年５月、自治のかたち検討プロジェクトチームを設

置し、今後の自治のかたちについての調査、検討が

されました。 

 その調査結果において、市町村連携、広域連合、

市町村合併、広域都市の四つの選択肢が報告され、

各市町村において住民へ調査、検討しました自治の

かたちの情報提供を行い、町議会の皆様にもその状

況を説明し、それぞれ御意見をいただきました。 

 その結果、広域連合を選択する御意見が多いこと

を踏まえ、５市町村長が協議し、富良野地区におい

ては広域連合ですることで合意されました。 

 その後、平成１９年１月に広域連合準備委員会を

立ち上げ、富良野広域連合で行うことが可能な５市

町村に共通する事務の検討に入ったところでござい

ます。 

 その中で、共同で事務処理をしている五つの一部

事務組合の事務を広域連合で取り進めることとな

り、一つはし尿、浄化槽、汚泥及び生ごみ処理並び

にその処理施設に関する事務、二つ目は、公共串内

牧場に関する事務、三つ目は、消防に関する事務、

四つ目は、学校給食共同調理場の設置、運営及び管

理並びに学校給食の配送に関する事務の４事務に調

査研究に関する事務を加えた５事務を共同処理する

ことで、富良野圏域における広域的な住民サービス

の充実と行政の一層の効率化を図ることから、富良

野広域連合の設置に伴う当該広域連合規約を定め、

本広域連合の設置について規約を添えて提案するも

のでございます。 

 このことから、富良野広域連合の設置、規約につ

きまして、以下議案朗読をし要点を説明させていた

だきます。 

 議案第３１号富良野広域連合の設置について。 

 地方自治法第２８４条第３項の規定により、富良

野市、中富良野町、南富良野町及び占冠村と、し

尿、浄化槽汚泥及び生ごみ処理並びにその処理施設

に関する事務、公共串内牧場に関する事務、消防に

関する事務、学校給食共同調理場の設置、運営及び

管理並びに学校給食の配送に関する事務及び調査研

究に関する事務を共同処理するため、次のとおり規

約を定め、富良野広域連合を設置する。 

 富良野広域連合規約でございます。 

 第１条においては、広域連合の名称を富良野広域

連合と定めるものであります。 

 第２条は、広域連合を組織する地方公共団体とし

て、富良野地区５市町村で構成すること。 

 第３条では、広域連合の区域を定めております。 

 第４条は、広域連合で処理する事務の定めであ

り、次ページ、５条において広域連合の作成する広

域計画の項目を記載してございます。 

 第６条は、広域連合の事務所の位置について定め

たものであります。 

 第７条から第１０条においては、広域連合議会議

員の選出、定数、任期、議長及び副議長の選出につ

いて定めてあります。 

 第１１条から第１５条においては、広域連合の執

行機関の組織など、広域連合長、副連合長、事務管

理者、会計管理者の定数、選任方法、任期、職務に

ついて、また、補助職員の設置を定めております。 

 第１６条、１７条においては、選挙管理委員会及

び監査委員について定めたものでございます。 

 第１８条は、広域連合の経費及び負担割合を定め

ており、その負担割合は別表において記載してござ

います。 

 第１９条においては、広域連合規則への委任につ

いて定めております。 

 なお、附則において、施行期日はこの規約は北海

道知事の許可があった日から施行、ただし第４条の

規定は平成２１年４月１日から施行を定めておりま

す。 

 経過措置として、前項ただし書きに規定する施行

日前においても、広域連合の処理する事務の実施に

必要な準備行為について、施行日以降後初めて行う

広域連合長の選挙などについて定めております。 

 負担割合に関しての見直しについては、それぞれ

所要の措置を講ずるよう規定しております。 

 以上、説明といたします。 

 御審議いただきまして御議決賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 
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 お諮りいたします。 

 ただいま議案となっている議案第３１号は、なお

十分な審議を要するものと思われますので、この

際、私と長谷川徳行議員、渡部洋己議員、中村有秀

議員、向山富夫議員、金子益三議員、谷忠議員の７

名の議員をもって構成する富良野広域連合調査特別

委員会を設置し、これに付託の上、議会閉会中の継

続審査とすることにいたしたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

 ２番村上和子君。 

○２番（村上和子君） 富良野の広域連合の設置に

つきましては、ちょっと確認させていただきたいの

です。 

 この富良野広域連合というのは、決して市町村合

併の推進に向けた環境整備の一環として位置づけら

れるものではないと、こういうふうに確認させても

らってよろしいでしょうか。 

 それと、あくまでも一自治体でやるよりも、今回

選択しました事務を広域でやったほうが上富良野町

の町民にとりましても広域的な行政ニーズに柔軟か

つ複合的に対応ができて、効率的な行政運営手法と

して地方分権時代の地域づくりの手法として行うと

いうことで、こういう理解でよろしいでしょうか、

ちょっと確認させていただきたいと思います。 

○議長（西村昭教君） 副町長、答弁。 

○副町長（田浦孝道君） ２番村上議員の御質問に

私のほうからお答えさせていただきますが、議員が

今おっしゃられたようなことでありまして、私ども

も法令に基づきまして一組で現状を将来に向けて維

持するということが、いろいろな諸状況からこれ以

上の改善につながることは非常に難しい面もあるな

という観点で、議員がおっしゃられるような方向で

私どももその事務作業を進めてございますので、御

理解賜りたいというふうに思います。 

○議長（西村昭教君） よろしいですね。 

 それでは、再度お諮りいたします。 

 今、提案を申し上げました特別委員会を設置し

て、付託するということに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第３１号については、私と長谷川徳

行議員、渡部洋己議員、中村有秀議員、向山富夫議

員、金子益三議員、谷忠議員の７名の議員をもって

構成する富良野広域調査連合特別委員会を設置し、

これに付託の上、議会閉会中の継続審査とすること

に決しました。 

────────────────── 

◎日程第１４ 議案第３２号 

◎日程第１５ 議案第３３号 

○議長（西村昭教君） 次に、日程第１４並びに日

程第１５は関連がございますので、一括して議題と

いたします。 

 日程第１４ 議案第３２号上富良野町道路線廃止

の件及び日程第１５ 議案第３３号上富良野町道路

線認定の件を一括して議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 建設水道課長。 

○建設水道課長（早川俊博君） ただいま上程いた

だきました議案第３２号並びに議案第３３号につき

まして、提案理由を申し上げます。 

 参考資料といたしまして、道路網図を提出させて

いただいております。 

 議案第３２号と議案第３３号の裏面の道路廃止及

び道路認定の表と道路網図をごらんいただきたいと

思います。 

 市街地の認定番号２３５番、２４８番につきまし

ては、開発行為により宅地の造成に伴うもので、終

点の位置が変わるものでございます。 

 郡部の認定番号６２７号につきましては、終点を

道道留辺蘂上富良野線まで延長をするものでござい

ます。 

 この３路線につきましては、それぞれの延長が変

わるため、緑色の既設路線を一度廃止しまして、赤

色の延長部分と合わせまして一路線として再認定を

お願いするものでございます。 

 なお、これらの部分が認定されますと、町道の延

長は実延長で３３３.３メートル増の４２８.６６キ

ロメートルとなる予定でございます。 

 以下、議案を朗読し、説明にかえさせていただき

ます。 

 議案第３２号上富良野町道路線廃止の件。 

 上富良野町道の路線を別紙のとおり廃止するた

め、道路法第１０条第３項の規定により、議会の議

決を求める。 

 裏面の別紙廃止路線の表につきましては、先ほど

の道路網図のとおりですので省略させていただきま

す。 

 次に、議案第３３号に移ります。 

 議案第３３号上富良野町道路線認定の件。 

 上富良野町道の路線を別紙のとおり認定するた

め、道路法第８条第２項の規定により議会の議決を

求める。 

 同じく、裏面の別紙道路認定の表につきまして

も、道路網図のとおりですので省略させていただき

ます。 

 以上で説明とさせていただきます。 

 御審議いただきまして議決賜りますようお願い申

し上げます。 
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○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより、議案第３２号及び議案第３３号を一括

して質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 初めに、議案第３２号上富良野町道路線廃止の件

を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３３号上富良野町道路線認定の件を

採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程追加の議決 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 本日、厚生文教常任委員長から、厚生文教常任委

員会に付託審査の議案第１７号平成１９年度上富良

野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第３

号）の審査報告書が提出されました。 

 これを日程に追加し、直ちに議題といたしたいと

思います。これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、厚生文教常任委員会に付託審査の議案第

１７号平成１９年度上富良野町ラベンダーハイツ事

業特別会計補正予算の件を日程に追加し、直ちに議

題とすることに決定しました。 

────────────────── 

◎追加日程第１ 議案第１７号 

○議長（西村昭教君） 追加日程第１ 厚生文教常

任委員会に付託審査の議案第１７号平成１９年度上

富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算の

件を議題といたします。 

 本件に関し、厚生文教常任委員長の報告を求めま

す。 

 厚生文教常任委員長中村有秀君。 

○厚生文教常任委員長（中村有秀君） ただいま上

程をいただきました、平成２０年第１回定例会にお

いて厚生文教常任委員会に付託された議案第１７号

平成１９年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別

会計補正予算（第３号）について、次のとおり審査

報告を申し上げます。 

 厚生文教常任委員会審査報告書。 

 平成２０年第１回定例会付託、議案第１７号平成

１９年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計

補正予算（第３号）の件。 

 本委員会は、平成２０年第１回定例会において付

託された上記案件を慎重に審査した結果、一部賛

成、一部反対として可決すべきものと決定したの

で、会議規則第７７条の規定により報告する。 

 上富良野町議会議長西村昭教様。 

 厚生文教常任委員長中村有秀。 

 記。 

 １、審査と審議等の経過。 

 平成２０年３月４日、第１回定例会にて付託され

た議案第１７号上富良野町ラベンダーハイツ事業特

別会計補正予算（第３号）について、定例会終了

後、直ちに委員会を開催し、今後の進め方及び日程

について協議を行うとともに、議案について審議を

行った。 

 議案第１７号は、歳入歳出予算の補正と債務負担

行為の補正の２点があわせて提案されているため、

初めに歳入歳出予算の補正の件を審議し、全員一致

で原案のとおり可とした。 

 次に、ラベンダーハイツ給食業務委託に伴う債務

負担行為の補正の件は、２月２１日の本委員会にお

いて債務負担行為の補正の説明資料の添付及び説明

がなかったので、次期委員会で資料の説明を求める

こととした。 

 ３月５日、定例会終了後、本委員会を開催し、ラ

ベンダーハイツ給食業務委託に伴う債務負担行為の

補正の関係について説明員から追加資料の説明を受

け質疑を行ったが、説明資料（給食業務に係る平成

１８年度の実績、平成２０年度委託料積算根拠）の

内容に不十分な点があるので、再度説明資料の提出

を求めた。 

 ３月１１日、定例会終了後に本委員会を開催し、

説明資料により説明員から説明を受け、その後、各

委員会が質疑を行い、副町長、ラベンダーハイツ所

長から答弁を受け質疑を終了した。 

 また、説明資料の一部修正を説明員に申し入れる

とともに、全員協議会にて各議員の意見徴収をし参

考としたい旨を議長に申し入れ、３月１２日、全員

協議会の開催が決定された。 

 ３月１２日、議長招集による全員協議会が定例会

終了後に開催され、一部修正した説明資料（給食業

務に係る平成１８年度実績、平成２０年度委託料積

算根拠）により説明員から説明を受けた。 

 その後、全議員により質疑、意見が多くあり、説
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明員、副町長、ラベンダーハイツ所長からの説明に

よって、今回進める給食業務委託について各議員の

一定の理解を得るとともに、本委員会としてさまざ

まな意見徴収をすることができた。 

 全員協議会終了後、直ちに本委員会を開催し、付

託案件について委員相互の意見交換をして意見集約

をした。 

 ３月１８日、本委員会を開催し、付託案件の審査

報告書（案）について審議し、本審査報告書のとお

り決定した。 

 審議の内容。 

 ①歳入歳出予算の補正の件については、各関係事

業の実施精査により発生した歳入歳出の増減額につ

いての補正によるものなので、特に意見もなく原案

のとおり可と決定した。 

 ②給食業務委託に伴う債務負担行為の補正の件に

ついては、厳しい日程であったが、５回の委員会の

開催による審議と１回の全員協議会開催により意見

徴収を行った。 

 その結果、次の諸点について、対応の不十分さと

不安と懸念があるとともに、町民に十分理解を得ら

れる内容ではないと判断し、反対多数で原案を否決

した。 

 （ア）行財政改革でのアウトソーシングの計画的

な実施方針が明確でない。 

 （イ）今回の給食業務委託に関し、地元関係団体

や業者に企業意欲の喚起を促す情報発信と育成、誘

導等が十分に行われていない。 

 （ウ）入札参加資格登録について、地元業者、企

業意欲者が参入可能な規制緩和を検討すべきであ

る。 

 （エ）地産地消を含め、地元調達物品の減少が懸

念される。 

 （オ）調理員の雇用、給与、労働条件等の不安が

大きい。 

 （カ）「民間でやれるものは民間に」では行財政

改革の観点から原則的に理解ができるが、業務委

託、指定管理者制度、民間移譲等の実施に事前の条

件整備に十分努められていない。 

 （キ）今回の正職員の調理員の移動だけでは抜本

的な削減とはならない。 

 （ク）今後はラベンダーハイツ経営全般と福祉の

視点から検討すべきである。 

 ２、決定。 

 慎重に審議した結果、①歳入歳出予算の補正につ

いては、全員一致で原案のとおり可と決定した。 

 ②給食業務委託に伴う債務負担行為の補正につい

ては、原案を反対多数により認められないことと決

定した。 

 以上、厚生文教常任委員会の報告書といたしま

す。 

 議決いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これより、質疑に入りま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

 これより、委員会報告の修正案に対する討論を行

います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって討

論を終了いたします。 

 これより、議案第１７号を起立により採決いたし

ます。 

 まず、厚生文教常任委員会報告の修正案につい

て、起立により採決をいたします。 

 修正案に賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 起立多数であります。 

 よって、修正案は可決されました。 

 次に、修正議決しました部分を除く原案につい

て、起立により採決いたします。 

 修正部分を除く部分を原案のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（西村昭教君） 起立多数であります。 

 よって、修正部分を除く部分は、原案のとおり可

決されました。 

────────────────── 

◎日程第１６ 予算特別委員会付託 

○議長（西村昭教君） 日程第１６ 予算特別委員

会に付託審査の議案第１号平成２０年度上富良野町

一般会計予算、議案第２号平成２０年度上富良野町

国民健康保険特別会計予算、議案第３号平成２０年

度上富良野町老人保健特別会計予算、議案第４号平

成２０年度上富良野町後期高齢者医療特別会計予

算、議案第５号平成２０年度上富良野町介護保険特

別会計予算、議案第６号平成２０年度上富良野町ラ

ベンダーハイツ事業特別会計予算、議案第７号平成

２０年度上富良野町簡易水道事業特別会計予算、議

案第８号平成２０年度上富良野町公共下水道事業特

別会計予算、議案第９号平成２０年度上富良野町水

道事業会計予算、議案第１０号平成２０年度上富良

野町病院事業会計予算の件を一括議題といたしま

す。 

 本件に関し、予算特別委員長の報告を求めます。 

 予算特別委員長長谷川徳行君。 

○予算特別委員長（長谷川徳行君） 予算特別委員
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会報告を、朗読をもって御報告申し上げます。 

 先立ちまして、さきに提出いたしました報告書に

字句の欠落がありますので、追加をお願いいたしま

す。 

 審査意見書の３枚目の平成２０年度各会計予算特

別委員会審査意見の８番、町道の維持管理につい

て、町道維持及び舗装については、計画的の次に

「かつ早急」という字句を追加していただきたいと

思います。 

 それでは、委員会報告をいたします。 

 本委員会に付託の議案は、審査結果、次のとおり

決定したので、会議規則第７７条の規定により、審

査等の経過等を付し報告する。 

 平成２０年３月１９日、予算特別委員長長谷川徳

行。 

 記。１、審査の経過。 

 本委員会は３月５日に設置され、同日、議案第１

号、議案第２号、議案第３号、議案第４号、議案第

５号、議案第６号、議案第７号、議案第８号、議案

第９号及び議案第１０号が付託された。 

 ３月１３日に委員会を開き、正副委員長、分科長

を選出し、直ちに議案審議に入り、議案第１号歳入

各款と歳出１款から４款まで款別ごとに質疑を行

い、理事者の答弁を求めた。 

 ３月１４日に委員会を開き、議案第１号、歳出５

款から予算調書まで款別ごとに質疑を行い、理事者

の答弁を求めた。 

 ３月１７日に委員会を開き、議案第２号、議案第

３号、議案第４号、議案第５号、議案第６号、議案

第７号、議案第８号、議案第９号及び議案第１０号

につき、それぞれ歳入歳出を一括して質疑を行い、

理事者の答弁を求めた。 

 ３月１８日に委員会を開き、各議案の審査意見を

集約してから採決を行った。 

 議案審査での主な意見は、別記のとおりである。 

 ２、表決。議案第１号、議案第４号及び議案第６

号は討論を行い、議案第２号、議案第３号、議案第

５号、議案第７号、議案第８号、議案第９号及び議

案第１０号は討論を行わず、議案ごとに起立による

採決を行った結果、議案第６号以外は賛成多数によ

り原案可決となり、議案第６号は原案を一部修正し

て賛成多数により原案可決となった。 

 ３、結果。 

 議案第１号平成２０年度上富良野町一般会計予

算、原案可決。 

 ２、議案第２号平成２０年度上富良野町国民健康

保険特別会計予算、原案可決。 

 ３、議案第３号平成２０年度上富良野町老人保健

特別会計予算、原案可決。 

 ４、議案第４号平成２０年度上富良野町後期高齢

者医療特別会計予算、原案可決。 

 ５、議案第５号平成２０年度上富良野町介護保険

特別会計予算、原案可決。 

 ６、議案第６号平成２０年度上富良野町ラベン

ダーハイツ事業特別会計予算、修正可決。 

 ７、議案第７号平成２０年度上富良野町簡易水道

事業特別会計予算、原案可決。 

 ８、議案第８号平成２０年度上富良野町公共下水

道事業特別会計予算、原案可決。 

 ９、議案第９号平成２０年度上富良野町水道事業

会計予算、原案可決。 

 １０、議案第１０号平成２０年度上富良野町病院

事業会計予算、原案可決。 

 なお、別記平成２０年度各会計予算特別委員会審

査意見及び議案第６号の修正案と説明書につきまし

ては、説明を省略させていただきます。 

 以上で、予算特別委員会審査意見の報告といたし

ます。 

○議長（西村昭教君） お諮りいたします。 

 本件に対する委員長報告は、意見を付して、議案

第６号は原案を一部修正し、議案第６号以外はすべ

て原案可決であります。 

 委員長の報告のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、議案第１号、第２号、第３号、第４号、

第５号、第６号、第７号、第８号、第９号並びに第

１０号は、委員長の報告のとおり決しました。 

 暫時休憩いたします。 

────────────────── 

午前１１時３４分 休憩 

午前１１時３５分 再開 

────────────────── 

○議長（西村昭教君） 休憩を解きまして、会議を

再開いたします。 

────────────────── 

◎日程第１７ 諮問第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１７ 諮問第１号人

権擁護委員候補者の推薦の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 町長尾岸孝雄君。 

○町長（尾岸孝雄君） ただいま御提案いただきま

した諮問第１号につきまして、趣旨を説明させてい

ただきます。 

 現在、上富良野町におきましては、人権擁護委員

の方が佐々木幸子氏、納谷富市氏、三島功士氏の３

名が就任いたしているところでありますが、このた
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び、三島功士氏が今年の２０年９月３０日をもって

任期満了になるということから、法務大臣にあてま

して、上富良野町として今定例議会で議会の御意見

を承り、同意をいただいて推薦をいたしたいという

ことでございます。 

 また、加えまして、人口区分からいたしますと、

１万人から１万５,０００人の人口におきまして

は、人権擁護委員を５名以内の選任をするようにと

いうことでございます。現在まで３名でありました

ので、この機会に１名増員をいたしまして推薦をい

たしたいということで、議会の同意を求めるわけで

あります。 

 もう一人につきましては、小澤治子氏であります

が、この三島功士氏並びに小澤治子氏２名の方々に

つきましては、それぞれ経歴書を参考資料として配

付させていただいておりますので、御高覧賜り御同

意をいただきますようお願い申し上げたいと存じま

す。 

 それでは、朗読をもって提案をさせていただきま

す。 

 諮問第１号人権擁護委員候補者の推薦の件。 

 人権擁護委員の候補者として次の者を推薦したい

ので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議

会の意見を求める。 

 記。 

 住所、上富良野町●●●●●●●●●●。氏名、

三島功士。●●●●●●●●●生まれ。 

 二人目であります。 

 住所、上富良野町●●●●●●●●●●。氏名、

小澤治子。●●●●●●●●●●生まれ。 

 この２名でございます。 

 どうか、御審議賜りまして、御同意いただきます

ようお願いを申し上げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 お諮りいたします。 

 本件は先例に基づき、質疑、討論を省略し、直ち

に採決をいたしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 これより、諮問第１号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり適任と認めることに御異議

ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり適任と認めること

に決しました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 発議案第１号 

○議長（西村昭教君） 日程第１８ 発議案第１号

町長の専決事項指定の件を議題といたします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 １１番渡部洋己君。 

○１１番（渡部洋己君） ただいま上程いただきま

した発議案第１号町長の専決事項指定の件を、朗読

をもって説明いたしたいと思います。 

 発議案第１号町長の専決事項指定の件。 

 上記の議案を次のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出します。 

 上富良野町議会議長西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員渡部洋己。 

 賛成者、上富良野町議会議員中村有秀。 

 町長の専決事項指定の件。 

 次の事項に関しては、地方自治法第１８０条第１

項の規定により、町長において専決処分することが

できるものとして指定する。 

 記。平成２０年度の地方税法の一部改正に伴う上

富良野町税条例（昭和２９年上富良野町条例第１０

号）の一部を改正すること。 

 以上であります。 

 審議いただきまして、認めていただきますようお

願いいたします。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって、

質疑、討論を終了いたします。 

 これより発議案第１号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１９ 発議案第２号 

○議長（西村昭教君） 日程第１９ 発議案第２号

雇用保険の特例一時金を５０日分に戻し国の季節労

働者対策の強化を求める意見の件を議題といたしま

す。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

 ９番中村有秀君。 

○９番（中村有秀君） ただいま上程いただきまし

た、発議案第２号雇用保険の特例一時金を５０日分

に戻し国の季節労働者対策の強化を求める意見の件

について御提案を申し上げます。 

 発議案第２号雇用保険の特例一時金を５０日分に
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戻し国の季節労働者対策の強化を求める意見の件。 

 上記議案を別紙のとおり、会議規則第１４条第２

項の規定により提出いたします。 

 上富良野町議会議長西村昭教様。 

 提出者、上富良野町議会議員中村有秀。 

 賛成者、上富良野町議会議員渡部洋己。 

 提出先、内閣総理大臣、財務大臣、厚生労働大

臣、国土交通大臣。 

 雇用保険の特例一時金を５０日分に戻し国の季節

労働者対策の強化を求める意見書。 

 今、季節労働者は、かつてない厳しい冬を迎えて

います。３０年にわたった季節労働者の冬期間の雇

用と生活を支える命綱として重要な役割を果たして

きた冬期技能講習など、国の季節労働者冬期援護制

度が２００６年度限りで廃止をされました。 

 さらに、雇用保険法の改正によって、これまで５

０日分であった特例一時金が本則では３０日分とさ

れ、当分の間は４０日分とする削減が今年度から施

行されました。 

 一人平均５万円となる特例一時金の削減と、冬期

技能講習制度の廃止によって、季節労働者は平均２

０万円の特例一時金だけで厳寒の３ないし４カ月を

生活することになります。ぎりぎりの生存ラインを

脅かす深刻な事態となっています。 

 国、厚生労働省は、今年度から通年雇用促進支援

事業などを実施していますが、極めて不十分です。

予算規模は総額で３億２,０００万円でしかなく、

事業内容についても賃金や受講給付金など、労働者

の所得保障にかかわるものは認められていないた

め、有効な対策となっていません。 

 加えて、国、厚生労働省は、特例一時金削減に対

応する施策を何ら具体化していません。通年雇用化

を進めることについてはだれもが異存のないところ

ですが、厳しい自然条件と、それに伴うコスト増と

いう制約もあり、なお相当数の労働者が季節的に失

業せざるを得ないのが北海道の現実です。 

 よって、次のことを国に強く要望する。 

 記。１、雇用保険の特例一時金の削減を凍結し、

５０日分に戻すこと。 

 ２、通年雇用促進支援事業予算を大幅に増額する

とともに、季節労働者の実態に即した弾力的な運用

を図ること。また、季節労働者の冬期の失業に対

し、法的就労と所得保障など実効のある追加対策を

講ずること。 

 ３、大都市に偏重した公共事業を抜本的に改め、

地方における生活密着型の公共事業を拡大するこ

と。また、政府として地方自治体の財源確保措置を

講ずること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を

提出する。 

 平成２０年３月１９日。 

 北海道空知郡上富良野町議会議長西村昭教。 

 以上でございます。 

 寒冷地、積雪の上富良野町にも季節労働者が多く

いらっしゃいます。そういう立場に立っての意見で

ございますので、議決をいただくようお願い申し上

げます。 

○議長（西村昭教君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） なければ、これをもって質

疑、討論を終了いたします。 

 これより、発議案第２号を採決いたします。 

 本件は、原案のとおり決することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本件は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２０ 閉会中の継続調査申し出の件 

○議長（西村昭教君） 日程第２０ 閉会中の継続

調査申し出の件を議題といたします。 

 議会運営委員長並びに各常任委員長から、目下、

委員会において調査中の別紙配付申し出書の事件に

ついて、会議規則第７５条の規定により、閉会中も

引き続き調査したい申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査

に付することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員長から申し出のとおり、閉会中の

継続調査に付することに決しました。 

 以上をもって、本定例会に付議された案件の審議

は、すべて終了いたしました。 

─────────────────── 

◎町民生活課長あいさつ           

○議長（西村昭教君） ここで、３月３１日をもっ

て定年退職される課長から、ごあいさつをいただき

たいと思います。 

 ５０音別にお願いをいたします。 

 最初に、町民生活課長尾崎茂雄君。 

○町民生活課長（尾崎茂雄君） 議会議長様、議会

運営委員長様から御配慮をいただきましたので、一

言お礼を申し上げます。 

 私、昭和４２年４月、役場職員として採用されま

して、当時の民生課を皮切りに、最後の課でありま
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した町民生活課まで八つの課で仕事をさせていただ

きました。 

 この間、尾岸町長を初め多くの先輩、同僚、後輩

の温かい御指導、御協力いただきまして、４１年間

勤め上げることができました。ここに厚くお礼を申

し上げます。 

 思い起こせば８年前、課長としましてこの議場に

立たせていただき、それからは緊張の連続でありま

した。 

 今後におきましては、家庭のことはもちろん、地

域のために何かお役に立ちたいと思っております。 

 最後になりますが、議員皆様方の一層の御健勝と

御活躍を心からお祈り申し上げ、ごあいさつとさせ

ていただきます。 

 まことにありがとうございました。（拍手） 

─────────────────── 

◎会 計 管 理 者 あ い さ つ           

○議長（西村昭教君） 次に、会計管理者佐藤憲治

君。 

○会計管理者（佐藤憲治君） ただいま議長のお許

しをいただきまして、議員の皆様の前でごあいさつ

をさせていただく機会を賜り、私にとっても終生忘

れられないことと光栄に思います。まことにありが

とうございます。 

 顧みますと、役場庁舎が建設され、現在地に移転

しました昭和４２年に奉職をいたし、当時の海江田

町長から現在の尾岸町長まで６人の町長のもとで、

その時々の役割、また立場で数多くの仕事をさせて

いただきました。 

 この間、特に開基１００年記念事業事務局、ま

た、高齢者福祉医療制度の転換点となりました介護

保険事業もそうです。それから、財源難の中での保

険福祉の拠点施設、かみん建設事業の事務などに携

わったことにつきましては、今でも印象深く心に

残っております。 

 この３月をもちまして４１年余りの役場人生を終

え、無事定年退職を迎えることができますことは、

尾岸町長を初め多くの先輩、上司、同僚議員の御支

援もさることながら、議員の皆様方の御指導のたま

ものと厚くお礼を申し上げ、心より感謝を申し上げ

る次第でございます。 

 今、地方行財政を取り巻く情勢が非常に厳しいこ

とは御案内のとおりでありますが、限りのある財源

の中でいかにして自主自立の道を進めていくことが

求められております。今、大きなテーマとなってお

りますが、そのような中で行政と地域社会、住民の

連携、協力によります協働のまちづくりが今後一層

求められてくるものと思います。 

 私もこれから一町民として、地域社会にかかわり

をもって何らかのお役に立ちたいと、立てればとい

うふうに考えてございます。 

 議員の皆様方におかれましても、これからの議員

活動の中で何よりも健康が大事でございます。いろ

いろな活動においては健康が一つの源でございます

ので、御健勝であられますように、また、一層の御

多幸を御祈念申し上げましてごあいさつとさせてい

ただきます。 

 長い間ありがとうございました。（拍手） 

─────────────────── 

◎建設水道課長あいさつ           

○議長（西村昭教君） 次に、建設水道課長早川俊

博君。 

○建設水道課長（早川俊博君） 退職に当たりまし

て、一言ごあいさつ申し上げます。 

 私、昭和４５年に役場職員として採用されて以

来、今日まで３８年間、尾岸町長を初め多くの先

輩、同僚に支えられまして、この定年退職を迎えら

れますことを感謝とお礼を申し上げます。 

 ４月からは一町民として、これからのまちづくり

に求められております協働のまちづくりの一員とし

て、少しでも地域に貢献できるよう心がけていきた

いと考えておりますが、いずれにいたしましてもこ

れからは今までに経験のない第二の人生でありま

す。 

 今後におきましても、皆様方の御指導と御鞭撻を

いただきながら悔いのない人生を送っていきたいと

考えておりますので、よろしくお願い申し上げま

す。 

 最後になりますが、議長のお計らいでこの議場で

のごあいさつの機会を与えていただきましたことお

礼申し上げますとともに、議員各位の今後ますます

の御健勝と御活躍を御祈念申し上げまして、お礼の

言葉とさせていただきます。 

 本当に長い間ありがとうございました。（拍手） 

─────────────────── 

◎町 長 あ い さ つ           

○議長（西村昭教君） 次に、本年最初の定例会で

ありますので、町長のほうから皆様方にごあいさつ

を申し上げます。 

 町長尾岸孝雄君。 

○町長（尾岸孝雄君） ３月４日から本日１９日ま

での１６日間にわたり開催されました平成２０年第

１回上富良野町議会の閉会に当たりまして、議長の

お許しをいただきまして、平成１９年度の締めくく

りを兼ねたごあいさつを申し上げたいと存じます。 

 ただいまは、長い間、厳しい地方自治の環境の中

で大変御苦労をいただいた３名の退職課長の皆様方

には大変御苦労さまでした。心から厚くお礼を申し
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上げたいと思います。 

 さて、今定例会におきましては、上程いたしまし

た平成１９年度各会計補正予算案及び平成２０年度

各会計予算案並びに条例改正案など、多くの案件に

つきまして御審議を賜り、御討議を賜り、一部修

正、あるいは継続審議の御採決をいただきましたほ

か、すべてにおきましては原案どおり御議決を賜り

ましたことに対しまして、心から厚くお礼を申し上

げる次第であります。 

 それぞれの議案審議に際しまして、議員各位から

お寄せいただきました御意見及び御提言につきまし

ては、今後の執行上におきまして十分に参酌、吟味

しながら、公明、公正、町民本意の旨とした情報の

共有化と説明責任の遂行のもとに、この反映に努め

てまいる所存であります。 

 さて、アメリカを発信元とするサブプライムロー

ン破綻、石油製品や穀物市場への投資的資金の流れ

は国民経済を直撃する影響を与え、厳しい生活に追

い打ちをかけられているところであります。 

 また、衆議院と参議院での与野党逆転は、思わぬ

部分で政局の混乱を招いており、道路特定財源の今

後のあり方などに関しては、地方財政にもこの余波

が押し寄せているところであります。 

 加えて、昨年、平成１９年６月に成立いたしまし

た地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づ

き、全会計を視野においた財政指標の提示により、

財政再建団体予備軍ともいえる危機的状況にある自

治体が一挙に潜在化してまいりました。 

 幸いにも本町においては、収支バランスの均衡を

目指してきた現行の行財政改革が、目標年次である

平成２０年度においておおむねの達成の見込みにお

いて予算編成を終えたことは、各位の御理解のたま

ものとお礼を申し上げるところであります。 

 この行財政改革の一環として、簡素で効率的な行

政運営を目指すための組織機構改革も昨年４月に実

施しており、１０課２２班体制の１年の経過に対し

て点検を加え、行政課題へのさらなる取り組みのた

め、必要な補完処置や事務分掌に見直しを含めた手

直しを行うこととしているところであります。 

 平成２０年度は、第４次上富良野町総合計画の最

終年度でもあり、これを引き継ぐ第５次計画の策定

など大きな節目となる年でもあります。 

 地域産業の構造変革、人口の大規模な流動、自衛

隊駐屯地との共存共栄、地域医療と保健福祉など懸

念する諸課題も多くあるため、より多くの方々の御

意見を聞きながらこれらを反映していく必要がある

ものと考えているところであります。 

 また、課題としてきました広域行政の推進につき

ましても、五つの事務事業を富良野広域連合に移行

するための規約を今議会に上程いたしたところであ

りまして、特別委員会において６月定例会での結審

を目指した継続審議をいただけることにつきまして

もお礼を申し上げるところであります。 

 今後におきましても、変革の激しい中において、

健全財政を維持・推進していくために改革の歩みを

とめることができない最重要課題でございますの

で、その取り組みに際しては直面するさまざまな決

断を行わなければならないと心しているところでも

あります。 

 このたび、我が町開基１１１年にして初めての当

初予算の修正をいただきました。このことは執行者

としてまことに残念なことでありますが、決定をい

ただきました上は、その予算に基づき適正に執行さ

せていただきたいと思うところであります。そのた

めにも、予算額の不足とならないよう、調理体制や

賄い材料の調達の工夫を凝らすなどの努力を払わな

ければならないと考えております。 

 振り返りますと、今日までの執行機関と議決機関

の関係は、常任委員会の審議において議案の理解を

得られなければ議案を修正し再提出するか、あるい

はまた議員協議会において全議員の議論、成果を得

て提出するのか否かであり、そのことで執行機関と

議決機関が車の両輪と言われてきたものと思ってい

るところでありました。 

 今回は、常任委員会では理解を得ていたために、

全体での議員協議会の議論もせずに議案として提案

させていただきました。その結果がこのような修正

議決となりましたことは、常任委員会での議論は何

だったのか、そのことで執行者として、また、提出

者として、私自身のすべての説明機会を与えていた

だけない中での結果でありました。まことに残念で

あります。 

 互いに将来のことを誤りなく見きわめることは非

常に厳しいわけでありますが、このたびの結果につ

いては、今後において町民が判断してくれるものと

考えているところであります。 

 最後になりましたが、慎重な御審議を賜り御議決

をいただきましたことに重ねてお礼を申し上げます

とともに、新年度からの行政執行に際しましても、

議員各位並びに町民各位の特段の御協力を御願い申

し上げ、平成２０年第１回定例議会終了に当たりま

してのごあいさつとさせていただきます。 

 まことにありがとうございました。 

─────────────────── 

◎議 長 あ い さ つ           

○議長（西村昭教君） 私のほうからも一言ごあい

さつ申し上げます。 

 ３月の定例会、平成２０年度の事業予算というこ
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とで、３月の上旬からきょうまで本当に大変御苦労

さまでございました。 

 また、予算特別委員会の長谷川委員長には、大変

御苦労さまでございました。厚くお礼を申し上げた

いと思います。 

 初めて修正案ということで、車の両輪となって町

の行政を推進していく上で、これからよく言われて

おります協働の力でまちづくりをしていくというこ

とが本当に問われる２０年度かなということで感じ

ているところであります。 

 審議の経過の中でいろいろな課題も残しました３

月の定例会でございました。私自身もその課題を重

く受けとめて、今後の進め方について糧として今後

進めていきたいというふうに考えているところであ

ります。 

 議会と理事者側と車の両輪となって進むわけであ

りますが、どちらが力があっても方向が変わってい

くわけでありまして、それぞれがそれぞれの力を出

し合って、そして進んでいくという行政機構の中

で、今回、協働の力で平成２０年度、議会と理事者

側が一緒になって進んでいくという最良の案が私は

成立したと思っているわけであります。 

 定数が１４となった初めての予算委員会、定例会

でありましたが、大変人数が少なくなりました。や

はり、その少なくなったことは、一人一人の肩に強

くのしかかってきたのかなということを私自身強く

感じた定例会でございました。 

 どうぞその重みを町民の付託にこたえ、一生懸命

しょって頑張って進んでいただきたいと思うわけで

あります。 

 平成２０年度、非常に財政が厳しい状況の中でま

た進むわけでありますけれども、皆さん御存じのと

おり、これから広域行政と連合というものが新しく

うちの町の中にかかわってまいります。また、あわ

せて国の地方分権の推進が進む中で、これからさら

に地方自治体のあり方が本当に問われる時代になる

かということを感じているわけであります。 

 どうぞ各議員の皆様方も、そういう世の中の動き

も踏まえながら、ひとつこれからのまちづくりに向

かって進んでいただきたいと思うわけであります。 

 今後、議会の運営に関しまして、また皆様方の御

協力をいただきますことを厚くお願い申し上げます

とともに、きょう退職のごあいさつをいただきまし

た３名の課長の皆様方には、４０数年間、町の行政

の仕事に携わり、町の発展のためにそれぞれ一生懸

命御尽力をいただきましたこと厚くお礼を申し上げ

ますとともに、退職後の今後は一町の住民として今

までの仕事の経験を生かしながら、また私たちに気

軽に声をかけて、御指導や、あるいはその経験のお

話を聞かせていただければ幸いかなと思うわけであ

ります。 

 どうぞ退職後も元気で、一住民として町の発展に

御尽力いただけますことをお願い申し上げますとも

に、元気でお暮らしすることを心から御祈念を申し

上げる次第でございます。それぞれ皆様方には、大

変この定例会に係りましてそれぞれの立場で御協力

いただき、また、審議をいただきましたことを厚く

お礼を申し上げまして、一言ごあいさつとさせてい

ただきます。 

 本当にどうもありがとうございました。 

────────────────── 

◎閉  会  宣  告 

○議長（西村昭教君） これにて、平成２０年第１

回上富良野町議会定例会を閉会いたします。 

午後 ０時０２分 閉会 
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